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210
～
255
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傳
十
章
釋
治
國
平
天
下

210
条

　

或
問
。
大
學
既
格
物
・
致
知
了
、
又
却
逐
件
各
有
許
多
工
夫
在
。

　

曰
。
物
格
・
知
至
後
、
其
理
雖
明
、
到
得
後
來
齊
家
・
治
國
・
平
天
下
、
逐
件

事
又
自
有
許
多
節
次
、
須
逐
件
又
徐
徐
做
將
去
。
如
人
行
路
、
行
到
一
處
了
、
又

行
一
處
。
先
來
固
是
知
其
所
往
了
、
到
各
處
又
自
各
有
許
多
行
歩
。
若
到
一
處
而

止
不
進
則
不
可
、
未
到
一
處
而
欲
踰
越
頓
進
一
處
亦
不
可
。　

璘

〔
校
勘
〕

○
本
条
は
、
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
に
収
録
せ
ず
。

○�

「
須
逐
件
又
徐
徐
做
將
去
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
り

（
以
下
同
じ
）、「
徐
徐
」
を
「
徐
〃
」
に
作
る
。

○
「
行
到
一
處
了
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
質
問
し
た
。「『
大
学
』
で
は
格
物
・
致
知
し
た
後
に
も
、
さ
ら
に
一

つ
ず
つ
多
く
の
修
養
が
あ
り
ま
す
ね
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
物
が
い
た
格
り
、
知
が
至
る
と
、
そ
の
理
は
明
ら
か

に
な
る
が
、
そ
の
後
の
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
に
い
た
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄

に
多
く
の
段
階
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
徐
々
に
（
修
養
）
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
人
が
道
を
歩
ん
で
い
る
と
し
て
、
あ
る
場
所
に

到
達
す
れ
ば
、
ま
た
別
の
場
所
に
行
く
。
す
で
に
行
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
も
ち

ろ
ん
分
か
っ
て
い
る
が
、（
そ
こ
か
ら
）
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
行
く
に
は
、
当
然

さ
ら
に
た
く
さ
ん
歩
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
あ
る
場
所
に
到
達
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
こ
に
止
ま
っ
て
進
ま
な
い
の
は
だ
め
だ
し
、
ま
だ
あ
る
場
所
に
到

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

�

宇
佐
美
文
理
・
小
笠
智
章
・
古
勝
亮
・
田
訪
・
中
純
夫
・
福
谷
彬
・

�

松
葉
久
美
子
・
廖
明
飛　
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朱
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語
類
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巻
一
四
～
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八
訳
注
（
八
）

一
九
七



達
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
こ
を
飛
ば
し
て
次
の
場
所
に
急
い
で
行
こ
う
と
す
る
の

も
だ
め
だ
。」　

滕
璘
録

〔
注
〕

（
１
）�「
逐
件
事
又
自
有
許
多
節
次
」　
「
逐
件
」は
、一
件
ず
つ
、一
つ
ず
つ
。「
節
次
」

は
、
順
序
、
次
第
。『
河
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
孔
子
自
十
五
至
七
十
、

進
德
直
有
許
多
節
次
。
聖
人
未
必
然
、
然
亦
是
爲
學
者
立
下
一
法
、
盈
科
而

後
進
、
須
是
成
章
乃
達
。」『
宋
元
語
言
詞
典
』、
一
九
三
頁
。

（
２
）�「
如
人
行
路
、
行
到
一
處
了
、
又
行
一
處
」　

工
夫
の
階
梯
を
「
行
路
」
に

喩
え
る
。『
語
類
』
で
は
他
に
、
巻
一
四
、一
二
四
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ273

）

に
「
曰
。
物
格
知
至
也
無
頓
斷
。
都
知
到
盡
處
了
、
方
能
知
止
有
定
。
…
如

人
行
路
、
今
日
行
得
這
一
條
路
、
則
此
一
條
路
便
知
得
熟
了
、
便
有
定
了
。

其
它
路
皆
要
如
此
知
得
分
明
。
所
以
聖
人
之
教
、
只
要
人
只
管
理
會
將
去
。」

（
３
）�「
先
來
固
是
知
其
所
往
了
」　
「
先
来
」
は
「
以
前
」「
先
ご
ろ
」。『
唐
五
代

語
言
詞
典
』、
三
八
一
頁
。『
宋
元
語
言
詞
典
』、
三
二
五
頁
。
旅
人
が
あ
る

場
所
に
着
い
た
と
す
る
と
、
そ
こ
に
至
る
道
程
に
つ
い
て
は
当
然
分
か
っ
て

い
る
の
意
で
、
前
に
い
う
「
格
物
致
知
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
段
階
で
理
は
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
の
譬
喩
。『
語
類
』
巻
六
〇
、一
〇
五
条
、
李
方

子
録（
Ⅳ1441

）「
郷
里
李
欲
才
云
。
譬
如
一
面
鏡
、先
來
照
者
既
去
不
見
了
、

則
後
來
者
又
可
以
照
。
若
先
底
只
在
、
則
不
復
能
照
矣
。」

（
４
）�「
踰
越
」　

定
め
ら
れ
た
順
序
を
と
ば
す
こ
と
。
巻
一
一
、九
一
条
、
鄭
可

学
録
（
Ⅰ188

）「
爲
學
須
是
先
立
大
本
。
其
初
甚
約
、
中
間
一
節
甚
廣
大
、

到
末
梢
又
約
。
孟
子
曰
、
博
學
而
詳
説
之
、
將
以
反
説
約
也
。
故
必
先
觀
論
・

孟
・
大
學
・
中
庸
、
以
考
聖
賢
之
意
。
讀
史
、
以
考
存
亡
治
亂
之
迹
。
讀
諸

子
百
家
、
以
見
其
駁
雜
之
病
。
其
節
目
自
有
次
序
、
不
可
踰
越
。」

（
５
）�「
頓
進
」　

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
ず
に
急
に
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
。『
語
類
』

巻
七
一
、三
六
条
、潘
植
録（
Ⅴ1788

）「
又
曰
。
一
氣
不
頓
進
、一
形
不
頓
虧
、

蓋
見
此
理
。
陰
陽
消
長
亦
然
。
如
包
胎
時
、
十
月
具
、
方
成
箇
兒
子
。」

211
条

　

味
道
問
平
天
下
在
治
其
國
。
曰
。
此
節
見
得
上
行
而
下
效
、
又
見
得
上
下
雖
殊

而
心
則
一
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
此
節
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
此
三
節
」
に
作
る
。

○
「
下
效
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
效
」
を
「
効
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
参
考
〕

　

本
条
は
、次
の
二
一
二
条
の
葉
賀
孫
自
身
の
記
録
の
冒
頭
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

〔
訳
〕

　

味
道
が
「
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
は
其
の
国
を
治
む
る
に
在
り
」
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
の
一
節
か
ら
は
、
上
が
実
行
す
れ
ば
下
は

そ
れ
に
倣
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
上
下
は
（
分
は
）
異
な
っ
て
も
心
は

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。」　

楊
道
夫
録

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

一
九
八



〔
注
〕

（
１
）「
味
道
」　

葉
賀
孫
の
字
。

（
２
）�「
味
道
」　

葉
賀
孫
の
字
。「
此
節
見
得
」　

校
勘
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
朝

鮮
古
写
本
は
「
此
節
」
を
「
此
三
節
」
に
作
る
。
三
節
と
は
「
上
老
老
而
民

興
孝
」「
上
長
長
而
民
興
弟
」「
上
恤
孤
而
民
不
倍
」
で
あ
る
。
次
注
参
照
。

（
３
）�「
上
行
而
下
效
」「
上
下
雖
殊
而
心
則
一
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
所
謂

平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而

民
不
倍
。
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。」
朱
注
「
言
此
三
者
、
上
行
下
效
、

捷
於
影
響
、
所
謂
家
齊
而
國
治
也
。
亦
可
以
見
人
心
之
所
同
、
而
不
可
使
有

一
夫
之
不
獲
矣
。」「
上
行
下
效
」
は
、『
白
虎
通
』「
三
教
」「
教
者
、
効
也
。

上
爲
之
、
下
效
之
。」

212
条

　

問
「
平
天
下
在
治
其
國
」
章
。

　

曰
。
此
三
句
、
見
上
行
下
效
、
理
之
必
然
、
又
以
見
人
心
之
所
同
。「
是
以
君

子
有
絜
矩
之
道
」、
所
以
以
己
之
心
度
人
之
心
、
使
皆
得
以
自
盡
其
興
起
之
善
心
。

若
不
絜
矩
、則
雖
躬
行
於
上
、使
彼
有
是
興
起
之
善
心
、而
不
可
得
遂
、亦
徒
然
也
。

　

又
曰
。
因
何
恁
地
上
行
下
效
。
蓋
人
心
之
同
然
。
所
以
絜
矩
之
道
、我
要
恁
地
、

也
使
彼
有
是
心
者
亦
得
恁
地
。
全
章
大
意
、
只
反
覆
説
絜
矩
。
如
專
利
於
上
、
急

征
橫
斂
、
民
不
得
以
自
養
、
我
這
裏
雖
能
興
起
其
善
心
、
濟
甚
事
。
若
此
類
、
皆

是
不
能
絜
矩
。　

賀
孫

〔〔
校
勘
〕

○�

「
此
三
句
」　

伝
経
堂
本
を
除
く
諸
本
は
皆
「
句
」
を
「
節
」
に
作
る
。
賀
瑞
麟

「
朱
子
語
類
正
譌
」「
此
三
句
、
原
作
節
、
非
。」

○�

「
蓋
人
心
之
同
然
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」

を
「
盖
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
急
征
橫
斂
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
斂
」
を
「
歛
」

に
作
る
。

○
「
我
這
裏
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○�

「
雖
能
興
起
其
善
心
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

〔
訳
〕

　
（
私
が
）「
平
天
下
は
其
の
国
を
治
む
る
に
在
り
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
の
三
句
か
ら
、
上
の
者
が
行
え
ば
下
の
者
が
そ
れ

に
倣
う
こ
と
は
、
理
と
し
て
必
ず
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま

た
（
上
下
に
関
わ
ら
ず
）
人
の
心
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
是
を
以
て

君
子
に
絜
矩
の
道
有
る
な
り
」
と
は
、
自
ら
の
心
に
よ
っ
て
他
人
の
心
を
推
し
量

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全
て
の
者
に
興
起
し
た
善
心
を
完
遂
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。
も
し
（
上
の
者
に
）
絜
矩
す
る
（
推
し
量
る
）
気
持
ち
が
欠
け
て
い
れ
ば
、

た
と
え
上
の
者
が
自
ら
（
善
を
）
実
行
し
、
下
の
者
が
善
の
心
に
興
起
し
た
と
し

て
も
、（
上
の
者
が
）
そ
れ
を
完
遂
さ
せ
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、（
せ

っ
か
く
興
起
し
た
善
心
も
）
無
駄
に
な
る
の
だ
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

一
九
九



　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
何
に
本
づ
い
て
こ
の
よ
う
に
上
が
行
い
下
が
倣
う
の
か
。

そ
れ
は
人
の
心
が
み
な
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、絜
矩
の
道
と
は
、

自
分
が
こ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
同
じ
心
を
も
つ
他
の
者
に
も
や
は
り
そ

の
よ
う
に
さ
せ
る
の
だ
。
伝
十
章
の
大
意
と
し
て
、
繰
り
返
し
絜
矩
の
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
も
し
上
が
利
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
急
に
徴
用
し
た
り
、
む
や
み
に

収
奪
し
た
り
す
る
と
、
民
は
自
活
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
私
（
上
の
者
）
の
方
で

民
の
善
心
を
興
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
何
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
も

の
は
、
み
な
絜
矩
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
此
三
句
」　

伝
十
章
の
「
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤

孤
而
民
不
倍
」
の
三
句
。

（
２�

）「
人
心
之
所
同
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
故
曰
、口
之
於
味
也
、有
同
耆
焉
。

耳
之
於
聲
也
、
有
同
聽
焉
。
目
之
於
色
也
、
有
同
美
焉
。
至
於
心
、
獨
無
所

同
然
乎
。
心
之
所
同
然
者
何
也
。
謂
理
也
、
義
也
。
聖
人
先
得
我
心
之
所
同

然
耳
。
故
理
義
之
悦
我
心
、
猶
芻
豢
之
悦
我
口
。」

（
３
）�「
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
、
所
以
以
己
之
心
度
人
之
心
、
使
皆
得
以
自
盡
其

興
起
之
善
心
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
、
朱
注
「
興
、
謂
有
所
感
發
而
興
起

也
。
…
絜
、
度
也
。
矩
、
所
以
爲
方
也
。
…
是
以
君
子
必
當
因
其
所
同
、
推

以
度
物
、使
彼
我
之
間
各
得
分
願
、則
上
下
四
旁
均
齊
方
正
、而
天
下
平
矣
。」

「
絜
」
を
「
度
」
と
訓
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
或
問
』
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
大
学
或
問
』「
曰
。
何
以
言
絜
之
爲
度
（
待
洛
反
。
下
同
）
也
。
曰
。
此
『
莊

子
』
所
謂
「
絜
之
百
圍
」、
賈
子
所
謂
「
度
長
絜
大
者
也
」。
前
此
諸
儒
蓋
莫

之
省
、
而
強
訓
以
挈
、
殊
無
意
謂
。
先
友
太
史
范
公
乃
獨
推
此
以
言
之
、
而

後
其
理
可
得
而
通
也
。」

（
４
）�「
如
專
利
於
上
、急
征
橫
斂
」　
『
大
学
章
句
』伝
十
章「
德
者
本
也
、財
者
末
也
。

外
本
内
末
、
爭
民
施
奪
。」
朱
注
「
人
君
以
德
爲
外
、
以
財
爲
内
、
則
是
爭

鬭
其
民
、
而
施
之
以
劫
奪
之
教
也
。
蓋
財
者
人
之
所
同
欲
、
不
能
絜
矩
而
欲

專
之
、
則
民
亦
起
而
爭
奪
矣
。」「
急
征
橫
斂
」
は
、
お
上
が
民
を
緊
急
に
徴

用
し
た
り
、
む
や
み
に
収
奪
し
た
り
す
る
こ
と
。
同
義
語
と
し
て
、「
急
征

重
斂
」も
見
え
る
。
巻
二
一
、七
二
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅱ496

）に「
今
日
恁
地
、

明
日
不
恁
地
、
到
要
節
用
、
今
日
儉
、
明
日
奢
、
便
不
是
節
用
。
不
會
節
用
、

便
急
征
重
歛
、
如
何
得
愛
民
。」

（
５
）�「
自
養
」　
『
易
』
頤
「
觀
頤
、
觀
其
所
養
也
。
自
求
口
實
、
觀
其
自
養
也
。」

（
６
）「
濟
甚
事
」　

何
に
な
ろ
う
か
。「
甚
」
は
現
代
漢
語
の
「
什
」
に
同
じ
。

213
条

　

才
卿
問
。「
上
老
老
而
民
興
孝
」、
恐
便
是
連
那
老
衆
人
之
老
説
。

　

曰
。
不
然
。
此
老
老
、
長
長
、
恤
孤
、
方
是
就
自
家
身
上
切
近
處
説
、
所
謂
家

齊
也
。
民
興
孝
、
興
弟
、
不
倍
、
此
方
是
就
民
之
感
發
興
起
處
説
治
國
而
國
治
之

事
也
。
縁
爲
上
行
下
效
、
捷
於
影
響
、
可
以
見
人
心
之
所
同
者
如
此
。「
是
以
君

子
必
有
絜
矩
之
道
也
」、
此
一
句
方
是
引
起
絜
矩
事
、
下
面
方
解
説
絜
矩
、
而
結

之
云
「
此
之
謂
絜
矩
之
道
」。
蓋
人
心
感
發
之
同
如
此
、
所
以
君
子
須
用
推
絜
矩

之
心
、
以
平
天
下
、
此
幾
多
分
曉
。
若
如
才
卿
説
、
則
此
便
是
絜
矩
、
何
用
下
面
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更
絮
説
許
多
。
才
卿
不
合
誤
曉
老
老
、
長
長
爲
絜
矩
、
所
以
差
也
。
所
謂
「
文
王

之
民
無
凍
餒
之
老
者
」、
此
皆
是
絜
矩
已
後
事
、
如
何
將
做
老
老
説
得
。　

僩

〔
校
勘
〕

○�

「
下
面
方
解
説
絜
矩
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。
萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

○
「
須
用
」　

萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
誤
曉
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曉
」
を
「
認
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

才
卿
が
質
問
し
た
。「「
上　

老
を
老
と
し
、
民　

孝
に
興
る
」
と
は
、（
身
内

で
は
な
い
）
他
の
老
人
に
も
老
人
ら
し
く
接
す
る
と
い
う
こ
と
も
い
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。」

　

お
っ
し
ゃ
る
。「
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
「
老
を
老
と
し
、
長
を
長
と
し
、
孤

を
恤
れ
む
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
自
分
自
身
の
切
実
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て
言
っ

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
家
斉
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
民　

孝
に
興
り
、
弟

に
興
り
、
倍
か
ず
」
と
は
、
ま
さ
に
民
の
感
発
と
興
起
に
つ
い
て
言
い
、
国
を
治

め
て
国
が
治
ま
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
上
が
行
い
下
が
倣
い
、
そ
の
影
響
が
捷

い
の
で
、
人
の
心
が
こ
の
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
是
を
以
て
君

子
に
必
ず
絜
矩
の
道
有
る
な
り
」
は
、
こ
の
一
句
で
よ
う
や
く
絜
矩
の
こ
と
を
提

起
し
、
下
文
で
初
め
て
絜
矩
に
つ
い
て
（
具
体
的
に
）
説
明
し
、
結
ん
で
「
此
れ

を
之
絜
矩
の
道
と
謂
う
」
と
い
う
。
思
う
に
、
人
の
心
が
感
応
し
て
発
出
す
る
様

は
こ
の
よ
う
に
み
な
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
君
子
は
絜
矩
の
心
で
（
他
者
を
）

推
し
量
っ
て
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
何
と
明

ら
か
な
こ
と
か
。
も
し
才
卿
の
言
う
よ
う
（
に
身
内
以
外
の
他
者
に
も
及
ぼ
す
と

い
う
こ
と
）
で
あ
れ
ば
、
老
老
・
長
長
・
恤
孤
が
即
ち
絜
矩
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
か
ら
、
ど
う
し
て
下
文
で
さ
ら
に
繁
多
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
才
卿

は
、
不
都
合
に
も
誤
解
し
て
、「
老
を
老
と
し
、
長
を
長
と
す
」
を
絜
矩
だ
と
考

え
る
か
ら
、
間
違
う
の
だ
。（『
孟
子
』
に
）
い
う
と
こ
ろ
の
「
文
王
の
民
に
凍
餒

の
老
者
無
し
」
と
は
、
絜
矩
し
て
（
自
分
の
心
に
よ
っ
て
民
を
推
し
量
っ
た
）
後

の
事
で
あ
り
、
ど
う
し
て
「（
自
分
の
身
内
の
）
老
を
老
と
す
る
」
に
つ
い
て
言

っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
才
卿
」　

陳
文
蔚
の
字
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）�「
連
那
老
衆
人
之
老
説
」　
「
自
分
の
家
の
老
人
を
敬
愛
し
、
そ
れ
を
他
家
の

老
人
に
も
お
し
及
ぼ
し
て
い
く
」と
い
う『
孟
子
』の
話
を
ふ
ま
え
る
。『
孟
子
』

「
梁
恵
王
」
上
「
老
吾
老
、
以
及
人
之
老
。
幼
吾
幼
、
以
及
人
之
幼
。
天
下

可
運
於
掌
。『
詩
』
云
「
刑
于
寡
妻
、
至
于
兄
弟
、
以
御
于
家
邦
」、
言
擧
斯

心
加
諸
彼
而
已
。
故
推
恩
足
以
保
四
海
、
不
推
恩
無
以
保
妻
子
。
古
之
人
所

以
大
過
人
者
無
他
焉
、善
推
其
所
爲
而
已
矣
。」
朱
子
注
「
老
、以
老
事
之
也
。

吾
老
、
謂
我
之
父
兄
。
人
之
老
、
謂
人
之
父
兄
。
幼
、
以
幼
畜
之
也
。
吾
幼
、

謂
我
之
子
弟
。
人
之
幼
、
謂
人
之
子
弟
。
運
於
掌
、
言
易
也
。『
詩
』、
大
雅
・

思
齊
之
篇
。
刑
、
法
也
。
寡
妻
、
寡
德
之
妻
、
謙
辭
也
。
御
、
治
也
。
不
能

推
恩
、
則
衆
叛
親
離
、
故
無
以
保
妻
子
。
蓋
骨
肉
之
親
、
本
同
一
氣
、
又
非

但
若
人
之
同
類
而
已
。
故
古
人
必
由
親
親
推
之
、
然
後
及
於
仁
民
。
又
推
其

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）
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餘
、
然
後
及
於
愛
物
、
皆
由
近
以
及
遠
、
自
易
以
及
難
。」「
衆
人
」
は
、
他

の
人
々
、
民
衆
一
般
。

（
３
）「
此
老
老
、
長
長
、
恤
孤
、
方
是
就
自
家
身
上
切
近
處
説
、
所
謂
家
齊
也
。

民
興
孝
、
興
弟
、
不
倍
、
此
方
是
就
民
之
感
發
興
起
處
説
治
國
而
國
治
之
事
也
」

　
「
方
是
」
は
、「
ま
さ
し
く
」「
ま
さ
に
」。

（
４
）�「
感
發
」　

他
者
に
感
応
し
て
、
自
己
の
中
か
ら
発
出
す
る
。『
大
学
章
句
』

伝
十
章
朱
注
「
興
、謂
有
所
感
發
而
興
起
也
。」
ま
た
、『
論
語
』「
爲
政
」「
子

曰
。
詩
三
百
、一
言
以
蔽
之
、
曰
思
無
邪
。」
朱
注
「
…
凡
詩
之
言
、
善
者
可

以
感
發
人
之
善
心
、
惡
者
可
以
懲
創
人
之
逸
志
、
其
用
歸
於
使
人
得
其
情
性

之
正
而
已
。」

（
５
）�「
縁
爲
上
行
下
效
、
捷
於
影
響
、
可
以
見
人
心
之
所
同
者
如
此
」　

本
巻

二
一
一
条
注
の
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
朱
注
を
参
看
。

�（
６
）「
此
幾
多
分
曉
」　
「
幾
多
」
は
、「
な
ん
と
…
で
あ
る
か
」。

（
７
）�「
下
面
方
解
説
絜
矩
、
而
結
之
云
此
之
謂
絜
矩
之
道
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十

章
「
所
惡
於
上
、
毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、
毋
以
事
上
。
所
惡
於
前
、
毋
以

先
後
。
所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
。
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
。
所
惡
於
左
、

毋
以
交
於
右
。
此
之
謂
絜
矩
之
道
。」
朱
注
「
此
覆
解
上
文
絜
矩
二
字
之
義
。

如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、
則
必
以
此
度
下
之
心
、
而
亦
不
敢
以
此
無
禮
使
之
。

不
欲
下
之
不
忠
於
我
、
則
必
以
此
度
上
之
心
、
而
亦
不
敢
以
此
不
忠
事
之
。

至
於
前
後
左
右
、
無
不
皆
然
、
則
身
之
所
處
、
上
下
・
四
旁
・
長
短
・
廣
狹
、

彼
此
如
一
、
而
無
不
方
矣
。
彼
同
有
是
心
而
興
起
焉
者
、
又
豈
有
一
夫
之
不

獲
哉
。
所
操
者
約
、
而
所
及
者
廣
、
此
平
天
下
之
要
道
也
。
故
章
内
之
意
、

皆
自
此
而
推
之
。」

（
８
）�「
才
卿
不
合
誤
曉
老
老
、
長
長
爲
絜
矩
、
所
以
差
也
。」　
「
不
合
」
は
「
不

都
合
に
も
…
し
て
し
ま
う
」。「
差
」
は
「
誤
る
」「
間
違
う
」。

（
９
）�「
文
王
之
民
無
凍
餒
之
老
者
」　
『
孟
子
』「
尽
心
」上「
所
謂
西
伯
善
養
老
者
、

制
其
田
里
、
教
之
樹
畜
、
導
其
妻
子
、
使
養
其
老
。
五
十
非
帛
不
煖
、
七
十

非
肉
不
飽
。
不
煖
不
飽
、
謂
之
凍
餒
。
文
王
之
民
、
無
凍
餒
之
老
者
、
此
之

謂
也
。」

214
条

　
「
老
老
興
孝
、
長
長
興
弟
、
恤
孤
不
倍
」、
這
三
句
是
説
上
行
下
效
底
道
理
。「
是

以
君
子
有
絜
矩
之
道
」、
這
却
是
説
到
政
事
上
。「
是
以
」
二
字
、
是
結
上
文
、
猶

言
君
子
爲
是
之
故
、
所
以
有
絜
矩
之
道
。
既
恁
地
了
、
却
須
處
置
教
他
得
所
、
使

之
各
有
以
遂
其
興
起
之
心
、
始
得
。

〔
校
勘
〕

○
本
条
は
、
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
に
収
録
せ
ず
。

〔
訳
〕

　
「（
上
）
老
を
老
と
し
（
民
）
孝
に
興
り
、（
上
）
長
を
長
と
し
て
（
民
）
弟
に
興
り
、

（
上
）
孤
を
恤
れ
み
て
（
民
）
倍
か
ず
」
の
、
こ
の
三
句
は
、
上
が
行
っ
て
下
が

そ
れ
に
倣
う
道
理
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。「
是
を
以
て
君
子
に
絜
矩
の
道
有
り
」

と
は
、
こ
れ
は
政
治
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。「
是
を
以
て
」
の
二
字
は
、
上
文

を
承
け
た
表
現
で
あ
っ
て
、
君
子
に
は
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
絜
矩
の
道
が
あ
る
と
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言
っ
て
い
る
。
既
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
以
上
、
是
非
と
も
民
に
政
策
を
実
行
し
各

自
の
適
切
な
分
を
得
さ
せ
、
各
々
に
興
起
し
た
善
心
を
完
遂
さ
せ
て
こ
そ
、
よ
ろ

し
い
。　

記
録
者
名
欠

〔
注
〕

（
１
）�「
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
、
這
却
是
説
到
政
事
上
」　

二
一
二
条
の
「
如
專

利
於
上
、
急
征
橫
斂
、
民
不
得
以
自
養
、
我
這
裏
雖
能
興
起
其
善
心
、
濟
甚

事
」
と
同
じ
く
、
絜
矩
す
る
こ
と
は
実
際
に
政
治
を
行
う
際
に
肝
要
で
あ
る

こ
と
を
説
く
。

215
条

　

所
謂
絜
矩
者
、矩
者
、心
也
。我
心
之
所
欲
、即
他
人
之
所
欲
也
。我
欲
孝
弟
而
慈
、

必
欲
他
人
皆
如
我
之
孝
弟
而
慈
。「
不
使
一
夫
之
不
獲
」者
、無
一
夫
不
得
此
理
也
。

只
我
能
如
此
、
而
他
人
不
能
如
此
、
則
是
不
平
矣
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

い
わ
ゆ
る
「
絜
矩
」
と
は
、
矩
と
は
心
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
心
が
欲
す
る

も
の
は
、
他
人
の
欲
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
自
分
が
孝
や
弟
や
慈
で
あ
ろ
う
と
す

れ
ば
、
必
ず
他
人
も
皆
、
自
分
と
同
じ
く
孝
や
弟
や
慈
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。「
一

夫
の
獲
ざ
る
あ
ら
し
め
ず
」
と
は
、
一
人
も
こ
の
理
を
体
得
し
な
い
者
が
い
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
自
分
だ
け
が
そ
の
よ
う
に
で
き
て
、
他
人
が
そ
の
よ
う
に

で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
平
（
全
て
の
人
々
が
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
完
遂
で
き

る
こ
と
）
で
は
な
い
。　

万
人
傑
録

〔
注
〕

（
１�

「
我
欲
孝
弟
而
慈
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
孝
者
、
所
以
事
君
也
。
弟
者
、

所
以
事
長
也
。
慈
者
、
所
以
使
衆
也
。」
朱
注
「
孝
・
弟
・
慈
、
所
以
脩
身
而

教
於
家
者
也
。」

（
２
）�「
不
使
一
夫
之
不
獲
」　

本
巻
二
一
一
条
の
注
に
引
く
『
大
学
章
句
』
伝
十

章
朱
注
を
参
照
。『
尚
書
』「
説
命
」
下
「
一
夫
不
獲
、
則
曰
時
予
之
辜
。」

（
３
）�「
只
我
能
如
此
、
而
他
人
不
能
如
此
、
則
是
不
平
矣
」　
「
平
」
と
は
、
自
分

だ
け
で
な
く
全
て
の
他
者
（
上
下
・
前
後
・
左
右
）
が
自
分
と
同
様
に
そ
の

欲
す
る
と
こ
ろ
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
。
本
巻
二
一
七
条
の
「
絜
矩
是
四
面
均

平
底
道
理
」
を
参
照
。

216
条

　

問
。
絜
矩
之
道
、
語
脈
貫
穿
如
何
。
久
思
未
通
。

　

上
面
説
人
心
之
所
同
者
既
如
此
、
是
以
君
子
見
人
之
心
與
己
之
心
同
、
故
必
以

己
度
人
之
心
、
使
皆
得
其
平
。
下
面
方
説
所
以
絜
矩
如
此
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
〇
三



○�
「
語
脈
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
脈
」

を
「
脉
」
に
作
る
。

○�

「
久
思
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
久
」
を
「
乆
」

に
作
る
。

○�

「
上
面
説
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
前
に
「
先
生
頗
訝
以
爲
如
何
如
此
難
曉
」

の
十
二
字
あ
り
。

○
「
故
必
以
己
度
人
之
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
己
」
を
「
己
心
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
私
が
）
質
問
し
た
。「
絜
矩
の
道
と
い
う
の
は
、（
前
後
の
）
文
脈
は
ど
う
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
く
ら
考
え
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。」

　
（
先
生
）「
上
文
で
は
、
人
の
心
が
そ
の
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
と
説
く
の
で
、
そ

こ
で
君
子
は
人
々
の
心
が
自
分
の
心
と
同
じ
で
あ
る
と
知
り
、
必
ず
自
分
の
心
に

よ
っ
て
人
々
の
心
を
推
し
量
り
、
皆
を
平
ら
か
（
均
一
）
な
状
態
に
さ
せ
る
。
下

文
で
よ
う
や
く
、
こ
の
よ
う
に
絜
矩
す
る
と
い
う
（
具
体
的
な
）
方
法
を
説
い
て

い
る
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
上
面
説
人
心
之
所
同
者
既
如
此
」　
「
上
面
」
は
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
上

老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民
不
倍
」
の
こ
と
。

（
２
）�「
下
面
方
説
所
以
絜
矩
如
此
」　
「
下
文
で
、
こ
の
よ
う
に
絜
矩
す
る
の
だ
と

い
う
具
体
的
方
法
を
説
く
。」
下
文
と
は
、
二
一
三
条
の
注
に
引
く
伝
十
章

「
所
惡
於
上
、毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、毋
以
事
上
。
所
惡
於
前
、毋
以
先
後
。

所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
。
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
。
所
惡
於
左
、
毋
以
交

於
右
」
の
こ
と
。

217
条

　

問
。「
上
老
老
而
民
興
孝
」、下
面
接
「
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
」、似
不
相
續
、

如
何
。

　

曰
。
這
箇
便
是
相
續
。
絜
矩
是
四
面
均
平
底
道
理
、
教
他
各
得
老
其
老
、
各
得

長
其
長
、
各
得
幼
其
幼
。
不
成
自
家
老
其
老
、
教
他
不
得
老
其
老
、
長
其
長
、
教

他
不
得
長
其
長
、
幼
其
幼
、
教
他
不
得
幼
其
幼
、
便
不
得
。　

〔
校
勘
〕

○
「
這
箇
便
是
相
續
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
上　

老
を
老
と
し
て
、
民　

孝
に
興
る
」
は
、
下
文
に
「
是
を
以
て

君
子
に
絜
矩
の
道
有
る
な
り
」
と
続
き
ま
す
が
、（
文
意
が
）
通
じ
て
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
れ
は
し
っ
か
り
通
じ
て
い
る
の
だ
。
絜
矩
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
面
が
均
一
で
あ
る
、
と
い
う
道
理
で
あ
っ
て
、
人
々
に
そ
れ
ぞ
れ
老
人
を
老
人

ら
し
く
扱
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年
長
者
を
年
長
者
ら
し
く
扱
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

幼
い
子
ど
も
を
幼
い
子
ど
も
ら
し
く
扱
わ
せ
る
の
だ
。
ま
さ
か
、
自
分
自
身
は
老

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
〇
四



人
を
老
人
ら
し
く
扱
う
が
、他
人
に
そ
う
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、（
自
分
自
身
は
）

年
長
者
を
年
長
者
ら
し
く
扱
う
が
、
他
人
に
は
そ
う
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、（
自

分
自
身
は
）
幼
い
子
ど
も
を
幼
い
子
ど
も
ら
し
く
扱
う
が
、
他
人
に
は
そ
う
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
い
と
い
う
の
か
。
そ
れ
で
は
だ
め
だ
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）�「
絜
矩
是
四
面
均
平
底
道
理
」　

本
巻
二
一
二
条
の
注
に
引
く
『
大
学
章

句
』
伝
十
章
の
朱
注
に
い
う
「
上
下
四
旁
均
齊
方
正
、
而
天
下
平
矣
」
に
同

じ
。
ま
た
、
伝
十
章
朱
注
「
至
於
前
後
左
右
、
無
不
皆
然
、
則
身
之
所
處
、

上
下
・
四
旁
・
長
短
・
廣
狹
、
彼
此
如
一
、
而
無
不
方
矣
。」
本
書
、
巻

一
二
六
、七
五
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅷ3027

）「
儒
者
之
道
、
大
中
至
正
、
四

面
均
平
。
釋
氏
只
見
一
邊
、
於
那
處
都
蔽
塞
了
、
這
是
「
詖
辭
知
其
所
蔽
」。」

（
２
）�「
老
其
老
、
各
得
長
其
長
、
各
得
幼
其
幼
」　

二
一
三
条
の
注
に
引
い
た
『
孟

子
』「
梁
恵
王
」
上
の
話
。

（
３
）�「
不
成
自
家
老
其
老
、
教
他
不
得
老
其
老
」　
「
不
成
」
は
、「
ま
さ
か
…
と

い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
」。

218
条

　

仁
甫
問
絜
矩
。
曰
。
上
之
人
老
老
、長
長
、恤
孤
、則
下
之
人
興
孝
、興
弟
、不
倍
、

此
是
說
上
行
下
效
。
到
絜
矩
處
、
是
就
政
事
上
言
。
若
但
興
起
其
善
心
、
而
不
有

以
使
之
得
遂
其
心
、則
雖
能
興
起
、終
亦
徒
然
。
如
政
煩
賦
重
、不
得
以
養
其
父
母
、

又
安
得
以
遂
其
善
心
。
須
是
推
己
之
心
以
及
於
彼
、
使
之
仰
足
以
事
父
母
、
俯
足

以
育
妻
子
、
方
得
。
如
詩
裏
說
大
夫
行
役
無
期
度
、
不
得
以
養
其
父
母
。
到
得
使

下
、
也
須
教
他
内
外
無
怨
、
始
得
。
如
東
山
、
出
車
、
杕
杜
諸
詩
說
行
役
、
多
是

序
其
室
家
之
情
、
亦
欲
使
凡
在
上
者
有
所
感
動
。

　

又
曰
。
這
處
正
如
齊
宣
王
愛
牛
處
一
般
。
見
牛
之
觳
觫
、
則
不
忍
之
心
已
形
於

此
。
若
其
以
釁
鍾
為
不
可
廢
而
復
殺
之
、
則
自
家
不
忍
之
心
又
只
是
空
。
所
以
以

羊
易
之
、
則
已
形
之
良
心
不
至
於
窒
塞
、
而
未
見
之
羊
、
殺
之
亦
無
害
、
是
乃
仁

術
也
。
術
、
是
做
得
巧
處
謂
之
術
。

　

又
曰
。
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
、
是
兩
摺
說
、
只
以
己
對
人
而
言
。

若
絜
矩
、
上
之
人
所
以
待
己
、
己
又
所
以
待
人
、
是
三
摺
說
、
如
中
庸
所
求
乎
子

以
事
父
未
能
也
、
所
求
乎
臣
以
事
君
未
能
也
、
一
類
意
。

又
曰
。
晁
錯
言
人
情
莫
不
欲
壽
、
三
王
能
生
之
而
不
傷
云
云
、
漢
詔
云
云
、
孝
心

闕
焉
、
皆
此
意
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
如
詩
裏
說
」  

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
条
の
「
賀
孫
」
の
後
に
、
圏
点
（
〇
）
を
付
し
た
上
、
小

字
双
行
で
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。「
詔
曰
。
今
天
下
孝
子
順
孫
、
願
自
竭
盡

以
承
其
親
、
外
迫
公
事
、
内
之
資
財
、
是
以
孝
心
闕
焉
。
朕
甚
哀
之
。
為
復
子

若
孫
、
令
得
身
帥
妻
妾
、
遂
其
供
養
之
事
。」

〔
訳
〕

　

徐
容
（
字
、
仁
甫
）
が
絜
矩
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
上
に
い
る
も
の
が

老
人
を
老
人
ら
し
く
扱
い
、
年
長
者
を
年
長
者
ら
し
く
扱
い
、
孤
児
を
哀
れ
ん
だ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
〇
五



ら
、下
に
い
る
も
の
は「
孝
」「
弟
」の
心
を
興
起
さ
せ
て
、背
く
こ
と
が
な
く
な
る
、

と
は
、
上
が
行
え
ば
下
が
倣
う
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
絜
矩
の
と
こ
ろ
で

は
、
政
治
の
こ
と
に
即
し
て
言
っ
て
い
る
。
も
し
、
た
だ
そ
の
善
な
る
心
を
興
起

す
る
だ
け
で
、
善
な
る
心
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
興
起
で
き
た
と

し
て
も
結
局
無
駄
に
な
る
。
も
し
、
法
令
が
厳
し
く
賦
役
が
重
く
て
、
自
分
の
父

母
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
そ
の
上
ど
う
し
て
そ
の
善
な
る
心
を
完
遂
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
自
分
の
心
を
他
者
へ
と
推
し
及
ぼ
し
、（『
孟
子
』
に
言

う
よ
う
に
）「
仰
い
で
は
父
母
に
事
ふ
に
足
り
、
俯
し
て
は
妻
子
を
養
ふ
に
足
る
」

よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
の
だ
。
詩
の
中
で
、
大
夫
が
兵
役
に
行
き
期
限

の
規
定
が
無
い
た
め
に
、
そ
の
父
母
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
よ
う

な
も
の
だ
。
下
の
者
を
使
役
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
者
を
家
に
お
い

て
も
国
に
お
い
て
も
不
満
が
な
い
、
と
い
う
状
態
に
さ
せ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い

の
だ
。
東
山
や
出
車
、
杕
杜
な
ど
の
詩
は
兵
役
で
出
征
す
る
こ
と
を
説
き
、
多
く

は
家
族
の
気
持
ち
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
の
は
、上
に
い
る
も
の
全
体
に
対
し
て
、

感
発
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。」

　

ま
た
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
こ
は
ち
ょ
う
ど
斉
の
宣
王
が
牛
を
愛
お
し
む
と

こ
ろ
と
同
じ
だ
。
牛
が
恐
れ
る
様
を
見
れ
ば
、
忍
び
ざ
る
の
心
は
す
で
に
こ
こ
に

現
れ
て
い
る
。
も
し
、釁
鍾
（
新
し
く
鋳
た
鐘
に
犠
牲
の
牛
の
血
を
そ
そ
ぐ
儀
式
）

を
廃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
結
局
牛
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
自
分

の
忍
び
ざ
る
の
心
は
ま
た
全
く
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
羊
を
牛
の

代
わ
り
に
用
い
れ
ば
、
一
度
現
れ
た
良
心
を
押
し
殺
す
こ
と
な
く
、
ま
だ
見
て
い

な
い
羊
は
こ
れ
を
殺
し
て
も
支
障
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
し
く
「
仁
の

術
」
な
の
だ
。
術
と
は
、
う
ま
く
や
る
時
に
術
と
い
う
の
だ
。」

　

ま
た
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「（『
論
語
』「
雍
也
」
篇
の
）「
己
立
た
ん
と
欲
し
て

人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す
」
は
、
二
層
（
自
己
と
他
者
）
に
説

い
て
い
て
、
た
だ
自
分
の
こ
と
を
他
者
に
対
置
し
て
説
い
て
い
る
。
絜
矩
の
方
は

と
言
え
ば
、
上
に
い
る
も
の
の
自
分
に
対
処
す
る
方
法
が
、
自
分
が
下
の
も
の
者

に
対
処
す
る
方
法
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、こ
れ
は
三
層
（
上
、自
己
、下
）

に
し
て
説
い
た
も
の
で
、『
中
庸
』
の
「
子
に
求
む
る
所
、
以
て
父
に
事
ふ
る
こ

と
、
未
だ
能
は
ず
。
臣
に
求
む
る
所
、
以
て
君
に
事
ふ
る
こ
と
、
未
だ
能
は
ず
。」

と
同
様
の
意
味
だ
。」

　

ま
た
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
前
漢
の
晁
錯
は
「
人
情
は
寿
を
欲
せ
ざ
る
な
し
、

三
王
能
く
之
を
生
か
し
て
、
傷
ま
ず
」
云
々
と
言
い
、
漢
の
詔
勅
に
「
孝
心
こ
れ

を
欠
く
」
と
言
う
の
は
、
ど
ち
ら
も
こ
の
意
味
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
仁
甫
」　
『
語
類
』
の
質
問
者
と
し
て
は
徐
容
（
字
、仁
甫
）
と
呉
仁
父
（
仁

父
は
諱
で
あ
る
か
字
か
で
あ
る
か
不
詳
）の
両
名
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

徐
容
は
永
嘉
の
人
で
記
録
者
の
葉
賀
孫
と
は
同
郷
で
既
出
。
呉
仁
父
は
『
考

亭
淵
源
録
』
等
に
記
載
が
あ
る
。『
語
類
』
に
は
「
呉
仁
父
」
の
名
で
出
る

も
の
が
十
条
ほ
ど
あ
り
、「
呉
仁
甫
」の
表
記
で
出
る
も
の
も
三
条
あ
る
。『
朱

子
門
人
』
八
九
頁
を
参
照
。

（
２
）「
上
行
下
效
」　

本
巻
、
二
一
六
条
の
注
を
参
照
。

（
３
）「
徒
然
」　

本
巻
、
二
一
二
条
の
注
を
参
照
。

（
４�

）「
政
煩
賦
重
」　
『
詩
経
』
小
雅
「
楚
茨
」
小
序
「
刺
幽
王
也
。
政
煩
賦
重
。

田
萊
多
荒
。
饑
饉
降
喪
。
民
卒
流
亡
。
祭
祀
不
饗
。
故
君
子
思
古
焉
。」『
詩
経
』

京
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檜
風
「
隰
有
萇
楚
」
集
伝
「
政
煩
賦
重
、
人
不
堪
其
苦
、
嘆
其
不
如
草
木
之

無
知
而
無
憂
也
。」

（
５
）�「
仰
足
以
事
父
母
、
俯
足
以
育
妻
子
」　
『
孟
子
』「
梁
恵
王
」
上
「
故
明
君

制
民
之
産
、
必
使
仰
足
以
事
父
母
、
俯
足
以
畜
妻
子
、
樂
歳
終
身
飽
、
凶
年

免
於
死
亡
、
然
後
驅
而
之
善
。
故
民
之
從
之
也
輕
。」

（
６
）「
須
是
…
方
好
」　
「
須
…
方
好
」
に
同
じ
。「
…
し
て
こ
そ
よ
い
。」

（
７
）「
如
詩
裏
說
」　
「
…
裏
」
は
「
…
の
中
で
」
の
意
を
表
す
口
語
。

（
８
）�「
到
得
使
下
」 「
到
得
…
」は「
…
と
い
う
状
態
に
な
る
」の
意
味
の
口
語
で
、

文
語
の
「
至
於
…
」
に
相
当
。「
得
」
に
意
味
は
な
い
。

（
９
）�「
内
外
無
怨
」　
『
論
語
』「
顏
淵
」「
仲
弓
問
仁
。
子
曰
。
出
門
如
見
大
賓
、

使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、在
家
無
怨
。」朱
注「
內

外
無
怨
、
亦
以
其
效
言
之
、
使
以
自
考
也
。」

（
10
）�「
這
處
正
如
齊
宣
王
愛
牛
處
一
般
」、「
觳
觫
」、「
釁
鐘
」　
『
孟
子
』「
梁
恵
王
」

上
「
曰
。
王
坐
於
堂
上
。
有
牽
牛
而
過
堂
下
者
。
王
見
之
曰
。
牛
何
之
。
對

曰
。
將
以
釁
鐘
。
王
曰
。
舍
之
。
吾
不
忍
其
觳
觫
、
若
無
罪
而
就
死
地
。
對

曰
。
然
則
廢
釁
鐘
與
。
曰
。
何
可
廢
也
。
以
羊
易
之
。
不
識
有
諸
。」朱
注「
釁

鐘
、
新
鑄
鐘
成
、
而
殺
牲
取
血
以
塗
其
釁
隙
也
。
觳
觫
、
恐
懼
貌
。」

（
11
）�「
如
詩
裏
説
大
夫
行
役
無
期
度
」　
『
詩
経
』
王
風
「
君
子
于
役
」
序
「
君
子

于
役
、
刺
平
王
也
。」
君
子
行
役
、
無
期
度
。
大
夫
思
其
危
難
、
以
風
焉
。」

（
12
）�「
如
東
山
、出
車
、杕
杜
諸
詩
」　
「
東
山
」『
詩
経
』
豳
風
「
東
山
」
小
序
「
周

公
東
征
也
。
周
公
東
征
。
三
年
而
歸
、勞
歸
士
。
大
夫
美
之
。
故
作
是
詩
也
。」

集
傳
「
於
是
周
公
東
征
已
三
年
矣
。
旣
歸
因
作
此
詩
、
以
勞
歸
士
。
蓋
爲
之

述
其
意
而
言
曰
。
我
之
東
征
旣
久
、
而
歸
途
又
有
遇
雨
之
勞
。
因
追
言
、
其

在
東
而
言
歸
之
時
、
心
已
西
嚮
而
悲
。
於
是
制
其
平
居
之
服
、
而
以
爲
自
今

可
以
勿
爲
行
陳
衘
枚
之
事
矣
。
及
其
在
塗
、
則
又
覩
物
起
興
、
而
自
嘆
曰
。

彼
蜎
蜎
者
蠋
、
則
在
彼
桑
野
矣
。
此
敦
然
而
獨
宿
者
、
則
亦
在
此
車
下
矣
。」

　
　

�「
出
車
」『
詩
経
』
小
雅
「
出
車
」
小
序
「
出
車
。
勞
還
率
也
。」
集
傳
「
此

勞
還
役
之
詩
。
故
追
述
其
未
還
之
時
。
室
家
感
於
時
物
之
變
、
而
思
之
曰
。

特
生
之
杜
、
有
睆
其
實
、
則
秋
冬
之
交
矣
。
而
征
夫
以
王
事
出
、
乃
以
日
繼

日
、
而
無
休
息
之
期
。
至
于
十
月
、
可
以
歸
、
而
猶
不
至
。
故
女
心
悲
傷
而

曰
。
征
夫
亦
可
以
暇
矣
。
曷
爲
而
不
歸
哉
。」

　
　

�「
杕
杜
」『
詩
経
』
唐
風
「
杕
杜
」
小
序
「
刺
時
也
。
君
不
能
親
其
宗
族
、
骨

肉
離
散
、
獨
居
而
無
兄
弟
、
將
為
沃
所
并
爾
。」

（
13
）�「
術
、
是
做
得
巧
處
謂
之
術
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
上
「
王
曰
。
然
。
誠

有
百
姓
者
。
齊
國
雖
褊
小
、
吾
何
愛
一
牛
。
卽
不
忍
其
觳
觫
、
若
無
罪
而
就

死
地
、故
以
羊
易
之
也
。
曰
。
王
無
異
於
百
姓
之
以
王
爲
愛
也
。
以
小
易
大
。

彼
惡
知
之
。
王
若
隱
其
無
罪
而
就
死
地
、
則
牛
羊
何
擇
焉
。
王
笑
曰
。
是
誠

何
心
哉
。
我
非
愛
其
財
、
而
易
之
以
羊
也
。
宜
乎
百
姓
之
謂
我
愛
也
。
曰
。

無
傷
也
。
是
乃
仁
術
也
。
見
牛
未
見
羊
也
。
君
子
之
於
禽
獸
也
、
見
其
生
、

不
忍
見
其
死
、
聞
其
聲
、
不
忍
食
其
肉
。
是
以
君
子
遠
庖
廚
也
。」「
仁
術
」

朱
注
「
術
、
謂
法
之
巧
者
。」
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
處
」
は
口
語
で
、
文
語

の
「
時
」
に
相
当
、太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
三
五
八
頁
を
参
照
。『
語

類
』
巻
一
〇
、五
七
条
、
王
力
行
録
（
Ⅰ168

）「
凡
人
若
讀
十
遍
不
會
、
則

讀
二
十
遍
。
又
不
會
、
則
讀
三
十
遍
至
五
十
遍
、
必
有
見
到
處
。」

（
14
）�「
自
家
不
忍
之
心
又
只
是
空
」  「
只
是
」は
元
も
と
は「
ひ
た
す
ら
」の
意
で
、

こ
こ
で
は
「
全
く
」
の
意
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
〇
七



（
15
）�「
兩
摺
」　
「
摺
」
は
「
折
り
た
た
む
」、「
折
」
に
通
じ
、
こ
こ
で
は
一
層
、

二
層
と
い
う
際
の
量
詞
。『
語
類
』
巻
一
三
八
、二
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅷ

3279
）「
周
貴
卿
問
折
衷
之
義
。
曰
。
衷
、
只
是
中
。
左
傳
說
始
、
中
、
終
、

亦
用
此
衷
字
。
衷
是
三
摺
而
處
其
中
者
。」

（
16
）�「
如
中
庸
所
求
乎
子
…
」『
中
庸
章
句
』
十
三
章
「
君
子
之
道
四
、
丘
未
能

一
焉
。
所
求
乎
子
、
以
事
父
未
能
也
。
所
求
乎
臣
、
以
事
君
未
能
也
。
所
求

乎
弟
、
以
事
兄
未
能
也
。
所
求
乎
朋
友
、
先
施
之
未
能
也
。」

（
17
）�「
晁
錯
言
人
情
莫
不
欲
壽
…
」　

晁
錯
は
前
漢
景
帝
の
時
の
内
史
、
潁
川
郡

の
人
。『
漢
書
』
巻
十
九
「
爰
盎
鼂
錯
傳
」「
詔
策
曰
。
通
於
人
事
終
始
。
愚

臣
竊
以
古
之
三
王
明
之
。
臣
聞
三
王
臣
主
俱
賢
、
故
合
謀
相
輔
、
計
安
天
下
、

莫
不
本
於
人
情
。
人
情
莫
不
欲
壽
、
三
王
生
而
不
傷
也
。
…
其
為
法
令
也
、

合
於
人
情
而
後
行
之
、
其
動
衆
使
民
也
、
本
於
人
事
然
後
為
之
。
取
人
以
己
、

內
恕
及
人
。 

情
之
所
惡
、
不
以
彊
人
。
情
之
所
欲
、
不
以
禁
民
。
是
以
天

下
樂
其
政
、
歸
其
德
、
望
之
若
父
母
、
從
之
若
流
水
。
百
姓
和
親
、
國
家
安

寧
、
名
位
不
失
、
施
及
後
世
。」

（
18
）�「
漢
詔
云
云
、
孝
心
闕
焉
」　
『
漢
書
』
巻
六
、
武
帝
本
紀
「
建
元
元
年
…
夏

四
月
己
巳
、
詔
曰
。
古
之
立
教
、
鄉
里
以
齒
、
朝
廷
以
爵
、
扶
世
導
民
、
莫

善
於
德
。
然
則
於
鄉
里
先
耆
艾
、
奉
高
年
、
古
之
道
也
。
今
天
下
孝
子
順
孫

願
自
竭
盡
以
承
其
親
、外
迫
公
事
、內
乏
資
財
、是
以
孝
心
闕
焉
。朕
甚
哀
之
。」

219
条

　

問
。
絜
矩
一
條
、
此
是
上
下
四
方
度
量
、
而
知
民
之
好
惡
否
。
曰
。
知
在
前
面
、

這
處
是
推
老
老
而
民
興
孝
、
長
長
而
民
興
弟
、
恤
孤
而
民
不
倍
。
這
處
便
已
知
民

之
好
惡
與
己
之
好
惡
相
似
、
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
、
便
推
將
去
、
緊
要
在
毋
以

字
上
。

　

又
曰
。
興
、
謂
興
起
其
善
心
。
遂
、
謂
成
遂
其
事
。

　

又
曰
。
為
國
、
絜
矩
之
大
者
又
在
於
財
用
、
所
以
後
面
只
管
說
財
。
如
今
茶
鹽

之
禁
、
乃
是
人
生
日
用
之
常
、
却
反
禁
之
、
這
箇
都
是
不
能
絜
矩
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
如
今
茶
鹽
之
禁
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
鹽
」
を
「
塩
」
に
作
る
。

○�

「
這
箇
都
是
不
能
絜
矩
」　

萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
箇
」を「
个
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
絜
矩
の
一
条
は
、
上
下
や
四
方
に
推
量
す
る
こ
と
で
、
民
の
好
悪
を

知
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
知
る
の
は
こ
こ
よ
り
前
の
箇
所
で

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
（
上
下
四
方
を
説
く
部
分
）
は
「
老
を
老
と
し
て
民
孝

に
興
り
、
長
を
長
と
し
て
民
弟
に
興
り
、
孤
を
恤
み
て
民
倍
か
ず
。」（
に
よ
っ
て

知
っ
た
こ
と
）
を
（
具
体
的
に
他
者
に
）
推
し
及
ぼ
し
て
い
く
の
だ
。
こ
こ
で
は
、

民
の
好
悪
と
自
分
の
好
悪
と
は
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
わ
か
っ
て
お

り
、
つ
ま
り
「
是
を
以
て
君
子
に
絜
矩
の
道
有
り
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
推
し
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
重
点
は
「
毋
以
」
の
字
の
と
こ
ろ
に
あ
る

の
だ
。」

　

ま
た
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「「
興
」
と
は
そ
の
善
な
る
心
を
興
起
さ
せ
る
こ
と
を

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
〇
八



言
い
、「
遂
」
と
は
そ
の
事
を
完
遂
す
る
こ
と
を
言
う
。」

　

ま
た
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
国
を
治
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
と
い
う
と
、
絜
矩

の
重
要
な
も
の
は
財
用
に
あ
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
（『
大
学
』
伝
十
章
の
）
後

の
方
は
ひ
た
す
ら
財
の
こ
と
を
言
う
の
だ
。
今
の
茶
や
塩
の（
民
間
で
の
販
売
の
）

禁
止
な
ど
は
、
な
ん
と
日
常
生
活
で
当
た
り
前
に
用
い
る
も
の
を
か
え
っ
て
統
制

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
み
な
絜
矩
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も
の
な

の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
知
民
之
好
惡
否
」  

質
問
と
朱
子
と
返
答
と
の
内
容
を
整
理
す
れ
ば
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、『
大
学
』
伝
十
章
に
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
①

所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤

孤
而
民
不
倍
、
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。
②
所
惡
於
上
、
毋
以
使
下
。
所

惡
於
下
、
毋
以
事
上
。
所
惡
於
前
、
毋
以
先
後
。
所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
。

所
惡
於
右
、毋
以
交
於
左
。
所
惡
於
左
、毋
以
交
於
右
、此
之
謂
絜
矩
之
道
。」

質
問
者
は
②
を
踏
ま
え
て
「
絜
矩
」
と
は
上
下
四
方
に
推
量
し
て
「
民
の
好

悪
」
を
知
る
こ
と
な
の
か
、と
朱
子
に
質
問
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
朱
子
は
、

民
の
好
悪
を
知
る
と
い
う
の
は
、
①
の
部
分
に
お
い
て
既
に
済
ん
で
い
る
の

で
あ
っ
て
、「
絜
矩
」
と
は
そ
れ
を
知
っ
た
上
で
具
体
的
に
他
者
に
推
し
及

ぼ
し
て
い
く
実
践
の
場
な
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
毋
以
」
が

肝
要
な
の
だ
、
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
①
の
部
分
に
対
す
る
朱
注
に
は
「
亦

可
以
見
人
心
之
所
同
」
と
あ
り
、こ
れ
は
①
の
部
分
に
お
い
て
「
民
の
好
悪
」

を
知
る
と
い
う
、
本
条
の
朱
子
の
主
張
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）�「
緊
要
在
毋
以
字
上
」　
「
緊
要
」
は
重
点
。『
語
類
』
巻
一
四
、一
六
〇
条
、

鍾
震
録
（
Ⅰ279

）
な
ど
で
散
見
。「
毋
以
…
」
は
禁
止
の
辞
。『
大
学
』
伝

十
章
の
「
毋
以
使
下
」「
毋
以
事
上
」
な
ど
に
「
毋
以
」
と
あ
る
の
を
指
す
。

（
３
）�「
遂
、
謂
成
遂
其
事
」　
『
大
學
』
の
本
文
や
現
行
本
の
章
句
に
は
「
遂
」
の

字
は
見
え
な
い
。『
大
学
或
問
』に
は『
大
学
』伝
十
章
に
お
け
る「
興
」と「
絜

矩
」
と
の
関
係
を
「
遂
」
の
字
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。「
幸
其
有
以
倡

焉
而
興
起
矣
、
然
上
之
人
乃
或
不
能
察
彼
之
心
、
而
失
其
所
以
處
之
之
道
、

則
彼
其
所
興
起
者
或
不
得
遂
、
而
反
有
不
均
之
歎
。
是
以
君
子
察
其
心
之

所
同
而
得
其
絜
矩
之
道
、
然
後
有
以
處
此
而
遂
其
興
起
之
善
端
也
。」
ま
た
、

本
巻
二
一
八
条
や
二
二
一
条
な
ど
も
同
様
に
「
遂
」
の
字
を
用
い
て
説
明
す

る
。

（
４�

）「
如
今
茶
鹽
之
禁
」　

茶
や
塩
の
専
売
制
の
こ
と
を
指
す
。
宋
朝
で
は
開
国

以
来
茶
と
塩
の
専
売
制
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
両
宋
を
通
じ
て
最
重
要
の
財

源
だ
っ
た
。
塩
の
専
売
に
つ
い
て
は
『
宋
史
』
食
貨
志
下
三　

鹽
上
に
「
宋

自
削
平
諸
國
、
天
下
鹽
利
皆
歸
縣
官
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
特
に
塩
の
専
売
制

は
『
宋
會
要
輯
稿
』「
鹽
法
十
」
に
記
さ
れ
る
乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
年
）
の

戸
部
侍
郎
葉
衡
の
上
奏
に
「
今
日
財
賦
之
源
、
煮
海
之
利
、
實
居
其
半
。」
と

あ
り
、
朱
子
の
当
時
に
お
い
て
国
家
の
税
収
の
凡
そ
半
分
を
占
め
る
ほ
ど
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
茶
塩
の
専
売
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

は『
中
国
社
会
経
済
史
用
語
解
』（
東
洋
文
庫
、二
〇
一
二
年
）の「
茶
法
」（
八
四

頁
）、「
鹽
法
」（
九
八
頁
）
の
項
目
を
参
照
。
な
お
、『
大
学
』
伝
十
章
の
財

用
を
説
く
箇
所
の
朱
子
の
注
に「
蓋
財
者
人
之
所
同
欲
、不
能
絜
矩
而
欲
專
之
、

則
民
亦
起
而
爭
奪
矣
。」
ま
た
、
章
末
の
注
に
「
此
章
之
義
、
務
在
與
民
同
好

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
〇
九



惡
而
不
專
其
利
、皆
推
廣
絜
矩
之
意
也
。」と
あ
り
、朱
子
の
解
釈
で
は
、「
絜
矩
」

と
は
万
人
が
必
要
と
す
る
も
の
を
占
有
し
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
含

む
も
の
と
さ
れ
、「
欲
專
之
」「
專
其
利
」
の
表
現
は
専
売
制
の
イ
メ
ー
ジ
に

連
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
朱
子
は
単
に
倫
理
的
観
点
か
ら
の
み

で
専
売
制
に
反
対
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
文
集
』

巻
九
三
「
運
判
宋
公
墓
誌
銘
」「
先
時
茶
禁
甚
急
、而
私
販
益
多
。
商
算
甚
重
、

而
嵗
額
反
耗
。
公
至
、
弛
禁
薄
征
而
舊
弊
頓
革
、
課
入
大
増
。」
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
当
時
の
専
売
制
は
税
率
が
高
す
ぎ
る
為
に
私
売
が
横
行
し
て
、
税
収
は

落
ち
込
ん
で
い
た
が
、
墓
誌
銘
の
主
で
あ
る
宋
若
水
は
専
売
制
を
緩
和
す
る

こ
と
で
か
え
っ
て
税
収
を
増
大
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朱

子
は
専
売
制
の
緩
和
は
財
政
的
に
も
有
益
な
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。

220
条

　

上
老
老
而
民
興
孝
、
是
化
。
絜
矩
處
、
是
處
置
功
用
處
。　

振

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。
そ
の
他
の
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

「
上
老
を
老
と
し
て
民
孝
に
興
る
」と
は
感
化
の
及
ぶ
こ
と
を
述
べ
た
も
の
だ
。「
絜

矩
」
の
と
こ
ろ
は
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
按
排
す
る
と
こ
ろ
だ
。  

呉
振
録
。

〔
注
〕

（
１
）�「
是
處
置
功
用
處
」　
「
處
置
功
用
」
の
意
は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
本
条
と
同

様
の
大
意
を
説
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
以
下
を
参
照
。『
語
類
』

巻
一
六
、二
一
四
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅱ361

）「
老
老
興
孝
、
長
長
興
弟
、

恤
孤
不
倍
、
這
三
句
是
說
上
行
下
效
底
道
理
。
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
、
這

却
是
說
到
政
事
上
。
是
以
二
字
、
是
結
上
文
、
猶
言
君
子
為
是
之
故
、
所
以

有
絜
矩
之
道
。
既
恁
地
了
、
却
須
處
置
教
他
得
所
、
使
之
各
有
以
遂
其
興
起

之
心
始
得
。」
こ
の
条
で
は
「
絜
矩
」
は
「
政
事
」
と
「
處
置
教
他
得
所
」（
ふ

さ
わ
し
い
場
所
を
得
ら
れ
る
よ
う
対
処
す
る
こ
と
）
と
い
う
こ
と
結
び
つ
け

て
説
か
れ
て
い
る
。

221
条

　

問
絜
矩
之
道
。
曰
。
能
使
人
興
起
者
、
聖
人
之
心
也
。
能
遂
其
人
之
興
起
者
、

聖
人
之
政
事
也
。　

廣

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

絜
矩
の
道
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
人
を
興
起
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
は
、
聖
人
の
心
で
あ
る
。
そ
の
人
の
興
起
を
完
遂
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

は
、
聖
人
の
政
治
で
あ
る
。」  

輔
廣
録
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
一
〇



222
条

　

平
天
下
、
謂
均
平
也
。
所
惡
於
上
、
毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、
毋
以
事
上
。
此

與
中
庸
所
謂
所
求
乎
臣
、
以
事
君
未
能
者
同
意
。
但
中
庸
是
言
其
所
好
者
、
此
言

其
所
惡
者
也
。

　

問
。
前
後
左
右
何
指
。
曰
。
譬
如
交
代
官
相
似
。
前
官
之
待
我
者
既
不
善
、
吾

毋
以
前
官
所
以
待
我
者
待
後
官
也
。
左
右
、
如
東
鄰
西
鄰
。
以
鄰
國
為
壑
、
是
所

惡
於
左
而
以
交
於
右
也
。
俗
語
所
謂
將
心
比
心
、
如
此
、
則
各
得
其
平
矣
。

　

問
。
章
句
中
所
謂
絜
矩
之
道
、
是
使
之
各
得
盡
其
心
而
無
不
平
也
、
如
何
。
曰
。

此
是
推
本
。
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民
不
倍
、
須
是

留
他
地
位
、
使
人
各
得
自
盡
其
孝
弟
不
倍
之
心
。
如
八
十
者
其
家
不
從
政
、
廢
疾

非
人
不
養
者
、
一
子
不
從
政
、
是
使
其
各
得
自
盡
也
。
又
如
生
聚
蕃
息
、
無
令
父

子
兄
弟
離
散
之
類
。　

德
明

〔
校
勘
〕

〇
「
以
前
官
所
以
待
我
者
」
朝
鮮
古
写
本
は
「
以
前
官
」
の
後
に
「
之
」
字
が
あ
る
。

〇「
所
以
待
我
者
待
後
官
也
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は「
官
」を「
政
」に
作
る
。

〇
「
以
交
於
右
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
於
」
を
「
于
」
に
作
る
。

〇
「
上
恤
孤
而
民
不
倍
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
恤
」
を
「
䘏
」
に
作
る
。

〇
「
須
是
留
他
地
位
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
他
」
を
「
那
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「「
天
下
を
平
ら
か
に
す
」と
は
、均
平
に
す
る
こ
と
を
言
う
。（『
大
學
』に
）「
上

に
惡
む
所
、
以
て
下
に
使
う
こ
と
毋
か
れ
。
下
に
惡
む
所
、
以
て
上
に
事
う
る
こ

と
毋
れ
。」
と
い
う
。
こ
れ
と
、『
中
庸
』
に
言
う
「
臣
に
求
む
る
所
、
以
て
君
に

事
ふ
る
こ
と
、
未
だ
能
は
ず
。」
と
は
同
じ
意
味
で
あ
る
。
た
だ
、『
中
庸
』
は
好

ま
し
く
思
う
こ
と
に
つ
い
て
言
い
、『
大
學
』
の
こ
こ
は
嫌
に
思
う
こ
と
に
つ
い

て
言
っ
て
い
る
。」

　

質
問
「（『
大
學
』
の
伝
十
章
の
）「
前
後
左
右
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。」
先
生
「
例
え
ば
交
代
す
る
官
吏
と
似
て
い
る
。
前
任
者
が
自
分
に
対

処
し
て
善
く
な
け
れ
ば
、
自
分
は
前
官
が
自
分
に
対
処
し
た
よ
う
に
後
任
者
に
対

処
し
て
は
な
ら
な
い
。
左
右
と
は
お
隣
さ
ん
の
よ
う
な
も
の
だ
。（『
孟
子
』「
告
子
」

下
に
言
う
と
こ
ろ
の
）「
隣
國
を
以
て
壑
と
為
す
（
自
国
で
洪
水
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
隣
国
に
水
を
流
す
）」
と
は
、『
大
学
』
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
左
に
惡
む
所
、

以
て
右
に
交
わ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
俗
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
心
を
將
て
心
に

比
す
」
の
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
均
平
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。」

　

質
問
「
章
句
で
言
う
と
こ
ろ
の
、「
絜
矩
の
道
と
は
、
人
々
に
各
々
自
分
の
心

を
盡
く
さ
せ
、
平
ら
か
で
な
い
こ
と
が
無
く
な
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
。」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
こ
れ
は
根
本
を
推
し
測

っ
た
の
だ
。「
上 

老
を
老
と
し
て
民
孝
に
興
り
、上 

長
を
長
と
し
て
民
弟
に
興
り
、

上 

孤
を
恤
み
て
民
倍
か
ず
。」
と
は
、必
ず
民
の
立
場
に
立
ち
返
っ
て
、民
に
各
々

自
ら
『
孝
弟
』
や
「
倍
か
ざ
る
」
の
心
を
尽
く
す
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。『
礼
記
』「
王
制
」
篇
の
「
八
十
の
者
は
其
の
家
は
政
に
從
は
ず
、
廢

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
一
一



疾
非
人
の
養
は
ざ
る
者
、
一
子
政
に
従
は
ず
」（
八
十
歳
の
者
が
い
れ
ば
一
家
全

体
が
徴
用
を
免
除
さ
れ
、
病
気
の
者
や
障
害
で
養
え
な
い
も
の
が
い
れ
ば
一
人
の

子
は
徴
用
を
免
除
さ
れ
る
）
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
に
自
分
で
心
を
尽
く

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。
ま
た
、「
人
口
を
増
や
す
に
は
、
父
子
兄
弟
を

離
散
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
の
も
同
類
だ
。」　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）�「
平
天
下
、
謂
均
平
也
」　
「
平
天
下
」
の
語
が
「
均
平
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴

っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
』伝
十
章「
所

謂
平
天
下
在
治
其
國
者
。
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤

而
民
不
倍
、
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。」
章
句
「
言
此
三
者
、
上
行
下
效
、

捷
於
影
響
、
所
謂
家
齊
而
國
治
也
。
亦
可
以
見
人
心
之
所
同
、
而
不
可
使
有

一
夫
之
不
獲
矣
。
是
以
君
子
必
當
因
其
所
同
、
推
以
度
物
、
使
彼
我
之
間
各

得
分
願
、
則
上
下
四
旁
均
齊
方
正
、
而
天
下
平
矣
。」

（
２
）�「
問
。
前
後
左
右
何
指
」  

「
前
後
左
右
」
は
『
大
学
』
伝
十
章
の
以
下
を
踏

ま
え
る
。「
所
惡
於
上
、
毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、
毋
以
事
上
。
所
惡
於
前
、

毋
以
先
後
。
所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
。
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
。
所
惡
於

左
、
毋
以
交
於
右
、
此
之
謂
絜
矩
之
道
。」

（
３
）�「
東
鄰
西
鄰
」  

隣
同
士
の
こ
と
を
指
す
。『
周
易
』「
既
濟
」「
九
五
。東
鄰
殺
牛
、

不
如
西
鄰
之
禴
祭
。
實
受
其
福
。
象
曰
。
東
鄰
殺
牛
、
不
如
西
鄰
之
時
也
。」

（
４
）�「
以
鄰
國
為
壑
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
下
「
孟
子
曰
。
子
過
矣
。
禹
之
治
水
、

水
之
道
也
。
是
故
禹
以
四
海
為
壑
、
今
吾
子
以
鄰
國
為
壑
。
水
逆
行
、
謂
之

洚
水
。
洚
水
者
、洪
水
也
、仁
人
之
所
惡
也
。
吾
子
過
矣
。」朱
注「
水
逆
行
者
、

下
流
壅
塞
、
故
水
逆
流
、
今
乃
壅
水
以
害
人
、
則
與
洪
水
之
災
無
異
矣
。」

（
５
）�「
章
句
中
所
謂
、
絜
矩
之
道
、
是
使
之
各
得
盡
其
心
而
無
不
平
也
」　
『
大
學

章
句
』
の
旧
稿
の
内
容
を
指
す
か
。
現
行
の
『
大
學
章
句
』
に
は
「
是
以
君

子
必
當
因
其
所
同
、
推
以
度
物
、
使
彼
我
之
間
各
得
分
願
、
則
上
下
四
旁
均

齊
方
正
、
而
天
下
平
矣
。」
と
見
え
る
。

（
６
）�「
須
是
留
他
地
位
」  

「
地
位
」
は
こ
こ
で
は
「
立
場
」
の
意
。『
語
類
』
巻

一
〇
一
「
程
子
門
人 

楊
中
立
」、
七
五
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅶ2573

）「
問
。

或
者
疑
龜
山
此
出
為
無
補
於
事
、
徒
爾
紛
紛
。
或
以
為
大
賢
出
處
不
可
以
此

議
、如
何
。
曰
。
龜
山
此
行
固
是
有
病
、但
只
後
人
又
何
曾
夢
到
他
地
位
在
。」

（
７
）�「
八
十
者
其
家
不
從
政
、廢
疾
非
人
不
養
者
、一
子
不
從
政
」　
『
礼
記
』「
王
制
」

「
凡
三
王
養
老
、皆
引
年
。
八
十
者
、一
子
不
從
政
。
九
十
者
、其
家
不
從
政
。

廢
疾
非
人
不
養
者
、
一
人
不
從
政
。」

（
８
）�「
又
如
生
聚
蕃
息
、
無
令
父
子
兄
弟
離
散
之
類
」　

表
現
の
近
い
も
の
と
し

て
以
下
の
例
が
あ
る
。
包
拯
『
包
孝
肅
奏
議
』
巻
七
「
民
事　

論
歴
代
并
本

朝
戸
口
」「
臣
聞
、
蚩
蚩
生
聚
蕃
息
衰
耗
、
一
出
於
時
政
之
所
陶
化
、
是
故

明
主
知
其
然
也
、則
必
薄
賦
歛
寛
力
役
救
荒
饉
。三
者
不
失
、然
後
幼
有
所
養
、

老
有
所
終
、
無
夭
閼
之
傷
、
無
庸
調
之
苦
。」
ま
た
「
父
子
兄
弟
離
散
言
葉
」

は
言
葉
と
し
て
は
以
下
に
基
づ
く
か
。『
孟
子
』「
梁
恵
王
」
下
「
今
王
鼓
樂

於
此
、
百
姓
聞
王
鐘
鼓
之
聲
、
管
籥
之
音
、
舉
疾
首
蹙
頞
而
相
告
曰
。
吾
王

之
好
鼓
樂
、
夫
何
使
我
至
於
此
極
也
。
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
。
今

王
田
獵
於
此
、
百
姓
聞
王
車
馬
之
音
、
見
羽
旄
之
美
、
舉
疾
首
蹙
頞
而
相
告

曰
。
吾
王
之
好
田
獵
、
夫
何
使
我
至
於
此
極
也
。
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子

離
散
。
此
無
他
、
不
與
民
同
樂
也
。」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
一
二



223
条

　

所
惡
於
上
、
所
惡
於
下
、
所
惡
於
前
、
所
惡
於
後
、
所
惡
於
右
、
所
惡
於
左
、

此
數
句
、
皆
是
就
人
身
切
近
處
說
、（
原
注
「
如
上
文
老
老
、
長
長
、
恤
孤
之
意
」）。

至
於
毋
以
使
下
、
毋
以
事
上
、
毋
以
先
後
、
毋
以
從
前
、
毋
以
交
於
左
、
毋
以
交

於
右
、
方
是
推
以
及
物
之
事
。　

僩
。

〔
校
勘
〕

○
「
此
數
句
皆
是
」　

成
化
本
「
數
」
を
「
是
」
に
作
る
。

○
「
毋
以
交
於
右
」　

成
化
本
「
毋
」
を
「
右
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
上
に
惡
む
所
」、「
下
に
惡
む
所
」、「
前
に
惡
む
所
」、「
後
に
惡
む
所
」、「
右

に
惡
む
所
」、「
左
に
惡
む
所
」
と
い
う
こ
れ
ら
数
句
は
、
ど
れ
も
本
人
に
身
近
で

切
実
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
（
原
注
「
上
文
の
「
老
を
老
と
し
」「
長

を
長
と
し
」「
孤
を
恤
れ
む
」と
同
様
で
あ
る
。」）。「
以
て
下
を
使
う
毋
か
れ
」、「
以

て
上
に
事
ふ
る
毋
か
れ
」、「
以
て
後
に
先
ん
ず
る
毋
か
れ
」、「
以
て
前
に
從
ふ
毋

か
れ
」、「
以
て
左
に
交
は
る
毋
か
れ
」、「
以
て
右
に
交
は
る
毋
か
れ
」
の
部
分
に

至
っ
て
や
っ
と
物
に
推
し
及
ぼ
す
事
な
の
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
切
近
」　

身
近
な
、
切
実
な
。
本
巻
、
一
九
二
条
、
曾
祖
道
録
（
Ⅱ356

）

に
既
出
。

（
２
）「
至
於
～
方
是
…
」　
「
～
に
至
っ
て
や
っ
と
…
だ
」

224
条

　

問
絜
矩
。
曰
。
只
把
上
下
、
前
後
、
左
右
等
句
看
、
便
見
。
絜
、
度
也
。
不
是

真
把
那
矩
去
量
度
、
只
是
自
家
心
裏
暗
度
那
箇
長
那
箇
短
。
所
謂
度
長
絜
大
、
上

下
前
後
左
右
、
都
只
一
樣
。
心
無
彼
己
之
異
、
只
是
將
那
頭
折
轉
來
比
這
頭
。
在

我
之
上
者
使
我
如
此
、
而
我
惡
之
、
則
知
在
我
下
者
心
亦
似
我
如
此
、
故
更
不
將

所
責
上
底
人
之
心
來
待
下
人
。
如
此
、
則
自
家
在
中
央
、
上
面
也
占
許
多
地
步
、

下
面
也
占
許
多
地
步
、
便
均
平
正
方
。
若
將
所
責
上
底
人
之
心
來
待
下
、
便
上
面

長
、
下
面
短
、
不
方
了
。
下
之
事
我
如
此
、
而
我
惡
之
、
則
知
在
我
之
上
者
心
亦

似
我
如
此
。
若
將
所
責
下
底
人
之
心
更
去
事
上
、
便
又
下
面
長
、
上
面
短
了
。
左

右
前
後
皆
然
。
待
前
底
心
、
便
折
轉
來
待
後
、
待
左
底
心
、
便
折
轉
來
待
右
、
如

此
便
方
。
每
事
皆
如
此
、
則
無
所
不
平
矣
。　

〔
校
勘
〕

〇
「
絜
度
也
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
絜
矩
度
也
」
に
作
る
。

〇�

「
真
把
那
矩
去
量
度
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
真
」

を
「
眞
」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
矩
」
の
後
に
「
子
」
字
有
り
。

〇�

「
那
箇
長
那
箇
短
」　

萬
歷
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
は
「
箇
」
を
い
ず
れ
も
「
个
」

に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
一
三



〇
「
只
是
將
那
頭
折
轉
」　

成
化
本
「
頭
」
を
「
面
」
に
作
る
。

〇
「
心
亦
似
我
如
此
」　

成
化
本
は
「
似
」
を
「
既
」
に
作
る
。

〇�

「
上
底
人
之
心
來
待
下
、
便
上
面
長
、
下
面
短
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
上
底
人
之

心
、
便
來
待
下
面
、
上
面
長
、
下
面
短
」
に
作
る
。

〇�

「

」　

朝
鮮
古
写
本
は
小
字
双
行
で
「
淳
〇

同
」
と
す
る
。
和
刻
本
は「

」

を
「
寓
」
に
誤
る
。

〔
訳
〕

　
「
絜
矩
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「「
上
下
」「
前
後
」「
左
右
」
な
ど
の
句

を
読
む
だ
け
で
す
ぐ
わ
か
る
。『
絜
』
と
は
、度
る
こ
と
だ
。
実
際
に
あ
の
矩
（
さ

し
が
ね
）
で
測
量
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
心
の
中
で
密
か
に
ど
れ

が
長
く
、
ど
れ
が
短
い
と
い
う
こ
と
を
量
る
こ
と
な
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
長
を
度

り
て
大
を
絜
す
」
の
「
絜
」
で
、
上
下
、
前
後
、
左
右
に
つ
い
て
す
べ
て
一
様
に

す
る
と
い
う
だ
け
だ
。
心
は
他
者
も
自
分
も
違
い
は
な
く
、
た
だ
あ
っ
ち
を
持
っ

て
き
て
こ
っ
ち
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
自
分
の
上
位
に
あ

る
も
の
が
自
分
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
さ
せ
て
、
自
分
は
こ
れ
を
快
く
思
わ
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
下
位
に
あ
る
も
の
の
心
も
自
分
が
こ
う
で
あ
る
と

い
う
の
と
（
あ
る
こ
と
を
さ
せ
ら
れ
れ
ば
快
く
思
わ
な
い
の
と
）
同
様
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
自
分
が
責
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
上

の
人
と
同
じ
心
に
よ
っ
て
、
下
の
者
に
対
処
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
自
分
は
中
央
に
あ
っ
て
、
上
方
に
若
干
の
領
分
が
あ
り
、
下

方
に
も
若
干
の
領
分
が
あ
り
、均
平
で
正
方
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。
も
し
、

自
分
が
責
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
上
の
者
と
同
じ
心
に
よ
っ
て
下
の
者
に
対
処
す
れ

ば
、
す
ぐ
に
上
方
が
長
く
、
下
方
が
短
く
な
り
、
正
方
形
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う

（
上
の
者
の
立
場
が
大
き
く
な
り
、
下
の
者
の
立
場
が
小
さ
く
な
る
）。
下
の
者
が

自
分
に
仕
え
て
こ
の
よ
う
で
あ
り
、自
分
は
そ
れ
を
快
く
思
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

自
分
の
上
に
い
る
者
の
心
も
ま
た
自
分
と
同
じ
く
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
と
わ
か
る

の
で
あ
る
。
も
し
、
自
分
が
責
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
下
の
者
の
心
に
よ
っ
て
上
に

仕
え
れ
ば
、
す
ぐ
に
下
方
が
長
く
、
上
方
が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
（
下
の
者
の
立

場
が
強
く
な
り
、
上
の
者
の
立
場
が
弱
く
な
る
）。
左
右
前
後
に
つ
い
て
も
す
べ

て
同
様
で
あ
る
。
前
任
者
に
対
処
す
る
心
で
、
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
後
任
者
に

対
処
し
、
左
の
人
に
対
処
す
る
心
で
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
右
の
人
に
対
処
し
、

こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
正
方
形
な
の
だ
。
ど
ん
な
事
に
お
い
て
も
こ
の
よ

う
で
あ
れ
ば
、
平
ら
か
で
な
い
も
の
は
な
く
な
る
の
だ
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）�「
絜
、
度
也
」  

「
絜
」
を
「
度
」、
計
る
こ
と
と
解
釈
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
以
下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』「
曰
。
何
以
言
絜
之
爲
度
也
。
曰
。
此
莊
子

所
謂
絜
之
百
圍
、
賈
子
所
謂
度
長
絜
大
者
也
。
前
此
諸
儒
蓋
莫
之
省
、
而
強

訓
以
挈
。
殊
無
意
謂
。
先
友
太
史
范
公
乃
獨
推
此
以
言
之
、
而
後
其
理
可
得

而
通
也
。
蓋
絜
、
度
也
。
矩
、
所
以
爲
方
也
。
以
己
之
心
度
人
之
心
、
知
人

之
所
惡
者
不
異
乎
己
、
則
不
敢
以
己
之
所
惡
者
施
之
於
人
、
使
吾
之
身
一
處

乎
此
、
則
上
下
四
方
、
物
我
之
際
、
各
得
其
分
、
不
相
侵
越
而
各
就
其
中
。

校
其
所
占
之
地
、
則
其
廣
狹
長
短
、
又
皆
平
均
如
一
、
截
然
方
正
、
而
無
有

餘
不
足
之
處
。
是
則
所
謂
絜
矩
者
也
。」
こ
こ
に
引
か
れ
る
「
莊
子
所
謂
絜

之
百
圍
」
と
は
、『
荘
子
』
人
間
世
篇
「
其
大
蔽
數
千
牛
、
絜
之
百
圍
、
其

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
一
四



高
臨
山
十
仞
而
後
有
枝
、
其
可
以
為
舟
者
旁
十
數
」。「
賈
子
所
謂
度
長
絜
大

者
」
は
次
の
注
を
参
照
。

（
２
）�「
度
長
絜
大
」　

長
さ
や
大
き
さ
を
測
る
こ
と
。『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
、
太

史
公
引
賈
誼
過
秦
論
「
然
而
成
敗
異
變
、
功
業
相
反
、
何
也
。
試
使
山
東
之

國
與
陳
涉
度
長
絜
大
、
比
權
量
力
、
不
可
同
年
而
語
矣
。」

（
３
）�「
心
無
彼
己
之
異
」　
『
中
庸
章
句
』
一
三
章
「
詩
云
伐
柯
伐
柯
、其
則
不
遠
。」

（
朱
注
）「
執
柯
以
伐
柯
、
睨
而
視
之
、
猶
以
為
遠
。
故
君
子
以
人
治
人
。
改

而
止
。
〇
詩
豳
風
伐
柯
之
篇
。
柯
、
斧
柄
。
則
、
法
也
。
睨
、
邪
視
也
。
言

人
執
柯
伐
木
以
為
柯
者
、
彼
柯
長
短
之
法
、
在
此
柯
耳
。
然
猶
有
彼
此
之
別
、

故
伐
者
視
之
猶
以
為
遠
也
。
若
以
人
治
人
、
則
所
以
為
人
之
道
、
各
在
當
人

之
身
、
初
無
彼
此
之
別
。
故
君
子
之
治
人
也
、
即
以
其
人
之
道
、
還
治
其
人

之
身
。
其
人
能
改
、
即
止
不
治
。
蓋
責
之
以
其
所
能
知
能
行
、
非
欲
其
遠
人

以
為
道
也
。」

（
４
）�「
故
更
不
將
所
責
上
底
人
之
心
來
待
下
人
」『
大
学
』
伝
十
章
章
句
「
此
覆

解
上
文
絜
矩
二
字
之
義
。
如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、
則
必
以
此
度
下
之
心
、

而
亦
不
敢
以
此
無
禮
使
之
。
不
欲
下
之
不
忠
於
我
、
則
必
以
此
度
上
之
心
、

而
亦
不
敢
以
此
不
忠
事
之
。」

（
５
）�「
地
步
」　
「
領
分
、
範
囲
、
余
地
」
の
意
。
こ
の
条
に
お
け
る
「
地
步
」
の

語
と
同
様
の
意
味
で
「
地
界
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
は
以

下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
二
六
条
、魏
椿
録
（
Ⅱ364

）「
或
問
絜
矩
。

曰
。
譬
之
、
如
左
邊
有
一
人
侵
我
地
界
、
是
他
不
是
了
。
我
又
不
可
去
學
他
、

侵
了
右
邊
人
底
界
。」

（
６
）�「
便
上
面
長
、
下
面
短
、
不
方
了
」   「
絜
矩
」
で
き
て
い
な
い
と
他
者
と
の

関
係
が
「
正
方
」
で
な
く
な
る
と
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語

類
』
巻
一
六
、二
二
四
条
、
甘
節
録
（
Ⅱ363

）「
所
謂
絜
矩
者
、
如
以
諸
侯

言
之
、
上
有
天
子
、
下
有
大
夫
。
天
子
擾
我
、
使
我
不
得
行
其
孝
弟
、
我
亦

當
察
此
、
不
可
有
以
擾
其
大
夫
、
使
大
夫
不
得
行
其
孝
弟
。
且
如
自
家
有
一

丈
地
、
左
家
有
一
丈
地
、
右
家
有
一
丈
地
。
左
家
侵
著
我
五
尺
地
、
是
不
矩
、

我
必
去
訟
他
取
我
五
尺
。
我
若
侵
著
右
家
五
尺
地
、
亦
是
不
矩
、
合
當
還
右

家
。
只
是
我
也
方
、
上
也
方
、
下
也
方
、
左
也
方
、
右
也
方
、
前
也
方
、
後

也
方
、
不
相
侵
越
。
如
伐
冰
之
家
、
不
畜
牛
羊
。
亞
夫
云
、
務
使
上
下
四
方

一
齊
方
、
不
侵
過
他
人
地
步
。
曰
。
然
。」
こ
の
よ
う
に
「
絜
矩
」
で
き
て

い
な
い
こ
と
は
、他
者
の
領
分
を
侵
犯
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

225
条

　

所
謂
絜
矩
者
、
如
以
諸
侯
言
之
、
上
有
天
子
、
下
有
大
夫
。
天
子
擾
我
、
使
我

不
得
行
其
孝
弟
、
我
亦
當
察
此
、
不
可
有
以
擾
其
大
夫
、
使
大
夫
不
得
行
其
孝
弟
。

且
如
自
家
有
一
丈
地
、
左
家
有
一
丈
地
、
右
家
有
一
丈
地
。
左
家
侵
著
我
五
尺
地
、

是
不
矩
、
我
必
去
訟
他
取
我
五
尺
。
我
若
侵
著
右
家
五
尺
地
、
亦
是
不
矩
、
合
當

還
右
家
。
只
是
我
也
方
、
上
也
方
、
下
也
方
、
左
也
方
、
右
也
方
、
前
也
方
、
後

也
方
、
不
相
侵
越
。
如
伐
冰
之
家
、
不
畜
牛
羊
。

亞
夫
云
、
務
使
上
下
四
方
一
齊
方
、
不
侵
過
他
人
地
步
。
曰
。
然
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
使
我
不
得
行
其
孝
弟
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
弟
」
を
「
悌
」
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
一
五



○�
「
左
家
侵
著
我
五
尺
地
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
着
」
を
「
著
」

に
作
る
。

○
「
我
必
去
訟
他
取
我
五
尺
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
訟
」
を
「
説
」
に
作
る
。

○
「
伐
冰
之
家
」　

呂
留
良
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
冰
」
を
「
氷
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

い
わ
ゆ
る
絜
矩
と
い
う
も
の
は
、
諸
侯
を
例
と
し
て
言
う
と
、
私
の
上
に
は
天

子
、
下
に
は
大
夫
が
い
る
。
天
子
が
私
を
わ
ず
ら
わ
せ
、
孝
や
弟
を
お
こ
な
え
な

い
よ
う
に
し
て
も
、
私
は
こ
の
こ
と
か
ら
察
す
る
べ
き
で
あ
り
、
自
分
の
下
に
い

る
大
夫
を
わ
ず
ら
わ
せ
、
大
夫
が
孝
や
弟
を
お
こ
な
え
な
い
よ
う
に
し
て
は
な
ら

な
い
。

　

例
え
ば
土
地
を
一
丈
四
方
保
有
し
て
い
て
、
左
隣
も
一
丈
四
方
、
右
隣
も
そ
れ

ぞ
れ
一
丈
四
方
の
土
地
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
。
左
隣
が
土
地
を
五
尺
分
侵
犯
し

て
き
た
ら
、
こ
れ
は
矩
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
奪
わ
れ
た
五
尺
分
の
土
地
に
つ
い

て
き
っ
と
訟
争
す
る
だ
ろ
う
。
自
分
が
右
隣
の
五
尺
の
土
地
を
侵
犯
す
る
の
も
、

こ
れ
も
矩
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
右
隣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
私

も
正
方
形
で
あ
り
、
上
下
前
後
左
右
も
そ
れ
ぞ
れ
が
正
方
形
で
あ
っ
て
、
互
い
に

侵
略
し
て
は
な
ら
な
い
。「
伐
冰
の
家
は
牛
羊
を
畜
わ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
す
る

の
だ
。

　

亞
夫
は
申
し
上
げ
た
。「
上
下
四
方
が
み
な
正
方
形
で
あ
る
よ
う
に
、
人
の
領

分
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
務
め
る
の
で
す
ね
。」
先
生
。「
そ
う
だ
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
自
家
」　

一
人
称
を
表
す
。
巻
一
五
、六
六
条
、
注
（
６
）
参
照
。

（
２
）「
一
丈
」　

一
丈
は
十
尺
。

（
３
）「
是
不
矩
」　
『
大
学
』
伝
十
章
、
集
注
「
矩
、
所
以
爲
方
也
。」

（
４
）�「
亞
夫
」　
㬊
淵
、
字
は
亞
夫
、
蓮
蕩
と
號
す
。
涪
陵
人
。『
朱
門
弟
子
師
事

年
攷
』
二
二
三
～
三
二
四
頁
。『
朱
子
門
人
』
二
六
六
～
二
六
七
頁
。

（
５
）�「
地
歩
」　

範
囲
、
余
地
、
ス
ペ
ー
ス
。
巻
十
五
、八
六
条
、
注
（
４
）、
巻

一
六
、二
二
四
条
の
注
を
参
照
。

（
６
）�「
伐
冰
之
家
、
不
畜
牛
羊
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
孟
獻
子
曰
、
畜
馬
乘

不
察
於
雞
豚
。
伐
冰
之
家
不
畜
牛
羊
。
百
乘
之
家
不
畜
聚
斂
之
臣
。
與
其
有

聚
斂
之
臣
、
寧
有
盜
臣
。
此
謂
國
不
以
利
爲
利
、
以
義
爲
利
也
。」
集
注
「
伐

冰
之
家
、
卿
大
夫
以
上
、
喪
祭
用
冰
者
也
。
百
乘
之
家
、
有
采
地
者
也
。
君

子
寧
亡
私
之
財
、
而
不
忍
傷
民
之
力
。
故
寧
有
盜
臣
、
而
不
畜
聚
斂
之
臣
。」

『
大
学
或
問
』「
雞
豚
牛
羊
、
民
之
所
畜
養
以
爲
利
者
也
。
旣
已
食
君
之
祿
而

享
民
之
奉
矣
、
則
不
當
復
與
之
爭
。」

226
条

　

或
問
絜
矩
。
曰
。
譬
之
、
如
左
邊
有
一
人
侵
我
地
界
、
是
他
不
是
了
。
我
又
不

可
去
學
他
、
侵
了
右
邊
人
底
界
。
前
人
行
擁
住
我
、
我
行
不
得
、
我
又
不
可
學
他

擁
了
後
人
。
後
人
趕
逐
我
不
了
、
又
不
可
學
他
去
趕
前
人
。
上
下
亦
然
。
椿
云
、

此
一
人
却
是
中
立
也
。
曰
。
是
。　

椿

〔
校
勘
〕

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
一
六



○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
に
は
収
録
な
し
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
絜
矩
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
喩
え
る
と
、
左
の
人
が
私
の
境

界
を
侵
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は
彼
が
正
し
く
な
い
の
だ
か
ら
、
彼
を
真
似
て
、
私

の
右
の
人
の
境
界
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。
前
の
人
が
私
の
進
路
を
塞
い
で
、
進

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
彼
を
真
似
て
、
後
ろ
の
人
の
進
路
を

塞
い
で
は
な
ら
な
い
。
後
ろ
の
人
が
私
を
押
し
や
ろ
う
と
し
て
そ
れ
が
出
来
な
く

て
も
、
や
は
り
彼
を
真
似
し
て
前
の
人
を
押
し
や
ろ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
上

下
の
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。」
わ
た
く
し
椿
は
申
し
上
げ
た
。「
こ
の
一
人

（
私
）
が
中
間
に
い
る
の
で
す
ね
。」
先
生
「
そ
う
だ
。」　

魏
椿
録

〔
注
〕

（
１
）「
擁
」　

手
で
ふ
さ
ぐ
こ
と
。

（
２
）「
趕
逐
」　

押
し
や
る
こ
と
。

（
３
）�「
此
一
人
却
是
中
立
也
」 

本
巻
二
二
九
条
「
絜
矩
六
節
、
如
所
惡
於
上
、
無

以
使
下
、及
左
右  

前
後
、常
指
三
處
、上
是
一
人
、下
是
一
人
、我
居
其
中
。」

227
条

　

絜
矩
、
如
自
家
好
安
樂
、
便
思
他
人
亦
欲
安
樂
、
當
使
無
老
稚
轉
乎
溝
壑
、
壯

者
散
而
之
四
方
之
患
。
制
其
田
里
、
教
之
樹
畜
、
皆
自
此
以
推
之
。　

閎
祖

〔
校
勘
〕

○
「
皆
自
此
以
推
之
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
自
」
を
「
白
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

絜
矩
と
は
、
私
が
の
ん
び
り
暮
ら
す
こ
と
を
望
む
な
ら
、
他
者
も
同
様
に
の
ん

び
り
暮
ら
す
こ
と
を
望
む
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
、「
老
稚
は
溝
壑
に
轉
び
、

壯
者
は
散
じ
て
四
方
に
之
く
。」と
い
う
心
配
の
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
べ
き
だ
。「
其

の
田
里
を
制
し
、
之
に
樹
畜
を
教
ふ
。」
と
あ
る
が
、
す
べ
て
私
の
心
を
基
準
と

し
て
他
者
の
心
を
推
し
量
っ
て
い
く
の
だ
。　
　

李
閎
祖
録

〔
注
〕

（
１
）「
自
家
」　

一
人
称
を
表
す
。
巻
一
五
、六
六
条
、
注
（
６
）
参
照
。

（
２
）�「
安
樂
」　
『
孟
子
』「
告
子
章
句
」
下
「
入
則
無
法
家
拂
士
。
出
則
無
敵
國

外
患
者
。
國
恆
亡
。
然
後
知
生
於
憂
患
。
而
死
於
安
樂
也
。」

（
３
）�「
老
稚
轉
乎
溝
壑
、壯
者
散
而
之
四
方
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
章
句
」
下
「
凶

年
饑
歳
、
君
之
民
老
弱
轉
乎
溝
壑
、
壯
者
散
而
之
四
方
者
、
幾
千
人
矣
。
而

君
之
倉
廩
實
、
府
庫
充
、
有
司
莫
以
告
、
是
上
慢
而
殘
下
也
。」『
孟
子
』「
滕

文
公
章
句
」
上
「
為
民
父
母
。
使
民
盻
盻
然
。
將
終
歲
勤
動
。
不
得
以
養
其

父
母
。
又
稱
貸
而
益
之
。
使
老
稚
轉
乎
溝
壑
。
惡
在
其
為
民
父
母
也
。」『
孟

子
』「
公
孫
丑
章
句
」
下
「
凶
年
饑
歲
。
子
之
民
。
老
羸
轉
於
溝
壑
。
壯
者

散
而
之
四
方
者
。
幾
千
人
矣
。」

（
４
）�「
制
其
田
里
、教
之
樹
畜
」　
『
孟
子
』「
盡
心
章
句
」上「
所
謂
西
伯
善
養
老
者
、

制
其
田
里
、
教
之
樹
畜
、
導
其
妻
子
使
養
其
老
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
一
七



228
条

　

問
、
論
上
下
四
旁
、
長
短
廣
狹
、
彼
此
如
一
、
而
無
不
方
。
在
矩
、
則
可
以
如

此
。
在
人
則
有
天
子
諸
侯
大
夫
士
庶
人
之
分
、
何
以
使
之
均
平
。

　

曰
。
非
是
言
上
下
之
分
欲
使
之
均
平
。
蓋
事
親
事
長
、
當
使
之
均
平
、
上
下
皆

得
行
。
上
之
人
得
事
其
親
、
下
之
人
也
得
以
事
其
親
。
上
之
人
得
長
其
長
、
下
之

人
也
得
以
事
其
長
。　

節

〔
校
勘
〕

○�

朝
鮮
古
写
本
は
、
冒
頭
に
「
問
論
平
天
下
、
而
言
財
利
者
何
也
。
曰
天
下
之
所

以
不
平
者
、皆
因
此
也
。」の
一
文
が
あ
り
、末
尾
に
は「
如
慈
福
皇
后
毎
至
生
日
、

上
壽
非
常
。
天
下
之
人
豈
能
此
。
但
各
随
其
分
、
得
盡
其
事
親
、
事
長
之
意
。」

の
一
文
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「「
上
下
四
旁
、
長
短
廣
狹
、
彼
此
一
の
如
く
に
し
て
、
方
な
ら
ざ
る
こ

と
無
し
。」
と
論
じ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
で
す
が
、
定
規
の
上
で
は
、
そ
の
よ
う

に
全
て
正
方
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、
人
の
場
合
は
天
子
、
諸

侯
、
大
夫
、
士
、
庶
人
、
と
い
う
身
分
の
相
違
が
あ
り
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

し
て
均
一
に
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
。「
こ
れ
は
上
下
の
身
分
の
相
違
を
均
一
に
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
思
う
に
親
や
年
長
者
に
事
え
る
こ
と
、
こ
れ
を
均
一
に
さ
せ
、
上
の
者
も
下

の
者
も
行
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
上
の
者
が

そ
の
親
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
、
下
の
者
も
そ
の
親
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
、
上

の
者
が
年
長
者
を
敬
う
こ
と
が
で
き
、
下
の
者
も
年
長
者
を
敬
う
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
上
下
四
旁
、長
短
廣
狹
、彼
此
如
一
、而
無
不
方
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
、

朱
注
「
如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、
則
必
以
此
度
下
之
心
、
而
亦
不
敢
以
此
無

禮
使
之
、
不
欲
下
之
不
忠
於
我
、
則
必
以
此
度
上
之
心
、
而
亦
不
敢
以
此
不

忠
事
之
、
至
於
前
後
左
右
、
無
不
皆
然
。
則
身
之
所
處
、
上
下
四
旁
、
長
短

廣
狹
、
彼
此
如
一
、
而
無
不
方
矣
。」

（
２
）�「
非
是
言
上
下
之
分
欲
使
之
均
平
」　

身
分
の
相
違
を
均
一
に
す
る
の
で
は

な
く
、
親
や
年
長
者
に
仕
え
る
こ
と
を
上
下
の
身
分
な
く
行
え
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
朝
鮮
古
写
本
は
、
孝
宗
が
母
で
あ
る
慈
福
皇

后
（
憲
聖
慈
烈
吳
皇
后
）
の
生
誕
を
祝
っ
た
例
を
挙
げ
、
皆
が
こ
の
よ
う
に

出
来
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
り
、
年
長
者
に
仕
え
る
と
は
、
各
自
が
分
相
応

な
範
囲
で
親
に
つ
く
す
こ
と
だ
と
す
る
。『
宋
史
』
孝
宗
本
紀
、
巻
三
十
四

「（
淳
熙
二
年
十
二
月
甲
午
）
朝
德
壽
宮
、
行
慶
壽
禮
、
大
赦
、
文
武
官
封
父

母
、
賞
諸
軍
。
議
放
天
下
苗
稅
三
之
一
、
大
臣
言
國
用
不
足
、
迺
止
。」
巻

三
十
五
「（
淳
熙
十
年
十
二
月
丙
子
）
朝
德
壽
宮
、
行
太
上
皇
后
慶
壽
禮
、

推
恩
如
太
上
皇
故
事
。」

（
３
）�「
長
其
長
」　
『
孟
子
』「
離
婁
章
句
」
上
「
孟
子
曰
、
道
在
爾
、
而
求
諸
遠
。

事
在
易
、
而
求
諸
難
。
人
人
親
其
親
、
長
其
長
、
而
天
下
平
。」
集
注
「
親

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
一
八



長
在
人
爲
甚
邇
。
親
之
長
之
、
在
人
爲
甚
易
。
而
道
初
不
外
是
也
。
舍
此
而

他
求
、
則
遠
且
難
、
而
反
失
之
。
但
人
人
各
親
其
親
、
各
長
其
長
、
則
天
下

自
平
矣
。」

229
条

　

問
。
絜
矩
六
節
、
如
所
惡
於
上
、
無
以
使
下
、
及
左
右
前
後
、
常
指
三
處
、
上

是
一
人
、
下
是
一
人
、
我
居
其
中
。
故
解
云
、
如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、
則
我
亦

不
以
無
禮
使
其
下
。
其
下
五
節
意
皆
類
此
。

先
生
曰
。
見
曾
子
之
傳
發
明
恕
字
、
上
下
四
旁
、
無
不
該
也
。　

過

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
、
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
無
以
使
下
」　

伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
無
」
を
「
毋
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
絜
矩
の
六
節
は
、
例
え
ば
「
上
に
惡
む
所
、
以
て
下
に
使
う
こ
と
毋

か
れ
」、そ
し
て
前
後
左
右
で
す
が
、必
ず
指
す
と
こ
ろ
は
三
つ
あ
り
、上
に
一
人
、

下
に
一
人
、
そ
し
て
私
は
そ
の
間
に
位
置
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
上
の
我
に
無

禮
な
る
を
欲
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
我
も
亦
た
無
禮
を
以
て
其
の
下
を
使
わ
ず
」
と
解

釈
す
る
の
で
あ
り
、
前
後
左
右
に
つ
い
て
い
う
続
き
の
五
節
も
同
じ
類
い
の
意
味

で
す
。」

　

先
生
。「
曾
子
は
伝
十
章
で
絜
矩
を
あ
げ
て
恕
の
文
字
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

上
下
四
旁
に
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
。」　

王
過
録

〔
注
〕

（
１
）�「
絜
矩
六
節
、
如
所
惡
於
上
、
無
以
使
下
、
及
左
右
前
後
」　
『
大
学
章
句
』

伝
十
章
「
所
惡
於
上
、
毋
以
使
下
、
所
惡
於
下
、
毋
以
事
上
、
所
惡
於
前
、

毋
以
先
後
、
所
惡
於
後
、
毋
以
從
前
、
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
、
所
惡
於

左
、
毋
以
交
於
右
。
此
之
謂
絜
矩
之
道
。」

（
２
）�「
如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、
則
我
亦
不
以
無
禮
使
其
下
」　
『
大
学
章
句
』
伝

十
章
、
朱
注
「
如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、
則
必
以
此
度
下
之
心
、
而
亦
不
敢

以
此
無
禮
使
之
。」

（
３
）�「
見
曾
子
之
傳
發
明
恕
字
、
上
下
四
旁
、
無
不
該
也
。」　

巻
十
六
、二
〇
四

条
「「
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
、
是
責
人
之
恕
。
絜
矩

與
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
是
愛
人
之
恕
。
又
曰
。
推
己
及
物
之
謂
恕
．
聖

人
則
不
待
推
、
而
發
用
於
外
者
皆
恕
也
．
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
則
就
愛

人
上
說
．聖
人
之
恕
、則
不
專
在
愛
人
上
見
、如
絜
矩
之
類
是
也
．」及
び
同
巻
、

二
〇
六
条
「
李
德
之
問
、
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
三
章
、
看
來
似
皆
是
恕
之

功
用
．
曰
。
如
治
國
平
天
下
兩
章
是
此
意
．
治
國
章
乃
責
人
之
恕
、
平
天
下

章
乃
愛
人
之
恕
．
齊
家
一
章
、但
說
人
之
偏
處
．」「
發
明
」
明
ら
か
に
す
る
。

巻
一
四
、八
條
、
八
三
條
、
参
照
。

230
条

　

恕
、
亦
是
絜
矩
之
意
。　

振

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
一
九



〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
、
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

恕
も
絜
矩
と
同
様
の
意
味
で
あ
る
。　

呉
振
録

231
条

　

陶
安
國
問
、
絜
矩
之
道
、
是
廣
其
仁
之
用
否
。
曰
。
此
乃
求
仁
工
夫
、
此
處
正

要
著
力
。
若
仁
者
、
則
是
舉
而
措
之
、
不
待
絜
矩
、
而
自
無
不
平
者
矣
。
銖
曰
。

仁
者
、
則
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
、
不
待
推
矣
。
若
絜
矩
、
正
恕
者
之

事
也
。
先
生
頷
之
。　

銖

〔
校
勘
〕

○�

「
此
處
正
要
著
力
」　

朝
鮮
古
写
本
、
成
化
本
、
和
刻
本
は
、「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○�

朝
鮮
古
写
本
に
は
、「
銖
曰
、
仁
者
、
則
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
、

不
待
推
矣
。
若
絜
矩
、
正
恕
者
之
事
也
。
先
生
頷
之
。」
の
文
な
し
。

〔
訳
〕

　

陶
安
國
が
質
問
し
た
。「
絜
矩
の
道
と
は
、
仁
の
作
用
を
廣
げ
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。」
先
生
。「
こ
の
絜
矩
こ
そ
が
仁
を
求
め
る
工
夫
で
あ
り
、
こ
こ
こ

そ
が
努
力
を
要
す
る
と
こ
ろ
な
の
だ
。
し
か
し
仁
者
は
、
全
て
を
行
う
際
に
、
絜

矩
す
る
ま
で
も
な
く
、
自
ず
と
均
平
で
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
だ
。」
董
銖
は
申

し
上
げ
た
。「
仁
と
は
、
つ
ま
り
「
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん

と
欲
し
て
人
を
達
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
外
に
推
し
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
よ

う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絜
矩
と
は
、
恕
者
の
事
な
の
で
す
。」
先
生
は
頷

か
れ
た
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）�

陶
安
國　

不
詳
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
記
載
な
し
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』

三
二
六
頁
に
は
、
長
沙
期
の
師
事
が
推
定
さ
れ
る
と
あ
り
、
陳
榮
捷
は
、『
語

類
』
の
體
例
か
ら
「
安
國
」
を
字
と
す
る
（『
朱
子
門
人
』
二
二
六
頁
）。

（
２
）�「
著
力
」　

力
を
入
れ
る
、
力
を
込
め
る
、
尽
力
す
る
、
努
力
す
る
。
巻

一
六
、九
一
条
、
注
（
１
）、
一
二
七
条
、
注
（
９
）
参
照
。

（
３
）�「
舉
而
措
之
」　

こ
と
ご
と
く
挙
用
し,

実
行
す
る
。『
周
易
』「
繫
辭
」上「
形

而
上
者
謂
之
道
、形
而
下
者
謂
之
器
。化
而
裁
之
謂
之
變
、推
而
行
之
謂
之
通
、

舉
而
錯
之
天
下
之
民
謂
之
事
業
。」『
礼
記
』「
祭
義
」「
致
禮
樂
之
道
、
而
天

下
塞
焉
。
舉
而
錯
之
無
難
矣
。」『
大
学
或
問
』「
物
格
者
、
事
物
之
理
各
有

以
詣
其
極
而
無
餘
之
謂
也
。
理
之
在
物
者
旣
詣
其
極
而
無
餘
、
則
知
之
在
我

者
亦
隨
所
詣
而
無
不
盡
矣
。
知
無
不
盡
、
則
心
之
所
發
能
一
於
理
而
無
自
欺

矣
。
意
不
自
欺
、
則
心
之
本
體
、
物
不
能
動
而
無
不
正
矣
。
心
得
其
正
、
則

身
之
所
處
不
至
陷
於
所
偏
而
無
不
脩
矣
。
身
無
不
脩
、
則
推
之
天
下
國
家
亦

舉
而
措
之
耳
。」

（
４
）�「
不
待
推
矣
」　

巻
十
六
、二
〇
四
条
「「
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
二
〇



後
非
諸
人
、
是
責
人
之
恕
。
絜
矩
與
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
是
愛
人
之
恕
。

又
曰
。
推
己
及
物
之
謂
恕
．
聖
人
則
不
待
推
、
而
發
用
於
外
者
皆
恕
也
．
己

所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
則
就
愛
人
上
說
．
聖
人
之
恕
、
則
不
專
在
愛
人
上
見
、

如
絜
矩
之
類
是
也
．」

（
５
）�「
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
」　
『
論
語
』「
雍
也
」「
夫
仁
者
。
己
欲

立
而
立
人
。
己
欲
達
而
達
人
。
能
近
取
譬
。
可
謂
仁
之
方
也
已
。」集
注「
譬
、

喩
也
。
方
、
術
也
。
近
取
諸
身
、
以
己
所
欲
、
譬
之
他
人
、
知
其
所
欲
亦
猶

是
也
、
然
後
推
其
所
欲
、
以
及
於
人
。
則
恕
之
事
、
而
仁
之
術
也
。」

232
条

　

德
元
問
、
我
不
欲
人
加
諸
我
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
、
與
絜
矩
同
否
。

　

曰
、
然
。
但
子
貢
所
問
、
是
對
彼
我
說
、
只
是
兩
人
、
絜
矩
則
是
三
人
爾
。
後

世
不
復
知
絜
矩
之
義
、
惟
務
竭
民
財
以
自
豐
利
、
自
一
孔
以
上
、
官
皆
取
之
、
故

上
愈
富
而
下
愈
貧
。
夫
以
四
海
而
奉
一
人
、
不
為
不
厚
矣
。

　

使
在
上
者
常
有
厚
民
之
心
而
推
與
共
之
、
猶
慮
有
不
獲
者
、
況
皆
不
恤
、
而
惟

自
豐
殖
、
則
民
安
得
不
困
極
乎
。
易
損
上
益
下
曰
益
、
損
下
益
上
曰
損
。
所
以
然

者
、
蓋
邦
本
厚
則
邦
寧
而
君
安
、
乃
所
以
益
也
。
否
則
反
是
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
但
子
貢
所
問
」　

成
化
本
は
「
問
」
を
「
間
」
に
作
る
。

○�

「
絜
矩
則
是
三
人
爾
」　

萬
暦
本　

、
呂
留
良
本
、
和
刻
本
は
「
三
」
を
「
一
」

に
作
る
。

○�

「
惟
務
竭
民
財
以
自
豐
利
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
豊
」

を
「
封
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

德
元
が
質
問
し
た
。「「
我
人
の
諸
を
我
に
加
う
る
を
欲
せ
ざ
る
や
、
吾
も
諸
を

人
に
加
う
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
絜
矩
と
同
じ
で
し
ょ
う

か
。」

　

先
生
。「
そ
う
だ
。
し
か
し
子
貢
が
質
問
し
た
の
は
、
相
手
と
自
分
の
こ
と
に

つ
い
て
の
説
明
で
、
た
だ
二
者
に
つ
い
て
の
話
だ
が
、
絜
矩
と
は
三
者
に
つ
い
て

の
も
の
で
あ
る
。
後
世
に
な
る
と
絜
矩
の
義
が
理
解
さ
れ
ず
、
た
だ
民
の
財
を
絞

り
と
っ
て
自
分
の
利
益
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
お
金
で

も
、
お
上
が
す
っ
か
り
搾
取
す
る
の
で
、
上
（
官
）
は
ま
す
ま
す
富
み
下
（
民
）

は
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
る
。
天
下
を
君
主
一
人
に
捧
げ
、
そ
の
富
は
膨
大
だ
。

　

た
と
え
上
位
の
者
が
常
に
民
に
厚
く
恵
む
心
を
持
ち
、
自
分
の
好
悪
を
推
し
広

め
て
民
の
好
悪
と
寄
り
添
わ
せ
て
も
、
そ
れ
で
も
恵
み
を
受
け
て
い
な
い
民
が
い

る
こ
と
を
憂
慮
す
る
。
ま
し
て
や
民
を
全
く
慈
し
む
こ
と
な
く
、
自
分
一
人
が
豊

か
に
栄
え
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
は
、
民
が
ど
う
し
て
困
窮
せ
ず
に
い
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。

『
周
易
』
の
「
上
を
損
し
て
下
を
益
す
」
を
「
益
」
と
言
い
、「
下
を
損
し
て
上
を

益
す
」
を
「
損
」
と
言
う
。
ど
う
し
て
そ
う
な
る
か
と
い
う
と
、
思
う
に
邦
の
根

本
で
あ
る
民
に
厚
く
恵
め
ば
、
邦
は
安
寧
で
君
は
安
泰
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
こ

れ
が
「
益
」
な
の
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
逆
に
な
る
。　

沈
僩
録

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
二
一



〔
注
〕

（
１
）�「
德
元
」　
『
朱
子
語
録
姓
氏
』
郭
友
仁
、
字
は
德
元
。
山
陽
人
、
臨
安
に
寓

す
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
。『
朱
子
門
人
』
二
〇
三

～
二
〇
四
頁
。

（
２
）�「
我
不
欲
人
加
諸
我
、吾
亦
欲
無
加
諸
人
」　
『
論
語
』「
公
冶
長
」「
子
貢
曰
。

我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
。
吾
亦
欲
無
加
諸
人
。
子
曰
。
賜
也
非
爾
所
及
也
。」

（
３
）�「
後
世
不
復
知
絜
矩
之
義
」　
『
大
学
或
問
』「
怨
已
結
於
民
心
、
則
非
一
朝

一
夕
之
可
解
矣
。
聖
賢
深
探
其
實
而
極
言
之
、
欲
人
有
以
審
於
未
然
、
而
不

爲
無
及
於
事
之
悔
也
。
以
此
爲
防
、
人
猶
有
用
桑
羊
・
孔
僅
・
宇
文
融
・
楊

矜
・
陳
京
・
裴
延
齡
之
徒
以
敗
其
國
者
。」

（
４
）�「
一
孔
」　

孔
は
銭
の
こ
と
。
一
孔
は
一
銭
。
宋
代
の
用
例
と
し
て
は
、
崔

敦
禮
『
宮
教
集
』「
凡
民
間
有
一
孔
之
利
、
其
勢
可
得
者
、
必
籠
而
取
之
。」

な
ど
が
み
ら
れ
る
。

（
５
）�「
損
上
益
下
」「
損
下
益
上
」　
『
周
易
』
益
卦
・
彖
傳
「
益
、
損
上
益
下
、

民
說
無
疆
。」『
周
易
』
損
卦
・
彖
傳
「
損
、
損
下
益
上
、
其
道
上
行
。」

（
６
）�「
厚
民
之
心
而
推
與
共
之
」　
『
大
学
或
問
』「
此
爲
治
其
國
者
言
之
、
則
推

吾
所
有
與
民
共
由
、
其
條
敎
法
令
之
施
、
賞
善
罰
惡
之
政
、
固
有
理
所
當
然

而
不
可
已
者
。
但
以
所
令
反
其
所
好
、
則
民
不
從
、
故
又
推
本
言
之
、
欲
其

先
成
於
己
而
有
以
責
人
。」

（
７
）�「
邦
本
」　
『
書
経
』「
五
子
之
歌
」「
皇
祖
有
訓
。
民
可
近
、
不
可
下
、
民
惟

邦
本
。
本
固
邦
寧
。
予
視
天
下
。
愚
夫
愚
婦
。
一
能
勝
予
。」『
大
学
或
問
』

「
陸
宣
公
之
言
曰
、
民
者
、
邦
之
本
。
財
者
、
民
之
心
。
其
心
傷
、
則
其
本
傷
。

其
本
傷
、
則
枝
幹
凋
瘁
而
根
柢
蹶
拔
矣
。
呂
正
獻
公
之
言
曰
、
小
人
聚
歛
以

佐
人
主
之
欲
。
人
主
不
悟
、
以
爲
有
利
於
國
、
而
不
知
其
終
爲
害
也
。
賞
其

納
忠
、
而
不
知
其
大
不
忠
也
。
嘉
其
任
怨
、
而
不
知
其
怨
歸
於
上
也
。
鳴
呼
、

若
二
公
之
言
、
則
可
謂
深
得
此
章
之
指
者
矣
。
有
國
家
者
可
不
監
哉
。」

233
条

　

李
丈
問
、
盡
得
絜
矩
、
是
仁
之
道
、
恕
之
道
。
曰
。
未
可
説
到
那
裏
。
且
理
會

絜
矩
是
如
何
。
問
、
此
是
我
不
欲
人
之
加
諸
我
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
意
否
。

　

曰
。
此
是
兩
人
、
須
把
三
人
看
、
便
見
。
人
莫
不
有
在
我
之
上
者
、
莫
不
有
在

我
之
下
者
。
如
親
在
我
之
上
、
子
孫
在
我
之
下
。
我
欲
子
孫
孝
於
我
、
而
我
却
不

能
孝
於
親
。
我
欲
親
慈
於
我
、
而
我
却
不
能
慈
於
子
孫
、
便
是
一
畔
長
、
一
畔
短
、

不
是
絜
矩
。

〔
校
勘
〕

○�

「
李
丈
」　

萬
暦
本　

、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
、

「
丈
」
を
「
文
」
に
作
る
。
中
華
書
局
本
に
は
、「
據
陳
本
改
」
と
あ
る
。
陳
本

は
、
成
化
本
。

○
「
未
可
説
到
那
裏
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○�
「
莫
不
有
在
我
之
下
者
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
不
有
」
の
下
に
、「
徐
無
此
二
字
」

の
割
注
あ
り
。

○
朝
鮮
古
写
本
は
、
記
録
者
は
「
淳
。

録
同
」
と
あ
る
。

〔
訳
〕

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
二
二



　

李
さ
ん
が
質
問
し
た
。「
絜
矩
が
で
き
た
ら
、
仁
の
道
、
恕
の
道
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。」
先
生
。「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
絜
矩
の
実

践
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。」
質
問
。「
絜
矩
と
は
、「
我
人
の
諸
を
我
に
加
う

る
を
欲
せ
ざ
る
や
、
吾
も
諸
を
人
に
加
う
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
」
の
意
味
で

し
ょ
う
か
。」

　

先
生
。「
こ
れ
は
二
者
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
絜
矩
は
三
者
に
つ
い
て
説

い
た
も
の
だ
と
把
握
し
て
み
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
人
に
は
私
の

上
の
立
場
の
者
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
私
の
下
の
立
場
の
者
が

存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
親
は
私
の
上
に
い
て
、
子
や
孫
は
私

の
下
に
い
る
。
私
は
子
や
孫
に
孝
を
つ
く
さ
れ
た
い
と
望
み
な
が
ら
、
私
の
方
は

親
に
孝
を
つ
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
私
は
親
に
慈
し
ま
れ
た
い
と
望
み
な
が
ら
、

私
の
方
は
子
や
孫
を
慈
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
一
辺
は
長
く
、
一
辺

は
短
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
絜
矩
で
は
な
い
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
李
丈
」　

李
唐
咨
、
字
は
堯
卿
か
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
五
七
頁
。

（
２
）「
却
」　
「
～
の
方
は
」「
～
は
と
言
え
ば
」。
巻
十
四
、三
条
、注
（
四
）
参
照
。

（
３
）「
一
畔
」　

一
辺
の
こ
と
。

234
条

　

絜
矩
、
非
是
外
面
別
有
箇
道
理
、
只
是
前
面
正
心
、
修
身
、
推
而
措
之
、
又
不

是
他
機
巧
、
變
詐
、
權
謀
之
說
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
非
是
外
面
別
有
箇
道
理
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作

る
。
成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
只
是
前
面
正
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
只
」
の
下
に
、「
便
」
の
文
字
あ
り
。

○�

「
又
不
是
他
」　

朝
鮮
整
版
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
、「
是
」
の
下
に
「
其
」
の
文

字
あ
り
。

〔
訳
〕

　

絜
矩
は
、
ほ
か
に
別
に
何
か
道
理
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
と
に
か
く

自
分
自
身
の
直
面
し
て
い
る
正
心
、
修
身
を
行
い
推
し
及
ぼ
し
て
実
践
す
る
こ
と

な
の
で
あ
り
、
ほ
か
の
機
巧
、
變
詐
、
權
謀
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
機
巧
、
變
詐
、
權
謀
」　
『
荀
子
』「
議
兵
」「
孫
卿
子
曰
、
不
然
。
臣
之
所

道
、
仁
者
之
兵
、
王
者
之
志
也
。
君
之
所
貴
、
權
謀
勢
利
也
。
所
行
、
攻
奪

變
詐
也
。
諸
侯
之
事
也
。」『
荘
子
』「
外
篇
」「
天
地
」「
執
道
者
德
全
、
德

全
者
形
全
、
形
全
者
神
全
。
神
全
者
、
聖
人
之
道
也
。
託
生
與
民
並
行
而
不

知
其
所
之
、
汒
乎
淳
備
哉
！
功
利
機
巧
必
忘
夫
人
之
心
。」

235
条

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
二
三



　

絜
矩
之
說
、
不
在
前
數
章
、
却
在
治
國
平
天
下
之
後
、
到
這
裏
、
也
是
節
次
成

了
、
方
用
得
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
到
這
裏
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

絜
矩
の
説
が
、
先
立
つ
数
章
で
は
な
く
、
治
国
平
天
下
に
つ
い
て
説
い
た
後
に

あ
る
の
は
、
こ
こ
に
到
っ
て
、
順
序
通
り
到
達
し
た
の
で
、
そ
こ
で
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
だ
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
到
這
裏
、
也
是
節
次
成
了
、
方
用
得
」　
「
節
次
」
順
序
次
第
。
巻

十
四
、十
三
条
、
注
（
２
）
参
照
。
ま
た
『
大
学
』
の
段
階
的
構
造
性
に
つ

い
て
は
、
巻
十
四
、二
十
一
条
に
「
大
抵
大
學
一
節
一
節
恢
廓
展
布
將
去
、

然
必
到
於
此
而
後
進
．
既
到
而
不
進
、
固
不
可
；
未
到
而
求
進
、
亦
不
可
．

且
如
國
既
治
、
又
却
絜
矩
、
則
又
欲
其
四
方
皆
準
之
也
．」
と
あ
る
の
と
、

同
条
、
注
（
４
）
を
参
照
。

236
条

　

君
子
先
慎
乎
德
一
條
、
德
便
是
明
德
之
德
。
自
家
若
意
誠
心
正
身
修
家
齊
了
、

則
天
下
之
人
安
得
不
歸
於
我
。
如
湯
武
之
東
征
西
怨
、
則
自
然
有
人
有
土
。　

賀

孫〔
校
勘
〕

○�

「
君
子
先
慎
乎
德
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
慎
」
を
「
愼
」

に
作
る
。
萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
德
」
を
「
徳
」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
便
是
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
若
意
誠
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
若
」
を
「

」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
身
修
」　

萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
修
」 

を
「
脩
」
に
作
る
。

○�

「
不
歸
於
我
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
歸
」
を
「

」
に
作
り
、「
於
」
を
「

」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
君
子
は
先
づ
德
を
慎
む
」
の
一
條
の
徳
と
は
つ
ま
り
「
明
徳
」
の
「
徳
」
の

こ
と
だ
。
自
ら
意
が
誠
実
で
、
心
が
正
し
く
、
身
が
修
ま
り
、
家
が
き
ち
ん
と
す

れ
ば
、
天
下
の
人
は
ど
う
し
て
自
分
に
帰
服
し
な
い
だ
ろ
う
。
湯
・
武
が
東
方
を

討
伐
し
た
と
こ
ろ
、
西
方
の
人
々
が
不
満
（
の
声
）
を
漏
ら
し
た
よ
う
に
、
自
然

に
民
心
を
得
、
国
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
君
子
先
慎
乎
德
一
條
、
德
便
是
明
德
之
德
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
是

故
君
子
先
慎
乎
德
。
有
德
此
有
人
…
有
財
此
有
用
。」
朱
注
「
德
、
即
所
謂

明
德
。」

（
２
）�「
自
家
若
意
誠
心
正
身
修
家
齊
了
」　
「
了
」
は
一
句
全
体
の
状
況
が
実
現
す

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
二
四



る
こ
と
、
～
と
な
る
意
。
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
注
』
七
二
頁
参

照
。『
大
学
或
問
』
伝
十
章
に
「
曰
。
所
謂
先
慎
乎
德
、
何
也
。
曰
。
上
言

有
國
者
不
可
不
謹
、
此
言
其
所
謹
而
當
先
者
、
尤
在
於
德
也
。
德
、
即
所
謂

明
德
。
所
以
謹
之
、亦
曰
格
物
致
知
誠
意
正
心
以
脩
其
身
而
已
矣
。」と
あ
る
。

（
３
）�「
如
湯
武
之
東
征
西
怨
」　

湯
・
武
と
は
殷
の
湯
王
と
周
の
武
王
を
指
す
が
、

「
東
征
西
怨
」
に
つ
い
て
、
文
献
に
記
述
が
あ
る
の
は
湯
王
の
事
柄
だ
け
で

あ
る
。『
尚
書
』「
仲
虺
之
誥
」「
乃
葛
伯
仇
餉
、
初
征
自
葛
、
東
征
西
夷
怨
、

南
征
北
狄
怨
。
曰
。
奚
獨
後
予
。」ま
た
、朱
子
は
本
条
以
外
で
は「
東
征
西
怨
」

の
語
を
湯
王
に
対
し
て
の
み
述
べ
て
い
る
。『
語
類
』
巻
五
三
、一
条
、
黄
卓

録
（
Ⅳ1277

）「
又
曰
。
成
湯
東
征
西
怨
、
南
征
北
怨
、
皆
是
拯
民
於
水
火

之
中
。
此
是
行
仁
也
。」『
語
類
』
巻
四
七
、十
二
条
、沈
僩
録
（
Ⅳ1180

）「
問

曰
。
王
者
雖
曰
不
殺
一
不
辜
、
行
一
不
義
、
事
勢
到
不
得
已
處
、
也
只
得
如

此
做
。
曰
。
然
。
湯
東
征
西
怨
、南
征
北
怨
。
武
王
滅
國
五
十
。
便
是
如
此
。

只
是
也
不
喚
做
殺
不
辜
、
行
不
義
。
我
這
裏
方
行
仁
義
之
師
、
救
民
於
水
火

之
中
、
你
却
抗
拒
不
服
、
如
何
不
伐
得
。」
こ
こ
で
は
、
武
王
の
事
跡
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
滅
國
五
十
」と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
な
お
、『
公
羊
伝
』

僖
公
四
年
に
は
「
古
者
周
公
東
征
則
西
國
怨
、
西
征
則
東
國
怨
。」
と
あ
る
。

　
　

�

も
っ
と
も
、孟
子
は
し
ば
し
ば
湯
王
の
こ
の
事
跡
を
挙
げ
、そ
の
こ
と
は
『
孟

子
』「
梁
惠
王
下
」「
滕
文
公
下
」「
盡
心
下
」
篇
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
「
梁

惠
王
下
」
に
「
書
曰
。
湯
一
征
、自
葛
始
。
天
下
信
之
。
東
面
而
征
西
夷
怨
。

南
面
而
征
北
狄
怨
。
曰
。
奚
為
後
我
。
民
望
之
、
若
大
旱
之
望
雲
霓
也
。
歸

市
者
不
止
、
耕
者
不
變
。
誅
其
君
而
弔
其
民
、
若
時
雨
降
。
民
大
悦
。
書
曰
。

徯
我
后
、后
來
其
蘇
。」
朱
注
「
奚
為
後
我
、言
湯
何
為
不
先
來
征
我
之
國
也
。

（
中
略
）
他
國
之
民
、
皆
以
湯
為
我
君
而
待
其
來
、
使
己
得
蘇
息
也
。
此
言

湯
之
所
以
七
十
里
而
為
政
於
天
下
也
。」

（
４
）�「
則
自
然
有
人
有
土
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
是
故
君
子
先
慎
乎
德
」
の

直
後
に
「
有
德
此
有
人
、
有
人
此
有
土
、
有
土
此
有
財
、
有
財
此
有
用
。」

と
あ
る
。
朱
注
「
有
人
、
謂
得
衆
。
有
土
、
謂
得
國
。」

237
条

　

或
問
。
爭
鬭
其
民
而
施
以
劫
奪
之
教
。
曰
。
民
本
不
是
要
如
此
。
惟
上
之
人
以

德
爲
外
、
而
急
於
貨
財
、
暴
征
橫
斂
、
民
便
效
尤
、
相
攘
相
奪
、
則
是
上
教
得
他

如
此
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
爭
鬭
其
民
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本

は
「
鬭
」
を
「
闘
」
に
作
り
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
底
本
と
同
じ
。

○
「
劫
奪
之
教
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
劫
」
を
「
刼
」
に
作
る
。

○
「
民
本
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
本
」
を
「
夲
」
に
作
る
。

○�
「
以
德
爲
外
」　

萬
暦
本　

は
、和
刻
本
は「
德
」を「
徳
」に
作
り
、「
爲
」を「
為
」

に
作
る
。

○�

「
暴
征
橫
斂
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
暴
」
を
「

」
に
作
り
、
朝
鮮
整

版
本
は
「

」
に
作
る
。

○�

「
民
便
效
尤
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
效
」
を
「
効
」
に
作
る
。
萬
暦
本　

、和
刻

本
は
「
尤
」
を
「

」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
り
、「
尤
」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
二
五



を
「
尢
」
に
作
る
。

○
「
相
攘
相
奪
」　　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
攘
」
を
「
斷
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
「
其
の
民
を
爭
い
鬭
わ
し
め
て
施
す
に
劫
奪
の
教
へ
を
以
て
す
」
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
民
衆
は
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
人
君
が（
根
本
で
あ
る
）徳
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、（
末

で
あ
る
）
貨
財
の
み
に
専
念
し
、
不
当
に
民
衆
に
対
し
て
苛
斂
誅
求
す
れ
ば
、
民

衆
も
そ
れ
を
真
似
て
（
財
を
め
ぐ
っ
て
）
互
い
に
奪
い
あ
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

は
人
君
が
彼
ら
を
こ
の
よ
う
に
さ
せ
た
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
或
問
爭
鬭
其
民
而
施
以
劫
奪
之
教
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
德
者
本
也
、

財
者
末
也
。
外
本
内
末
、爭
民
施
奪
。」
朱
注
「
人
君
以
德
爲
外
、以
財
爲
内
、

則
是
爭
鬭
其
民
、
而
施
之
以
劫
奪
之
教
也
。
蓋
財
者
人
之
所
同
欲
、
不
能
絜

矩
而
欲
專
之
、
則
民
亦
起
而
爭
奪
矣
。」

（
２
）「
惟
上
之
人
以
德
爲
外
」　

前
注
参
照
。

（
３
）�「
暴
征
橫
斂
」　
「
横
」
は
「
不
当
に
」「
無
理
に
」
の
意
。「
急
征
橫
斂
」「
重

賦
橫
斂
」「
横
賦
暴
歛
」
と
も
言
う
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
一
二
条
、
葉
賀

孫
録
（
Ⅱ360

）「
如
專
利
於
上
、
急
征
橫
斂
、
民
不
得
以
自
養
、
我
這
裏

雖
能
興
起
其
善
心
、
濟
甚
事
。
若
此
類
、
皆
是
不
能
絜
矩
。」『
語
類
』
巻

一
六
、二
四
九
条
、
湯
泳
録
（
Ⅱ367

）「
若
拂
其
良
心
、
重
賦
橫
斂
以
取
之
、

使
他
不
得
自
遂
其
心
、
便
是
不
方
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
二
「
己
酉
擬
上

封
事
」「
聞
先
聖
之
言
治
國
、而
有
節
用
愛
人
之
説
。蓋
國
家
財
用
、皆
出
於
民
、

如
有
不
節
而
用
度
有
闕
、
則
横
賦
暴
歛
、
必
將
有
及
於
民
者
。」

（
４
）�「
效
尤
」　

人
の
あ
や
ま
ち
を
手
本
と
す
る
。『
左
伝
』
荘
公
二
十
一
年
「
原

伯
曰
。
鄭
伯
效
尤
、
其
亦
將
有
咎
。」

（
５
）�「
相
攘
相
奪
」　

互
い
に
「
攘
奪
」
し
あ
う
こ
と
。「
攘
奪
」
は
「
奪
い
取
る
」

の
意
。『
管
子
』「
八
觀
」「
郭
周
外
通
、
則
姦
遁
踰
越
者
作
。
里
域
橫
通
、

則
攘
奪
竊
盜
者
不
止
。」『
語
類
』
巻
二
二
、六
六
条
、黄
卓
録
（
Ⅱ520

）「
孟

子
云
。
未
有
仁
而
遺
其
親
者
也
、
未
有
義
而
後
其
君
者
也
。
即
是
這
意
思
。

只
是
箇
依
本
分
。
若
依
得
本
分
時
、
你
得
你
底
、
我
得
我
底
、
則
自
然
和
而

有
別
。
若
上
下
交
征
利
、
則
上
下
相
攘
相
奪
、
便
是
不
義
不
和
、
而
切
於
求

利
矣
。」

238
条

　

或
問
。
爭
民
施
奪
。
曰
。
是
爭
取
於
民
、
而
施
之
以
劫
奪
之
教
也
。
媢
疾
以
惡

之
、
是
徇
其
好
惡
之
私
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
爭
民
」「
爭
取
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
爭
」
を
「
争
」
に
作
る
。

○
「
曰
是
爭
取
於
民
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
先
生
云
」
に
作
る
。

○
「
劫
奪
之
教
」　

萬
暦
本　

、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
劫
」
を
「
刼
」
に
作
る
。

○�

「
媢
疾
以
惡
之
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は「
媢
」を「

」に
作
り
、「
惡
」を「

」

に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
二
六



○
「
是
徇
其
好
惡
之
私
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
「
徇
」
を
「
狥
」
に
作
る
。

○
「
節
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
節
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
「
民
を
爭
は
し
め
て
奪
ふ
こ
と
を
施
す
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

先
生
「
こ
れ
は
民
衆
と
争
っ
て
そ
の
財
を
奪
い
取
り
、
強
奪
の
教
え
を
施
す
こ
と

だ
。「
媢
疾
し
て
以
て
之
を
惡
む
」
と
は
、（
君
主
）
自
分
自
身
の
好
き
嫌
い
の
私

情
に
囚
わ
れ
る
こ
と
だ
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
或
問
。
爭
民
施
奪
。
曰
。
是
爭
取
於
民
、而
施
之
以
劫
奪
之
教
也
。」　
『
大

学
章
句
』
伝
十
章
「
德
者
本
也
、
財
者
末
也
。
外
本
内
末
、
爭
民
施
奪
。」

朱
注
「
人
君
以
德
爲
外
、
以
財
爲
内
、
則
是
爭
鬭
其
民
、
而
施
之
以
劫
奪
之

教
也
。
蓋
財
者
人
之
所
同
欲
、不
能
絜
矩
而
欲
專
之
、則
民
亦
起
而
爭
奪
矣
。」 

現
行
の
朱
注
は
「
其
の
民
を
爭
い
鬭
わ
し
む
」
と
し
、
民
衆
を
争
わ
せ
る
こ

と
と
解
し
て
お
り
、
本
条
の
「
爭
ひ
て
民
に
取
る
」
と
は
解
釋
が
や
や
異
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
２
）�「
媢
疾
以
惡
之
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
秦
誓
曰
、（
中
略
）
人
之
有
技
、

媢
疾
以
惡
之
。」
朱
注
「
媢
、
忌
也
。」

（
３
）�「
徇
其
好
惡
之
私
」　
『
史
記
』
巻
七
「
項
羽
本
紀
」「
今
不
恤
士
卒
而
徇
其

私
、
非
社
稷
之
臣
。」
司
馬
貞
『
索
隱
』「
私
、
謂
使
其
子
相
齊
、
是
徇
其
私

情
。
崔
浩
云
。
徇
、
營
也
。」『
大
学
或
問
』
伝
十
章
「
曰
。
此
所
引
節
南
山

之
詩
、
何
也
。
曰
。
言
在
尊
位
者
、
人
所
觀
仰
、
不
可
不
謹
。
若
人
君
恣
己

徇
私
、
不
與
天
下
同
其
好
惡
、
則
為
天
下
戮
如
桀
紂
幽
厲
也
。」「
曰
。
忠
信

驕
泰
之
所
以
為
得
失
者
、
何
也
。
曰
。
忠
信
者
、
盡
己
之
心
而
不
違
於
物
、

絜
矩
之
本
也
。
驕
泰
則
恣
己
徇
私
、以
人
從
欲
、不
得
與
人
同
好
惡
矣
。」『
朱

文
公
文
集
』
巻
三
一
「
答
敬
夫
孟
子
説
疑
義
」「
常
人
於
其
好
惡
之
私
、
常

有
所
偏
而
失
其
正
。
故
無
以
察
乎
好
惡
之
公
、
而
施
於
家
者
、
又
溺
於
情
愛

之
間
、
亦
所
以
多
失
其
道
理
而
不
能
整
齊
也
。」

239
条

　

斷
斷
者
是
絜
矩
、
媢
疾
者
是
不
能
。
唯
仁
人
放
流
之
、
是
大
能
絜
矩
底
人
。
見

賢
而
不
能
舉
、
舉
而
不
能
先
、
是
稍
能
絜
矩
。
好
人
之
所
惡
者
、
是
大
不
能
絜
矩
。

　

節
〔
校
勘
〕

○
「
斷
斷
者
是
絜
矩
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
斷
」
を
「
断
断
」
に
作
る
。

○�

「
是
稍
能
絜
矩
」　

李
宜
哲『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』巻
五（
一
五
二
頁
）に
は「
稍

能
。
稍
、
一
作
不
。
○
按
作
「
不
」
非
也
。
此
上
文
旣
曰
不
能
、
此
又
曰
不
能
、

則
兩
文
相
疂
、
作
稍
爲
是
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

○
「
節
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「

」
に
作
り
、朝
鮮
整
版
本
は
「
節
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

断
断
な
る
者
（
誠
実
で
專
一
な
人
）
は
絜
矩
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
媢
疾
な

る
者
（
妬
み
深
い
人
）
は
絜
矩
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。「
唯
だ
仁
人
の
み

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
二
七



之
を
放
流
す
」
の
仁
人
と
は
、
大
い
に
絜
矩
で
き
る
人
だ
。「
賢
を
見
て
舉
ぐ
る

こ
と
能
は
ず
、
舉
げ
て
先
に
す
る
能
は
ざ
る
」
と
は
、
や
や
絜
矩
で
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。「
人
の
惡
む
所
を
好
む
」
と
は
、
ま
る
で
絜
矩
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
甚
だ
し
い
人
だ
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
斷
斷
者
是
絜
矩
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
秦
誓
曰
。
若
有
一
个
臣
、
斷

斷
兮
無
他
技
、
其
心
休
休
焉
、
其
如
有
容
焉
。
人
之
有
技
、
若
己
有
之
。
人

之
彥
聖
、
其
心
好
之
、
不
啻
若
自
其
口
出
、
寔
能
容
之
、
以
能
保
我
子
孫
黎

民
、
尚
亦
有
利
哉
。」
朱
注
「
斷
斷
、
誠
一
之
貌
。」

（
２
）�「
媢
疾
者
是
不
能
」　
『
大
学
章
句
』伝
十
章「
秦
誓
曰
。（
中
略
）人
之
有
技
、

媢
疾
以
惡
之
。
人
之
彥
聖
、
而
違
之
俾
不
通
、
寔
不
能
容
、
以
不
能
保
我
子

孫
黎
民
、
亦
曰
殆
哉
。」

（
３
）�「
唯
仁
人
放
流
之
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
唯
仁
人
放
流
之
、迸
諸
四
夷
、

不
與
同
中
國
。
此
謂
唯
仁
人
爲
能
愛
人
、能
惡
人
。」
朱
注
「
以
其
至
公
無
私
、

故
能
得
好
惡
之
正
如
此
也
。」

（
４
）�「
見
賢
而
不
能
舉
、舉
而
不
能
先
」　
『
大
学
章
句
』伝
十
章「
見
賢
而
不
能
舉
、

舉
而
不
能
先
、命
也
。
見
不
善
而
不
能
退
、退
而
不
能
遠
、過
也
。」
朱
注
「
若

此
者
、
知
所
愛
惡
也
、
而
未
能
盡
愛
惡
之
道
、
蓋
君
子
而
未
仁
者
也
。」

（
５
）�「
好
人
之
所
惡
者
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
好
人
之
所
惡
、惡
人
之
所
好
、

是
謂
拂
人
之
性
、
菑
必
逮
夫
身
。」
朱
注
「
好
善
而
惡
惡
、
人
之
性
也
。
至

於
拂
人
之
性
、
則
不
仁
之
甚
者
也
。」
以
上
の
よ
う
に
、
朱
子
は
絜
矩
に
つ

い
て
、
仁
に
関
わ
っ
て
説
き
、（
３
）
を
「
仁
人
」、（
４
）
を
「
君
子
而
未

仁
者
」、（
５
）
を
「
不
仁
之
甚
者
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

240
条

　

舉
而
不
能
先
、
先
是
早
底
意
思
、
不
能
速
用
之
意
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　
「
舉
げ
て
先
に
す
る
能
は
ず
」
の
「
先
」
は
「
早
く
」
の
意
味
で
、（
上
位
者
が

賢
者
を
）
さ
っ
さ
と
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
意
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
舉
而
不
能
先
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
見
賢
而
不
能
舉
、舉
而
不
能
先
、

命
也
。」
朱
注
「
命
、
鄭
氏
云
當
作
慢
、
程
子
云
當
作
怠
、
未
詳
孰
是
。」

241
条

　

君
子
有
大
道
、必
忠
信
以
得
之
、驕
泰
以
失
之
。
平
天
下
一
章
、其
事
如
此
廣
濶
、

然
緊
要
處
只
在
這
些
子
。
其
粗
説
、
不
過
如
此
。
若
細
説
、
則
如
操
則
存
、
克
己

復
禮
等
語
、
皆
是
也
。　

僩

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
二
八



〔
校
勘
〕

○
「
驕
泰
以
失
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
泰
」
を
「
㤗
」
に
作
る
。

○�

「
其
事
如
此
廣
濶
」　

成
化
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
濶
」

を
「
闊
」
に
作
る
。

○
「
緊
要
處
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

○�

「
粗
説
」「
細
説
」　

成
化
本
は「
説
」を「
個
」に
作
る
。
呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、

朝
鮮
整
版
本
は
「
説
」
を
「
說
」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
克
己
復
禮
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、呂
留
良
本
、和
刻
本
は
「
己
」
を
「
巳
」

に
作
る
。
萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
禮
」
を
「
礼
」
に
作
る
。

○�

「
僩
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮

整
版
本
、
和
刻
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
君
子
に
大
道
有
り
、
必
ず
忠
信
以
て
之
を
得
、
驕
泰
以
て
之
を
失
ふ
。」（
治

国
）
平
天
下
の
一
章
で
は
、
事
柄
は
か
く
ば
か
り
幅
広
い
が
、
急
所
は
た
だ
こ
う

し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。
お
お
ま
か
に
説
け
ば
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
に
す
ぎ

な
い
の
だ
。
も
し
詳
し
く
説
い
た
ら
、「
操
れ
ば
則
ち
存
し
」「
己
に
克
ち
禮
に
復

る
」
の
よ
う
な
言
葉
は
す
べ
て
こ
れ
だ
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
君
子
有
大
道
、
必
忠
信
以
得
之
、
驕
泰
以
失
之
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章

「
是
故
君
子
有
大
道
、
必
忠
信
以
得
之
、
驕
泰
以
失
之
。」

（
２
）�「
平
天
下
一
章
、
其
事
如
此
廣
濶
」　

朱
子
は
『
大
学
』
に
お
い
て
、「
一
節

説
闊
一
節
去
」（『
語
類
』
巻
十
六
、一
六
九
条
）、
つ
ま
り
、
内
容
の
幅
が
実

践
工
夫
の
順
に
從
っ
て
一
節
ご
と
に
漸
進
的
に
広
く
な
っ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。
末
章
と
し
て
の
治
国
平
天
下
は
ほ
か
の
章
と
比
べ
て
よ
り
幅
広
い

事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、『
大
学
或
問
』
伝
十
章
に
「
然
自

國
以
上
、
則
治
於
内
者
嚴
密
而
精
詳
。
自
國
以
下
、
則
治
於
外
者
廣
博
而
周

遍
。」
と
す
る
。「
廣
博
而
周
遍
」
と
は
「
廣
濶
」
の
意
味
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
ろ

う
。「
廣
濶
」
の
用
例
と
し
て
は
、
以
下
の
記
録
を
挙
げ
て
お
く
。『
語
類
』

巻
四
一
、七
一
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1064

）「
聖
人
於
乾
説
忠
信
所
以
進
德
也
、

修
辭
立
其
誠
所
以
居
業
也
。
説
得
煞
廣
闊
。
於
坤
、
只
説
敬
以
直
内
、
義
以

方
外
。」『
語
類
』
巻
一
二
六
、九
条
、董
拱
壽
録
（
Ⅷ3011

）「
因
論
佛
。
曰
。

老
子
先
唱
説
、
後
來
佛
氏
又
做
得
脫
洒
廣
闊
、
然
考
其
語
多
本
莊
列
。
公
晦

云
。
曾
聞
先
生
説
、
莊
子
説
得
更
廣
闊
似
佛
、
後
若
有
人
推
演
出
來
、
其
爲

害
更
大
在
。」

（
３
）�「
緊
要
處
」　
「
要
緊
處
」と
も
い
う
。
反
義
語
は「
閑
慢
處
」と
い
う
。『
語
類
』

巻
一
一
、五
九
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅰ184

）「
學
者
觀
書
、
不
可
只
看
緊
要
處
、

閑
慢
處
要
都
周
匝
。」『『
朱
子
語
類
』
訳
注
』
巻
十
～
十
一
、一
九
六
頁
参
照
。

（
４�

）「
這
些
子
」　
「
這
些
」
と
同
じ
。
こ
れ
ら
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

意
。『
語
類
』
で
は
「
這
些
」
と
比
べ
て
「
這
些
子
」
と
す
る
用
例
が
多
い
。

陳
明
娥
『
朱
熹
口
語
文
献
詞
彙
研
究
』（
廈
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

二
八
一
頁
参
照
。

（
５
）�「
粗
説
」「
細
説
」　
「
粗
説
」
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
説
く
、
あ
ら
ま
し
を
説
く
。

「
細
説
」
は
、
詳
細
に
説
明
す
る
。『
語
類
』
巻
十
九
、四
五
条
、
黄
㽦
録
（
Ⅱ

435

）「
莫
云
論
語
中
有
緊
要
底
、
有
汎
説
底
、
且
要
著
力
緊
要
底
、
便
是
揀

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
二
九



別
。
若
如
此
、
則
孟
子
一
部
、
可
刪
者
多
矣
。
聖
賢
言
語
、
粗
説
細
説
、
皆

著
理
會
教
透
徹
。
蓋
道
理
至
廣
至
大
、
故
有
説
得
易
處
、
説
得
難
處
、
説
得

大
處
、
説
得
小
處
。
若
不
盡
見
、
必
定
有
窒
礙
處
。」

（
６�

）「
操
則
存
」　
『
孟
子
』「
告
子
上
」「
孔
子
曰
。
操
則
存
、舍
則
亡
、出
入
無
時
、

莫
知
其
郷
。
惟
心
之
謂
與
。」
朱
注
「
孔
子
言
心
、
操
之
則
在
此
、
舍
之
則
失

去
、
其
出
入
無
定
時
、
亦
無
定
處
如
此
。
孟
子
引
之
、
以
明
心
之
神
明
不
測
、

得
失
之
易
、
而
保
守
之
難
、
不
可
頃
刻
失
其
養
。
學
者
當
無
時
而
不
用
其
力
、

使
神
清
氣
定
、
常
如
平
旦
之
時
、
則
此
心
常
存
、
無
適
而
非
仁
義
也
。」

（
７
）�「
克
己
復
禮
」　
『
論
語
』「
顔
淵
」「
顔
淵
問
仁
。
子
曰
。
克
己
復
禮
為
仁
。

一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。」
朱
注
「
仁

者
、
本
心
之
全
徳
。
克
、
勝
也
。
己
、
謂
身
之
私
欲
也
。
復
、
反
也
。
禮
者
、

天
理
之
節
文
也
。
爲
仁
者
所
以
全
其
心
之
徳
也
。
蓋
心
之
全
徳
、莫
非
天
理
、

而
亦
不
能
不
壊
於
人
欲
、
故
爲
仁
者
必
有
以
勝
私
欲
而
復
於
禮
、
則
事
皆
天

理
而
本
心
之
徳
復
全
於
我
矣
。」

　
　

�　

な
お
、「
克
己
復
禮
」
と
「
操
則
存
」
を
並
列
さ
せ
て
あ
げ
る
の
は
以
下

の
記
録
が
見
え
る
。『
語
類
』
巻
五
九
、一
〇
三
条
、沈
僩
録
（
Ⅳ1402
）「
問
。

注
云
出
入
無
定
時
、
亦
無
定
處
。
既
云
操
則
常
存
、
則
疑
若
有
一
定
之
所
矣
。

曰
。
此
四
句
、
但
言
本
心
神
明
不
測
、
不
存
即
亡
、
不
出
即
入
、
本
無
定
所
。

如
今
處
處
常
要
操
存
、
安
得
有
定
所
。
某
常
説
、
操
則
存
・
克
己
復
禮
・
敬

以
直
内
等
語
、
不
須
講
量
、
不
須
論
辨
、
只
去
操
存
・
克
復
便
了
。
只
今
眼

下
便
是
用
功
處
、
何
待
擬
議
思
量
。
與
辨
論
是
非
、
講
究
道
理
不
同
。
若
此

等
處
、
只
下
著
頭
做
便
是
、
不
待
問
人
。」

242
条

　

趙
唐
卿
問
、
十
章
三
言
得
失
、
而
章
句
云
、
至
此
而
天
理
存
亡
之
機
決
矣
、
何

也
。
曰
、
他
初
且
言
得
衆
失
衆
、
再
言
善
不
善
、
意
已
切
矣
。
終
之
以
忠
信
驕
泰
、

分
明
是
就
心
上
説
出
得
失
之
由
以
決
之
。
忠
信
乃
天
理
之
所
以
存
、
驕
泰
乃
天
理

之
所
以
亡
。　

〔
校
勘
〕

○�

「
趙
唐
卿
問
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
卿
」
を
「

」
に
作
る
。
ま
た
、

朝
鮮
古
写
本
は
「
趙
唐
卿
」
の
下
に
「
汝
倣
」
の
二
つ
の
小
字
が
あ
る
。

○
「
至
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
到
此
」
に
作
る
。

○
「
存
亡
之
機
」「
所
以
亡
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
亡
」
を
「
亾
」
に
作
る
。

○�

「
決
矣
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、呂
留
良
本
、和
刻
本
は「
決
」を「
决
」に
作
る
。

○
「
得
衆
失
衆
」　

伝
経
堂
本
は
「
衆
」
を
「
眾
」
に
作
る
。

○
「
忠
信
驕
泰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
泰
」
を
「
㤗
」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
以
決
之
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、呂
留
良
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
決
」

を
「
决
」
に
作
る
。
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
底
本
と
同
じ
。

○「

」　

朝
鮮
古
写
本
は「

」（
記
録
者
名
＝
徐

）を「
砥
」（
劉
砥
）に
作
る
。

〔
訳
〕

　

趙
汝
倣
（
字
は
唐
卿
）
が
お
尋
ね
し
た
。「
第
十
章
に
は
三
度
「
得
」「
失
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、『
章
句
』
に
「
此
に
至
り
て
天
理
存
亡
の
機
決
せ
り
」

と
い
う
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
伝
十
章
で
は
最
初
に
ま
ず
「
得

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
三
〇



衆
」「
失
衆
」
と
い
い
、
続
い
て
は
「
善
」「
不
善
」
と
い
い
、
そ
の
趣
旨
は
す
で

に
切
実
で
あ
る
。
最
後
に
「
忠
信
」「
驕
泰
」
を
い
う
の
は
、明
ら
か
に
心
術
（
心

の
あ
り
方
）
に
即
し
て
そ
の
「
得
失
」
の
原
因
を
説
い
て
裁
断
を
下
す
の
だ
。
忠

信
は
天
理
が
保
た
れ
る
所s

以
で
あ
り
、
驕
泰
は
天
理
が
亡
佚
す
る
所
以
で
あ
る
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）�「
趙
唐
卿
」　

校
勘
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
古
写
本
に
は
「
卿
」
字
の

下
に
「
汝
倣
」
と
注
記
す
る
。
陳
栄
捷
氏
『
朱
子
門
人
』（
二
九
二
頁
）
は

趙
唐
卿
に
つ
い
て
「
字
里
未
考
」
と
し
、
田
中
謙
二
氏
『
朱
門
弟
子
師
事
年

攷
』（
一
五
〇
頁
）
も
「
名
諱
・
出
身
と
も
に
未
詳
」
と
す
る
。『
語
類
』
に

は
本
条
以
外
、趙
唐
卿
が
出
る
記
録
は
も
う
一
箇
所
の
み
存
在
す
る
。『
語
類
』

巻
一
一
八
、六
十
八
条
、
陳
淳
録
（
Ⅶ2855

）「
楊
子
順
・
楊
至
之
・
趙
唐

卿
辭
歸
請
教
。
先
生
曰
、
學
不
是
讀
書
、
然
不
讀
書
、
又
不
知
所
以
爲
學
之

道
。」
田
中
謙
二
氏
は
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、趙
唐
卿
は
楊
至
（
字
は
至
之
）・

楊
履
正
（
字
は
子
順
）
ら
と
同
じ
く
泉
州
の
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　
　

�

さ
て
、『
語
類
』
に
出
て
い
る
記
録
者
以
外
の
門
人
は
基
本
的
に
字
で
表
記

さ
れ
、
本
条
の
「
唐
卿
」
は
趙
氏
の
字
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
朝
鮮
古
写
本

に
注
記
さ
れ
て
い
る
「
汝
倣
」
は
そ
の
諱
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
仲

昭
『（
弘
治
）
八
閩
通
志
』
卷
六
十
七
「
人
物
志
（
泉
州
府
）」
に
は
趙
汝
倣

の
小
伝
が
見
え
、「
趙
汝
倣
、
字
唐
卿
」
と
記
す
。「
趙
汝
倣
、
字
唐
卿
、
晉

江
人
。
紹
興
初
、
與
父
善
新
、
弟
汝
偰
、
同
第
進
士
。
郡
守
表
其
里
曰
三
秀
。

善
新
為
封
州
倅
、
汝
倣
通
判
德
慶
府
、
築
隄
障
晋
康
江
亘
三
十
里
。
先
是
、

瀕
江
之
田
數
滛
於
澇
、
至
是
、
為
上
膄
。
知
賔
州
、
築
城
、
覆
之
以
屋
。
居

民
舊
江
汲
、
汝
倣
於
城
中
鑿
七
井
、
民
便
之
。
提
舉
廣
東
市
舶
、
遷
提
舉
常

平
茶
鹽
。」

　
　

�

こ
の
小
傳
で
は
、
字
は
唐
卿
で
あ
る
趙
汝
倣
は
朱
子
の
弟
子
と
は
明
言
さ
れ

て
い
な
い
が
、
黄
榦
「
辭
知
潮
州
申
省
」（『
勉
齋
集
』
巻
三
二
）
に
は
「
趙

汝
倣
除
提
舉
廣
南
市
舶
。」
と
あ
り
、
そ
の
履
歴
か
ら
、
こ
の
人
は
『
語
類
』

に
載
せ
ら
れ
る
「
趙
唐
卿
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�

こ
こ
で
は
、進
士
の
及
第
し
た
年
は
「
紹
興
初
」
と
す
る
が
、「
興
」
は
「
熙
」

の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
書
巻
五
十
「
選
挙
志
（
科
第　

泉
州

府
）」
の
「
紹
熙
元
年
（
庚
戌
）
余
復
榜
」
の
条
に
は
、趙
汝
偰
・
趙
善
新
（
汝

偰
之
父
）、
趙
汝
倣
（
汝
偰
之
兄
、
見
人
物
志
）」
と
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

趙
汝
倣
が
進
士
に
及
第
し
た
年
は
紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
）
で
あ
る
。
な
お
、

同
書
巻
八
十
「
古
蹟
志
」
の
「
丞
㕔
。
在
縣
門
内
之
東
。
宋
嘉
定
三
年
、
縣

丞
趙
汝
倣
修
。
縣
令
陳
舜
申
為
記
。」
と
い
う
記
録
に
よ
る
と
、
趙
汝
倣
は

嘉
定
三
年
（
一
二
一
〇
）
に
は
漳
州
府
漳
浦
県
の
県
丞
（
県
の
副
長
官
）
に

在
任
中
で
あ
る
。

　
　

�

趙
唐
卿
の
師
事
期
に
つ
い
て
、
陳
栄
捷
氏
（『
朱
子
門
人
』
二
三
九
頁
）
は
、

「
朱
子
語
錄
姓
氏
」
に
「
楊
至
、
字
至
之
、
泉
州
人
。
癸
丑
甲
寅
所
聞
。」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、「
楊
至
錄
語
類
癸
丑
（
一
一
九
三
）
與
甲
寅
（
一
一
九
四
）

所
聞
。
三
人
于
此
時
同
門
可
知
矣
。」、
趙
唐
卿
の
師
事
期
を
一
一
九
三
年
か

ら
一
一
九
四
年
に
か
け
て
と
す
る
。
田
中
謙
二
氏
が
考
証
し
た
徐
・
劉
砥
・

陳
淳
・
楊
至
の
各
々
の
師
事
期
を
整
理
す
れ
ば
、
彼
ら
の
同
席
の
時
期
は
紹

熙
元
年
（
一
一
九
〇
）
か
ら
同
二
年
に
か
け
て
で
あ
る
。
趙
唐
卿
の
師
事
期

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
三
一



は
こ
の
期
間
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
い
。

　
　

�
因
み
に
、
方
鼎
修
・
朱
升
元
纂
『（
乾
隆
）
晉
江
縣
志
』
卷
十
一
「
人
物
志

五
仕
蹟
」
に
「
趙
汝
倣
、字
唐
卿
、太
宗
八
世
孫
。
紹
熙
初
進
士
、判
德
慶
府
、

築
隄
以
障
晉
康
江
、
亘
三
十
里
。
知
賓
州
、
鑿
七
井
、
城
中
以
免
江
汲
、
民

便
之
。
提
舉
廣
東
市
舶
、常
平
茶
鹽
。
歸
卒
。」
と
あ
り
、彼
は
い
わ
ゆ
る
「
南

外
宗
子
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
２
）�「
十
章
三
言
得
失
、而
章
句
云
、至
此
而
天
理
存
亡
之
機
決
矣
」　
『
大
学
章
句
』

伝
十
章
「
是
故
君
子
有
大
道
、
必
忠
信
以
得
之
、
驕
泰
以
失
之
。」
朱
注
「
章

内
三
言
得
失
、
而
語
益
加
切
、
蓋
至
此
而
天
理
存
亡
之
幾
決
矣
。」
現
行
の

朱
注
は
「
機
」
で
な
く
「
幾
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
同
様
に
「
分
岐
点
」
の

意
。
な
お
、伝
六
章
の
冒
頭
の「
所
謂
誠
其
意
者
…
…
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」

に
対
す
る
朱
注
は
「
然
其
實
與
不
實
、蓋
有
他
人
所
不
及
知
而
己
獨
知
之
者
、

故
必
謹
之
於
此
以
審
其
幾
焉
」
と
し
、
同
じ
く
「
幾
」
の
文
字
を
用
い
る
。

（
３
）�「
他
初
且
言
得
衆
失
衆
。」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
詩
云
。
殷
之
未
喪
師
、

克
配
上
帝
。
儀
監
于
殷
、
峻
命
不
易
。
道
得
衆
則
得
國
、
失
衆
則
失
國
。」

朱
注
「
詩
文
王
篇
。」

（
４
）�「
再
言
善
不
善
、
意
已
切
矣
。」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
康
誥
曰
。
惟
命

不
于
常
。
道
善
則
得
之
、
不
善
則
失
之
矣
。」
朱
注
「
因
上
文
引
文
王
詩
之

意
而
申
言
之
、
其
丁
寧
反
覆
之
意
益
深
切
矣
。」

（
５
）�「
終
之
以
忠
信
驕
泰
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
是
故
君
子
有
大
道
、
必
忠

信
以
得
之
、
驕
泰
以
失
之
。」
朱
注
「
此
因
上
所
引
文
王
・
康
誥
之
意
而
言
。」

（
６
）�「
分
明
是
就
心
上
説
出
得
失
之
由
以
決
之
」　
「
就
心
上
説
出
」
に
つ
い
て
、

『
大
学
或
問
』
伝
十
章
に
「
曰
。
忠
信
驕
泰
之
所
以
爲
得
失
者
、
何
也
。
曰
。

忠
信
者
、
盡
己
之
心
而
不
違
於
物
、
絜
矩
之
本
也
。
驕
泰
則
恣
己
徇
私
、
以

人
從
欲
、不
得
與
人
同
好
惡
矣
。」
と
あ
る
。
金
履
祥
『
大
學
疏
義
』
は
「
至

於
忠
信
驕
泰
、則
直
指
心
術
言
之
也
」と
い
い
、朱
子
が
い
う「
心
」を「
心
術
」

と
理
解
し
て
い
る
。
な
お
、「
忠
信
」
に
つ
い
て
、『
語
類
』
巻
二
一
、二
条
、

甘
節
録
（
Ⅱ482

）「
又
問
忠
信
。
曰
。
忠
以
心
言
、
信
以
事
言
。」
同
巻
、

二
一
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ486

）「
忠
信
只
是
一
事
。
但
是
發
於
心
而
自
盡
、

則
爲
忠
。
驗
於
理
而
不
違
、
則
爲
信
。
忠
是
信
之
本
、
信
是
忠
之
發
。」「
決
」

は
「
裁
断
を
下
す
」
の
意
。『
大
学
或
問
』
伝
十
章
「
曰
。
大
凡
疑
義
、
所

以
決
之
、
不
過
乎
義
理
、
文
勢
、
事
證
三
者
而
已
。
今
此
二
字
、
欲
以
義
理

文
勢
決
之
則
皆
通
、
欲
以
事
證
決
之
則
無
考
、
蓋
不
可
以
深
求
矣
。」

（
７
）�「

」　

校
勘
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、朝
鮮
古
写
本
は「

」を「
砥
」に
作
る
。

田
中
謙
二
氏
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
の
考
証
に
よ
る
と
、
徐

と
劉
砥
の

同
席
の
時
期
は
お
お
よ
そ
紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
）
か
ら
同
二
年
二
月
ま
で

の
頃
で
あ
る
。

243
条

　

問
。
仁
者
以
財
發
身
。
曰
。
不
是
特
地
散
財
以
取
名
、
買
教
人
來
奉
己
。
只
是

不
私
其
有
、
則
人
自
歸
之
而
身
自
尊
。
只
是
言
其
散
財
之
效
如
此
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
散
財
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
散
」
を
「

」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
買
教
人
來
奉
己
」　

和
刻
本
は
「
來
」
を
「
耒
」
に
誤
る
。
萬
暦
本　

、呂
留

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
三
二



良
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
己
」
を
「
已
」
に
作
る
。

○
「
不
私
其
有
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
私
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
則
人
自
歸
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
歸
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
散
財
之
效
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
效
」
を
「
効
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
仁
者
は
財
を
以
て
身
を
發
す
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
わ
ざ
わ
ざ

財
を
散
じ
て
名
誉
を
取
り
付
け
、
人
を
自
分
に
仕
え
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
た
だ
そ
の
財
を
私
物
化
し
な
け
れ
ば
、人
々
は
自
ず
と
こ
ち
ら
に
帰
属
し
、

我
が
身
は
自
ず
と
高
貴
な
地
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
た
だ
そ
の
財
を
人

に
散
じ
た
効
果
は
こ
の
よ
う
だ
と
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
仁
者
以
財
發
身
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
仁
者
以
財
發
身
。」
朱
注
「
發

猶
起
也
。
仁
者
散
財
以
得
民
。」

（
２
）�「
特
地
」　

わ
ざ
わ
ざ
。「
地
」
は
副
詞
接
尾
辞
。
太
田
辰
夫
『
新
訂　

中
国

歴
代
口
語
文
』（
朋
友
書
店
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
一
頁
参
照
。『
語
類
』
巻

一
七
、五
六
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅱ387

）「
曰
。
固
是
。
某
於
或
問
中
所
以
特

地
詳
載
者
、
非
道
人
不
知
、
亦
欲
學
者
經
心
耳
。」

（
３
）�「
取
名
」　

名
誉
を
手
に
す
る
。

（
４
）�「
買
教
人
來
奉
己
」　
「
買
教
」
は
使
役
。『
元
氏
長
慶
集
』
卷
二
十
「
通
州
」

「
睡
到
日
西
無
一
事
、
月
儲
三
萬
買
教
閑
。」
陸
深
『
儼
山
續
集
』
巻
六
「
利

路
紀
雨
八
首
」「
舊
是
吾
家
歌
吹
海
、
買
教
絃
管
續
餘
音
。」

（
５
）�「
只
是
不
私
其
有
、
則
人
自
歸
之
而
身
自
尊
。
只
是
言
其
散
財
之
效
如
此
。」

　
『
大
学
或
問
』
伝
十
章
「
曰
。
仁
者
以
財
發
身
、不
仁
者
以
身
發
財
、何
也
。

曰
。
仁
者
不
私
其
有
、
故
財
散
民
聚
而
身
尊
。
不
仁
者
惟
利
是
圖
、
故
捐
身

賈
禍
以
崇
貨
也
。
然
亦
即
財
貨
而
以
其
效
言
之
爾
、
非
謂
仁
者
真
有
以
財
發

身
之
意
也
。」

〔
参
考
〕

　
『
周
易
』「
繋
辞
下
伝
」
に
「
天
地
之
大
德
曰
生
。
聖
人
之
大
寶
曰
位
。
何
以
守

位
。
曰
人
。
何
以
聚
人
。
曰
財
。
理
財
正
辭
、
禁
民
爲
非
曰
義
。」
と
あ
る
。
こ

の
「
何
を
以
て
人
を
聚
む
。
曰
く
財
。」「
財
を
理
め
辭
を
正
す
」
に
対
し
て
、『
語

類
』
に
は
以
下
の
記
録
が
あ
る
。
巻
七
六
、一
八
条
、
林
學
履
録
（
Ⅴ1942

）「
聚

得
許
多
人
、
無
財
何
以
養
之
。
有
財
不
能
理
、
又
不
得
。」
同
巻
、
一
九
条
、
㬊

淵
録
（
Ⅴ1943

）「
理
財
、
言
你
底
還
你
、
我
底
還
我
。」
つ
ま
り
、
上
述
の
よ

う
に
財
を
人
に
散
じ
て
、
人
々
を
こ
ち
ら
に
帰
属
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、

帰
服
し
た
人
々
を
財
に
よ
っ
て
適
切
に
養
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
そ

れ
で
、
財
物
・
利
益
を
民
に
適
切
に
配
分
す
る
こ
と
を
「
理
財
」
と
い
う
の
だ
、

と
朱
子
は
考
え
て
い
る
。

244
条

　

仁
者
以
財
發
身
、
但
是
財
散
民
聚
而
身
自
尊
、
不
在
於
財
。
不
仁
者
只
管
多
聚

財
、
不
管
身
之
危
亡
也
。　

卓

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
三
三



〔
校
勘
〕

○�
「
仁
者
以
財
發
身
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
仁
」
の
上
に
「
問
仁
者
以
財
發
身
不
仁

者
以
身
發
財
曰
」
の
十
五
字
が
あ
る
。

○
「
財
散
民
聚
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
散
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
危
亡
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
亡
」
を
「
亾
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
仁
者
は
財
を
以
て
身
を
發
す
」
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
財
が
散
ぜ
ら
れ
、
民
衆

が
集
ま
れ
ば
、そ
の
身
は
自
然
に
高
い
地
位
を
保
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

財
（
そ
の
も
の
）
の
た
め
で
は
な
い
。
不
仁
者
は
ひ
た
す
ら
多
く
の
財
を
奪
い
取

り
、
自
分
の
身
を
亡
ぼ
す
危
険
さ
え
も
顧
み
な
い
の
だ
。　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）�「
仁
者
以
財
發
身
、但
是
財
散
民
聚
而
身
自
尊
、不
在
於
財
。」　
『
大
学
或
問
』

伝
十
章
「
曰
。
仁
者
以
財
發
身
、
不
仁
者
以
身
發
財
、
何
也
。
曰
。
仁
者
不

私
其
有
、
故
財
散
民
聚
而
身
尊
。
不
仁
者
惟
利
是
圖
、
故
捐
身
賈
禍
以
崇
貨

也
。
然
亦
即
財
貨
而
以
其
效
言
之
爾
、
非
謂
仁
者
真
有
以
財
發
身
之
意
也
。」

ま
た
、『
大
学
章
句
』
伝
十
章
に
「
有
德
此
有
人
」
と
あ
り
、
民
衆
が
集
ま

っ
て
き
た
の
は
財
そ
の
も
の
の
為
で
は
な
く
、
仁
者
・
君
子
（
君
主
）
は
徳

（
絜
矩
）
が
あ
る
の
為
で
あ
る
。

（
２
）�「
不
仁
者
只
管
多
聚
財
、不
管
身
之
危
亡
也
。」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
仁

者
以
財
發
身
、不
仁
者
以
身
發
財
。」
朱
注
「
不
仁
者
亡
身
以
殖
貨
。」「
只
管
」

は
ひ
た
す
ら
の
意
。「
不
管
」は
こ
の
場
合
、現
代
語
の「
不
顧
」と
同
じ
で「
顧

み
な
い
」
の
意
。「
聚
財
」
の
「
聚
」
は
「
奪
い
取
る
」
の
意
、『
大
学
章
句
』

伝
十
章
「
聚
斂
之
臣
」
の
「
聚
斂
」
と
同
じ
。

245
条

　

蜚
卿
問
未
有
上
好
仁
而
下
不
好
義
。
如
何
上
仁
而
下
便
義
。
曰
。
這
只
是
一
箇
。

在
上
便
喚
做
仁
、
在
下
便
喚
做
義
、
在
父
便
謂
之
慈
、
在
子
便
謂
之
孝
。
直
卿
云
。

也
如
孝
慈
則
忠
。
曰
。
然
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
蜚
卿
問
」「
直
卿
云
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
卿
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
一
箇
」　

萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
也
如
孝
慈
則
忠
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
也
」
の
下
に
「
只
」
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

童
伯
羽
（
字
は
蜚
卿
）
が
「
未
だ
上
仁
を
好
み
て
下
義
を
好
ま
ざ
る
有
ら
ず
」

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
ど
う
し
て
上
位
の
人
が
仁
で
あ
れ
ば
、
下
位
の
人
は
義

な
の
で
し
ょ
う
か
。
先
生
「
こ
れ
（
仁
・
義
）
は
た
だ
一
つ
だ
。
上
位
の
人
で
あ

れ
ば
仁
と
言
い
、
下
位
の
人
で
あ
れ
ば
義
と
言
い
、
父
親
で
あ
れ
ば
慈
と
言
い
、

息
子
で
あ
れ
ば
孝
と
言
う
。」
黄
榦
（
字
は
直
卿
）
が
言
う
。「
ま
た
ち
ょ
う
ど
「
孝

慈
な
れ
ば
則
ち
忠
な
り
」
と
い
う
と
き
の
よ
う
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
そ
う
だ
。」

　

楊
道
夫
録

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
三
四



〔
注
〕

（
１
）�「
蜚
卿
」　

巻
十
四
、九
五
条
既
出
。
童
伯
羽
、『
語
類
』は「
伯
雨
」と
も
記
す
。

字
は
蜚
卿
、『
語
類
』
は
「
飛
卿
」
と
も
記
す
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

『
朱
子
門
人
』
二
四
七
～
二
四
八
頁
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
二
五
～

一
二
六
頁
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注
』
巻
十
四
、一
四
八
頁
参
照
。

（
２
）�「
問
未
有
上
好
仁
而
下
不
好
義
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
未
有
上
好
仁
而

下
不
好
義
者
也
。」
朱
注
「
上
好
仁
以
愛
其
下
、
則
下
好
義
以
忠
其
上
。」

（
３
）�「
喚
做
～
」　

巻
十
四
、二
四
条
既
出
。「
～
と
呼
ぶ
、
言
う
、
称
す
る
」
の

意
。
ま
た
、「
喚
作
」
と
も
言
う
。『
語
類
』
巻
七
三
、一
二
四
条
、
㬊
淵
録

（
Ⅴ1867

）「
柔
在
内
、剛
得
中
。
這
箇
是
就
全
體
看
、則
中
虛
。
就
二
體
看
、

則
中
實
。
他
都
見
得
有
孚
信
之
意
、故
喚
作「
中
孚
」。
伊
川
這
二
句
説
得
好
。」

（
４
）�「
直
卿
」　

巻
十
六
、一
五
八
条
既
出
。
黄
榦
、
字
は
直
卿
、
号
は
勉
斎
、
福

州
閩
県
の
人
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。『
朱
子
門
人
』
二
六
一
～
二
六
二

頁
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
三
〇
～
五
四
頁
。

（
５
）�「
孝
慈
則
忠
」　
『
論
語
』「
為
政
」「
季
康
子
問
。
使
民
敬
忠
以
勸
、如
之
何
。

子
曰
。
臨
之
以
莊
則
敬
、孝
慈
則
忠
、舉
善
而
教
不
能
則
勸
。」朱
注「
孝
於
親
、

慈
於
衆
、
則
民
忠
於
己
。」

246
条

　

雖
有
善
者
、
善
、
如
而
今
説
會
底
。　

閎
祖

〔
校
勘
〕

○�

「
善
如
而
今
説
會
底
」　

萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
善
」
の
下
に

「
者
」
が
有
り
、「
會
」
を
「
㑹
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
善
者
有
り
と
雖
も
」
の
「
善
」
は
、
今
に
言
う
「
会
」（
で
き
る
）
の
よ
う
な

も
の
だ
。　

李
閎
祖
録

〔
注
〕

（
１
）�「
雖
有
善
者
」　
『
大
学
章
句
』伝
十
章「
長
國
家
而
務
財
用
者
、必
自
小
人
矣
。

彼
爲
善
之
。
小
人
之
使
爲
國
家
、菑
害
並
至
。
雖
有
善
者
、亦
無
如
之
何
矣
。」

（
２
）�「
而
今
」　
「
今
、
現
在
」
の
意
。「
如
今
」
と
も
言
う
。『
語
類
』
巻

十
四
、九
一
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ266

）「
而
今
且
説
格
物
這
箇
事
理
、
當
初

甚
處
得
來
、
如
今
如
何
安
頓
它
。」

（
３
）�「
會
底
」　

で
き
る
、
よ
く
す
る
の
意
。「
會
底
」
は
「
善
者
」（
萬
暦
本　

、

朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
に
従
っ
て
）
と
対
応
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

247
条

　

國
不
以
利
爲
利
。
如
秦
發
閭
左
之
戍
也
是
利
、
墮
名
城
、
殺
豪
傑
、
銷
鋒
鏑
、

北
築
長
城
、
皆
是
自
要
他
利
。

利
不
必
專
指
財
利
。
所
以
孟
子
從
頭
截
斷
、只
説
仁
義
。
説
到
未
有
仁
而
遺
其
親
、

未
有
義
而
後
其
君
、
這
裏
利
却
在
裏
面
。
所
以
説
義
之
所
安
、
即
利
之
所
在
。
蓋

惟
義
之
安
、
則
自
無
不
利
矣
。　

泳

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
三
五



〔
校
勘
〕

○
「
如
秦
發
閭
左
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
秦
」
を
「
泰
」
に
誤
る
。

○
「
銷
鋒
鏑
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
鏑
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
從
頭
截
斷
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。

○
「
這
裏
」「
裏
面
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○�

「
却
在
裏
面
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
却
」
を
「

」
に
作
り
、
伝
経
堂
本

は
「
卻
」
に
作
る
。
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○�

「
即
利
之
所
在
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
即
」
を
「
卽
」

に
作
る
。

○�

「
蓋
惟
義
之
安
」　

萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
蓋
」を「
盖
」に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
國
は
利
を
以
て
利
と
爲
さ
ず
。」
例
え
ば
、
秦
（
の
二
世
皇
帝
）
が
閭
里
の
左

側
に
住
ん
で
い
る
貧
民
を
兵
役
に
徴
発
し
た
こ
と
も
、利
に
あ
た
る
の
だ
。
秦（
の

始
皇
帝
）
が
堅
固
な
城
を
破
壊
し
た
り
、
豪
傑
を
殺
し
た
り
、
鋒
（
戈
・
戟
の
刃
）・

鏑
（
鏃
）
を
鎔
か
し
た
り
、
北
方
に
長
城
を
築
い
た
り
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
明

ら
か
に
み
ず
か
ら
の
利
を
追
求
し
た
の
だ
。

　
「
利
」
と
は
必
ず
し
も
専
ら
財
利
を
指
す
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
孟
子
は
最
初

か
ら
（「
利
」
の
話
を
）
遮
断
し
、専
ら
仁
義
を
説
い
た
。（
続
い
て
孟
子
が
）「
未

だ
仁
に
し
て
其
の
親
を
遺わ
す

る
有
ら
ず
。
未
だ
義
に
し
て
其
の
君
を
後
に
す
る
も
の

有
ら
ず
。」
と
説
い
た
の
は
、
利
は
そ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
（
程

子
は
）「
義
の
安
ん
ず
る
所
、
即
ち
利
の
在
る
所
」
と
言
っ
た
。
思
う
に
義
が
安

定
す
れ
ば
、
自
然
と
利
に
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
の
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
國
不
以
利
爲
利
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
此
謂
國
不
以
利
爲
利
、
以
義

爲
利
也
。」

（
２
）�「
秦
發
閭
左
之
戍
」　

秦
の
二
世
皇
帝
（
胡
亥
）
の
事
柄
を
指
す
。『
淮
南
子
』

「
兵
略
」「
二
世
皇
帝
（
中
略
）
興
萬
乗
之
駕
而
作
阿
房
之
宮
、發
閭
左
之
戍
、

收
太
半
之
賦
。」
許
慎
注
「
秦
皆
發
閭
左
民
、
未
及
發
而
秦
亡
也
。
賈
民
之

三
而
税
二
。」「
閭
左
」
と
い
う
の
は
、
田
舎
（「
閭
里
」）
の
左
側
で
あ
り
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
は
貧
窮
弱
小
な
の
で
本
来
税
金
・
徭
役
な
ど
を
免
除

さ
れ
て
い
る
（「
復
除
者
」）。『
史
記
』
巻
四
十
八
「
陳
涉
世
家
」「
二
世
元

年
七
月
、發
閭
左
適
戍
漁
陽
九
百
人
、屯
大
澤
郷
。」
司
馬
貞
『
索
隠
』「
閭
左
、

謂
居
閭
里
之
左
也
。
秦
時
復
除
者
居
閭
左
。
今
力
役
凡
在
閭
左
者
盡
發
之
也
。

又
云
。
凡
居
以
富
強
爲
右
、
貧
弱
爲
左
。
秦
役
戍
多
、
富
者
役
盡
、
兼
取
貧

弱
者
而
發
之
者
也
。」

（
３�

）「
墮
名
城
、殺
豪
傑
、銷
鋒
鏑
、北
築
長
城
」　

秦
の
始
皇
帝
の
事
柄
を
指
す
。

『
新
書
』「
過
秦
上
」「
及
至
始
皇
（
中
略
）
乃
使
蒙
恬
北
築
長
城
而
守
藩
籬
、

却
匈
奴
七
百
餘
里
、
胡
人
不
敢
南
下
而
牧
馬
、
士
不
敢
彎
弓
而
報
怨
。
於
是

廢
先
王
之
道
、
焚
百
家
之
言
、
以
愚
黔
首
。
堕
名
城
、
殺
豪
傑
、
収
天
下
之

兵
、
聚
之
咸
陽
。
銷
鋒
鏑
、
鑄
以
爲
金
人
十
二
、
以
弱
天
下
之
民
。」「
過
秦

上
」
の
記
述
で
は
、「
北
築
長
城
」
の
話
は
前
に
置
か
れ
て
い
る
が
、「
墮
名
城
、

殺
豪
傑
、
銷
鋒
鏑
」
の
次
に
「
北
築
長
城
」
を
い
う
朱
子
の
言
い
方
は
理
由

が
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
「
墮
名
城
、
殺
豪
傑
、
銷
鋒
鏑
」
と
い
う
の
は
、
民

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
三
六



衆
を
弱
体
化
さ
せ
て
反
抗
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
対
内
的
な
政
策
に
対
し
て
、

「
北
築
長
城
」
は
匈
奴
の
侵
入
を
防
ぐ
防
衛
工
事
、
つ
ま
り
対
外
的
な
対
策
で

あ
る
、
と
い
う
区
別
が
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
４
）�「
利
不
必
專
指
財
利
。」　

こ
れ
は
、「
利
」
が
専
ら
「
財
利
」
の
「
利
」
だ

け
で
は
な
い
と
の
程
頤
の
説
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
一
六
（
伊
川
先
生
語
二
）「
趙
景
平
問
。
子
罕
言
利
與
命
與
仁
、
所
謂
利

者
何
利
。
曰
。
不
獨
財
利
之
利
、
凡
有
利
心
、
便
不
可
。」

（
５
）�「
所
以
孟
子
從
頭
截
斷
、只
説
仁
義
。」　
「
從
頭
」は
あ
た
ま
か
ら
、最
初
か
ら
。

こ
こ
で
は
孟
子
が
梁
惠
王
と
話
し
た
時
の
最
初
か
ら
。『
孟
子
』「
梁
惠
王
上
」

「
孟
子
見
梁
惠
王
。
王
曰
。
叟
不
遠
千
里
而
來
、
亦
將
有
以
利
吾
國
乎
。
孟

子
對
曰
。
王
何
必
曰
利
。
亦
有
仁
義
而
已
矣
。
王
曰
何
以
利
吾
國
。
大
夫
曰

何
以
利
吾
家
。
士
庶
人
曰
何
以
利
吾
身
。
上
下
交
征
利
而
國
危
矣
。」「
梁
惠

王
上
」
は
『
孟
子
』
の
第
一
篇
に
あ
り
、
こ
の
文
章
は
「
梁
惠
王
上
」
の
冒

頭
に
あ
る
。

　
　

�　
「
截
斷
」
は
、
遮
る
、
遮
断
の
意
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
五
三
条
、
黄
士

毅
録（
Ⅰ313

）「
曰
。
據
他
本
經
、去
修
身
上
截
斷
、然
身
亦
是
心
主
之
。」『
語

類
』
巻
三
四
、一
九
七
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ901

）「
子
與
人
歌
而
善
、
必
使

反
之
、
而
後
和
之
。
今
世
間
人
與
那
人
説
話
、
那
人
正
説
得
好
、
自
家
便
從

中
截
斷
、
如
云
已
自
理
會
得
不
消
説
之
類
。
以
此
類
看
、
聖
人
是
甚
氣
象
。

與
人
歌
、
且
教
他
自
歌
一
終
了
、
方
令
再
歌
而
後
和
之
。
不
於
其
初
歌
便
和
、

恐
混
雜
他
、
不
盡
其
意
。
此
見
聖
人
與
人
爲
善
。」

（
６
）�「
説
到
未
有
仁
而
遺
其
親
、未
有
義
而
後
其
君
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
上
」「
苟

爲
後
義
而
先
利
、
不
奪
不
饜
。
未
有
仁
而
遺
其
親
者
也
、
未
有
義
而
後
其
君

者
也
。」
朱
注
「
此
言
仁
義
未
嘗
不
利
、
以
明
上
文
亦
有
仁
義
而
已
之
意
也
。

遺
、
猶
棄
也
。
後
、
不
急
也
。
言
仁
者
必
愛
其
親
、
義
者
必
急
其
君
。
故
人

君
躬
行
仁
義
而
無
求
利
之
心
、
則
其
下
化
之
、
自
親
戴
於
己
也
。」

（
７
）�「
這
裏
利
却
在
裏
面
」　
「
仁
」「
義
」
の
あ
る
と
こ
ろ
、
利
は
そ
こ
に
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。

（
８
）�「
所
以
説
義
之
所
安
、即
利
之
所
在
。」　

こ
れ
は
程
頤
の
言
葉
に
基
づ
き
、『
大

学
或
問
』
伝
十
章
に
「
程
子
曰
。
聖
人
以
義
爲
利
、義
之
所
安
、即
利
之
所
在
。

正
謂
此
也
。」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
『
遺
書
』
本
と
は
文
字
上
多
少

の
差
異
が
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
六
（
伊
川
先
生
語
二
）「
趙
景
平

問
。
子
罕
言
利
與
命
與
仁
、
所
謂
利
者
何
利
。
曰
。
不
獨
財
利
之
利
、
凡
有

利
心
、
便
不
可
。
如
作
一
事
、
須
尋
自
家
穩
便
處
、
皆
利
心
也
。
聖
人
以
義

為
利
、
義
安
處
、
便
為
利
。」
な
お
、『
近
思
録
』
巻
七
に
載
せ
ら
れ
る
文
章

は
『
遺
書
』
の
文
字
と
異
同
は
な
い
。

248
条

　

問
。
末
章
説
財
處
太
多
。
曰
。
後
世
只
此
一
事
不
能
與
民
同
。　

可
學

〔
校
勘
〕

○
「
説
財
處
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

○�

「
可
學
」　

成
化
本
は
「
學
」
を
「
斈
」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
可
學
」（
記

録
者
名
）
を
「
子
上
」（
鄭
可
學
の
字
は
子
上
）
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
三
七



〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
末
章
に
は
財
を
説
く
と
こ
ろ
は
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。」
先
生
「
後
世
（『
大
学
』
が
作
ら
れ
た
時
代
を
含
む
）
は
た
だ
こ
の
一

事
（
財
利
）
を
民
衆
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。」　

鄭
可
学
録

〔
注
〕

（
１
）�「
曰
。
後
世
只
此
一
事
不
能
與
民
同
。」 『
穀
梁
伝
』
莊
公
二
十
八
年
・
成

公
十
八
年
に
「
山
林
藪
澤
之
利
、
所
以
與
民
共
也
。
虞
之
非
正
也
。」
次
条

に
「
後
面
説
民
之
父
母
、
所
好
所
惡
、
皆
是
要
與
民
同
利
之
一
事
」
と
あ

る
。
二
五
三
条
に
「
因
論
治
國
平
天
下
章
財
用
處
。
曰
。
財
者
人
之
所
好
、

自
是
不
可
獨
占
、
須
推
與
民
共
之
。」
と
あ
る
。
後
世
の
君
主
が
財
利
を
民

衆
と
共
有
す
る
こ
と
で
き
な
い
と
い
う
主
張
が
指
す
具
体
的
内
容
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
茶
・
塩
・
酒
な
ど
の
専
売
制
度
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
朱
子
は
専
売
制
度
に
対
し
て
強
く
批
判
を
加
え
た
。『
語
類
』
巻

一
六
、二
一
九
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ362

）「
又
曰
。
爲
國
、
絜
矩
之
大
者
又

在
於
財
用
、
所
以
後
面
只
管
説
財
。
如
今
茶
鹽
之
禁
、
乃
是
人
生
日
用
之
常
、

却
反
禁
之
、
這
箇
都
是
不
能
絜
矩
。」『
語
類
』
巻
一
六
、二
五
二
条
、
林
学

蒙
録
（
Ⅱ368

）「
或
問
。
絜
矩
之
義
、
如
何
只
説
財
利
。
曰
。
必
竟
人
爲

這
箇
較
多
、
所
以
生
養
人
者
、
所
以
殘
害
人
者
、
亦
只
是
這
箇
。
且
如
今
官

司
皆
不
是
絜
矩
。
自
家
要
賣
酒
、
便
教
人
不
得
賣
酒
。
自
家
要
榷
鹽
、
便
教

人
不
得
賣
鹽
。
但
事
勢
相
迫
、
行
之
已
久
、
人
不
爲
怪
、
其
實
理
不
如
此
。」

　
　

�

朱
子
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
決
し
て
机
上
の
も
の
で
は
な
く
、
実
際
の
政

治
に
お
い
て
も
こ
の
考
え
方
が
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朱
子
は
漳
州
知
事

を
勤
め
た
間
（
紹
熙
元
（
一
一
九
〇
）
年
四
月
末
～
翌
年
四
月
末
）、
漳
州

に
お
い
て
塩
の
専
売
店
を
廃
止
し
た
こ
と
は
、
以
下
の
記
録
か
ら
わ
か
る
。

『
語
類
』
巻
一
〇
六
、二
九
条
、
陳
淳
録
（
Ⅶ2651

）「
本
州
鬻
鹽
、
最
為
毒

民
之
橫
賦
、
屢
經
旨
罷
而
複
屢
起
。
先
生
至
、
石
丈
屢
言
其
利
害
曲
折
。
先

生
即
散
榜
、
先
罷
瀕
海
十
一
鋪
、
其
餘
諸
鋪
擬
俟
經
界
正
賦
既
定
、
然
後
悉

除
之
。
至
是
諸
鋪
解
到
鹽
錢
、
諸
庫
皆
充
塞
。
先
生
曰
。
某
而
今
方
見
得
鹽

錢
底
裏
、
與
郡
中
歲
計
無
預
。
前
後
官
都
被
某
見
過
、
無
不
巧
作
名
色
支
破

者
。
古
者
山
澤
之
利
、
與
民
共
之
、
今
都
占
了
、
是
何
理
也
。
合
盡
行
除
罷
、

而
行
迫
無
及
矣
。」（
こ
の
条
は
『
語
類
』
の
「
外
任
」
篇
に
あ
た
り
、
訳
は

田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
註
』
一
二
二
頁
参
照
。）

249
条

　

第
九
章
十
章
齊
家
治
國
、
既
已
言
化
、
平
天
下
只
言
措
置
之
理
。
絜
、
度
也
。

矩
、
所
以
爲
方
也
。
方
者
、
如
用
曲
尺
爲
方
者
也
。
何
謂
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
。

上
面
人
既
自
有
孝
弟
、
下
面
民
亦
有
孝
弟
、
只
要
使
之
自
遂
其
孝
弟
之
心
於
其
下
、

便
是
絜
矩
。
若
拂
其
良
心
、
重
賦
橫
斂
以
取
之
、
使
他
不
得
自
遂
其
心
、
便
是
不

方
。
左
右
前
後
皆
然
。

　

言
是
以
者
、
須
是
如
此
。
後
面
説
民
之
父
母
、
所
好
所
惡
、
皆
是
要
與
民
同
利

之
一
事
。
且
如
食
祿
之
家
、
又
畜
雞
豚
牛
羊
、
却
是
與
民
爭
利
、
便
是
不
絜
矩
。

所
以
道
以
義
爲
利
者
、
義
以
方
外
也
。　

泳

〔
校
勘
〕
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○
「
第
九
章
十
章
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
第
」
を
「
苐
」
に
作
る
。

○�

「
既
已
言
化
」「
既
自
有
孝
弟
」　

成
化
本
、呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
古
写
本
、

朝
鮮
整
版
本
は
「
既
」
を
「
旣
」
に
作
る
。
萬
暦
本　

、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂

本
は
「
化
」
を
「
化
」
に
作
る
。

○「
所
以
爲
方
也
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は「
爲
」を「
為
」に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
上
面
」「
下
面
」「
後
面
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
孝
弟
」　

呂
留
良
本
は
「
孝
」
を
「

」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
須
是
如
此
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○�

「
同
利
之
一
事
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
事
」
を

「
字
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
底
本
と
同
じ
。

○�

「
却
是
與
民
爭
利
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
却
」
を
「

」
に
作
り
、「
爭
」

を
「
争
」
に
作
る
。
伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

第
九
章
・
十
章
斉
家
治
国
は
、
す
で
に
感
化
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
平
天
下

は
た
だ
処
置
の
道
理
を
言
う
。「
絜
は
、度
る
な
り
。
矩
は
、方
を
爲
る
所
以
な
り
。」

方
と
は
、
例
え
ば
、
曲
尺
を
用
い
て
正
方
形
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
是
を
以

て
君
子
に
絜
矩
の
道
有
り
」と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。上
位
者（
君
主
）

は
す
で
に
孝
悌
が
あ
り
、
下
の
民
衆
に
も
孝
悌
が
あ
り
、
民
に
対
し
て
お
の
お
の

そ
の
孝
悌
の
心
を
そ
の
下
に
成
就
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
絜
矩
な
の
だ
。
も
し
そ
の

良
心
に
逆
ら
っ
て
、
苛
斂
誅
求
す
れ
ば
、
そ
の
（
孝
悌
）
の
心
を
遂
げ
ら
れ
な
く

さ
せ
て
し
ま
い
、
方
で
は
な
く
な
る
の
だ
。
左
右
・
前
後
は
す
べ
て
こ
の
よ
う
だ
。

「
是
以
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
後

に
続
く
「
民
の
父
母
」、
好
む
と
こ
ろ
悪
む
と
こ
ろ
を
説
い
た
の
は
、
す
べ
て
民

衆
と
財
利
を
共
有
す
る
必
要
の
一
事
だ
。
例
え
ば
、
卿
大
夫
士
の
官
僚
の
家
も
雞

豚
牛
羊
を
飼
育
す
れ
ば
、か
え
っ
て
民
衆
と
財
利
を
争
う
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、

明
ら
か
に
絜
矩
で
な
い
の
だ
。「
義
を
以
て
利
と
爲
す
」
と
い
う
わ
け
は
、「
義
以

て
外
を
方
に
す
」
に
あ
る
の
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
第
九
章
十
章
齊
家
治
國
、
既
已
言
化
」　
「
化
」
は
感
化
、
感
発
の
意
。
伝

九
章
及
び
伝
十
章
冒
頭
部
分
が
「
化
」（
為
政
者
自
身
に
お
け
る
斉
家
の
実

践
が
民
に
よ
き
感
化
を
及
ぼ
し
て
治
国
が
実
現
す
る
）
を
説
く
こ
と
に
関
し

て
は
以
下
を
参
照
。

　
　

�『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
所
謂
治
國
必
先
齊
其
家
者
、
其
家
不
可
教
而
能
教

人
者
、
無
之
。
故
君
子
不
出
家
而
成
教
於
國
。
孝
者
、
所
以
事
君
也
。
弟
者
、

所
以
事
長
也
。
慈
者
、
所
以
使
衆
也
。」
に
対
し
て
、『
語
類
』
巻
一
六
に
は

以
下
の
記
録
が
あ
る
。
一
九
五
条
、
湯
泳
録
（
Ⅱ356

）「
孝
者
所
以
事
君
、

弟
者
所
以
事
長
、
慈
者
所
以
使
衆
。
此
道
理
皆
是
我
家
裏
做
成
了
、
天
下
人

看
著
、自
能
如
此
、不
是
我
推
之
於
國
。」
一
九
八
条
、徐

録
（
Ⅱ357

）「
問
。

治
國
在
齊
其
家
。曰
。且
只
説
動
化
為
功
、未
説
到
推
上
。後
章
方
全
是
説
推
。」

　
　

�『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
一
家
仁
、
一
國
興
仁
。
一
家
讓
、
一
國
興
讓
。
一

人
貪
戾
、
一
國
作
亂
。
其
機
如
此
。
此
謂
一
言
僨
事
、
一
人
定
國
。」
に
対

し
て
、『
語
類
』
巻
一
六
に
は
以
下
の
記
録
が
あ
る
。
一
九
九
条
、甘
節
録
（
Ⅱ

357

）「
一
家
仁
以
上
、是
推
其
家
以
治
國
。
一
家
仁
以
下
、是
人
自
化
之
也
。」

二
〇
七
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅱ359

）「
仁
甫
問
治
國
在
齊
其
家
。
曰
。
這
箇
道
理
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
三
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却
急
迫
不
得
。
待
到
他
日
數
足
處
、
自
然
通
透
。
這
箇
物
事
、
只
是
看
得
熟
、

自
然
有
條
理
。
上
面
説
不
出
家
而
成
教
於
國
、此
下
便
説
其
所
以
教
者
如
此
、

這
三
者
（
孝
・
弟
・
慈
）
便
是
教
之
目
。
後
面
却
是
説
須
是
躬
行
、
方
會
化

得
人
。
此
一
段
只
此
兩
截
如
此
。」
二
〇
八
条
、
陳
淳
録
（
Ⅱ359

）「
因
講

禮
讓
為
國
。
曰
。
一
家
仁
、
一
國
興
仁
。
一
家
讓
、
一
國
興
讓
。
自
家
禮
讓

有
以
感
之
、
故
民
亦
如
此
興
起
。」
二
〇
九
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ359

）「
問
。

齊
家
治
國
之
道
、
斷
然
是
父
子
兄
弟
足
法
、
而
後
人
法
之
。
然
堯
舜
不
能
化

其
子
、
而
周
公
則
上
見
疑
於
君
、
下
不
能
和
其
兄
弟
、
是
如
何
。」

　
　

�『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、

上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民
不
倍
。
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。」
に

対
し
て
、『
語
類
』
巻
一
六
に
は
以
下
の
記
録
が
あ
る
。
二
一
一
条
、
楊
道

夫
録（
Ⅱ360

）「
味
道
問
平
天
下
在
治
其
國
。
曰
。
此
節
見
得
上
行
而
下
效
、

又
見
得
上
下
雖
殊
而
心
則
一
。」
二
一
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ360

）「
問
平

天
下
在
治
其
國
章
。
曰
。
此
三
句
見
上
行
下
效
、
理
之
必
然
、
又
以
見
人
心

之
所
同
。」
二
一
三
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ360

）「
此
老
老
・
長
長
・
恤
孤
、
方

是
就
自
家
身
上
切
近
處
説
、
所
謂
家
齊
也
。
民
興
孝
・
興
弟
・
不
倍
、
此
方

是
就
民
之
感
發
興
起
處
、
説
治
國
而
國
治
之
事
也
。
縁
為
上
行
下
效
、
捷
於

影
響
、
可
以
見
人
心
之
所
同
者
如
此
。」

（
２
）�「
平
天
下
只
言
措
置
之
理
」　
『
大
学
或
問
』
伝
十
章
「
或
問
。
上
章
論
齊
家

治
國
之
道
、
既
以
孝
弟
慈
爲
言
矣
、
此
論
治
國
平
天
下
之
道
、
而
復
以
是
爲

言
、
何
也
。
曰
。
三
者
人
道
之
大
端
、
衆
心
之
所
同
得
者
也
。
自
家
以
及
國
、

自
國
以
及
天
下
、
雖
有
大
小
之
殊
、
然
其
道
不
過
如
此
而
已
。
但
前
章
專
以

己
推
而
人
化
爲
言
、
此
章
又
申
言
之
、
以
見
人
心
之
所
同
而
不
能
已
者
如
此
。

是
以
君
子
不
唯
有
以
化
之
、
而
又
有
以
處
之
也
。」
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
九

章
に
は
感
発
（「
化
」。
朱
注
「
上
行
下
効
」
と
同
じ
）
に
つ
い
て
を
述
べ
、

十
章
に
は
さ
ら
に
そ
れ
を
述
べ
た
上
、処
置
に
つ
い
て（「
處
之
」。「
措
置
之
」

と
同
じ
）
を
語
る
。

　
　

�『
語
類
』
巻
一
六
、二
一
四
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅱ361

）「
老
老
興
孝
、
長

長
興
弟
、
恤
孤
不
倍
、
這
三
句
是
説
上
行
下
效
底
道
理
。
是
以
君
子
有
絜
矩

之
道
、這
却
是
説
到
政
事
上
。
是
以
二
字
、是
結
上
文
、猶
言
君
子
為
是
之
故
、

所
以
有
絜
矩
之
道
。
既
恁
地
了
、
却
須
處
置
教
他
得
所
、
使
之
各
有
以
遂
其

興
起
之
心
始
得
。」
同
二
二
〇
条
、
呉
振
録
（
Ⅱ362

）「
上
老
老
而
民
興
孝
、

是
化
。
絜
矩
處
、是
處
置
功
用
處
。」
同
二
三
四
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅱ365

）「
絜

矩
、
非
是
外
面
別
有
箇
道
理
、
只
是
前
面
正
心
、
修
身
、
推
而
措
之
。」

　
　

�　

こ
の
よ
う
に
伝
十
章
の
冒
頭
に
「
上
老
を
老
と
し
て
民
孝
に
興
る
」（「
上

老
老
而
民
興
孝
」）
と
は
感
発
（「
化
」）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の

後
の
「
絜
矩
」
に
つ
い
て
は
処
置
の
こ
と
だ
、
と
い
う
。

（
３
）�「
絜
、度
也
。
矩
、所
以
爲
方
也
。」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
の
冒
頭
の
朱
注
。

（
４
）�「
方
者
、
如
用
曲
尺
為
方
者
也
。」　
『
史
記
』
巻
二
三
「
礼
書
」「
故
繩
誠
陳

則
不
可
欺
以
曲
直
。
衡
誠
縣
則
不
可
欺
以
輕
重
。
規
矩
誠
錯
則
不
可
欺
以
方

員
。」
司
馬
貞
『
索
隱
』「
錯
、
置
也
。
規
、
車
也
。
矩
、
曲
尺
也
。」

（
５
）�「
何
謂
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
の
冒
頭
に
「
所
謂

平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而

民
不
倍
、
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。」
と
あ
る
。

（
６
）�「
只
要
使
之
自
遂
其
孝
弟
之
心
於
其
下
、
便
是
絜
矩
。」「
自
遂
其
心
」　
「
只

要
～
便
～
」
は
、
現
代
語
の
「
只
要
～
就
～
」
と
同
じ
。「
遂
」
に
つ
い
て
、
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二
一
九
条
に
「
遂
、
謂
成
遂
其
事
。」
と
あ
り
、
そ
の
注
を
参
照
。

（
７
）�「
若
拂
其
良
心
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
好
人
之
所
惡
、
惡
人
之
所
好
、

是
謂
拂
人
之
性
、
菑
必
逮
夫
身
。」
朱
注
「
拂
、
逆
也
。」
こ
の
「
良
心
」
は

二
一
九
条
の
「
興
、
謂
興
起
其
善
心
」
の
「
善
心
」
と
同
じ
だ
ろ
う
。

（
８
）�「
重
賦
橫
斂
」　

本
巻
二
一
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ360

）「
又
曰
。
因
何
恁

地
上
行
下
效
。
蓋
人
心
之
同
然
。
所
以
絜
矩
之
道
、
我
要
恁
地
、
也
使
彼
有

是
心
者
、
亦
得
恁
地
。
全
章
大
意
、
只
反
覆
説
絜
矩
。
如
專
利
於
上
、
急
征

横
斂
、
民
不
得
以
自
養
、
我
這
裏
雖
能
興
起
其
善
心
、
濟
甚
事
。
若
此
類
、

皆
是
不
能
絜
矩
。」

（
９�

）「
左
右
前
後
皆
然
」　
『
語
類
』
巻
十
六
、二
二
四
条
、徐

録
（
Ⅱ363

）「
問

絜
矩
。
曰
。
只
把
上
下
、
前
後
、
左
右
等
句
看
、
便
見
。（
中
略
）
若
將
所
責

上
底
人
之
心
來
待
下
、
便
上
面
長
、
下
面
短
、
不
方
了
。
下
之
事
我
如
此
、

而
我
惡
之
、
則
知
在
我
之
上
者
心
亦
似
我
如
此
。
若
將
所
責
下
底
人
之
心
更

去
事
上
、
便
又
下
面
長
、
上
面
短
了
。
左
右
、
前
後
皆
然
。」

（
10
）�「
言
是
以
者
、
須
是
如
此
」　
『
語
類
』
巻
十
六
、二
一
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ

360

）「
問
平
天
下
在
治
其
國
章
。
曰
。（
中
略
）
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
、

所
以
以
己
之
心
度
人
之
心
、
使
皆
得
以
自
盡
其
興
起
之
善
心
。」「
須
是
」
は

「
須
」
と
同
じ
、「
是
」
は
接
尾
辞
。
太
田
辰
夫
『
新
訂　

中
国
歴
代
口
語
文
』

九
九
頁
参
照
。『
語
類
』巻
八
、三
十
条
、呉
雉
録（
Ⅰ134

）「
學
者
須
是
立
志
。

今
人
所
以
悠
悠
者
、
只
是
把
學
問
不
曾
做
一
件
事
看
、
遇
事
則
且
胡
亂
恁
地

打
過
了
、
此
只
是
志
不
立
。」

（
11
）�「
後
面
説
民
之
父
母
、
所
好
所
惡
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
詩
云
、
樂
只

君
子
、民
之
父
母
。
民
之
所
好
好
之
、民
之
所
惡
惡
之
、此
之
謂
民
之
父
母
。」

朱
注
「
詩
小
雅
南
山
有
臺
之
篇
。
只
、
語
助
辭
。
言
能
絜
矩
而
以
民
心
為
己

心
、
則
是
愛
民
如
子
、
而
民
愛
之
如
父
母
矣
。」

（
12
）�「
且
如
食
祿
之
家
、
又
畜
雞
豚
牛
羊
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
孟
獻
子

曰
、
畜
馬
乘
不
察
於
雞
豚
、
伐
冰
之
家
不
畜
牛
羊
、
百
乘
之
家
不
畜
聚
斂
之

臣
、與
其
有
聚
斂
之
臣
、寧
有
盜
臣
。
此
謂
國
不
以
利
為
利
、以
義
為
利
也
。」

朱
注
「
孟
獻
子
、
魯
之
賢
大
夫
仲
孫
蔑
也
。
畜
馬
乘
、
士
初
試
為
大
夫
者
也
。

伐
冰
之
家
、
卿
大
夫
以
上
、
喪
祭
用
冰
者
也
。
百
乘
之
家
、
有
采
地
者
也
。

君
子
寧
亡
己
之
財
、
而
不
忍
傷
民
之
力
。
故
寧
有
盜
臣
、
而
不
畜
聚
斂
之
臣
。

此
謂
以
下
、
釋
獻
子
之
言
也
。」『
大
学
或
問
』
伝
十
章
「
曰
。
其
引
孟
獻
子

之
言
、何
也
。
曰
。
雞
豚
牛
羊
、民
之
所
畜
養
以
為
利
者
也
。
既
已
食
君
之
祿
、

而
享
民
之
奉
矣
、
則
不
當
復
與
之
爭
。」
な
お
、「
食
祿
之
家
」
と
い
う
表
現

に
つ
い
て
、『
左
伝
』
文
公
二
年
「
仲
尼
曰
。
臧
文
仲
其
不
仁
者
三
、
不
知

者
三
。
下
展
禽
、
廢
六
關
、
妾
織
蒲
、
三
不
仁
也
。」
の
孔
疏
に
「
大
學
云
。

食
祿
之
家
、
不
與
民
爭
利
、
故
以
此
為
不
仁
也
。」
と
あ
る
。

（
13
）�「
却
是
與
民
爭
利
」　
「
却
是
」
は
、「
か
え
っ
て
」
の
意
。「
是
」
は
接
尾
辞
。

太
田
辰
夫
『
新
訂　

中
国
歴
代
口
語
文
』
九
九
頁
参
照
。「
與
民
爭
利
」
と

い
う
表
現
は
、
前
漢
の
董
仲
舒
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。『
春
秋
繁
露
』「
度

制
」「
故
明
聖
者
象
天
所
爲
、爲
制
度
、使
諸
有
大
奉
祿
、亦
皆
不
得
兼
小
利
、

與
民
爭
利
業
、乃
天
理
也
。」『
漢
書
』
巻
五
六
「
董
仲
舒
傳
」
に
そ
の
「
對
冊
」

を
載
せ
て
お
り
、「
身
寵
而
載
高
位
、
家
溫
而
食
厚
祿
、
因
乘
富
貴
之
資
力
、

以
與
民
爭
利
、
於
下
民
安
能
如
之
哉
。」
と
あ
る
。

（
14
）�「
所
以
道
以
義
爲
利
者
、
義
以
方
外
也
」　
「
所
以
～
者
～
」、「
～
わ
け
は
～
」

の
意
。「
道
」
は
現
代
語
の
「
説
」
と
同
じ
。『
周
易
』「
文
言
」「
直
其
正
也
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
四
一



方
其
義
也
。
君
子
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
、
敬
義
立
而
德
不
孤
。
直
方
大
、

不
習
無
不
利
、
則
不
疑
其
所
行
也
。」
朱
子
『
本
義
』「
義
謂
裁
制
。（
中
略
）

君
子
主
敬
以
直
其
內
、
守
義
以
方
其
外
。
敬
立
而
内
直
、
義
形
而
外
方
。
義

形
於
外
、
非
在
外
也
。
敬
義
既
立
、
其
德
盛
矣
。
不
期
大
而
大
矣
。
德
不
孤

也
、
無
所
用
而
不
周
、
無
所
施
而
不
利
、
孰
爲
疑
乎
。」

250
条

　

問
。
絜
矩
以
好
惡
財
用
媢
疾
彦
聖
為
言
、
何
也
。
曰
。
如
桑
弘
羊
聚
許
多
財
、

以
奉
武
帝
之
好
。
若
是
絜
矩
底
人
、
必
思
許
多
財
物
、
必
是
侵
過
著
民
底
、
滿
著

我
好
、
民
必
惡
。

　

言
財
用
者
、
蓋
如
自
家
在
一
鄉
之
間
、
却
專
其
利
、
便
是
侵
過
著
他
底
、
便
是

不
絜
矩
。

　

言
媢
疾
彦
聖
者
、
蓋
有
善
人
、
則
合
當
舉
之
、
使
之
各
得
其
所
。
今
則
不
舉
他
、

便
失
其
所
、
是
侵
善
人
之
分
、
便
是
不
絜
矩
。
此
特
言
其
好
惡
財
用
之
類
當
絜
矩
、

事
事
亦
當
絜
矩
。　

節

〔
校
勘
〕

○�

「
彦
聖
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
彦
」
を
「
彥
」
に
作
る
。

（
以
下
同
じ
）

○�

「
桑
弘
羊
」　

伝
経
堂
本
は
避
諱
の
た
め
「
弘
」（
乾
隆
帝
の
名
の
「
弘
暦
」）
の

末
筆
が
欠
け
て
い
る
。

○
「
許
多
財
物
」　

和
刻
本
は
「
財
」
を
「
則
」
に
作
る
。

○�

「
侵
過
著
民
底
」「
侵
過
著
他
底
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和

刻
本
は
「
過
著
」
を
「
襠
着
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版

本
は
底
本
と
同
じ
。

○�

「
滿
著
我
好
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は

「
滿
著
」
を
「
滿
得
」
に
作
る
。
伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
底
本
と
同
じ
。『
朱

子
語
類
正
譌
』（
伝
経
堂
本
）
に
「
滿
著
我
、
原
作
得
、
非
。」
と
あ
る
。

○�

「
蓋
如
」「
蓋
有
」　

萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。

○
「
却
專
其
利
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
節
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「

」
に
作
り
、朝
鮮
整
版
本
は
「
節
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
絜
矩
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
好
惡
・
財
用
・
媢
疾
彦
聖
な
ど

の
方
面
か
ら
説
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「（「
好
惡
」
を
い
う
の
は
）

例
え
ば
、（
前
漢
の
）
桑
弘
羊
は
た
く
さ
ん
の
財
物
を
搾
り
取
っ
て
武
帝
が
好
む

も
の
を
献
上
し
た
。
も
し
絜
矩
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
な
ら
、
必
ず
こ
の
よ
う
な

た
く
さ
ん
の
財
物
は
き
っ
と
民
衆
か
ら
侵
犯
し
て
こ
ち
ら
の
好
み
を
満
足
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
か
ら
、
民
衆
は
き
っ
と
悪
む
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
は
ず
だ
。

「
財
用
」
を
言
う
の
は
、
思
う
に
例
え
ば
自
分
が
あ
る
村
に
い
て
、
そ
の
財
利
を

独
占
す
れ
ば
、
他
人
の
利
益
を
侵
犯
し
た
も
の
で
絜
矩
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

だ
。

　
「
媢
疾
彦
聖
」
を
言
う
の
は
、思
う
に
善
な
る
人
が
い
れ
ば
、彼
ら
を
挙
用
し
て
、

然
る
べ
き
地
位
を
得
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
は
彼
ら
を
挙
用
せ
ず
、
そ
の
相
応

京
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し
い
地
位
を
失
わ
せ
れ
ば
、
善
な
る
人
の
本
分
を
侵
犯
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

は
絜
矩
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
は
た
だ
そ
の
好
惡
・
財
用
な
ど
に
対

し
て
絜
矩
す
べ
き
だ
と
言
う
が
、（
実
は
）
何
事
に
つ
い
て
も
絜
矩
す
べ
き
だ
。」

　

  

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
如
桑
弘
羊
聚
許
多
財
、
以
奉
武
帝
之
好
」　

桑
弘
羊
は
前
漢
の
武
帝
朝
に

お
い
て
、
専
売
や
均
輸
・
平
準
な
ど
の
政
策
を
創
設
し
た
中
心
人
物
で
あ
る
。

『
史
記
』
巻
三
十
「
平
準
書
」「（
武
帝
の
元
鼎
二
年
）
而
桑
弘
羊
爲
大
農
丞
、

筦
諸
會
計
事
、
稍
稍
置
均
輸
以
通
貨
物
矣
。」「（
武
帝
）
元
封
元
年
、
卜
式

貶
秩
為
太
子
太
傅
。
而
桑
弘
羊
為
治
粟
都
尉
、
領
大
農
、
盡
代
（
孔
）
僅
筦

天
下
鹽
鐵
。
弘
羊
以
諸
官
各
自
市
、
相
與
爭
、
物
故
騰
躍
、
而
天
下
賦
輸
或

不
償
其
僦
費
、
乃
請
置
大
農
部
丞
數
十
人
、
分
部
主
郡
國
、
各
往
往
縣
置
均

輸
鹽
鐵
官
、
令
遠
方
各
以
其
物
貴
時
商
賈
所
轉
販
者
為
賦
、
而
相
灌
輸
。
置

平
準
于
京
師
、
都
受
天
下
委
輸
。
召
工
官
治
車
諸
器
、
皆
仰
給
大
農
。
大
農

之
諸
官
盡
籠
天
下
之
貨
物
、
貴
即
賣
之
、
賤
則
買
之
。
如
此
、
富
商
大
賈
無

所
牟
大
利
、
則
反
本
、
而
萬
物
不
得
騰
踊
。
故
抑
天
下
物
、
名
曰
「
平
準
」。

天
子
以
為
然
、
許
之
。
於
是
天
子
北
至
朔
方
、
東
到
太
山
、
巡
海
上
、
並
北

邊
以
歸
。
所
過
賞
賜
、
用
帛
百
餘
萬
匹
、
錢
金
以
巨
萬
計
、
皆
取
足
大
農
。」

な
お
、
昭
帝
の
始
元
六
年
（BC81

）
に
、
い
わ
ゆ
る
「
塩
鉄
会
議
」
が
行

わ
れ
、
当
時
の
賢
良
・
文
学
は
桑
弘
羊
の
諸
政
策
が
民
と
利
益
を
争
う
こ
と

（「
與
民
爭
利
」）
を
批
判
し
た
。『
塩
鉄
論
』「
本
議
」「
今
郡
國
有
鹽
鐡
酒
榷

均
輸
、
與
民
争
利
、
散
敦
厚
之
樸
、
成
貪
鄙
之
化
。」

（
２
）�「
侵
過
著
民
底
、
滿
著
我
好
」　
「
著
」
は
動
詞
の
後
に
添
え
て
持
続
態
を
表

す
助
字
。
江
藍
生
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
四
五
九
頁
）
に
「
助
詞
、
用
在

動
詞
後
面
、
表
示
持
續
態
。」
と
す
る
。『
語
類
』
巻
十
六
、二
二
五
条
、
甘

節
録
（
Ⅱ363

）「
左
家
侵
著
我
五
尺
地
、是
不
矩
、我
必
去
訟
他
取
我
五
尺
。

我
若
侵
著
右
家
五
尺
地
、
亦
是
不
矩
、
合
當
還
右
家
。」

（
３
）�「
蓋
如
自
家
在
一
鄉
之
間
、
却
專
其
利
、
便
是
侵
過
著
他
底
」　
『
語
類
』
巻

一
六
、二
五
三
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ368

）「
且
如
居
一
鄉
、
若
屑
屑
與
民
爭
利
、

便
是
傷
廉
。」

（
４
）�「
善
人
」　
『
大
学
章
句
』伝
十
章「
楚
書
曰
。楚
國
無
以
為
寳
、惟
善
以
為
寳
。」

の
朱
注
に
「
楚
書
、
楚
語
。
言
不
寳
金
玉
而
寳
善
人
也
。」
と
す
る
。
な
お
、

「
善
人
」
は
『
論
語
』
に
頻
出
し
て
い
る
。「
述
而
」
篇
「
子
曰
。
聖
人
、
吾

不
得
而
見
之
矣
、
得
見
君
子
者
、
斯
可
矣
。
子
曰
。
善
人
、
吾
不
得
而
見
之

矣
、
得
見
有
恒
者
、
斯
可
矣
。」「
子
路
」
篇
「
子
曰
。
善
人
爲
邦
百
年
、
亦

可
以
勝
殘
去
殺
矣
。
誠
哉
是
言
也
。」ま
た
、「
先
進
」篇「
子
張
問
善
人
之
道
。

子
曰
。
不
踐
迹
、
亦
不
入
於
室
。」
の
朱
注
に
「
善
人
、
質
美
而
未
學
者
也
」

と
す
る
。

（
５
）�「
合
當
」　

当
然
…
…
す
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）�「
各
得
其
所
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
右
傳
之
十
章
、
釋
治
國
平
天
下
。」

の
朱
子
の
自
注
「
能
如
是
、
則
親
賢
樂
利
各
得
其
所
、
而
天
下
平
矣
。」『
論

語
』「
子
罕
」「
子
曰
。
吾
自
衛
反
魯
、
然
後
樂
正
、
雅
頌
各
得
其
所
。」『
戦

國
策
』「
秦
策
三
」「
蔡
澤
復
曰
。
富
貴
顯
榮
、
成
理
萬
物
、
萬
物
各
得
其
所
、

生
命
壽
長
、
終
其
年
而
不
夭
傷
。」

（
７
）�「
今
則
不
舉
他
、
便
失
其
所
、
是
侵
善
人
之
分
、
便
是
不
絜
矩
。」　

こ
の
こ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
四
三



と
は
伝
十
章
の「
見
賢
而
不
能
舉
、舉
而
不
能
先
、命
也
」に
基
づ
く
。『
史
記
』

巻
九
二「
淮
隂
侯
列
傳
」「
今
漢
王
復
興
兵
而
東
、侵
人
之
分
、奪
人
之
地
。」『
大

学
或
問
』
伝
十
章
「
以
己
之
心
度
人
之
心
、
知
人
之
所
惡
者
不
異
乎
己
、
則

不
敢
以
己
之
所
惡
者
施
之
於
人
、
使
吾
之
身
一
處
乎
此
、
則
上
下
四
方
、
物

我
之
際
、
各
得
其
分
、
不
相
侵
越
、
而
各
就
其
中
。」

（
８
）�「
事
事
」　
『
尚
書
』「
説
命
」
中
「
惟
事
事
乃
其
有
備
、
有
備
無
患
。」
孔
伝

「
事
事
、
非
一
事
。」

251
条

　

問
。
自
致
知
至
於
平
天
下
、
其
道
至
備
、
其
節
目
至
詳
至
悉
。
而
反
覆
於
終
篇

者
、
乃
在
於
財
利
之
説
。
得
非
義
利
之
辨
、
其
事
尤
難
、
而
至
善
之
止
、
於
此
尤

不
可
不
謹
歟
。
不
然
、
則
極
天
命
人
心
之
向
背
、
以
明
好
惡
從
違
之
得
失
、
其
丁

寧
之
意
、
何
其
至
深
且
切
耶
。

　

曰
。
此
章
大
概
是
專
從
絜
矩
上
來
。
蓋
財
者
、人
之
所
同
好
也
、而
我
欲
專
其
利
、

則
民
有
不
得
其
所
好
者
矣
。
大
抵
有
國
有
家
、
所
以
生
起
禍
亂
、
皆
是
從
這
裏
來
。

　

道
夫
云
。
古
注
、
絜
音
戶
結
反
。
云
結
也
。
曰
。
作
結
字
解
、
亦
自
得
。
蓋
荀

子
莊
子
注
云
、
絜
、
圍
束
也
。
是
將
一
物
圍
束
以
爲
之
則
也
。
又
曰
。
某
十
二
三

歲
時
、
見
范
丈
所
言
如
此
。
他
甚
自
喜
、
以
爲
先
儒
所
未
嘗
到
也
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇�

「
深
且
切
耶
」の「
耶
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
邪
」に
作
る
。

○�

「
此
章
大
概
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本

は
「
概
」
を
「
槩
」
に
作
る
。

○�

「
蓋
財
者
、
人
之
所
同
好
也
」　

萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」

を
「
盖
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
所
以
生
起
禍
亂
」　

成
化
本
は
「
亂
」
を
「
乱
」
に
作
る
。

○
「
皆
是
從
這
裏
來
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
作
結
字
解
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「「
致
知
」
か
ら
「
平
天
下
」
ま
で
は
、
そ
の
道
筋
が
良
く
備
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
節
目
も
至
っ
て
詳
し
く
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
終

わ
り
の
章
（
第
十
章
）
に
繰
り
返
し
説
か
れ
る
の
は
、
な
ん
と
財
利
（
経
済
）
に

つ
い
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
こ
れ
は
）
道
義
と
利
欲
の
区
別
が
最
も
難
し
く
、

そ
こ
で
、
至
善
に
止
ま
る
の
に
最
も
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、（
こ
の
十
章
で
）（
為
政
者
の
行
い
が
）
天
命
や
人
心
に

一
致
す
る
か
否
か
の
様
を
極
限
ま
で
説
き
明
か
し
、（
為
政
者
が
）
何
か
を
好
ん

だ
り
悪
ん
だ
り
、
何
か
に
従
っ
た
り
違
っ
た
り
す
る
こ
と
の
得
失
（
天
命
・
人
心

を
得
て
い
る
か
否
か
）
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
の
丁
寧
な
意
図
は
ど
う
し
て

（
こ
の
よ
う
に
）
至
っ
て
深
く
か
つ
切
実
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

　
（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
こ
の
章
は
凡
そ
の
と
こ
ろ
、
専
ら
『
絜
矩
』
の
点
か

ら
説
い
て
い
る
。『
財
』
は
人
の
同
じ
く
好
む
も
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
が
そ
の
利

を
専
有
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
民
に
は
そ
の
好
む
も
の
を
得
ら
れ
な
い
者
が
出
る
だ

ろ
う
。
大
抵
、
国
を
保
ち
家
を
保
つ
上
で
、
禍
乱
の
生
じ
る
の
は
す
べ
て
こ
こ
に

起
因
す
る
」
と
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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道わ
た
く
し夫

は
言
っ
た
。「
古
注
に
、「
絜
、
音
戸
絜
の
反
」
と
あ
る
の
は
、「
結
」（
ぶ

こ
と
）
を
言
う
の
で
し
ょ
う
」
と
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「「
結
」
の
字
で
解

し
て
も
よ
か
ろ
う
。『
荀
子
』
や
『
荘
子
』
の
注
に
、「
絜
、
囲
束
な
り
」（
絜
は
、

束
ね
る
こ
と
）
と
あ
る
の
は
、
何
か
の
物
で
ぐ
る
っ
と
束
ね
縛
っ
て
基
準
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
」
と
。
さ
ら
に
言
わ
れ
た
。「
私
が
十
二
・
三
歳
の
時
、
范
如
圭
が
そ

の
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
を
目
に
し
た
。
彼
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
、
従
来
の
学
者

の
到
達
で
き
な
か
っ
た
解
釈
だ
と
し
て
お
ら
れ
た
」
と
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
其
節
目
至
詳
至
悉
」　
「
節
目
」
は
条
目
。

（
２
）�「
反
覆
於
終
篇
者
、
乃
在
於
財
利
之
説
」　

本
巻
二
四
八
条
に
も
「
問
。
末

章
説
財
處
太
多
。
曰
。
後
世
只
此
一
事
不
能
與
民
同
。」
と
あ
る
。

（
３
）�「
得
非
義
利
之
辨
、
其
事
尤
難
、
而
至
善
之
止
、
於
此
尤
不
可
不
謹
歟
」　

「
得
非
…
歟
」
は
「
…
で
は
あ
る
ま
い
か
」。「
義
利
之
辨
」
に
つ
い
て
は
、

『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
九
「
右
文
殿
修
撰
張
公
神
道
碑
」
に
、
張
栻
（
南
軒
）

の
語
を
紹
介
し
て
、「
蓋
其
常
言
有
曰
。
學
莫
先
於
義
利
之
辨
、
而
義
也
者
、

本
心
之
所
當
爲
而
不
能
自
已
、
非
有
所
爲
而
爲
之
者
也
。
一
有
所
爲
而
後
爲

之
、
則
皆
人
欲
之
私
、
而
非
天
理
之
所
存
矣
。」
と
あ
る
。

（
４
）�「
天
命
人
心
之
向
背
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
七
「
王
氏
續
經
説
」
に
「
至

於
宋
魏
以
來
、
一
南
一
北
、
校
功
度
徳
、
葢
未
有
以
相
君
臣
也
、
則
其
天
命

人
心
之
向
背
、
綂
緒
繼
承
之
偏
正
、
亦
何
足
論
。」
と
あ
る
。

　
　

�「
向
背
」
は
、『
尉
繚
子
』「
天
官
」「
梁
惠
王
問
尉
繚
子
曰
。
黃
帝
刑
德
、
可

以
百
勝
、
有
之
乎
。
尉
繚
子
對
曰
。
刑
以
伐
之
、
德
以
守
之
、
非
所
謂
天
官

時
日
陰
陽
向
背
也
。
黃
帝
者
、
人
事
而
已
矣
。」
に
用
例
が
あ
る
。

（
５
）「
明
好
惡
從
違
之
得
失
」　
「
得
失
」
は
本
巻
二
四
二
条
を
参
照
。

（
６
）�「
丁
寧
之
意
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
康
誥
曰
。
惟
命
不
于
常
。
道
善
則

得
之
、
不
善
則
失
之
矣
。」
の
朱
注
に
「
道
、
言
也
。
因
上
文
引
文
王
詩
之

意
而
申
言
之
、
其
丁
寧
反
覆
之
意
益
深
切
矣
。」
ま
た
、
同
「
長
國
家
而
務

財
用
者
、
必
自
小
人
矣
。
彼
為
善
之
、
小
人
之
使
為
國
家
、
菑
害
並
至
。
雖

有
善
者
、亦
無
如
之
何
矣
。
此
謂
國
不
以
利
為
利
、以
義
為
利
也
。」
朱
注
「
此

一
節
、
深
明
以
利
為
利
之
害
、
而
重
言
以
結
之
、
其
丁
寧
之
意
切
矣
。」

（
７
）�「
蓋
財
者
、
人
之
所
同
好
也
」
云
　々
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
、
朱
注
「
蓋

財
者
人
之
所
同
欲
、
不
能
絜
矩
而
欲
專
之
、
則
民
亦
起
而
爭
奪
矣
。」

（
８
）�「
古
注
、絜
、音
戸
結
反
。
云
結
也
。」　
『
礼
記
』
注
疏
巻
六
十
「
大
学
」「
君

子
有
絜
矩
之
道
也
。」
の
鄭
注
に
「
絜
猶
結
也
、
挈
也
。
矩
、
法
也
。」
孔
疏

に
「
絜
、
音
結
。」、
釋
文
は
「
有
絜
、
音
結
。
挈
也
、
苦
結
反
。」

（
９
）�「
自
得
」　
「
自
行
」
に
同
じ
。「
よ
い
」「
よ
ろ
し
い
」。

（
10
）�「
蓋
荀
子
莊
子
注
云
、絜
、圍
束
也
」　
『
荀
子
』「
非
相
」
に
「
故
事
不
揣
長
、

不
揳
大
、
不
權
輕
重
、
亦
將
志
乎
心
耳
。」
と
あ
り
、
そ
の
楊
倞
注
に
「
揳

與
絜
同
、約
也
。
謂
約
計
其
大
小
也
。
絜
、户
結
反
。
莊
子
、匠
石
見
櫟
社
樹
、

絜
之
百
圍
。
權
、
稱
也
。
輕
重
、
體
之
輕
重
也
。
言
不
論
形
狀
長
短
、
大
小

肥
瘠
、
唯
在
志
意
修
飾
耳
。」
と
い
う
。
楊
倞
注
に
引
く
『
莊
子
』
は
「
人

間
世
」「
匠
石
之
齊
、
至
於
曲
轅
、
見
櫟
社
樹
。
其
蔽
數
千
牛
、
絜
之
百
圍
。」

こ
の
成
玄
英
疏
に
「
絜
、
約
束
也
。
櫟
社
之
樹
、
特
高
常
木
、
枝
葉
覆
蔭
、

蔽
數
千
牛
、以
縄
束
之
圍
麤
百
尺
」、釋
文
「
向
、徐
戸
結
反
。
徐
又
虎
結
反
。

約
束
也
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
四
五



（
11
）�「
范
丈
所
言
如
此
。」　
「
范
丈
」は「
范
如
圭
」の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。『
朱

子
文
集
』
巻
五
五
「
答
邵
叔
義
」（
二
）「
絜
矩
之
義
、乃
少
日
聞
之
先
友
范
公
、

名
如
圭
、
字
白
達
、
其
説
如
此
。
義
理
切
當
、
援
据
分
明
、
先
儒
訓
説
皆
未

及
也
。」
ま
た
、『
朱
子
文
集
』
巻
八
九
「
直
秘
閣
贈
朝
議
大
夫
范
公
神
道
碑
」

に
も
見
え
る
。「
公
諱
如
圭
、
字
伯
達
、
建
州
建
陽
縣
人
。
…
惟
先
人
為
史

官
時
、
實
常
與
公
連
名
奏
事
。
及
罷
而
歸
、
又
與
公
同
日
艤
舟
國
門
外
。
其

相
與
期
於
固
窮
守
死
之
意
、
晚
而
愈
篤
。
先
人
既
没
、
公
所
以
憐
熹
者
亦
益

厚
。
至
於
親
為
講
畫
反
復
辨
告
、
蓋
惟
恐
其
迷
昧
没
溺
、
喪
失
所
守
、
以
辱

其
先
人
也
。
此
意
豈
可
忘
哉
。」
范
丈
の
「
絜
」
字
の
解
釈
に
つ
い
て
、『
大

学
或
問
』
に
「
何
以
言
之
為
度
也
。
曰
。
此
荘
子
所
謂
絜
之
百
圍
、
賈
子
所

謂
度
長
絜
大
者
也
。
前
此
諸
儒
蓋
莫
之
省
、
而
強
訓
以
挈
、
殊
無
意
謂
。
先

友
太
史
范
公
乃
獨
推
此
以
言
之
、
而
後
其
理
可
得
而
通
也
。
蓋
絜
度
也
。
矩

所
以
為
方
也
。
以
己
之
心
度
人
之
心
、
知
人
之
所
惡
者
不
異
乎
己
、
則
不
敢

以
己
之
所
惡
者
施
之
於
人
。
使
吾
之
身
一
處
乎
此
、
則
上
下
四
方
、
物
我
之

際
、
各
得
其
分
、
不
相
侵
越
、
而
各
就
其
中
。
校
其
所
占
之
地
、
則
其
廣
狭

長
短
、
又
皆
平
均
如
一
、
截
然
方
正
、
而
無
有
餘
不
足
之
處
。
是
則
所
謂
絜

矩
者
也
。」
と
あ
る
。

252
条

　

或
問
。
絜
矩
之
義
、
如
何
只
説
財
利
。
曰
。
必
竟
人
爲
這
箇
較
多
。
所
以
生
養

人
者
、
所
以
殘
害
人
者
、
亦
只
是
這
箇
。
且
如
今
官
司
皆
不
是
絜
矩
。
自
家
要
賣

酒
、
便
教
人
不
得
賣
酒
。
自
家
要
榷
鹽
、
便
教
人
不
得
賣
鹽
。
但
事
勢
相
迫
、
行

之
已
久
、
人
不
爲
怪
。
其
實
理
不
如
此
。
學
蒙

〔
校
勘
〕

〇�

「
這
箇
」
の
「
箇
」　

二
箇
所
と
も
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
个
」

に
作
る
。

○「
自
家
要
榷
鹽
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は「
鹽
」を「
塩
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
人
不
爲
怪
」
の
「
怪
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
恠
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
質
問
し
た
。「
絜
矩
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
た
だ
財
物
利
益
ば

か
り
を
説
く
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
詰
ま
る
と
こ
ろ
、

人
は
財
利
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
相
当
に
多
い
か
ら
だ
。
人
を
養
う
の
も
、
人
を

そ
こ
な
う
の
も
、
や
は
り
こ
れ
な
の
だ
。
た
と
え
ば
、
今
の
役
人
た
ち
が
皆
絜
矩

し
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
自
分
た
ち
（
官
）
が
酒
を
売
ろ
う
と
思
え
ば
、
す
ぐ
さ

ま
民
が
酒
を
売
る
こ
と
を
禁
じ
る
。
官
が
塩
を
専
売
し
よ
う
と
思
え
ば
、
す
ぐ
さ

ま
民
が
塩
を
売
る
こ
と
を
禁
じ
る
。
た
だ
（
官
の
）
財
政
が
逼
迫
し
て
、
専
売
を

長
く
行
っ
て
来
た
の
で
、
人
は
お
か
し
い
と
思
わ
な
く
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
し

か
し
実
は
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
。」
と
。　

林
學
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）「
必
竟
」　
「
畢
竟
」
と
解
し
た
。
二
五
三
条
の
注
を
参
照
。

（
２
）�「
榷
盬
」　

塩
の
専
売
。「
榷
」
は
、
政
府
の
専
売
に
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は

課
税
す
る
こ
と
。
二
〇
八
条
の
「
榷
酒
」、
二
一
九
条
の
「
榷
盬
」「
榷
茶
」

京
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等
を
参
照
。

253
条

　

因
論
治
國
平
天
下
章
財
用
處
、
曰
。
財
者
、
人
之
所
好
、
自
是
不
可
獨
占
、
須

推
與
民
共
之
。
未
論
爲
天
下
、
且
以
作
一
縣
言
之
。
若
寬
其
賦
斂
、
無
征
誅
之
擾
、

民
便
歡
喜
愛
戴
。
若
賦
斂
稍
急
、
又
有
科
敷
之
擾
、
民
便
生
怨
。
決
然
如
此
。

　

又
曰
。「
寧
過
於
予
民
、
不
可
過
於
取
民
。
且
如
居
一
鄉
、
若
屑
屑
與
民
爭
利
、

便
是
傷
廉
。
若
饒
潤
人
些
子
、
不
害
其
爲
厚
。
孟
子
言
。
可
以
取
、
可
以
無
取
、

取
傷
廉
。
可
以
與
、
可
以
無
與
、
與
傷
惠
。
他
主
意
只
是
在
取
傷
廉
上
、
且
將
那

與
傷
惠
來
相
對
説
。
其
實
與
之
過
厚
些
子
、
不
害
其
爲
厚
。
若
才
過
取
、
便
傷
廉
、

便
不
好
。
過
與
、
畢
竟
當
下
是
好
意
思
。
與
了
、
再
看
之
、
方
見
得
是
傷
惠
、
與

傷
廉
不
同
。
所
以
子
華
使
於
齊
、
冉
子
與
之
粟
五
秉
、
聖
人
雖
説
他
不
是
、
然
亦

不
大
故
責
他
。
只
是
才
過
取
、
便
深
惡
之
。
如
冉
求
爲
之
聚
斂
而
欲
攻
之
、
是
也
。

　

僩
〔
校
勘
〕

〇
「
天
下
」
の
「
下
」　

呂
本
は
「
丅
」
に
作
る
（
一
行
目
の
み
）。

〇
「
決
然
如
此
」
の
「
決
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、呂
留
良
本
は
「
决
」
に
作
る
。

〇�

「
若
才
過
取
」「
只
是
才
過
取
」
の
「
才
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
纔
」

に
作
る
。

〇
「
便
不
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
便
是
不
好
」
に
作
る
。

〇�

「
畢
竟
」
の
「
畢
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
必
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
治
国
平
天
下
」
の
章
の
財
用
の
と
こ
ろ
を
論
じ
た
つ
い
で
に
、（
先
生
は
）
言

わ
れ
た
。「
財
物
は
人
の
好
む
も
の
だ
が
、
本
来
独
り
占
め
し
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、（
民
に
ま
で
）
思
い
を
推
し
及
ぼ
し
て
彼
ら
と
共
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
天
下
を
治
め
る
こ
と
ま
で
は
論
ぜ
ず
に
、
一
県
を
治
め
る
こ
と
で
こ
の

こ
と
を
論
じ
て
み
よ
う
。
も
し
も
租
税
の
取
り
立
て
を
緩
や
か
に
し
、
性
急
過
酷

な
取
り
立
て
に
よ
っ
て
騒
が
せ
乱
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
民
は
そ
れ
だ
け
で
喜
ん

で
（
一
県
の
長
を
）
慕
い
戴
く
だ
ろ
う
。
も
し
も
租
税
の
取
り
立
て
が
少
し
で
も

厳
し
く
、
税
の
割
り
当
て
が
民
を
乱
し
騒
が
せ
れ
ば
、
民
は
す
ぐ
さ
ま
恨
む
だ
ろ

う
。
必
ず
こ
う
な
の
だ
。」
と
。

　

さ
ら
に（
先
生
は
）言
わ
れ
た
。「
民
に（
恵
み
を
）与
え
す
ぎ
る
の
は
ま
だ
し
も
、

民
か
ら
取
り
立
て
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
郷
村
で
も
し
細
か
い
こ
と
ま
で
こ
せ
こ

せ
と
民
と
利
を
争
う
な
ら
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に
（
役
人
側
が
）
清
廉
さ
を
損
な
う

こ
と
に
な
る
。
も
し
い
さ
さ
か
な
り
と
も
人
を
潤
し
豊
か
に
す
る
な
ら
、（
民
へ

の
恵
み
が
）厚
い
と
し
て
構
わ
な
い
。
孟
子
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
以
て
取
る
べ
く
、

以
て
取
る
無
か
る
べ
き
に
、
取
れ
ば
廉
を
そ
こ
な
傷
は
ん
。
以
て
與
ふ
べ
く
、
以

て
與
ふ
る
無
か
る
べ
き
に
、
與
ふ
れ
ば
惠
を
傷
は
ん
」
と
。
彼
の
言
い
た
い
こ
と

の
主
眼
は
た
だ
（
役
人
が
）
清
廉
さ
を
失
う
こ
と
の
方
に
あ
る
が
、
加
え
て
、
清

廉
さ
を
失
う
こ
と
と
（
民
へ
の
）
恩
恵
を
そ
こ
な
う
こ
と
と
を
対
に
し
て
説
い
た

の
だ
。
実
の
と
こ
ろ
、（
民
に
）
与
え
る
こ
と
が
い
さ
さ
か
厚
き
に
過
ぎ
た
と
し

て
も
、（
民
へ
の
恩
恵
が
）
厚
い
と
し
て
よ
い
。
も
し
わ
ず
か
で
も
（
民
か
ら
の
）

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
四
七



取
り
立
て
が
過
ぎ
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
清
廉
を
そ
こ
な
う
こ
と
で
、
良
く
な
い
。

（
民
へ
の
）
恩
恵
が
過
ぎ
る
の
は
、
そ
の
時
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
善
意
か
ら
な
の
だ
。

与
え
た
後
に
考
え
て
み
て
、
は
じ
め
て
恩
恵
の
押
し
売
り
（
恩
恵
を
そ
こ
な
う
こ

と
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、（
し
か
し
こ
れ
は
）
清
廉
を
そ
こ
な
う
こ
と

と
は
異
な
る
。
だ
か
ら
、（『
論
語
』
雍
也
の
）「
子
華
齊
に
使
し
、
冉
子
之
に
粟

五
秉
を
與
ふ
」
に
し
て
も
、
聖
人
孔
子
は
冉
子
を
間
違
っ
て
い
る
と
言
い
は
し
た

が
、
そ
れ
で
も
彼
を
悪
逆
だ
と
責
め
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
わ
ず
か
で
も
民
か

ら
取
り
過
ぎ
れ
ば
、
即
座
に
深
く
そ
れ
を
憎
ん
だ
。
冉
求
が
季
子
の
た
め
に
（
民

か
ら
）
き
つ
く
取
り
立
て
た
際
に
、（「
吾
が
徒
に
非
ず
」
と
）
冉
求
を
責
め
た
の

が
、
こ
れ
で
あ
る
。」
と
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
須
推
與
民
共
之
」　

本
巻
二
三
二
条
に
「
使
在
上
者
常
有
厚
民
之
心
而
推

與
共
之
、猶
慮
有
不
獲
者
、況
皆
不
恤
而
惟
自
豊
殖
、則
民
安
得
不
困
極
乎
。」

と
あ
る
。

（
２
）�「
且
以
作
一
縣
言
之
」　
「
作
一
縣
」
は
直
前
の
「
為
天
下
」
と
対
を
為
し
て

用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
「
作
」
は
「
做
」「
為
」
と
同
じ
く
、
治

め
る
の
意
。『
語
類
』
巻
一
四
、一
一
条
「
或
問
。
大
學
之
書
、
即
是
聖
人
做

天
下
根
本
。」

（
３
）�「
無
征
誅
之
擾
、
民
便
歡
喜
愛
戴
」　

本
巻
二
一
二
条
「
如
專
利
於
上
、
急

征
横
斂
、
民
不
得
以
自
養
、」
二
三
七
条
「
惟
上
之
人
以
德
為
外
、
而
急
於

貨
財
、暴
征
横
斂
、民
便
效
尤
、相
攘
相
奪
。」な
ど
が
参
考
に
な
る
。「
征
」は
、

税
の
取
り
立
て
。『
礼
記
』
王
制
に
「
關
譏
而
不
征
」、
鄭
注
に
「
譏
譏
異
服

識
異
言
。
征
亦
稅
也
。
周
禮
國
凶
札
、則
無
門
關
之
征
。
猶
譏
也
。」と
あ
る
。

「
愛
戴
」は
、喜
ん
で
上
を
奉
戴
す
る
こ
と
。『
舊
唐
書
』巻
一
九
上「
本
紀
」（
懿

宗
）
に
「
景
崇
素
聞
孝
悌
、
頗
有
義
方
、
洽
三
軍
愛
戴
之
情
，
荷
千
里
折
衝

之
寄
。」
と
あ
る
。

（
４
）「
決
然
」　

必
ず
。
口
語
で
、「
一
定
」
に
同
じ
。

（
５
）�「
屑
屑
」　

こ
ま
ご
ま
と
、
こ
せ
こ
せ
と
。『
左
伝
』
昭
五
年
「
為
國
君
難
將

及
身
、
不
恤
其
所
、
禮
之
本
末
、
將
於
此
乎
在
、
而
屑
屑
焉
習
儀
以
亟
。」『
左

傳
會
箋
』「『
説
文
』、
屑､

動
作
切
切
也
。
徐
云
、
屑
屑
、
屢
動
作
也
。」

（
６
）�「
科
敷
」　
「
科
斂
」「
科
派
」
と
同
義
で
、
税
を
定
め
割
り
当
て
る
意
。『
宋

史
』
巻
一
七
四
「
食
貨
志
」
上
二
、
賦
稅
「（
紹
興
元
年
）
十
有
一
月
、
言

者
論
。
浙
西
科
斂
之
害
、
農
末
殆
不
聊
生
。
鬻
田
而
償
，
則
無
受
者
。
棄
之

而
遁
、
則
質
其
妻
孥
。
上
下
相
蒙
、
民
無
所
措
手
足
。
利
歸
貪
吏
、
而
怨
歸

陛
下
。
願
重
科
敷
之
罪
、
嚴
貪
墨
之
刑
。
詔
漕
司
究
實
以
聞
。」

（
７
）�「
孟
子
言
。
可
以
取
、
可
以
無
取
、
取
傷
廉
。
可
以
與
、
可
以
無
與
、
與
傷

惠
。」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
下
の
言
葉
。
朱
熹
集
注
、「
先
言
可
以
者
、
略
見

而
自
許
之
辭
也
、
後
言
可
以
無
者
、
深
察
而
自
疑
之
辭
也
。
過
取
固
害
於
廉
、

然
過
與
亦
反
害
其
惠
、
過
死
亦
反
害
其
勇
、
蓋
過
猶
不
及
之
意
也
。
林
氏
曰
。

公
西
華
受
五
秉
之
粟
、
是
傷
廉
也
。
冉
子
與
之
、
是
傷
惠
也
。
子
路
之
死
於

衛
、
是
傷
勇
也
。」

　
　

�　

ち
な
み
に
、本
条
の「
孟
子
言
」か
ら
末
尾「
是
也
」ま
で
は
、同
じ
く「
僩
」

（
沈
僩
）
の
記
録
と
し
て
『
語
類
』
巻
五
七
、孟
子
七
、離
婁
下
、五
四
条
（「
可

以
取
章
」）（
Ⅳ1351

）に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
異
同
を
記
し
て
お
く
。

本
条
の
「
若
才
過
取
」「
便
不
好
」「
畢
竟
當
下
是
好
意
思
」「
只
是
才
過
取
」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
四
八



の
各
句
が
、
巻
五
七
で
は
「
若
纔
過
取
」「
便
是
不
好
」「
畢
竟
當
時
是
好
意

思
」「
只
是
纔
過
取
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
８
）�「
當
下
」　

そ
の
時
。
即
座
に
、
そ
の
場
で
。『
傳
心
要
方
』（
大
正
、
冊

四
八
、
頁
三
八
〇
）「
歷
劫
勤
求
永
不
成
道
、
不
如
當
下
無
心
。」

（
９
）�「
子
華
使
於
齊
、
冉
子
與
之
粟
五
秉
」　
『
論
語
』「
雍
也
」「
子
華
使
於
齊
、

冉
子
爲
其
母
請
粟
。
子
曰
。
與
之
釜
。
請
益
。
曰
。
與
之
庾
。
冉
子
與
之
粟

五
秉
。
子
曰
。
赤
之
適
齊
也
、
乘
肥
馬
、
衣
輕
裘
。
吾
聞
之
也
、
君
子
周
急

不
繼
富
。
原
思
爲
之
宰
、
與
之
粟
九
百
、
辭
。
子
曰
。
毋
。
以
與
爾
鄰
里
鄉

黨
乎
。」
子
華
は
、
孔
子
の
弟
子
、
公
西
赤
の
字
。
冉
子
は
同
じ
く
孔
子
の

弟
子
の
冉
有
。
冉
子
が
子
華
の
母
の
た
め
に
粟
（
食
料
）
を
支
給
す
る
こ
と

を
請
い
、
子
華
に
経
済
的
余
裕
の
あ
る
こ
と
を
知
る
孔
子
の
意
に
反
し
て
、

冉
子
は
独
断
で
多
量
に
支
給
し
た
。
続
く
原
思
の
話
は
、
子
華
と
反
対
の
例

を
挙
げ
て
い
る
。
原
思
は
、
孔
子
の
弟
子
の
原
憲
の
字
、
清
貧
で
あ
っ
た
。

孔
子
は
彼
の
辞
退
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
を
与
え
た
。

（
10
）�「
畢
竟
」　

校
勘
を
参
照
。「
畢
」
と
「
必
」
は
同
音
ｂ
ｉ
。
前
条
の
「
必
竟
」

は
「
畢
竟
」
と
し
て
解
釈
し
た
。

（
11
）�「
冉
求
為
之
聚
斂
而
欲
攻
之
」　
『
論
語
』「
先
進
」「
季
氏
富
於
周
公
、
而
求

也
為
之
聚
斂
而
附
益
之
。」〈
朱
注
「
為
去
聲
○
周
公
以
王
室
至
親
、有
大
功
、

位
冢
宰
。
其
富
宐
矣
。
季
氏
以
諸
侯
之
卿
而
富
過
之
。
非
攘
奪
其
君
、
刻
剝

其
民
、
何
以
得
此
。
冉
有
為
季
氏
宰
、
又
為
之
急
賦
税
以
益
其
富
。」〉「
子

曰
。
非
吾
徒
也
。
小
子
鳴
鼓
而
攻
之
、
可
也
。〈
朱
注
「
非
吾
徒
、
絶
之
也
。

小
子
鳴
鼓
而
攻
之
、
使
門
人
聲
其
罪
以
責
之
也
。
聖
人
惡
黨
惡
而
害
民
也
如

此
。」〉」

　
　

�　

魯
の
有
力
者
季
孫
子
の
富
は
周
の
家
老
以
上
で
あ
っ
た
の
に
、
孔
子
の
弟

子
冉
求
は
季
孫
子
の
た
め
に
民
か
ら
き
つ
く
取
り
立
て
た
。
孔
子
は
冉
求
の

行
動
を
責
め
る
べ
き
も
の
と
見
做
し
た
。

（
12
）�「
大
故
」　

悪
逆
。
大
罪
。『
論
語
』「
微
之
」「
故
舊
無
大
故
、
則
不
棄
也
。」

朱
注
「
大
故
、
謂
惡
逆
。」

254
条

　

問
。
平
天
下
章
言
財
用
特
詳
、
當
是
民
生
日
用
最
要
緊
事
耳
。
曰
。
然
。
孟
子

首
先
所
言
、
其
原
出
此
。
子
升
問
此
章
所
言
反
覆
最
詳
之
意
。
曰
。
要
之
、
始
終

本
末
只
一
理
。
但
平
天
下
是
一
件
最
大
底
事
、所
以
推
廣
説
許
多
。
如
明
德
、新
民
、

至
善
之
理
極
精
微
。
至
治
國
、
平
天
下
、
只
就
人
情
上
區
處
、
又
極
平
易
、
蓋
至

於
平
而
已
耳
。
後
世
非
無
有
志
於
天
下
國
家
之
人
、
却
只
就
末
處
布
置
、
於
本
原

上
全
不
理
會
。

　

因
言
。
莊
子
、
不
知
他
何
所
傳
授
、
却
自
見
得
道
體
。
蓋
自
孟
子
之
後
、
荀
卿

諸
公
皆
不
能
及
。
如
説
語
道
而
非
其
序
、
非
道
也
。
此
等
議
論
甚
好
。
度
亦
須
承

接
得
孔
門
之
徒
、
源
流
有
自
。
後
來
佛
氏
之
教
有
説
得
好
處
、
皆
出
於
莊
子
。
但

其
知
不
至
、
無
細
密
工
夫
、
少
間
都
説
得
流
了
、
所
謂
賢
者
過
之
也
。
今
人
亦
須

自
理
會
教
自
家
本
領
通
貫
、
却
去
看
他
此
等
議
論
、
自
見
得
高
下
分
曉
。
若
一
向

不
理
會
得
他
底
破
、
少
間
却
有
見
識
低
似
他
處
。
因
説
曾
點
之
徒
、
氣
象
正
如
此
。

　

又
問
。
論
語
集
注
説
曾
點
是
雖
堯
舜
事
業
亦
優
爲
之
。
莫
只
是
堯
舜
事
業
亦
不

足
以
芥
蔕
其
心
否
。
曰
。
堯
舜
事
業
也
只
是
這
箇
道
理
。
又
問
。
他
之
所
爲
、
必

不
中
節
。
曰
。
本
領
處
同
了
、
只
是
無
細
密
工
夫
。 

木
之

『
朱
子
語
類
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〔
校
勘
〕

〇
「
却
」（
三
箇
所
）　

傳
経
堂
本
は
「
卻
」
に
作
る
。

〇
「
氣
象
正
如
此
。
又
問
、
論
語
…
…
」
の
「
問
」　

萬
曆
本
は
「
間
」
に
作
る
。

〇�

「
也
只
是
這
箇
道
理
」
の
「
箇
」　

萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
个
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
、「
平
天
下
の
章
で
は
財
用
を
と
り
わ
け
詳
し
く
説
い
て
い
る
の
は
、

（
こ
れ
こ
そ
）
民
の
日
用
生
活
の
切
実
緊
迫
し
た
事
だ
か
ら
で
す
ね
。」
と
。（
先

生
は
）
言
わ
れ
た
、「
そ
の
通
り
だ
。
孟
子
が
最
も
言
い
た
か
っ
た
こ
と
の
、
そ

の
も
と
は
こ
こ
に
あ
る
。」
と
。
子
升
が
、
こ
の
章
で
（
財
用
に
つ
い
て
）
繰
り

返
し
述
べ
て
最
も
詳
し
い
こ
と
の
意
味
を
問
う
た
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
要

す
る
に
、
始
終
本
末
、
た
だ
一
つ
の
理
だ
。
た
だ
、
平
天
下
は
最
も
重
要
な
事
だ

か
ら
、
そ
れ
で
様
々
に
広
げ
て
説
い
て
い
る
。
明
徳
、
新
民
、
至
善
の
理
に
つ
い

て
は
極
め
て
精
微
だ
。
治
国
平
天
下
に
な
る
と
、
た
だ
人
の
心
に
即
し
て
処
置
す

る
の
で
、
さ
ら
に
極
め
て
平
易
な
の
で
あ
っ
て
、
思
う
に
、（
そ
れ
で
絜
矩
が
）

均
平
（
正
方
）
に
至
る
の
だ
。
後
世
、
天
下
国
家
に
志
す
人
が
い
な
い
わ
け
で
は

な
か
っ
た
が
、
彼
ら
は
か
え
っ
て
た
だ
些
細
な
末
節
に
つ
い
て
ば
ら
ば
ら
に
対
応

処
置
し
て
、
お
お
も
と
に
つ
い
て
は
全
く
取
り
組
ま
な
か
っ
た
。」
と
。

　

そ
こ
で
（
こ
う
も
）
言
わ
れ
た
、「
荘
周
は
ど
こ
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
か
分
か

ら
な
い
が
、
自
分
で
道
の
本
体
を
得
た
。
恐
ら
く
、
孟
子
よ
り
後
、
荀
卿
（
荀
子
）

な
ど
の
諸
公
は
皆
彼（
荘
周
）に
及
ば
な
か
っ
た
。
彼
が（『
荘
子
』天
道
篇
に
）「
道

を
語
り
て
其
の
序
に
非
ざ
る
は
、其
の
道
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

非
常
に
良
い
。
思
う
に
（
荘
周
は
）
き
っ
と
孔
門
の
徒
を
継
承
し
て
い
る
に
違
い

な
く
、
そ
の
淵
源
は
（
孔
門
に
）
由
来
す
る
は
ず
だ
。
後
に
は
仏
教
徒
の
教
え
に

も
甚
だ
上
手
に
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
す
べ
て
荘
子
か
ら
出
て
い
る
。

た
だ
、
彼
ら
の
（
道
に
関
す
る
）
認
識
が
不
十
分
で
、
細
か
な
工
夫
も
な
い
か
ら
、

し
ば
ら
く
す
れ
ば
説
明
の
す
べ
て
が
崩
れ
て
さ
り
、所
謂
る
『
賢
者
は
之
を
過
ぐ
』

と
い
う
さ
ま
と
な
る
。
今
の
人
々
も
や
は
り
、自
分
自
身
の
本
領
（
儒
家
の
学
問
）

に
取
り
組
ん
で
こ
れ
に
通
暁
貫
徹
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
然
る
後
に
（
荘
子
や
仏
教

の
）
こ
の
よ
う
な
議
論
を
読
め
ば
、
お
の
ず
と
そ
の
（
議
論
の
）
高
下
も
は
っ
き

り
と
見
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
全
く
彼
ら
の
考
え
が
理
解
で
き
な
い
と
す

れ
ば
、そ
の
時
は
、ま
だ
見
識
が
彼
ら
よ
り
低
い
の
だ
。」
と
。
そ
こ
で
言
わ
れ
た
。

「
曽
点
の
よ
う
な
者
は
、
そ
の
気
性
性
格
は
ま
さ
し
く
そ
う
で
あ
っ
た
。」
と
。

　

さ
ら
に
質
問
し
た
。「『
論
語
集
注
』
に
、
曽
点
は
堯
舜
の
為
し
た
事
業
も
十
分

に
為
す
だ
ろ
う
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
堯
舜
の
事
業
さ
え
気
に
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
堯
舜
の

事
業
と
て
も
、
や
は
り
ま
た
こ
の
道
理
に
過
ぎ
な
い
。」
と
。
さ
ら
に
質
問
し
た
、

「
彼（
曽
点
）の
す
る
こ
と
は
、ど
れ
も
必
ず
節
に
中
ら
な
い
の
で
す
ね
。」と
。（
先

生
は
）
言
わ
れ
た
。「（
曽
点
は
）
大
も
と
は
道
に
合
致
し
て
い
た
が
、
細
か
な
工

夫
が
欠
け
て
い
た
の
だ
。」
と
。　

錢
木
之
録

〔
注
〕

（
１
）�「
孟
子
首
先
所
言
」  

「
首
先
」
は
、
最
も
重
要
な
、
の
意
。『
孟
子
』「
梁
恵

王
」
上
「
無
恆
產
而
有
恆
心
者
、
惟
士
爲
能
。
若
民
、
則
無
恆
產
、
因
無
恆

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
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心
。
苟
無
恆
心
、
放
辟
、
邪
侈
、
無
不
爲
已
。
及
陷
於
罪
、
然
後
從
而
刑
之
、

是
罔
民
也
。
焉
有
仁
人
在
位
、
罔
民
而
可
爲
也
。」
を
指
す
。

　
　

�　
『
孟
子
』
冒
頭
の
「
同
」「
孟
子
見
梁
惠
王
。
王
曰
。
叟
不
遠
千
里
而
來
、

亦
將
有
以
利
吾
國
乎
。
孟
子
對
曰
。
王
何
必
曰
利
。
亦
有
仁
義
而
已
矣
。
王

曰
。
何
以
利
吾
國
。
大
夫
曰
何
以
利
吾
家
。
士
庶
人
曰
何
以
利
吾
身
。
上
下

交
征
利
而
國
危
矣
。
萬
乘
之
國
弒
其
君
者
、
必
千
乘
之
家
。
千
乘
之
國
弒
其

君
者
、
必
百
乘
之
家
。
萬
取
千
焉
、
千
取
百
焉
、
不
爲
不
多
矣
。
苟
爲
後
義

而
先
利
、
不
奪
不
饜
。
有
仁
而
遺
其
親
者
也
、
未
有
義
而
後
其
君
者
也
。
王

亦
曰
仁
義
而
已
矣
、
何
必
曰
利
。」
も
、
結
果
的
に
は
正
し
い
「
利
」
を
説

く
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
本
条
直
前
の
問
い
の
「
民
生
日
用
最
要
緊
事
」
の

視
点
か
ら
す
る
と
や
や
抽
象
的
で
迂
遠
で
あ
る
。

（
２
）�「
子
升
問
」　

本
巻
五
七
条
「
子
升
云
」、
一
六
九
条
に
「
子
升
問
」
と
見
え

る
。
五
七
条
、
注
（
６
）
を
引
用
し
て
お
く
。

　
　

�　

子
升
は
未
詳
。
巻
一
四
、一
四
六
条
、
銭
木
之
録
（
Ⅰ276
）
と
同
、

一
六
三
条
、
銭
木
之
録
（
Ⅰ280

）
は
い
ず
れ
も
「
子
升
問
」
で
始
ま
っ
て

お
り
、
か
つ
朝
鮮
古
写
本
は
両
条
と
も
「
子
升
」
を
「
子
升
兄
」
に
作
っ
て

い
る
の
で
、
子
升
は
錢
木
之
（
字
子
山
）
の
兄
、
も
し
く
は
同
族
同
輩
行
の

人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
３
）��「
區
處
」  

処
置
。
処
置
す
る
。

（
４
）�「
蓋
至
於
平
而
已
耳
」　

本
巻
二
二
四
条
「
自
家
在
中
央
、
上
面
也
占
許
多

地
歩
、
下
面
也
占
許
多
地
歩
、
便
均
平
正
方
。」
が
参
考
に
な
る
。「
絜
矩
」

が
上
下
左
右
に
及
ん
で
、
均
平
で
あ
る
こ
と
。

（
５
）「
布
置
」　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
配
置
す
る
。

（
６
）�「
莊
子
、不
知
他
何
所
傳
授
、却
自
見
得
道
體
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
三「
莊

生
形
容
道
體
之
語
儘
有
好
處
。
老
氏
谷
神
不
死
一
章
最
隹
。」
同
、
巻
十
五

「
佛
莊
之
説
、
大
抵
畧
見
道
體
、
乍
見
不
似
聖
人
慣
見
。
故
其
説
走
作
。」
な

ど
に
拠
る
。
ま
た
、『
語
類
』
で
は
巻
三
三
、
曽
祖
道
録
（
Ⅲ849

）「
又
曰
。

程
子
説
莊
子
説
道
體
、
儘
有
妙
處
。
如
云
在
谷
滿
谷
、
在
坑
滿
坑
、
不
是
他

無
見
。
只
是
説
得
來
作
怪
。
大
抵
荘
老
見
得
些
影
、
便
将
来
作
㺯
矜
詫
。」、

巻
四
十
、葉
賀
孫
録
（
Ⅲ1028

）「
明
道
亦
稱
莊
子
云
、有
大
底
意
思
。
又
云
。

莊
生
形
容
道
體
、
儘
有
好
處
。」
な
ど
に
同
意
の
言
及
が
あ
る
。

（
７
）�「
語
道
而
非
其
序
、
非
道
也
」　
『
荘
子
』
天
道
篇
の
言
葉
。
道
を
語
る
の
に

終
始
本
末
の
序
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
道
と
は
言
え

な
い
、
ほ
ど
の
意
。

（
８
）�「
後
來
佛
氏
之
教
有
説
得
好
處
、
皆
出
於
莊
子
」  

『
語
類
』
巻
一
二
六
、
輔

廣
録
（
Ⅷ3011

）「
後
漢
明
帝
時
、
佛
始
入
中
國
。
當
時
楚
王
英
最
好
之
、

然
都
不
曉
其
説
。
直
至
晉
宋
間
、
其
教
漸
盛
。
然
當
時
文
字
亦
只
是
將
莊
老

之
説
來
鋪
張
、
如
遠
師
諸
論
、
皆
成
片
盡
是
老
莊
意
思
。
直
至
梁
會
通
間
、

達
磨
入
來
、
然
後
一
切
被
他
埽
蕩
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
。」
に
同
意
の

言
及
が
あ
る
。

（
９
）�「
賢
者
過
之
」　
『
中
庸
章
句
』
四
章
「
子
曰
。
道
之
不
行
也
、
我
知
之
矣
。

知
者
過
之
、
愚
者
不
及
也
。
道
之
不
明
也
、
我
知
之
矣
。
賢
者
過
之
、
不
肖

者
不
及
也
。」に
基
づ
く
。
朱
注
に「
知
者
之
知
、去
聲
。
道
者
、天
理
之
當
然
、

中
而
已
矣
。
知
愚
賢
不
肖
之
過
不
及
、
則
生
稟
之
異
而
失
其
中
也
。
知
者
知

之
過
、
既
以
道
爲
不
足
行
。
愚
者
不
及
知
、
又
不
知
所
以
行
、
此
道
之
所
以

常
不
行
也
。
賢
者
行
之
過
、
既
以
道
爲
不
足
知
。
不
肖
者
不
及
行
、
又
不
求

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
五
一



所
以
知
、
此
道
之
所
以
常
不
明
也
。」
と
あ
る
。

（
10
）�「
教
自
家
本
領
通
貫
」　
「
本
領
通
貫
」
の
用
例
は
『
語
類
』
は
本
条
の
み
。

同
意
と
思
わ
れ
る
表
現
に
、『
語
類
』
巻
一
一
四
、
訓
從
周
（
Ⅶ2766

）「
須

是
將
敬
来
做
本
領
。
涵
養
得
貫
通
時
、
才
敬
以
直
内
、
便
義
以
方
外
。」

（
11
）�「
若
一
向
不
理
會
得
他
底
破
」　
「
破
」は
、動
詞
に
つ
い
て
完
了
を
表
す
。「
～

し
き
る
」。

（
12
）�「
低
似
他
處
」　
「
似
」
は
「
於
」
に
ほ
ぼ
同
じ
。「
彼
ら
よ
り
低
い
」。

（
13
）�「
曾
點
之
徒
、
氣
象
正
如
此
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
一
「
答
歐
陽
希
遜
」

第
二
書
「
大
抵
學
者
當
循
下
學
上
達
之
序
、
庶
幾
不
錯
。
若
一
向
先
求
曾
點

見
解
、
未
有
不
入
于
佛
老
也
。」

　
　

�　
「
曾
點
」
は
孔
子
の
弟
子
、
字
は
晳
。
子
路
、
冉
有
、
公
西
華
と
と
も
に

孔
子
か
ら
「
ど
う
あ
り
た
い
か
」
と
問
わ
れ
、孔
子
に
賛
同
さ
れ
た
。『
論
語
』

先
進
篇
「
子
路
曾
晳
冉
有
公
西
華
侍
坐
。
…
點
。
爾
何
如
。
鼓
瑟
希
、鏗
爾
、

舍
瑟
而
作
。
對
曰
。
異
乎
三
子
者
之
撰
。
子
曰
。
何
傷
乎
。
亦
各
言
其
志
也
。

曰
、
莫
春
者
、
春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、
風
乎

舞
雩
、
詠
而
歸
。
夫
子
喟
然
歎
曰
。
吾
與
點
也
。」

（
14
）�「
論
語
集
注
説
曾
點
是
雖
堯
舜
事
業
亦
優
爲
之
」　

注(

１
３)

に
引
く『
論
語
』

先
進「
子
路
曾
晳
冉
有
公
西
華
侍
坐
」条
の
朱
注
に
程
氏
の
言
を
引
い
て
、「
又

曰
。
孔
子
與
點
、
蓋
與
聖
人
之
志
同
、
便
是
堯
舜
氣
象
也
。」
と
あ
る
。『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
十
二
に
「
孔
子
與
點
、
蓋
與
聖
人
之
志
同
、
便
是
堯
舜
氣

象
也
、
誠
異
三
子
者
之
撰
、
特
行
有
不
揜
焉
者
、
真
所
謂
狂
矣
。
子
路
等
所

見
者
小
。
子
路
只
爲
不
達
爲
國
以
禮
道
理
、
所
以
爲
夫
子
笑
。
若
知
爲
國
以

禮
之
道
、
便
却
是
這
氣
象
也
。」

　
　

�　

曽
点
と
堯
舜
の
事
業
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
四
十
、
周
明
作
録
（
Ⅲ

1034

）「
問
。
集
注
謂
曾
點
氣
象
從
容
、
便
是
鼓
瑟
處
。
詞
意
灑
落
、
便
是

下
面
答
言
志
、
雖
堯
舜
事
業
亦
優
為
之
處
否
。
曰
、
且
道
堯
舜
是
甚
麼
樣
事
。

何
不
説
堯
舜
之
心
、
恰
限
説
事
業
、
蓋
富
有
之
謂
大
業
、
至
如
平
章
百
姓
、

明
目
達
聰
、
納
大
麓
、
皆
是
事
也
。
此
分
明
説
事
業
。
緣
曾
點
見
得
道
理
大
、

所
以
堯
舜
事
業
優
為
之
、
視
三
子
規
規
於
事
為
之
末
、
固
有
間
矣
。
是
他
見

得
聖
人
氣
象
如
此
、
雖
超
乎
事
物
之
外
、
而
實
不
離
乎
事
物
之
中
。
是
箇
無

事
無
為
底
道
理
、
却
做
有
事
有
為
底
功
業
。
天
樣
大
事
也
做
得
、
針
樣
小
事

也
做
得
、
此
所
謂
大
本
、
所
謂
忠
、
所
謂
一
者
、
是
也
。
點
操
得
柄
欛
、
據

著
源
頭
。
諸
子
則
從
支
派
上
做
工
夫
。
諸
子
底
做
得
小
、
他
底
高
大
。
曾
點

合
下
便
見
得
聖
人
大
本
是
如
此
、
但
於
細
微
工
夫
却
不
曾
做
得
、
所
以
未
免

為
狂
。
緣
他
資
稟
高
、
見
得
這
箇
大
、
不
肯
屑
屑
做
那
小
底
工
夫
。
是
他
合

下
一
見
便
了
、
於
細
微
節
目
工
夫
却
有
欠
闕
、
與
後
世
佛
老
近
似
、
但
佛
老

做
得
忒
無
狀
耳
。」
同
、
巻
四
十
、
董
銖
録
（
Ⅲ1036

）「
問
。
曾
點
言
志
、

雖
堯
舜
事
業
亦
優
為
之
。
曰
。
曾
點
為
人
高
爽
、
日
用
之
間
、
見
得
這
天
理

流
行
之
妙
、
故
堯
舜
事
業
亦
不
過
自
此
做
將
去
。
然
有
不
同
處
、
堯
舜
便
是

實
有
之
、
踏
實
做
將
去
。
曾
點
只
是
偶
然
綽
見
在
。」
同
、
巻
四
十
、
董
銖

録
（
Ⅲ1036

）「
或
問
曾
點
氣
象
。
曰
、
曾
點
氣
象
、
固
是
從
容
灑
落
。
然

須
見
得
他
因
甚
得
如
此
、
始
得
。
若
見
得
此
意
、
自
然
見
得
他
做
得
堯
舜
事

業
處
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
一
、「
答
毆
陽
希
孫
」
第
二
書
、「
曾
點
只
是

天
資
高
。
所
見
處
大
、
所
以
日
用
之
間
、
無
非
天
理
流
行
之
妙
。
惟
其
識
得

這
道
理
破
、
便
無
所
係
累
於
胸
中
。
所
謂
雖
堯
舜
事
業
亦
優
為
之
。」
な
ど

に
言
及
が
あ
る
。
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（
15
）「
芥
蔕
」　
「
芥
蒂
」。
さ
さ
い
な
妨
げ
。
ま
た
、
意
に
留
め
る
こ
と
。

（
16
）�「
只
是
無
細
密
工
夫
」　

同
じ
表
現
は
『
語
類
』
巻
四
十
、
萬
人
傑
録
（
Ⅲ

1030

）「
漢
卿
舉
叔
重
疑
問
曰
。
曾
點
已
見
大
意
、
但
謂
他
無
細
密
工
夫
。

或
謂
點
曾
做
工
夫
而
未
至
。
如
何
。
曰
。
且
只
理
會
曾
點
如
何
見
得
到
這
裏
。

不
須
料
度
他
淺
深
、
徒
費
心
思
也
。」
に
も
見
え
る
。

255
条

　

人
治
一
家
一
國
、
尚
且
有
照
管
不
到
處
、
況
天
下
之
大
。
所
以
反
反
覆
覆
説
。

不
是
大
著
箇
心
去
理
會
、
如
何
照
管
得
。
泳

〔
校
勘
〕

〇
「
大
著
箇
心
」
の
「
箇
」　

萬
曆
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

人
が
一
家
一
国
を
治
め
る
の
で
さ
え
、
掌
握
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
ま
し
て
や
大
い
な
る
天
下
な
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
繰
り

返
し
繰
り
返
し
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
心
を
大
に
し
て
取
り
組
ん
で
ゆ
く
の
で
な

け
れ
ば
、
ど
う
し
て
掌
握
で
き
よ
う
か
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
有
照
管
不
到
處
」　
「
照
管
」
は
管
掌
す
る
、
掌
握
す
る
。

（
２
）�「
大
著
箇
心
」　

心
を
大
き
く
す
る
。「
著
」は
動
作
の
継
続
を
示
す
助
字
。『
語

類
』
巻
一
五
、二
四
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ276

）「
而
今
且
大
著
心
胸
、
大
開

著
門
、
端
身
正
坐
以
觀
事
物
之
來
、
便
格
它
。」
の
注
（
11
）
を
参
照
。

（
３
）�「
泳
」　
『
語
類
』
の
記
録
者
の
う
ち
「
泳
」
を
名
と
す
る
者
に
は
、「
湯
泳
」

と
「
胡
泳
」
と
が
い
る
が
、「
胡
泳
」
の
場
合
に
は
姓
・
名
と
も
に
記
さ
れ
る
。

胡
泳
は
、『
語
類
』
姓
字
録
に
よ
れ
ば
「
胡
泳
字
伯
量
、南
康
人
。
戊
午
所
聞
。

饒
録
三
四
。」
ｓ

　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
七
「
大
学
」
四
（
１
～
28
条
）

　
　

或
問
上　

　
　
　
　
　

經
一
章

　
　
　
　
　
　
　

或
問
吾
子
以
爲
大
人
之
學
一
段

〔
注
〕

（
１
）�「
或
問
吾
子
以
爲
大
人
之
學
一
段
」　
『
大
学
或
問
』「
或
問
、
大
學
之
道
、

吾
子
以
爲
大
人
之
學
、
何
也
。
曰
、
此
對
小
子
之
學
言
之
也
。」
云
云
。

１
条

　

問
友
仁
。
看
大
學
或
問
如
何
。
曰
。
粗
曉
其
義
。
曰
。
如
何
是
收
其
放
心
、
養

其
德
性
。

　

曰
。
放
心
者
、
或
心
起
邪
思
、
意
有
妄
念
、
耳
聽
邪
言
、
目
觀
亂
色
、
口
談
不

道
之
言
、
至
於
手
足
動
之
不
以
禮
、
皆
是
放
也
。
收
者
、
便
於
邪
思
妄
念
處
截
斷

不
續
、
至
於
耳
目
言
動
皆
然
、
此
乃
謂
之
收
。
既
能
收
其
放
心
、
德
性
自
然
養
得
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
五
三



不
是
收
放
心
之
外
、
又
養
箇
德
性
也
。
曰
。
看
得
也
好
。　

友
仁

〔
校
勘
〕

〇�

「
或
問
吾
子
以
爲
大
人
之
學
一
段
」　

朝
鮮
古
寫
本
は「
或
問
大
學
之
道
吾
子
以

爲
大
人
之
學
一
段
」
に
作
る
。

〇�

「
問
友
仁
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
先
生
問
友
仁
曰
公
今
日
看
大
學
或
問
如
何
」
に

作
る
。

〇�

「
曰
粗
曉
其
義
曰
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
、「
云
粗
曉
其
義
但
恐
未
然
。
先
生
擧

一
二
處
令
友
仁
說
。
先
生
曰
」
に
作
る
。

〇
「
曰
放
心
者
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
云
放
心
者
」
に
作
る
。

〇
「
又
養
箇
德
性
也
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
曰
看
得
也
好
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
先
生
曰
看
得
也
好
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
は
）
友
仁
に
問
う
。「『
大
学
或
問
』
の
読
み
進
み
具
合
は
ど
う
だ
。」（
答

え
て
）
言
う
。「
大
体
分
か
り
ま
し
た
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
そ
の
放
心
を

收
め
、
そ
の
德
性
を
養
う
と
は
何
だ
。

　
（
答
え
て
）
言
う
。「
放
心
と
は
、
或
い
は
心
に
不
正
の
考
え
が
起
こ
り
、
意
識

に
邪
念
が
あ
り
、
耳
に
非
禮
な
言
葉
を
聞
き
、
目
に
亂
色
を
見
、
非
道
の
話
を
口

に
し
、
ま
た
は
手
足
を
動
か
す
の
に
禮
に
從
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

は
み
な
『
放
』
な
の
で
す
。
收
め
る
と
は
、
不
正
な
思
い
と
邪
念
が
起
こ
っ
た
時

に
そ
れ
ら
を
断
ち
切
っ
て
持
続
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
、
耳
目
言
動
に
つ
い

て
も
み
な
同
じ
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
即
ち
「
收
」
な
の
で
す
。
そ
の
放
心

を
收
斂
で
き
て
し
ま
え
ば
、
德
性
も
自
ら
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
放
心
を

收
斂
す
る
以
外
に
、
別
に
德
性
を
養
う
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
ま
あ
、
良
く
讀
め
て
い
る
。」　

郭
友
仁
錄
。

〔
注
〕

（
１
）「
友
仁
」　

字
は
徳
元
、『
朱
子
語
類
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）�「
如
何
是
收
其
放
心
、
養
其
德
性
」　
『
大
学
或
問
』
経
一
章
「
是
以
方
其
幼

也
、
不
習
之
於
小
學
、
則
無
以
收
其
放
心
、
養
其
德
性
、
而
為
大
學
之
基
本
。

敬
之
一
字
、
聖
學
所
以
成
始
而
成
終
者
也
。」

（
３
）�「
收
其
放
心
」　
「
求
其
放
心
」（
＝
放
逸
し
た
心
を
收
斂
し
て
把
捉
把
持
す

る
こ
と
）
と
類
似
す
る
。『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
孟
子
曰
、
仁
、
人
心
也
、

義
、
人
路
也
。
舍
其
路
而
弗
由
、
放
其
心
而
不
知
求
、
哀
哉
。
不
行
仁
義
者
、

不
由
路
、
不
求
心
者
也
、
可
哀
憫
哉
。
人
有
雞
犬
、
放
則
知
求
之
、
有
放
心

而
不
知
求
。
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。」『
朱
子
語
類
譯
注
』
卷

十
五
、五
一
条
の
注
（
３
）
を
參
照
。『
尚
書
』
畢
命
「
驕
淫
矜
侉
、
將
由
惡

終
。
雖
收
放
心
、
閑
之
惟
艱
。」

（
４
）�「
德
性
」　
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
七
章
、
朱
注
「
德
性
者
、
吾
所
受
於
天
之

正
理
。」
な
お
、「
養
其
德
性
」
は
『
孟
子
』
に
基
づ
く
。『
孟
子
』「
盡
心
」

上
「
孟
子
曰
、
盡
其
心
者
知
其
性
也
、
知
其
性
則
知
天
也
。
存
其
心
、
養
其

性
、所
以
事
天
也
。」『
語
類
』
卷
一
九
、一
九
条
、程
端
蒙
錄
（
Ⅱ430

）「
孟

子
言
存
心
、
養
性
、
便
説
得
虛
、
至
孔
子
敎
人
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠

等
語
、
則
就
實
行
處
做
功
夫
。
如
此
、
則
存
心
、
養
性
自
在
。」『
語
類
』
卷

三
〇
、五
四
条
、
輔
廣
錄
（
Ⅲ775

）「
問
。
程
子
云
、
情
既
熾
而
益
蕩
、
其
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性
鑿
矣
。
性
上
如
何
説
鑿
。
曰
、
性
固
不
可
鑿
、
但
人
不
循
此
理
、
任
意
妄

作
、
去
傷
了
他
耳
。
鑿
、
與
孟
子
所
謂
鑿
一
般
、
故
孟
子
只
説
養
其
性
。
養
、

謂
順
之
而
不
害
。」

（
５
）�「
邪
思
」　

不
正
の
思
い
。『
毛
詩
』
魯
頌
「
駉
」

　
　

�「
思
無
邪
、
思
馬
斯
徂
。
箋
、
云
徂
猶
行
也
、
思
遵
伯
禽
之
法
、
專
心
無
復

邪
意
也
。」『
詩
集
伝
』「
人
生
而
有
心
、
心
縁
物
則
思
。
故
事
成
於
思
、
而

心
喪
於
思
。
無
思
、
其
正
也
、
有
思
、
其
邪
也
。
有
心
未
有
無
思
者
也
、
思

而
不
留
於
物
、則
思
而
不
失
其
正
、正
存
而
邪
不
起
、故
易
曰
、閑
邪
存
其
誠
、

此
思
無
邪
之
謂
也
。」『
語
類
』
卷
十
二
、一
四
二
条
、沈
僩
錄
（
Ⅰ217

）「
人

也
有
靜
坐
無
思
念
底
時
節
、
也
有
思
量
道
理
底
時
節
、
豈
可
畫
爲
兩
塗
、
説

靜
坐
時
與
讀
書
時
、
工
夫
迥
然
不
同
。
當
靜
坐
涵
養
時
、
正
要
體
察
思
繹
道

理
、
只
此
便
是
涵
養
、
不
是
説
喚
醒
提
撕
、
將
道
理
去
却
那
邪
思
妄
念
。
只

自
家
思
量
道
理
時
、
自
然
邪
念
不
作
。
言
忠
信
、
行
篤
敬
。
立
則
見
其
參
於

前
、
在
輿
則
見
其
倚
於
衡
、
只
是
常
常
見
這
忠
信
篤
敬
在
眼
前
、
自
然
邪
妄

無
自
而
入
、
非
是
要
存
這
忠
信
篤
敬
、
去
除
那
不
忠
不
敬
底
心
。
今
人
之
病

正
在
於
靜
坐
讀
書
時
、
二
者
工
夫
不
一
、
所
以
差
。」

（
６
）「
妄
念
」　

邪
念
の
こ
と
。
も
と
は
佛
敎
の
言
葉
。

（
７
）�「
邪
言
」　

正
し
く
な
い
話
や
理
論
。『
春
秋
繁
露
』「
楚
莊
王
第
一
」「
古
苟

可
循
先
王
之
道
、何
莫
相
因
。世
迷
是
聞
、以
疑
正
道
而
信
邪
言
、甚
可
患
也
。」

（
８
）�「
亂
色
」　

目
に
映
る
非
礼
の
も
の
。『
礼
記
』「
樂
記
」「
姦
聲
亂
色
不
留
聰
眀
、

淫
樂
廢
禮
不
接
於
心
術
、
惰
慢
邪
辟
之
氣
不
設
於
身
體
。
使
耳
目
鼻
口
心
知

百
體
、
皆
由
順
正
、
以
行
其
義
。」『
語
類
』
卷
四
一
、
徐

錄
（
Ⅲ1052

）

「
非
禮
勿
視
、
勿
聽
、
姦
聲
亂
色
不
留
聰
明
、
淫
樂
慝
禮
不
接
心
術
、
非
是

耳
無
所
聞
、目
無
所
視
。」
同
書
同
卷
、八
〇
条
、葉
賀
孫
錄
（
Ⅲ1063

）「
賀

孫
問
視
聽
之
聽
、
或
明
知
其
不
當
視
而
自
接
乎
目
、
明
知
其
不
當
聽
而
自
接

乎
耳
、
這
將
如
何
。
曰
、
視
與
看
見
不
同
、
聽
與
聞
不
同
。
如
非
禮
之
色
、

若
過
目
便
過
了
、
只
自
家
不
可
有
要
視
之
之
心
。
非
禮
之
聲
、
若
入
耳
也
過

了
、
只
自
家
不
可
有
要
聽
之
之
心
。
然
這
般
所
在
也
難
、
古
人
於
這
處
亦
有

以
禦
之
。
如
云
姦
聲
亂
色
、
不
留
聰
明
、
淫
樂
慝
禮
、
不
接
心
術
。」

（
９
）�「
不
道
」　
「
非
道
」
に
同
じ
。
道
に
反
す
る
事
柄
。『
荀
子
』「
解
弊
」「
以

其
不
可
道
之
心
取
人
、
則
必
合
於
不
道
人
、
而
不
合
於
道
人
。
以
其
不
可
道

之
心
與
不
道
人
論
道
人
、
亂
之
本
也
。」

（
10
）�「
手
足
動
之
不
以
禮
」　
『
論
語
』「
顔
淵
」「
子
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、

非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。」

（
11
）「
截
断
」　

す
っ
ぱ
り
断
ち
切
る
。

２
条

　

問
、
或
問
、
以
七
年
之
病
、
求
三
年
之
艾
、
非
百
倍
其
功
、
不
足
以
致
之
。
人

於
已
失
學
後
、
須
如
此
勉
強
奮
勵
方
得
。

  
曰
。
失
時
而
後
學
、
必
著
如
此
趲
補
得
前
許
多
缺
闕
處
。
人
一
能
之
、
己
百
之
。

人
十
能
之
、
己
千
之
。
若
不
如
是
、
悠
悠
度
日
、
一
日
不
做
得
一
日
工
夫
、
只
見

沒
長
進
、
如
何
要
填
補
前
面
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

〇�

「
必
著
如
此
趲
補
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
寫
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
、萬
暦
本
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
五
五



和
刻
本
は
「
看
」
に
作
る
。

〇�
「
填
補
前
面
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
寫
本
、和
刻
本
は
「
面
」
を
「
靣
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

問
う
。「『
或
問
』
に
は
、「
七
年
の
病
を
以
っ
て
三
年
の
艾
を
求
む
、
そ
の
功

を
百
倍
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
之
れ
を
致
す
に
足
ら
ず
」、
と
あ
り
ま
す
。
人

は
（
若
い
時
に
）
勉
強
し
損
ね
た
場
合
、
是
非
と
も
こ
の
よ
う
に
勤
勉
奮
勵
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。」

　
（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
時
を
失
し
て
後
か
ら
学
ぶ
場
合
、
必
ず
こ
の
よ
う
に

急
い
で
勉
強
し
て
、前
に
多
く
缺
落
し
た
も
の
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
人

は
一
た
び
し
て
之
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
己
は
之
れ
を
百
た
び
に
す
。
人
は
十
た
び

し
て
之
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
己
は
之
れ
を
千
た
び
に
す
」。
こ
の
よ
う
に
（
猛
然

と
励
む
こ
と
を
）
せ
ず
、、
却
っ
て
漫
然
と
毎
日
を
過
ご
せ
ば
、
一
日
が
終
わ
っ

て
も
そ
の
日
一
日
分
の
工
夫
さ
え
完
成
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
進
歩
が
見
え
な

い
ば
か
り
で
、
ど
う
し
て
前
の
缺
落
を
補
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」　

葉
賀
孫
錄

〔
注
〕

（
１
）�「
以
七
年
之
病
、
求
三
年
之
艾
」　
『
大
学
或
問
』「
不
幸
過
時
而
後
學
者
、

誠
能
用
力
於
此
、
以
進
乎
大
而
不
害
兼
補
乎
其
小
、
則
其
所
以
進
者
、
將
不

患
於
無
本
而
不
能
以
自
達
矣
。
其
或
摧
頹
已
甚
而
不
足
以
有
所
兼
、
則
其
所

以
固
其
肌
膚
之
會
、
筋
骸
之
束
、
而
養
其
良
知
良
能
之
本
者
、
亦
可
以
得
之

於
此
、
而
不
患
其
失
之
於
前
也
。
顧
以
七
年
之
病
、
而
求
三
年
之
艾
、
非
百

倍
其
功
、
不
足
以
致
之
。『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
今
之
欲
王
者
、
猶
七
年
之

病
、
求
三
年
之
艾
也
。
苟
爲
不
畜
、
終
身
不
得
、
苟
不
志
於
仁
、
終
身
憂
辱
、

以
陷
於
死
亡
。」

（
２
）「
已
失
學
後
」　

注
（
１
）
の
『
大
学
或
問
』
を
参
照
。

（
３
）�「
勉
強
」　

強
い
て
努
め
る
。『
中
庸
章
句
』
第
二
十
章
「
或
安
而
行
之
、
或

利
而
行
之
、或
勉
強
而
行
之
。
及
其
成
功
、一
也
。」
朱
注
「
知
之
者
之
所
知
、

行
之
者
之
所
行
、
謂
達
道
也
。
以
其
分
而
言
、
則
所
以
知
者
、
知
也
、
所
以

行
者
、
仁
也
、
所
以
至
於
知
之
成
功
而
一
者
、
勇
也
。
以
其
等
而
言
、
則
生

知
安
行
者
、
知
也
、
學
知
利
行
者
、
仁
也
、
困
知
勉
行
者
、
勇
也
。
盖
人
性

雖
無
不
善
、
而
氣
禀
有
不
同
者
、
故
聞
道
有
蚤
莫
、
行
道
有
難
易
、
然
能
自

強
不
息
、
則
其
至
一
也
。
呂
氏
曰
、
所
入
之
塗
雖
異
、
而
所
至
之
域
則
同
、

此
所
以
為
中
庸
。
若
乃
企
生
知
安
行
之
資
為
不
可
幾
及
、
輕
困
知
勉
行
謂
不

能
有
成
、
此
道
之
所
以
不
明
不
行
也
。」『
語
類
』
卷
一
四
、一
五
九
条
既
出
。

（
４
）�「
奮
勵
」　

奮
勵
す
る
こ
と
。『
三
國
志
』「
陳
留
王
」「
遂
使
將
士
益
懷
奮
勵
、

宜
加
顯
寵
、
以
彰
忠
義
。」

（
５
）�「
失
時
而
後
學
」　

若
い
時
に
勉
強
し
損
ね
て
遅
れ
て
勉
強
を
開
始
す
る
こ

と
。『
大
学
或
問
』「
過
時
而
後
學
」（
注
１
既
引
）
に
同
じ
。『
論
語
』「
陽
貨
」

「
陽
貨
欲
見
孔
子
、
孔
子
不
見
、
歸
孔
子
豚
。
孔
子
時
其
亡
也
、
而
往
拜
之
、

遇
諸
塗
。
謂
孔
子
曰
、
來
、
予
與
爾
言
。
曰
、
懷
其
寶
而
迷
其
邦
、
可
謂
仁

乎
。
曰
、
不
可
。
好
從
事
而
亟
失
時
、
可
謂
知
乎
。
曰
、
不
可
。
日
月
逝
矣
、

歳
不
我
與
。
孔
子
曰
、
諾
。
吾
將
仕
矣
。」

（
６
）�「
必
著
」　

必
ず
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
語
類
』
卷
二
二
、一
〇
六
条
、

葉
賀
孫
錄（
Ⅱ528

）「
希
眞
問
、貧
而
無
諂
一
章
、大
意
謂
人
必
當
如
此
。
曰
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
五
六



不
是
説
必
著
如
此
、
但
人
且
要
就
自
身
己
上
省
察
、
若
有
諂
與
驕
之
病
、
且

就
這
裏
克
治
。」『
語
類
』
卷
三
六
、六
一
条
、
黄
幹
錄
（
Ⅲ960

）「
問
、
竭

兩
端
處
、
疑
與
不
憤
不
啟
一
段
相
反
、
不
憤
不
啟
、
聖
人
待
人
自
理
會
、
方

啟
發
他
。
空
空
鄙
夫
、
必
著
竭
兩
端
告
之
、
如
何
。
曰
、
兩
端
、
就
一
事
而

言
。
説
這
淺
近
道
理
、那
箇
深
遠
道
理
也
便
在
這
裏
。
如
擧
一
隅
、以
四
角
言
。

這
桌
子
擧
起
一
角
、
便
有
三
角
在
。
兩
端
、
以
兩
頭
言
之
。
凡
言
語
、
便
有

兩
端
。
文
字
不
可
類
看
、
這
處
與
那
處
説
又
別
、
須
是
看
他
語
脈
。」

（
７
）「
趲
」　
「
急
い
で
進
む
こ
と
。」
卷
十
六
、三
条
の
注
（
15
）
を
參
照
。

（
８
）�「
人
一
能
之
、
己
百
之
。
人
十
能
之
、
己
千
之
」　
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
章

「
博
學
之
、
審
問
之
、
愼
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
。
有
弗
學
、
學
之
弗
能
、

弗
措
也
。
有
弗
問
、
問
之
弗
知
、
弗
措
也
。
有
弗
思
、
思
之
弗
得
、
弗
措
也
。

有
弗
辨
、
辨
之
弗
明
、
弗
措
也
。
有
弗
行
、
行
之
弗
篤
、
弗
措
也
。
人
一
能

之
己
百
之
、
人
十
能
之
己
千
之
。
果
能
此
道
矣
、
雖
愚
必
明
、
雖
柔
必
強
。」

朱
注
「
君
子
之
學
、
不
為
則
已
、
為
則
必
要
其
成
、
故
常
百
倍
其
功
。
此
困

而
知
、
勉
而
行
者
也
、
勇
之
事
也
。」

（
９
）�

悠
悠　

ゆ
っ
く
り
す
る
こ
と
。『
語
類
』
卷
八
、七
八
条
、
李
季
札
錄
（
Ⅰ

138

）「
進
取
得
失
之
念
放
輕
、
却
將
聖
賢
格
言
處
研
窮
考
究
。
若
悠
悠
地
似

做
不
做
、如
捕
風
捉
影
、有
甚
長
進
。
今
日
是
這
箇
人
、明
日
也
是
這
箇
人
。」

『
語
類
』
卷
十
、四
三
条
、
楊
道
夫
錄
（
Ⅰ166

）「
讀
書
只
恁
逐
段
子
細
看
、

積
累
去
、
則
一
生
讀
多
少
書
。
若
務
貪
多
、
則
反
不
曾
讀
得
。
又
曰
、
須
是

緊
著
工
夫
、
不
可
悠
悠
、
又
不
須
忙
、
只
常
抖
搜
得
此
心
醒
、
則
看
愈
有
力
。」

三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』（
講
談
社
、二
〇
〇
八
年
、四
四
頁
）
を
参
照
。

（
10
）「
長
進
」　

進
歩
の
意
。

３
条

　

持
敬
以
補
小
學
之
闕
。
小
學
且
是
拘
檢
住
身
心
、
到
後
來
克
己
復
禮
、
又
是
一

段
事
。　

德
明

〔
校
勘
〕

〇�

「
拘
檢
住
身
心
」　

萬
暦
本　

、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は「
檢
」を「
撿
」に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
言
わ
れ
た
。）「
持
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
學
の
缺
を
補
う
。
小
學

は
ま
ず
し
っ
か
り
心
身
を
引
き
締
め
る
も
の
だ
。
後
の
『
克
己
復
禮
』
に
つ
い
て

は
、
ま
た
別
の
段
階
の
こ
と
だ
。」　

廖
德
明
錄

〔
注
〕

（
１
）�「
持
敬
以
補
小
學
之
闕
」　
「
小
学
」
と
は
、
洒
掃
、
應
對
、
進
退
及
び
六
藝

の
こ
と
。「
持
敬
」と
は
、「
身
心
を
收
斂
し
心
を
專
一
に
す
る
こ
と
」。（「
持
敬
」

は
、『
朱
子
語
類
』
卷
一
四
、一
九
条
既
出
。）
敬
が
小
学
の
欠
を
補
い
得
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、以
下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』「
蓋
吾
聞
之
。
敬
之
一
字
、

聖
學
之
所
以
成
始
而
成
終
者
也
。
…
不
幸
過
時
而
後
學
者
、
誠
能
用
力
於
此

以
進
乎
大
而
不
害
兼
補
乎
其
小
、
則
其
所
以
進
者
、
將
不
患
於
無
本
而
不
能

以
自
達
矣
。」
ま
た
、
小
學
と
大
學
の
修
業
は
二
段
階
に
分
け
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、以
下
の
用
例
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
語
類
』
卷
七
、七
条
、董
銖
錄
（
Ⅰ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
五
七



125

）「
小
學
是
事
、
如
事
君
、
事
父
、
事
兄
、
處
友
等
事
、
只
是
敎
他
依
此

規
矩
做
去
。
大
學
是
發
明
此
事
之
理
。」
同
書
同
卷
、
八
条
、
葉
賀
孫
錄
（
Ⅰ

125
）「
古
人
便
都
從
小
學
中
學
了
、
所
以
大
來
都
不
費
力
。
如
禮
樂
射
御
書

數
、
大
綱
都
學
了
、
及
至
長
大
、
也
更
不
大
段
學
、
便
只
理
會
窮
理
、
致
知

工
夫
。
而
今
自
小
失
了
、
要
補
填
、
實
是
難
。
但
須
莊
敬
誠
實
、
立
其
基
本
、

逐
事
逐
物
理
會
道
理
、
待
此
通
透
意
誠
心
正
了
、
就
切
身
處
理
會
、
旋
旋
去

理
會
禮
樂
射
御
書
數
、
今
則
無
所
用
乎
御
。
如
禮
樂
射
書
數
、
也
是
合
當
理

會
底
、
皆
是
切
用
。
但
不
先
就
切
身
處
理
會
得
道
理
、
便
敎
考
究
得
些
禮
文

制
度
、
又
干
自
家
身
己
甚
事
。」

（
２
）�「
拘
檢
住
身
心
」　

心
身
を
引
き
締
め
る
こ
と
。『
抱
朴
子
』「
外
篇
」
卷

二
十
二
行
品
「
士
有
梗
槩
簡
緩
、
言
希
貌
樸
、
細
行
闕
漏
、
不
爲
小
勇
、
跼

踳
拘
檢
、
犯
而
不
校
、
握
爪
垂
翅
、
名
爲
弱
愿
。
然
而
膽
勁
心
方
、
不
畏
強

禦
、
義
正
所
在
、
視
死
猶
歸
、
支
解
寸
斷
、
不
易
所
守
、
蓋
難
分
之
七
也
。」

（
３
）�「
克
己
復
禮
、
又
是
一
段
事
」　
『
論
語
』「
顏
淵
」「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、
克

己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。

顏
淵
曰
、
請
問
其
目
。
子
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮

勿
動
。
顏
淵
曰
、回
雖
不
敏
、請
事
斯
語
矣
。」朱
子
は「
克
己
復
礼
」を
乾
道
、

「
持
敬
行
恕
」
を
坤
道
と
し
た
上
で
、「
持
敬
行
恕
」
は
「
克
己
復
礼
」
を
包

含
し
得
る
、
と
述
べ
て
い
る
。「
克
己
復
禮
、
又
是
一
段
事
」
と
は
、「
克
己

復
禮
」
は
敬
の
工
夫
と
い
う
基
盤
の
上
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
意

か
。『
論
語
』「
仲
弓
問
仁
」
条
朱
注
：「
克
己
復
禮
、
乾
道
也
。
主
敬
行
恕
、

坤
道
也
。
顔
・
冉
之
學
、
其
高
下
淺
深
、
於
此
可
見
。
然
學
者
誠
能
從
事
於

敬
恕
之
間
而
有
得
焉
、
亦
將
無
己
之
可
克
矣
」。『
語
類
』
卷
十
二
、七
四
条
、

劭
浩
錄
（
Ⅰ208

）「
問
。
二
程
專
敎
人
持
敬
、
持
敬
在
主
一
。
浩
熟
思
之
、

若
能
每
事
加
敬
、
則
起
居
語
默
在
規
矩
之
内
、
久
久
精
熟
、
有
從
心
所
欲
不

踰
矩
之
理
。
顏
子
請
事
四
者
、
亦
只
是
持
敬
否
。
曰
、
學
莫
要
於
持
敬
、
故

伊
川
謂
、
敬
則
無
己
可
克
、
省
多
少
事
。
然
此
事
甚
大
、
亦
甚
難
。
須
是
造

次
顛
沛
必
於
是
、
不
可
須
臾
閒
斷
、
如
此
方
有
功
、
所
謂
敏
則
有
功
、
若
還

今
日
作
、
明
日
輟
、
放
下
了
又
拾
起
、
幾
時
得
見
效
。
な
お
、
朱
子
は
「
克

己
復
禮
」
を
學
問
の
綱
目
と
す
る
こ
と
は
、次
の
用
例
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
語

類
』
卷
三
〇
、四
七
条
、
潘
時
擧
錄
（
Ⅲ774

）「
問
顏
子
不
遷
怒
、
不
貳
過
。

曰
、看
程
先
生
顏
子
所
好
何
學
論
説
得
條
理
、只
依
此
學
、便
可
以
終
其
身
也
。

立
之
因
問
、
先
生
前
此
云
、
不
遷
怒
、
貳
過
、
是
克
己
復
禮
底
效
驗
、
今
又

以
爲
學
即
在
此
、
何
也
。
曰
、
爲
學
是
總
説
克
己
復
禮
、
又
是
所
學
之
目
也
。

又
云
、
天
理
、
人
欲
、
相
爲
消
長
。
克
得
人
欲
、
乃
能
復
禮
。
顏
子
之
學
只

在
這
上
理
會
。」『
語
類
』
卷
三
七
、一
四
条
、
黃
義
剛
錄
（
Ⅲ983

）「
或
問

仁
者
不
憂
、
但
不
憂
似
亦
未
是
仁
。
曰
、
今
人
學
問
百
種
、
只
是
要
克
己
復

禮
。
若
能
克
去
私
意
、
日
閒
純
是
天
理
、
自
無
所
憂
、
如
何
不
是
仁
。」

4
条

　

問
。
大
學
首
云
明
德
、
而
不
曾
説
主
敬
、
莫
是
已
具
於
小
學
。
曰
。
固
然
。
自

小
學
不
傳
、
伊
川
却
是
帶
補
一
敬
字
。　

可
學

〔
校
勘
〕

〇「
伊
川
却
是
帶
補
一
敬
字
」　

傳
經
堂
本
は「
却
」を「
卻
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

京
都
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〔
訳
〕

　

問
う
。「
大
學
の
冒
頭
が
明
敎
に
つ
い
て
述
べ
て
、主
敬
を
説
か
な
い
の
は
、（
敬

は
）
す
で
に
小
學
の
段
階
に
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生

は
）
言
わ
れ
た
。「
勿
論
そ
う
だ
。
小
學
が
傳
わ
な
く
な
か
っ
た
以
降
、
伊
川
は

そ
こ
で
敬
の
一
字
を
持
っ
て
き
て
補
っ
た
の
だ
。」　

鄭
可
學
錄

〔
注
〕

（
１
）�「
主
敬
」　

敬
を
主
と
す
る
こ
と
。『
語
類
』
卷
六
、八
一
条
、李
方
子
錄
（
Ⅰ

113

）「
百
行
萬
善
、
固
是
都
合
著
力
、
然
如
何
件
件
去
理
會
得
。
百
行
萬
善
、

摠
於
五
常
、
五
常
又
摠
於
仁
、
所
以
孔
孟
只
敎
人
求
仁
。
求
仁
、
只
是
主
敬
、

求
放
心
。
若
能
如
此
、
道
理
便
在
這
裏
。」

（
２
）�「
已
具
於
小
學
」　

前
条
の
注（
１
）の『
大
学
或
問
』を
參
照
。『
語
類
』卷
七
、

一
一
条
、葉
賀
孫
錄
（
Ⅰ126

）「
器
遠
前
夜
説
敬
、當
不
得
小
學
。
某
看
來
、

小
學
却
未
當
得
敬
、
敬
已
是
包
得
小
學
。
敬
是
徹
上
徹
下
工
夫
。」

（
３
）�「
小
学
不
伝
」　
『
朱
文
公
集
』巻
七
六「
題
小
学
」「
古
者
小
學
、敎
人
以
灑
掃
・

應
對
・
進
退
之
節
、
愛
親
・
敬
長
・
隆
師
・
親
友
之
道
。
皆
所
以
爲
脩
身
・

齊
家
・
治
國
・
平
天
下
之
本
、
而
必
使
其
講
而
習
之
於
幼
穉
之
時
。
欲
其
習

與
智
長
、
化
與
心
成
、
而
無
扞
格
不
勝
之
患
也
。
今
其
全
書
雖
不
可
見
而
雜

出
於
傳
記
者
亦
多
。
讀
者
往
往
直
以
古
今
異
宣
、
而
莫
之
行
。
殊
不
知
、
其

無
古
今
之
異
者
、
固
未
始
不
可
行
也
。
今
頗
蒐
輯
、
以
爲
此
書
、
授
之
童
蒙

資
其
講
習
、
庶
幾
有
補
於
風
化
之
萬
一
云
爾
。」

（
４
）�「
伊
川
却
是
帶
補
一
敬
字
」　
「
主
敬
」
は
程
伊
川
に
基
づ
く
。『
河
南
程
氏

遺
書
』
卷
三
「
入
道
莫
如
敬
、未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。
今
人
主
心
不
定
、

視
心
如
寇
賊
而
不
可
制
、
不
是
事
累
心
、
乃
是
心
累
事
。
當
知
天
下
無
一
物

是
合
少
得
者
、不
可
惡
也
。」同
書
卷
四「
君
子
之
遇
事
無
巨
細
、一
於
敬
而
已
。

簡
細
故
以
自
崇
、
非
敬
也
。
飾
私
智
以
爲
奇
、
非
敬
也
。
要
之
無
敢
慢
而
已
。

語
曰
、
居
處
恭
、
執
事
敬
、
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。
然
則
執
事
敬
者
、
固

爲
仁
之
端
也
。
推
是
心
而
成
之
、
則
篤
恭
而
天
下
平
矣
。」　

５
条

　

敬
字
是
徹
頭
徹
尾
工
夫
。
自
格
物
、
致
知
至
治
國
、
平
天
下
、
皆
不
外
此
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
言
わ
れ
た
。）「
敬
字
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
す
る
工
夫
だ
。格
物
、

致
知
か
ら
、
治
國
、
平
天
下
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
敬
に
他
な
ら
な
い
。」　

萬
人

傑
錄

〔
注
〕

（
１
）�「
徹
頭
徹
尾
」　

冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
。「
徹
心
徹
髓
」「
徹
骨
」「
徹
底
」「
徹

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
五
九



處
」「
徹
頭
」「
徹
始
徹
終
」「
徹
上
徹
下
」
と
類
似
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語

類
」
抄
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
六
頁
）
を
參
照
。「
敬
字
是
徹
頭

徹
尾
工
夫
」
は
前
条
注
（
２
）
を
参
照
。

（
２
）�「
自
格
物
、致
知
至
治
國
、平
天
下
、皆
不
外
此
」　
『
語
類
』卷
十
二
、七
四
条
、

劭
浩
錄
（
Ⅰ208
）「
修
身
、
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
都
少
箇
敬
不
得
。」

６
条

　

問
。
或
問
説
敬
處
。
曰
。
四
句
不
須
分
析
、
只
做
一
句
看
。
次
日
、
又
曰
。
夜

來
説
敬
、
不
須
只
管
解
説
、
但
整
齊
嚴
肅
便
是
敬
、
散
亂
不
收
斂
便
是
不
敬
。
四

句
只
行
著
、
皆
是
敬
。　

燾

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
寫
本
巻
一
六
に
は
こ
の
条
な
し
。

〇�

「
四
句
只
行
著
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

或
問
の
敬
を
説
く
と
こ
ろ
に
つ
い
て
質
問
し
た
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
四

句
は
、
區
別
し
て
考
え
る
必
要
が
な
く
、
た
だ
一
句
と
し
て
見
れ
ば
よ
い
。」
翌

日
に
ま
た
言
わ
れ
た
。「
昨
夜
、
敬
に
つ
い
て
話
し
た
の
だ
が
、
た
だ
口
先
で
あ

れ
こ
れ
解
説
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
外
貌
を
整
え
て
心
を
厳
か
に
す
る
の
が
敬

で
、
心
を
散
乱
さ
せ
て
收
斂
し
な
い
の
が
不
敬
だ
。
こ
の
四
句
を
た
だ
實
踐
す
る

な
ら
、
す
べ
て
敬
に
な
る
。」　

呂
燾
錄

（
１
）�「
或
問
説
敬
處
」　
『
大
学
或
問
』「
程
子
於
此
、
嘗
以
主
一
無
適
言
之
矣
、

嘗
以
整
齊
嚴
肅
言
之
矣
。
至
其
門
人
謝
氏
之
説
、
則
又
有
所
謂
常
惺
惺
法
者

焉
。
尹
氏
之
説
、
則
又
有
所
謂
其
心
收
斂
不
容
一
物
者
焉
」。

（
２
）�「
四
句
」　

程
頤
が
言
っ
た
「
主
一
無
適
」（
心
を
專
一
に
保
っ
て
あ
ら
ぬ
か

た
に
向
か
わ
せ
な
い
）
と
「
整
齊
嚴
肅
」（
外
貌
を
整
え
て
心
を
厳
か
に
す

る
）、
謝
良
佐
が
言
っ
た
「
常
惺
惺
」（
心
を
常
に
目
覺
め
さ
せ
て
お
く
）
及

び
尹
焞
が
言
っ
た
「
其
心
收
歛
不
容
一
物
」（
心
を
收
斂
し
て
一
つ
の
外
物

も
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
）
と
い
う
四
つ
の
定
義
。『
語
類
』
巻
十
四
、十
九

条
を
参
照
。
ま
た
、
７
条
以
降
を
参
照
。

（
３
）�「
分
析
」　

詳
し
く
區
別
し
て
考
え
る
こ
と
。『
語
類
』
卷
十
五
、一
三
八
条
、

周
明
作
錄
（
Ⅱ308

）「
大
學
、
在
明
明
德
、
在
新
民
、
在
止
於
至
善
。
此

三
箇
是
大
綱
、
做
工
夫
全
在
此
三
句
内
。
下
面
知
止
五
句
是
説
效
驗
如
此
、

上
面
是
服
藥
、
下
面
是
説
藥
之
效
驗
。
正
如
説
服
到
幾
日
效
如
此
、
又
服
到

幾
日
效
又
如
此
。
看
來
不
須
説
效
亦
得
、
服
到
日
子
滿
時
、
自
然
有
效
。
但

聖
人
須
要
説
到
這
田
地
、
敎
人
知
明
明
德
三
句
。
後
面
又
分
析
開
八
件
、
致

知
至
修
身
五
件
、
是
明
明
德
事
、
齊
家
至
平
天
下
三
件
、
是
新
民
事
、
至
善

只
是
做
得
恰
好
。」

（
４
）� 「
不
須
只
管
解
説
」  

「
解
説
」
は
、
解
説
す
る
、
説
明
す
る
、
能
書
き
を
言

う
。
し
ば
し
ば
体
認
や
実
践
と
対
照
し
て
、「
口
先
だ
け
の
解
説
」
と
い
う

否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
四
、八
五
条
、
呂
燾

録
「
問
。
或
謂
虛
靈
不
昧
、
是
精
靈
底
物
事
、
具
衆
理
、
是
精
靈
中
有
許
多

條
理
、
應
萬
事
、
是
那
條
理
發
見
出
來
底
。
曰
。
不
消
如
此
解
説
。
但
要
識
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得
這
明
德
是
甚
物
事
、
便
切
身
做
工
夫
、
去
其
氣
禀
物
欲
之
蔽
。」『
語
類
』

巻
一
二
、一
〇
五
条
、
黄
升
卿
録
（
Ⅰ211

）「
問
敬
。
曰
。
不
用
解
説
、
只

整
齊
嚴
肅
便
是
。」

（
５
）�「
散
亂
」　

散
ら
か
す
こ
と
。『
語
類
』
卷
十
一
、八
条
、
記
錄
者
名
欠
（
Ⅰ

177

）「
讀
書
須
將
心
貼
在
書
册
上
、
逐
句
逐
字
、
各
有
著
落
、
方
始
好
商
量
。

大
凡
學
者
須
是
收
拾
此
心
、
令
專
靜
純
一
、
日
用
動
靜
閒
、
都
無
馳
走
散
亂
、

方
始
看
得
文
字
精
審
。
如
此
方
是
有
本
領
。」

７
条

　

或
問
、
大
學
論
敬
所
引
諸
説
有
内
外
之
分
。
曰
、
不
必
分
内
外
、
都
只
一
般
、

只
恁
行
著
都
是
敬
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇�

「
大
學
論
敬
所
引
諸
説
有
内
外
之
分
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
文
末
に
「
者
」
の
字
が

あ
る
。

〇�

「
只
恁
行
著
都
是
敬
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
寫
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
恁
」
を
「
認
」
に
作
る
。
萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
問
う
。「
大
學（
或
問
）が
敬
に
つ
い
て
論
じ
て
引
用
し
た
諸
説
に
は
、

内
外
の
分
別
が
あ
り
ま
す
ね
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
内
外
に
分
け
る
必
要

は
な
く
、
み
な
同
じ
で
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
實
踐
し
さ
え
す
れ
ば
す
べ
て
敬
に
な

る
の
だ
。」　

沈
僩
錄

〔
注
〕

（
１
）�「
有
内
外
之
分
」　

敬
に
対
す
る
四
つ
の
定
義
の
う
ち
「
整
齊
嚴
肅
」
は
外

貌
威
儀
を
整
え
る
工
夫
な
の
で「
外
」に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
、と
の
趣
旨
。

『
易
』「
坤
卦
文
言
」「
君
子
敬
以
直
內
、義
以
方
外
。」『
勉
齋
集
』
卷
二
「
敬

説
」「
整
齊
嚴
肅
、則
制
於
外
以
養
其
中
也
。」『
北
溪
大
全
集
』
卷
四
一
「
答

陳
伯
澡
問
近
思
錄
」「
須
是
整
齊
嚴
肅
、便
常
惺
惺
。烏
有
外
慢
而
中
不
放
者
。」

『
西
山
文
集
』
卷
二
七
「
送
周
天
驥
序
」「
子
程
子
所
謂
主
一
無
適
者
、
敬
之

存
乎
中
者
也
。
整
齊
嚴
肅
者
、
敬
之
形
於
外
者
也
。」

（
２
） 「
都
只
一
般
」　
「
一
般
」
は
、「
同
じ
」。

８
条

　

問
。
敬
、
諸
先
生
之
説
各
不
同
。
然
總
而
行
之
、
常
令
此
心
常
存
、
是
否
。

　

曰
。
其
實
只
一
般
。
若
是
敬
時
、
自
然
主
一
無
適
、
自
然
整
齊
嚴
肅
、
自
然
常

惺
惺
、
其
心
收
斂
不
容
一
物
。
但
程
子
整
齊
嚴
肅
、
與
謝
氏
尹
氏
之
説
、
又
更
分

曉
。　

履
孫

〔
校
勘
〕

〇
「
然
總
而
行
之
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
寫
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
行
」
を
「
言
」

に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
六
一



〔
訳
〕

　

問
う
。「
敬
に
つ
い
て
、
各
先
生
の
説
は
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
と
め
て

そ
れ
ら
を
行
い
、
常
に
こ
の
心
を
保
つ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
實
は
同
じ
こ
と
だ
。
敬
に
な
れ
ば
、
自
然
に
「
主
一
無

適
」（
心
が
專
一
で
あ
ら
ぬ
か
た
に
向
か
わ
せ
な
い
こ
と
）
に
な
り
、自
然
に
「
整

齊
嚴
肅
」（
外
貌
を
整
え
て
心
を
厳
か
に
す
る
こ
と
）
に
な
り
、自
然
に
「
常
惺
惺
」

（
心
を
目
覺
め
さ
せ
て
お
く
こ
と
）
に
な
り
、「
其
心
收
斂
不
容
一
物
」（
そ
の
心

を
收
斂
し
て
一
つ
の
外
物
も
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
）
に
な
る
。
た
だ
、
程

子
の
「
整
齊
嚴
肅
」
は
謝
氏
、
尹
氏
の
説
よ
り
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。」　

潘
履
孫
錄

〔
注
〕

（
１
）� 「
總
而
行
之
」　

校
勘
で
指
摘
し
た
よ
う
に
成
化
本
等
は
「
總
而
言
之
」
に

作
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
「
方
が
分
か
り
や
す
い
。

（
２
）� 「
分
曉
」　
「
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
譯
注
』
一
五
八
頁
に
は
っ
き
り

す
る
、
と
あ
る
。」『
語
類
』
卷
一
四
、四
二
条
既
出
。

９
条

　

或
問
。
先
生
説
敬
處
、
擧
伊
川
主
一
與
整
齊
嚴
肅
之
説
與
謝
氏
常
惺
惺
之
説
。

就
其
中
看
、
謝
氏
尤
切
當
。

　

曰
。
如
某
所
見
、
伊
川
説
得
切
當
。
且
如
整
齊
嚴
肅
、
此
心
便
存
、
便
能
惺
惺
。

若
無
整
齊
嚴
肅
、
却
要
惺
惺
、
恐
無
捉
摸
、
不
能
常
惺
惺
矣
。　

人
傑
。

〔
校
勘
〕

〇�

「
擧
伊
川
主
一
與
整
齊
嚴
肅
之
説
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
伊
川
」
の
前
に
「
程
」

の
字
が
あ
る
。

〇
「
曰
如
某
所
見
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
文
頭
に
「
先
生
」
の
二
字
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
も
の
が
問
う
。「
先
生
は
敬
を
説
く
際
に
、伊
川
の「
主
一
」と「
整
齊
嚴
肅
」

と
い
う
説
と
謝
氏
の
「
常
惺
惺
」
と
い
う
説
を
擧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
説

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
謝
氏
が
最
も
切
実
妥
当
で
す
。」

　
（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
私
の
考
え
で
は
、
伊
川
の
説
が
切
実
妥
当
だ
。
も
し

整
齊
嚴
肅
に
す
れ
ば
、
こ
の
心
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
常
に
惺
惺
で
あ
る
こ
と
も

で
き
る
。
も
し
整
齊
嚴
肅
に
す
る
こ
と
な
く
、
惺
惺
で
あ
ろ
う
と
と
す
れ
ば
、
恐

ら
く
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
常
に
惺
惺
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。」　

萬
人

傑
錄

〔
注
〕

（
１
）「
且
如
」　
「
例
如
」「
假
如
」。
か
り
に
。『
朱
子
語
類
』卷
十
五
、四
七
条
既
出
。

（
２
）「
捉
摸
」　

捉
え
る
こ
と
。『
語
類
』
卷
十
五
、三
四
条
既
出
。

10
条
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問
。
或
問
擧
伊
川
及
謝
氏
尹
氏
之
説
、
只
是
一
意
説
敬
。
曰
、
主
一
無
適
、
又

説
箇
整
齊
嚴
肅
、
整
齊
嚴
肅
、
亦
只
是
主
一
無
適
意
。
且
自
看
整
齊
嚴
肅
時
如
何

這
裏
便
敬
、
常
惺
惺
也
便
是
敬
、
收
斂
此
心
、
不
容
一
物
、
也
便
是
敬
。
此
事
最

易
見
。
試
自
體
察
看
、
便
見
。
只
是
要
敎
心
下
常
如
此
。

　

因
説
到
放
心
、
如
惻
隱
、
羞
惡
、
是
非
、
辭
遜
是
正
心
、
才
差
去
、
便
是
放
。

若
整
齊
嚴
肅
、
便
有
惻
隱
、
羞
惡
、
是
非
、
辭
遜
。
某
看
來
、
四
海
九
州
、
無
遠

無
近
、
人
人
心
都
是
放
心
、
也
無
一
箇
不
放
。
如
小
兒
子
才
有
智
識
、
此
心
便
放

了
、
這
裏
便
要
講
學
存
養
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

〇�

「
問
或
問
」
と
「
擧
伊
川
及
謝
氏
尹
氏
之
説
」
の
閒
に
、
朝
鮮
古
寫
本
は
「
然

則
所
謂
敬
者
又
若
何
而
用
力
邪
下
」
の
十
四
字
が
あ
る
。

〇
「
或
問
擧
伊
川
及
謝
氏
尹
氏
」　

和
刻
本
は
「
尹
」
を
「
川
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

問
う
。「
或
問
は
伊
川
及
び
謝
氏
、
尹
氏
の
説
を
擧
げ
、
ひ
た
す
ら
敬
の
こ
と

ば
か
り
説
い
て
い
ま
す
か
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「「
主
一
無
適
」
の
他
、
ま

た
「
整
齊
嚴
肅
」
を
説
い
た
。「
整
齊
嚴
肅
」
も
た
だ
「
主
一
無
適
」
の
意
味
だ
。

し
ば
ら
く
「
整
齊
嚴
肅
」
の
時
に
な
ぜ
こ
こ
が
敬
に
な
る
の
か
、な
ぜ
「
常
惺
惺
」

も
つ
ま
り
敬
で
あ
る
の
か
、
な
ぜ
「
收
斂
此
心
不
容
一
物
」
も
つ
ま
り
敬
で
あ
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
最
も
分
か

り
や
す
い
。
自
ら
試
み
て
體
驗
し
て
み
れ
ば
つ
ま
り
分
か
る
。
た
だ
心
を
常
に
こ

の
よ
う
に
さ
せ
る
だ
け
だ
。」

　

放
心
に
つ
い
て
説
き
及
ん
だ
。「
惻
隱
、
羞
惡
、
是
非
、
辭
遜
の
よ
う
な
も
の

は
正
心
で
あ
り
、（
そ
こ
か
ら
）
少
し
で
も
は
ず
れ
て
行
け
ば
つ
ま
り
「
放
」
だ
。

も
し
整
齊
嚴
肅
（
外
貌
を
整
え
て
心
を
厳
か
に
す
る
）
に
さ
え
す
れ
ば
、
す
な
わ

ち
惻
隱
、
羞
惡
、
是
非
、
辭
遜
が
あ
る
。
思
う
に
、
全
世
界
、
ど
こ
も
か
し
こ
と
、

人
々
の
心
は
す
べ
て
「
放
心
」
で
あ
っ
て
、
放
逸
に
な
ら
な
か
っ
た
心
は
一
つ
も

な
い
。
例
え
ば
小
さ
い
子
が
少
し
で
も
知
恵
が
つ
く
も
こ
の
心
を
放
逸
し
て
し
ま

え
ば
、
つ
ま
り
こ
こ
で
學
習
し
て
心
を
存
し
て
性
を
養
わ
な
い
と
い
け
な
い
。」　

葉
賀
孫
錄

〔
注
〕

（
１
）�「
自
看
」　

自
分
で
見
る
、
自
分
で
考
え
る
。『
語
類
』
卷
一
四
、三
八
条
、

葉
賀
孫
錄
（
Ⅱ255

）「
公
且
自
看
、
日
用
之
閒
、
如
何
離
得
這
四
箇
。」『
語

類
』
卷
三
七
、三
七
条
、
潘
時
擧
錄
（
Ⅲ988

）「
叔
重
問
、
程
子
云
、
權
者
、

言
稱
錘
之
義
也
。
何
物
以
爲
權
。
義
是
也
。
然
也
只
是
說
到
義
。
義
以
上
更

難
說
、
在
人
自
看
如
何
。
此
意
如
何
看
。
曰
、
此
如
有
人
犯
一
罪
、
性
之
剛

者
以
爲
可
誅
、
性
之
寬
者
以
爲
可
恕
、
概
之
以
義
、
皆
未
是
合
宜
。
此
則
全

在
權
量
之
精
審
、
然
後
親
審
不
差
。
欲
其
權
量
精
審
、
是
他
平
日
涵
養
本
原
、

此
心
虛
明
純
一
、
自
然
權
量
精
審
。
伊
川
常
云
、
敬
以
直
內
、
則
義
以
方
外
。

義
以
爲
質
、
則
禮
以
行
之
。」

（
２
）�「
自
體
察
看
」　

自
ら
體
驗
し
て
み
る
。「
看
」
は
、動
詞
の
後
ろ
に
用
い
て
、

～
し
て
み
る
の
意
を
表
す
。『
語
類
』卷
五
、四
五
条
、林
學
蒙
錄（
Ⅰ88

）「
心

雖
是
一
物
、
却
虛
、
故
能
包
含
萬
理
。
這
箇
要
人
自
體
察
始
得
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
六
三



（
３
）�「
心
下
」　

心
の
中
。『
語
類
』
巻
九
、五
五
条
、
葉
賀
孫
錄
（
Ⅰ156

）「
如

適
來
説
克
己
、
伊
川
只
説
箇
敬
。
今
人
也
知
道
敬
、
只
是
不
常
如
此
。
常
常

如
此
、
少
間
自
見
得
是
非
道
理
分
明
。
若
心
下
有
些
子
不
安
穩
、
便
不
做
。

到
得
更
有
一
項
心
下
習
熟
底
事
、
自
以
為
安
、
外
來
卒
未
相
入
底
、
又
不
安
。

這
便
將
前
聖
所
説
道
理
、
所
做
樣
所
子
、
看
教
心
下
是
非
分
明
。」

（
４
）�「
惻
隱
、
羞
惡
、
是
非
、
辭
遜
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「 

惻
隱 

之
心
。

仁
之
端
也
。 

羞
惡 

之
心
。義
之
端
也
。 

辭
讓 

之
心
。禮
之
端
也
。 

是
非
之
心
。

智
之
端
也
。」「
辭
遜
」
は
「
辞
譲
」
と
同
じ
。

（
５
）�「
差
」　

は
ず
れ
る
。『
語
類
』
卷
三
一
、一
五
条
、葉
賀
孫
錄
（
Ⅲ783

）「
正

卿
問
、
集
注
不
知
其
仁
也
、
云
、
雖
顏
子
之
賢
、
猶
不
能
不
違
於
三
月
之
後
、

如
何
。
曰
、
不
是
三
月
以
後
一
向
差
去
、
但
於
這
道
理
久
後
、
略
斷
一
斷
、

便
接
續
去
。
只
是
有
些
子
差
、
便
接
了
。
若
無
些
子
閒
斷
、
便
全
是
天
理
、

便
是
聖
人
。」

（
６
）�「
四
海
九
州
」　

全
世
界
。『
礼
記
』
礼
器
「
大
饗
其
王
事
與
、
三
牲
魚
腊
、

四
海
九
州
之
美
味
也
。」

（
７
）�

無
遠
無
近　

ど
こ
も
か
し
こ
と
。『
毛
詩
』小
雅「
皇
皇
者
華
」「
皇
皇
者
華
、

于
彼
原
隰
。」
毛
注
：
忠
臣
奉
使
、
能
光
君
命
、
無
遠
無
近
、
如
華
不
以
高

下
易
其
色
。
鄭
箋
云
：
無
遠
無
近
、
維
所
之
則
然
。」

（
８
）�「
小
兒
子
」　

小
さ
い
子
供
。「
小
兒
」
と
も
。『
語
類
』
卷
七
、一
三
条
、
陳

淳
錄
（
Ⅰ126

）「
天
命
、
非
所
以
教
小
兒
、
敎
小
兒
只
説
箇
義
理
大
概
、

只
眼
前
事
或
以
灑
掃
應
對
之
類
、
作
段
子
亦
可
。
毎
嘗
疑
曲
禮
衣
毋
撥
、
足

毋
蹶
、
將
上
堂
、
聲
必
揚
、
將
入
戸
、
視
必
下
、
等
協
韻
處
、
皆
是
古
人
初

敎
小
兒
語
。
列
女
傳
孟
母
又
添
兩
句
、
曰
、
將
入
門
、
問
孰
存
。」
同
卷
七
、

一
五
条
、黃
義
剛
錄
（
Ⅰ126

）「
先
生
初
令
義
剛
訓
二
三
小
子
。
見
敎
、曰
、

授
書
莫
限
長
短
、
但
文
理
斷
處
便
住
。
若
文
勢
未
斷
者
、
雖
多
授
數
行
、
亦

不
妨
。
蓋
兒
時
讀
書
、
終
身
改
口
不
得
。
嘗
見
人
敎
兒
讀
書
限
長
短
、
後
來

長
大
後
、
都
念
不
轉
。
如
訓
詁
、
則
當
依
古
注
。
問
。
向
來
承
敎
、
謂
小
兒

子
讀
書
、
未
須
把
近
代
解
説
底
音
訓
敎
之
、
却
不
知
解
與
他
時
如
何
。
若
依

古
注
、
恐
他
不
甚
曉
。
曰
、
解
時
却
須
正
説
、
始
得
。
若
大
段
小
底
、
又
却

只
是
粗
義
、
自
與
古
注
不
相
背
了
。」

（
９
）�「
講
學
」　
『
礼
記
』「
禮
運
」「
故
人
情
者
、
聖
王
之
田
也
。
脩
禮
以
耕
之
、

陳
義
以
種
之
、
講
學
以
耨
之
、
本
仁
以
聚
之
、
播
樂
以
安
之
。」『
左
伝
』
昭

公
七
年
「
九
月
、
公
至
自
楚
。
孟
僖
子
病
不
能
相
禮
、
乃
講
學
之
、
苟
能
禮

者
從
之
。」

11
条

　

光
祖
問
。「
主
一
無
適
」
與
「
整
齊
嚴
肅
」
不
同
否
。

　

曰
。
如
何
有
兩
樣
、
只
是
箇
敬
。
極
而
至
於
堯
舜
、
也
只
常
常
是
箇
敬
。
若
語

言
不
同
、自
是
那
時
就
那
事
説
、自
應
如
此
。
且
如『
大
學
』『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』

都
説
敬
、『
詩
』
也
『
書
』
也
『
禮
』
也
、亦
都
説
敬
。
各
就
那
事
上
説
得
改
頭
換
面
、

要
之
、
只
是
箇
敬
。

　

又
曰
。
或
人
問
「
出
門
、使
民
時
是
敬
、未
出
門
、使
民
時
是
如
何
」、伊
川
答
「
此

儼
若
思
時
也
」。
要
知
這
兩
句
只
是
箇
「
毋
不
敬
」。
又
須
要
問
未
出
門
、
使
民
時

是
如
何
、
這
又
何
用
問
、
這
自
可
見
。
如
未
出
門
、
使
民
時
、
是
這
箇
敬
、
當
出

門
、
使
民
時
、
也
只
是
這
箇
敬
、
到
得
出
門
、
使
民
了
、
也
只
是
如
此
。『
論
語
』

京
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如
此
樣
儘
有
、
最
不
可
如
此
看
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
不
同
否
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
不
」
の
前
に
「
有
」
字
あ
り
。

○
「
只
是
箇
敬
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
改
頭
換
面
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
、「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
又
須
要
問
」　

萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
、「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
當
出
門
、
使
民
時
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
門
」
の
後
ろ
に
「
時
」
字
あ
り
。

○�

「
也
只
是
如
此
、論
語
如
此
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
也
只
是
（
如
論
此
語
）

如
此
」（
カ
ッ
コ
内
は
双
行
小
字
）
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

曽
光
祖
が
質
問
す
る
。「（
程
頤
の
）「
主
一
無
適
」
と
「
整
齊
嚴
肅
」
と
は
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。」

　
（
先
生
が
）お
っ
し
ゃ
る
。「
ど
う
し
て
二
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、（
ど
ち
ら
も
）

つ
ま
り
敬
の
こ
と
だ
。
上
は
堯
舜
に
い
た
る
ま
で
、
や
は
り
常
に
敬
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
た
の
だ
。（
敬
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
）
言
葉
に
違
い
が
あ
る
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
に
即
し
て
説
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
な

る
の
も
当
然
だ
。
例
え
ば
、『
大
学
』『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
は
い
ず
れ
も
敬

に
つ
い
て
い
い
、『
詩
』
も
『
書
』
も
『
礼
』
も
す
べ
て
敬
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
（
書
物
の
）
内
容
に
従
っ
て
述
べ
て
表
現
は
違
う
が
、
要

す
る
に
、
敬
の
こ
と
（
を
い
っ
て
い
る
の
）
だ
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
あ
る
人
が（
程
伊
川
に
、『
論
語
』顔
淵
篇
に
関
し
て
）「
門

を
出
る
と
き
、
人
民
を
使
役
す
る
と
き
は
敬
で
あ
り
ま
す
が
、
で
は
門
を
出
る
前
、

人
民
を
使
役
し
な
い
と
き
は
、ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
た
の
に
、伊
川
は
「
そ

れ
は
（『
礼
記
』
曲
礼
の
）「
儼
な
る
こ
と
思
う
が
若
し
」
の
場
合
だ
」
と
答
え
た
。

こ
の
両
句
（「
未
出
門
、
使
民
時
」）
は
と
も
に
（『
礼
記
』
曲
礼
の
）「
敬
せ
ざ
る

毋
か
れ
」と
い
う
こ
と
だ
と
分
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
な
の
に
、「
門
を
出
る
前
、

民
を
使
役
し
な
い
と
き
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
問
お
う
と
す
る
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
ど
う
し
て
尋
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
自
明
の
こ
と
だ
。
ま

だ
、
門
を
出
る
前
や
民
を
使
役
し
な
い
と
き
も
敬
で
あ
る
し
、
門
を
出
る
ち
ょ
う

ど
そ
の
時
や
民
を
使
役
し
て
い
る
時
も
や
は
り
敬
で
あ
る
し
、
門
を
出
た
後
や
民

を
使
役
し
お
わ
っ
た
後
も
や
は
り
こ
の
よ
う
（
に
敬
で
あ
る
べ
き
）
だ
。『
論
語
』

に
は
こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
に
（
文
字
通
り
に
「
出
門
、

使
民
」
の
時
だ
け
敬
で
あ
る
と
）
理
解
し
て
は
い
け
な
い
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
光
祖
」　

朱
子
に
関
係
す
る
「
光
祖
」
に
は
三
人
い
る
が
、
こ
こ
は
曽
興

宗
（
一
一
四
六
～
一
二
一
二
）
の
こ
と
で
、光
祖
は
そ
の
字
。
田
中
謙
二
「
朱

門
弟
子
師
事
年
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
、
汲
古
書
院
、
二

〇
〇
一
年
）、
一
八
〇
～
一
八
三
頁
、
お
よ
び
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』（
台
湾

学
生
書
局
、
一
九
八
二
年
）、
二
三
八
～
二
三
九
頁
。『
語
類
』
巻
一
四
、
八

二
条
に
既
出
。『
語
類
』
に
お
け
る
曽
興
宗
に
関
す
る
記
録
は
、
葉
賀
孫
お

よ
び
黄
義
剛
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

（
２
）�「
主
一
無
適
與
整
齊
嚴
肅
」　
『
大
学
或
問
』「
曰
。
然
則
所
謂
敬
者
、
又
若

何
而
用
力
耶
。
曰
。
程
子
於
此
、
嘗
以
主
一
無
適
言
之
矣
、
嘗
以
整
齊
嚴
肅

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
六
五



言
之
矣
。
至
其
門
人
謝
氏
之
説
、
則
又
有
所
謂
常
惺
惺
法
者
焉
、
尹
氏
之
説
、

則
又
有
所
謂
其
心
收
斂
不
容
一
物
者
焉
。
觀
是
數
説
、
足
以
見
其
用
力
之
方

矣
。
曰
。
敬
之
所
以
爲
學
之
始
者
、然
矣
。
其
所
以
爲
學
之
終
也
、奈
何
。
曰
。

敬
者
、
一
心
之
主
宰
而
萬
事
之
本
根
也
。
知
其
所
以
用
力
之
方
、
則
知
小
學

之
不
能
無
賴
於
此
以
爲
始
。
知
小
學
之
賴
此
以
始
、
則
夫
大
學
之
不
能
無
賴

乎
此
以
爲
終
者
、
可
以
一
以
貫
之
而
無
疑
矣
。
蓋
此
心
既
立
、
由
是
格
物
致

知
、
以
盡
事
物
之
理
、
則
所
謂
尊
德
性
而
道
問
學
。
由
是
誠
意
正
心
、
以
修

其
身
、
則
所
謂
先
立
其
大
者
而
小
者
不
能
奪
。
由
是
齊
家
治
國
、
以
及
乎
天

下
、
則
所
謂
修
己
以
安
百
姓
、
篤
恭
而
天
下
平
。
是
皆
未
始
一
日
而
離
乎
敬

也
。
然
則
敬
之
一
字
、
豈
非
聖
學
始
終
之
要
也
哉
。」『
河
『
程
氏
遺
書
』
巻

一
五
「
主
一
無
適
、
敬
以
直
内
、
便
有
浩
然
之
氣
。
浩
然
須
要
實
識
得
他
剛

大
。
直
不
習
、
無
不
利
。」
同
・
同
「
閑
邪
則
固
一
矣
。
然
主
一
則
不
消
言

閑
邪
。
有
以
一
為
難
見
不
可
下
工
夫
如
何
。
一
者
無
他
、
只
是
整
齊
嚴
肅
、

則
心
便
一
、
一
則
自
是
無
非
僻
之
奸
。
此
意
但
涵
養
久
則
天
理
自
然
明
。」

（
３
）�「
極
而
至
於
堯
舜
、
也
只
常
常
是
箇
敬
」　

巻
七
、
一
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

126

）「
器
遠
前
夜
説
。「
敬
當
不
得
小
學
。」
某
看
來
、
小
學
却
未
當
得
敬
。

敬
已
是
包
得
小
學
。
敬
是
徹
上
徹
下
工
夫
。
雖
做
得
聖
人
田
地
、
也
只
放
下

這
敬
不
得
。
如
堯
舜
也
終
始
是
一
箇
敬
。
如
説
「
欽
明
文
思
」、
頌
堯
之
德
、

四
箇
字
獨
將
這
箇
「
敬
」
做
擗
初
頭
。
如
説
「
恭
己
正
南
面
而
已
」、如
説
「
篤

恭
而
天
下
平
」、
皆
是
。」

（
４
）�「
且
如
『
大
學
』『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
都
説
敬
、『
詩
』
也
『
書
』
也

『
禮
』
也
、
亦
都
説
敬
」　
「
敬
」
は
朱
子
学
に
お
け
る
重
要
概
念
で
あ
る
。

朱
子
の
居
敬
説
は
、
四
十
歳
ご
ろ
に
確
立
し
た
と
さ
れ
、
李
侗
か
ら
継
承
し

た
、
静
坐
を
重
視
し
、
未
発
の
状
態
で
理
を
体
得
す
る
方
法
と
、
張
栻
か
ら

影
響
を
受
け
た
、
已
発
時
の
省
察
を
重
視
す
る
方
法
を
統
合
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。（
友
枝
龍
太
郎
『
朱
子
の
思
想
形
成
』、
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
、

第
一
章
）『
語
類
』
巻
一
二
で
は
、朱
子
は
、経
書
に
お
い
て
伝
統
的
に
「
敬
」

が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、
特
に
、
目
的
語
を
伴
わ
ず
に
単
独
で
用

い
ら
れ
る
「
敬
」
が
重
視
さ
れ
て
き
た
と
説
く
。
巻
一
二
、
七
三
条
、
沈
僩

録
（
Ⅰ207

）「
因
歎
敬
字
工
夫
之
妙
。
聖
學
之
所
以
成
始
成
終
者
、皆
由
此
、

故
曰
『
修
己
以
敬
。』
…
或
曰
。
自
秦
漢
以
來
、
諸
儒
皆
不
識
這
敬
字
、
直

至
程
子
方
説
得
親
切
、
學
者
知
所
用
力
。
曰
。
程
子
説
得
如
此
親
切
了
、
近

世
程
沙
隨
猶
非
之
、
以
爲
聖
賢
無
單
獨
説
敬
字
時
、
只
是
敬
親
、
敬
君
、
敬

長
、方
着
箇
敬
字
。
全
不
成
説
話
。
聖
人
説
『
修
己
以
敬
』、曰
『
敬
而
無
失
』、

曰
『
聖
敬
日
躋
』、
何
嘗
不
單
獨
説
來
。
若
説
有
君
、
有
親
、
有
長
時
用
敬
、

則
無
君
親
、無
長
之
時
、將
不
敬
乎
。
都
不
思
量
、只
是
信
口
胡
説
。」
ま
た
、

諸
経
が
説
く
「
敬
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
通
り
、「
敬
」
字
が
直
接

言
及
さ
れ
て
い
る
場
合
に
加
え
て
、
経
文
中
に
「
敬
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い

な
く
と
も
、
朱
子
学
に
お
い
て
「
敬
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
が
存

在
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「『
詩
』
云

「
穆
穆
文
王
、
於
緝
熙
敬
止
。」
爲
人
君
、
止
於
仁
、
爲
人
臣
、
止
於
敬
、
爲

人
子
、
止
於
孝
、
爲
人
父
、
止
於
慈
、
與
國
人
交
、
止
於
信
。」『
論
語
』「
泰

伯
」「
詩
云
。
戰
戰
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
冰
。」（『
語
類
』
巻
三
五
、

二
二
条
、
張
洽
録
（
Ⅲ913

）「
曾
子
曰
。「
戰
戰
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履

薄
冰
」、
此
乃
敬
之
法
。」）
同
「
顔
淵
」「（
子
夏
曰
）
君
子
敬
而
無
失
、
與

人
恭
而
有
禮
。
四
海
之
内
、皆
兄
弟
也
。
君
子
何
患
乎
無
兄
弟
也
。」朱
注「
既

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
六
六



安
於
命
、
又
當
修
其
在
己
者
。
故
又
言
苟
能
持
己
以
敬
而
不
間
斷
、
接
人
以

恭
而
有
節
文
、
則
天
下
之
人
皆
愛
敬
之
、
如
兄
弟
矣
。」
同
「
憲
問
」「
子
路

問
君
子
。
子
曰
。
脩
己
以
敬
。
曰
。
如
斯
而
已
乎
。
曰
。
脩
己
以
安
人
。
曰
。

如
斯
而
已
乎
。
曰
。
脩
己
以
安
百
姓
。
脩
己
以
安
百
姓
、
堯
舜
其
猶
病
諸
。」

『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
放
其
心
而
不
知
求
、
哀
哉
。」（『
語
類
』
巻
一
二
、

八
〇
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ209

）「
人
只
是
要
求
放
心
。
何
者
爲
心
。
只
是

箇
敬
。
人
才
敬
時
、這
心
便
在
身
上
了
。」）『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
道
也
者
、

不
可
須
臾
離
也
、
可
離
非
道
也
。
是
故
君
子
戒
愼
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其

所
不
聞
。」
朱
注
「
…
是
以
君
子
之
心
常
存
敬
畏
、
雖
不
見
聞
、
亦
不
敢
忽
、

所
以
存
天
理
之
本
然
、而
不
使
離
於
須
臾
之
頃
也
。」『
詩
集
伝
』
巻
二
十
「
商

頌
」「
長
発
」「
帝
命
不
違
、
至
于
湯
齊
。
湯
降
不
遲
、
聖
敬
日
躋
。
昭
假
遲

遲
、
上
帝
是
祗
、
帝
命
式
于
九
圍
。」
集
傳
「
賦
也
。
湯
齊
之
義
、
未
詳
。

蘇
氏
曰
、至
湯
而
王
業
成
、與
天
命
會
也
。
降
、猶
生
也
。
遲
遲
、久
也
。
祗
、

敬
。
式
、
法
也
。
九
圍
、
九
州
也
。
商
之
先
祖
、
既
有
明
德
、
天
命
未
嘗
去

之
、
以
至
於
湯
。
湯
之
生
也
、
應
期
而
降
、
適
當
其
時
、
其
聖
敬
又
日
躋
升
、

以
至
昭
假
于
天
、
久
而
不
息
、
惟
上
帝
是
敬
。
故
帝
命
之
、
使
爲
法
於
九
州

也
。」『
礼
記
』「
曲
礼
」
上
「
曲
禮
曰
、
毋
不
敬
、
儼
若
思
、
安
定
辭
、
安

民
哉
。」『
礼
記
集
説
』
巻
一
「
新
安
朱
氏
曰
。
毋
不
敬
、
是
統
言
主
宰
處
。

儼
若
思
、
敬
者
之
貌
也
。
安
定
辭
、
敬
者
之
言
也
。
安
民
哉
、
敬
者
之
效
也
。

若
只
以
事
無
過
擧
可
以
安
民
為
説
、
則
氣
象
淺
迫
、
無
含
蓄
也
。」

（
５
）�「
改
頭
換
面
」　

表
現
や
形
式
は
変
わ
る
が
、
実
質
・
中
身
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
。「
改
頭
換
尾
」
と
も
い
う
。
早
く
は
唐
代
の
仏
教
関
係
の
語
彙
に
見

え
る
。『
寒
山
詩
』「
可
畏
輪
廻
苦
、
往
復
似
翻
塵
。
蟻
巡
環
未
息
、
六
道
亂

紛
紛
。
改
頭
換
面
孔
、
不
離
舊
時
人
。
速
了
黒
暗
獄
、
無
令
心
性
昏
。」『
語

類
』
巻
一
〇
九
、
一
二
条
、
沈
僩
録
（
Ⅶ2693

）「
今
人
作
經
義
、
正
是
醉

人
説
話
。
只
是
許
多
説
話
改
頭
換
面
、
説
了
又
説
、
不
成
文
字
。」

（
６
）�「
或
人
問
、
出
門
、
使
民
時
是
敬
、
未
出
門
、
使
民
時
是
如
何
、
伊
川
答
、

此
儼
若
思
時
也
」　
『
論
語
』「
顔
淵
」
の
仁
に
つ
い
て
の
、
程
子
と
そ
の
門

人
に
よ
る
議
論
。『
河
『
程
氏
遺
書
』
巻
六
、
一
八
に
見
え
、『
論
語
集
注
』

に
も
引
か
れ
る
。『
論
語
』「
顔
淵
」「
仲
弓
問
仁
。
子
曰
。
出
門
如
見
大
賓
、

使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。
仲
弓

曰
。
雍
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。」
朱
注
「
程
子
曰
。
…
或
問
。
出
門
使
民

之
時
、
如
此
可
也
。
未
出
門
使
民
之
時
、
如
之
何
。
曰
。
此
儼
若
思
時
也
、

有
諸
中
而
後
見
於
外
。
觀
其
出
門
使
民
之
時
、
其
敬
如
此
、
則
前
乎
此
者
敬

可
知
矣
。
非
因
出
門
使
民
、然
後
有
此
敬
也
。」「
儼
若
思
」
は
『
礼
記
』「
曲

礼
上
」
の
語
。
本
条
の
前
注
（
４
）
を
参
照
。

（
７
）�「
要
知
這
兩
句
只
是
箇
毋
不
敬
」　
「
這
兩
句
」
は
「
未
出
門
、
使
民
時
」
を

指
す
。「
出
門
使
民
時
」
は
有
事
（
已
発
）、「
未
出
門
使
民
時
」
は
無
事
（
未

発
）
に
相
当
す
る
。「
毋
不
敬
」
は
、「
無
事
の
時
も
敬
せ
ざ
る
毋
し
」
の
意

で
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
本
巻
一
四
条
の
「
大
抵
敬
有
二
。
有
未
發
、有
已
發
。

所
謂
毋
不
敬
、
事
思
敬
、
是
也
。」
を
参
照
。

（
８
）�「
又
須
要
問
未
出
門
、
使
民
時
是
如
何
」　
「
須
要
」
は
「
ど
う
し
て
も
…
し

よ
う
と
す
る
」「
無
理
に
…
し
よ
う
と
す
る
」
の
意
味
。
巻
一
六
、一
七
九
条
、

注
（
８
）
を
参
照
。

（
９
）�「『
論
語
』
如
此
樣
儘
有
、
最
不
可
如
此
看
」　
「
儘
」
は
、「
盡
」
と
同
じ

く
「
す
べ
て
」
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
現
代
漢
語
の
「
盡
管
」「
雖
然
」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
六
七



と
同
じ
く
、「
…
で
は
あ
る
が
」
の
意
。
巻
一
二
五
、三
〇
条
、林
夔
孫
録
（
Ⅷ

2994-2995

）「
問
。『
老
子
』
之
言
、
似
有
可
取
處
。
曰
。
它
做
許
多
言
語
、

如
何
無
可
取
。
如
佛
氏
亦
儘
有
可
取
、
但
歸
宿
門
戸
都
錯
了
。」「
最
不
可
」

は
「
決
し
て
…
し
て
は
い
け
な
い
」。
巻
一
六
、
一
七
六
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅱ

352
）「
讀
書
專
留
意
小
處
、
失
其
本
領
所
在
、
最
不
可
。」

巻
一
七

12
条

　

或
問
整
齊
嚴
肅
與
嚴
威
儼
恪
之
別
。
曰
。
只
一
般
。
整
齊
嚴
肅
雖
非
敬
、
然
所

以
爲
敬
也
。
嚴
威
儼
恪
、
亦
是
如
此
。　

燾

〔
校
勘
〕

○
本
条
は
、
朝
鮮
古
写
本
の
本
巻
に
は
収
録
せ
ず
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
、（
程
頤
の
）「
整
斉
厳
粛
」
と
（『
礼
記
』
の
）「
厳
威
儼
恪
」
の
違

い
に
つ
い
て
質
問
し
た
。（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
同
じ
だ
。
整
斉
厳
粛
は
敬

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、敬
を
行
う
た
め
の
手
段
で
あ
る
。厳
威
儼
恪
も
そ
う
だ
。」

　

呂
燾
録

〔
注
〕

（
１
）�「
嚴
威
儼
恪
」　
『
礼
記
』「
祭
義
」「
孝
子
之
有
深
愛
者
、
必
有
和
氣
。
有
和

氣
者
、
必
有
愉
色
。
有
愉
色
者
、
必
有
婉
容
。
孝
子
如
執
玉
、
如
奉
盈
、
洞

洞
屬
屬
然
如
弗
勝
、
如
將
失
之
。
嚴
威
儼
恪
、
非
所
以
事
親
也
、
成
人
之
道

也
。」
孔
穎
達
疏
「
嚴
威
儼
恪
非
所
以
事
親
也
者
、
嚴
謂
嚴
肅
、
威
謂
威
重
、

儼
謂
儼
正
、
恪
謂
恭
敬
。」

（
２
）「
一
般
」　

同
じ
。
現
代
漢
語
の
「
一
様
」。

（
３�

）「
整
齊
嚴
肅
雖
非
敬
、
然
所
以
爲
敬
也
、
嚴
威
儼
恪
、
亦
是
如
此
」　
「
整
齊

嚴
肅
」
や
「
嚴
威
儼
恪
」
は
威
儀
を
正
す
こ
と
で
あ
り
、
敬
そ
の
も
の
で
は

な
い
が
、
敬
を
行
う
手
段
と
な
る
、
と
す
る
考
え
は
、
程
頤
の
説
を
承
け
た

も
の
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
嚴
威
儼
恪
、
非
敬
之
道
、
但
致
敬
須
自

此
入
。」

13
条

　

問
。
上
蔡
説
「
敬
者
、
常
惺
惺
法
也
」、
此
説
極
精
切
。
曰
。
不
如
程
子
「
整

齊
嚴
肅
」
之
説
爲
好
。
蓋
人
能
如
此
、
其
心
即
在
此
、
便
惺
惺
。
未
有
外
面
整
齊

嚴
肅
而
内
不
惺
惺
者
。
如
人
一
時
間
外
面
整
齊
嚴
肅
、
便
一
時
惺
惺
、
一
時
放
寬

了
、
便
昏
怠
也
。

　

祖
道
曰
。
此
箇
是
氣
。
須
是
氣
清
明
時
、
便
整
齊
嚴
肅
。
昏
時
便
放
過
了
、
如

何
捉
得
定
。

　

曰
。「
志
者
、氣
之
帥
也
」、此
只
當
責
志
。『
孟
子
』
曰
「
持
其
志
、毋
暴
其
氣
」、

若
能
持
其
志
、
氣
自
清
明
。

　

或
曰
。
程
子
曰
「
學
者
爲
習
所
奪
、
氣
所
勝
、
只
可
責
志
」、
又
曰
「
只
這
箇

京
都
府
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学
学
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也
是
私
、
學
者
不
恁
地
不
得
」、
此
説
如
何
。

　

曰
。
渉
於
人
爲
、
便
是
私
。
但
學
者
不
如
此
、
如
何
著
力
。
此
程
子
所
以
下
面

便
放
一
句
云
「
不
如
此
不
得
」
也
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

○
「
便
惺
惺
」　

朝
鮮
整
版
本
、「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
外
面
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
面
」
を
「
靣
」

に
作
る
。

○
「
祖
道
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○�

「
須
是
氣
清
明
」　

萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
須
」を「
湏
」に
作
る
。

○
「
曰
志
者
氣
之
帥
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
の
前
に
「
先
生
」
の
二
字
あ
り
。

○
「
或
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○
「
又
曰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○
「
曰
渉
於
人
爲
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
の
前
に
「
先
生
」
の
二
字
あ
り
。

○�

「
如
何
著
力
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○
「
下
面
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
放
一
句
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
放
」
を
「
救
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
謝
上
蔡
は
「
敬
と
は
、
常
に
惺
惺
（
目
ざ
め
て
い
る
）
た
め
の
方
法

で
あ
る
」と
い
い
ま
す
が
、こ
の
説
は
非
常
に
ぴ
た
り
と
言
い
あ
て
て
い
ま
す
ね
。」

（
先
生
が
）お
っ
し
ゃ
る
。「
程
子
の「
整
斉
厳
粛
」の
説
が
よ
い
の
に
は
及
ば
な
い
。

思
う
に
、
人
が
そ
の
よ
う
に
（
整
斉
厳
粛
）
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
心
は
こ
こ

に
（
し
っ
か
り
と
）
あ
っ
て
、
つ
ま
り
惺
惺
な
の
だ
。
外
面
は
整
斉
厳
粛
で
あ
る

の
に
内
面
は
惺
惺
で
な
い
と
い
う
人
は
い
な
い
。
も
し
あ
る
時
間
の
間
、
外
面
が

整
斉
厳
粛
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
間
の
間
は
（
内
面
も
）
惺
惺
な
の
で
あ
り
、
あ
る

時
間
の
間
、（
外
面
が
）
緩
ん
で
い
れ
ば
、（
そ
の
時
間
の
間
は
内
面
も
）
昏
迷
し

て
怠
け
て
い
る
の
だ
。」

　
（
私
）
祖
道
が
い
う
。「
そ
れ
は
気
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
気
が
清
明
で
あ
る
と

き
は
、（
外
貌
も
）
整
斉
厳
粛
と
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、（
気
が
）
昏
濁
し
て
（
外

貌
も
）
放
縦
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
一
体
ど
う
し
た
ら
（
気
を
）
捕
捉
し
て
安

定
さ
せ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

　
（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「（『
孟
子
』
に
）「
志
な
る
者
は
、
気
の
帥
な
り
」

と
い
う
が
、
こ
れ
は
（
程
子
の
い
う
よ
う
に
）「
志
を
責
め
る
」（
志
の
責
任
を
追

及
す
る
）
べ
き
で
あ
る
。『
孟
子
』
に
「
其
の
志
を
持
し
、
其
の
気
を
暴
す
る
毋

か
れ
」
と
い
う
が
、
志
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
て
い
れ
ば
、
気
は
自
然
と
清
明
に

な
る
の
だ
。」

　

あ
る
者
が
質
問
し
た
。「
程
子
は
、「
学
ぶ
者
が
、
習
に
流
さ
れ
て
、
気
に
圧
倒

さ
れ
る
の
は
、
志
を
責
め
る
べ
き
だ
」
と
い
い
、
ま
た
「（『
孟
子
』
の
「
其
の
志

を
持
す
」
に
つ
い
て
）
こ
れ
も
や
は
り
私
で
あ
る
が
、
学
ぶ
者
は
こ
の
よ
う
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　
（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
人
為
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り

私
だ
。
し
か
し
、
学
ぶ
者
は
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
力
を
注
ぐ
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。
だ
か
ら
程
子
は
下
文
に
「
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
の
一
句
を
加
え
た
の
だ
。」　

曽
祖
道
録

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
六
九



〔
注
〕

（
１
）�

上
蔡
説
「
敬
者
、
常
惺
惺
法
也
」　
『
上
蔡
語
録
』
巻
二
「
敬
是
常
惺
惺
法
、

心
齋
是
事
事
放
下
、
其
理
不
同
。」

（
２
）�「
一
時
間
」　

短
い
時
間
。
あ
る
一
定
の
時
間
。
巻
一
六
、五
六
条
、
林
夔
孫

録
（
Ⅱ325

）「
問
表
裏
。
…
又
説
「
裏
」
字
云
。「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
。」

此
箇
道
理
、
不
惟
一
日
間
離
不
得
、
雖
一
時
間
亦
離
不
得
、
以
至
終
食
之
頃

亦
離
不
得
。」

（
３
）�「
氣
清
明
時
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
其
所
以
放
其
良
心
者
、
亦
猶
斧
斤

之
於
木
也
、
旦
旦
而
伐
之
、
可
以
爲
美
乎
。
其
日
夜
之
所
息
、
平
旦
之
氣
、

其
好
惡
與
人
相
近
也
者
幾
希
、則
其
旦
晝
之
所
爲
、有
梏
亡
之
矣
。」
朱
注
「
良

心
者
、
本
然
之
善
心
、
即
所
謂
仁
義
之
心
也
。
平
旦
之
氣
、
謂
未
與
物
接
之

時
、
清
明
之
氣
也
。」

（
４
）�「
放
過
」　

放
縦
で
あ
る
こ
と
、
い
い
加
減
で
あ
る
さ
ま
。『
語
類
』
巻
九
、

七
九
条
、董
銖
録
（
Ⅰ159

）「
自
家
既
有
此
身
、必
有
主
宰
。
理
會
得
主
宰
、

然
後
隨
自
家
力
量
、
窮
理
格
物
、
而
合
做
底
事
不
可
放
過
些
子
。」

（
５
）�「
捉
得
定
」　
「
定
」
は
、
動
作
の
固
定
・
確
実
性
を
表
す
助
字
で
、
現
代
漢

語
の
「
住
」
に
同
じ
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』、
二
二
〇
頁
。

（
６
）�「
志
者
、
氣
之
帥
也
」「『
孟
子
』
曰
「
持
其
志
、
毋
暴
其
氣
」」　

い
ず
れ
も

『
孟
子
』
の
語
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
曰
。
敢
問
夫
子
之
不
動
心
、
與

告
子
之
不
動
心
、
可
得
聞
與
。
告
子
曰
「
不
得
於
言
、
勿
求
於
心
。
不
得
於

心
、
勿
求
於
氣
。」
不
得
於
心
、
勿
求
於
氣
、
可
。
不
得
於
言
、
勿
求
於
心
、

不
可
。
夫
志
、氣
之
帥
也
。
氣
、體
之
充
也
。
夫
志
至
焉
、氣
次
焉
。
故
曰「
持

其
志
、
無
暴
其
氣
」。」
朱
注
「
此
一
節
、
公
孫
丑
之
問
。
孟
子
誦
告
子
之
言
、

又
斷
以
己
意
而
告
之
也
。
告
子
謂
於
言
有
所
不
達
、
則
當
舍
置
其
言
、
而
不

必
反
求
其
理
於
心
。
於
心
有
所
不
安
、
則
當
力
制
其
心
、
而
不
必
更
求
其
助

於
氣
、
此
所
以
固
守
其
心
而
不
動
之
速
也
。
孟
子
既
誦
其
言
而
斷
之
曰
、
彼

謂
不
得
於
心
而
勿
求
諸
氣
者
、
急
於
本
而
緩
其
末
、
猶
之
可
也
。
謂
不
得
於

言
而
不
求
諸
心
、
則
既
失
於
外
、
而
遂
遺
其
内
、
其
不
可
也
必
矣
。
然
凡
曰

可
者
，
亦
僅
可
而
有
所
未
盡
之
辭
耳
。
若
論
其
極
、
則
志
固
心
之
所
之
、
而

爲
氣
之
將
帥
。
然
氣
亦
人
之
所
以
充
滿
於
身
、
而
爲
志
之
卒
徒
者
也
。
故
志

固
爲
至
極
、
而
氣
即
次
之
。
人
固
當
敬
守
其
志
、
然
亦
不
可
不
致
養
其
氣
。

蓋
其
内
外
本
末
、
交
相
培
養
。
此
則
孟
子
之
心
所
以
未
嘗
必
其
不
動
、
而
自

然
不
動
之
大
略
也
。」

（
７�

）「
程
子
曰
、
學
者
爲
習
所
奪
、
氣
所
勝
、
只
可
責
志
」　
『
河
『
程
氏
遺
書
』

巻
一
五
「
學
者
、
爲
氣
所
勝
、
習
所
奪
、
只
可
責
志
。」

（
８�

）「
又
曰
、
只
這
箇
也
是
私
、
學
者
不
恁
地
不
得
」　
『
程
氏
外
書
』
巻
八
「
因

論
「
持
其
志
」、
先
生
曰
。
只
這
箇
也
是
私
。
然
學
者
不
恁
地
不
得
。」

（
９
）「
著
力
」　

努
力
す
る
こ
と
。
力
を
尽
く
す
こ
と
。

14
条

　

因
看
涪
陵
記
善
録
、
問
。
和
靖
説
敬
、
就
整
齊
嚴
肅
上
做
、
上
蔡
却
云
是
惺
惺

法
、
二
者
如
何
。

　

厚
之
云
。
先
由
和
靖
之
説
、方
到
上
蔡
地
位
。
曰
。
各
有
法
門
。
和
靖
是
持
守
、

上
蔡
却
不
要
如
此
、
常
要
喚
得
醒
。
要
之
、
和
靖
底
是
上
蔡
底
。
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橫
渠
曰
。
易
曰
敬
以
直
内
、
伊
川
云
主
一
、
却
與
和
靖
同
。
大
抵
敬
有
二
、
有

未
發
、
有
已
發
、
所
謂
「
毋
不
敬
」、「
事
思
敬
」、
是
也
。

　

曰
。
雖
是
有
二
、
然
但
一
本
、
只
是
見
於
動
靜
有
異
。
學
者
須
要
常
流
通
無
間
。

　

又
、
如
和
靖
之
説
固
好
、
但
不
知
集
義
、
又
却
欠
工
夫
。

　

曰
。
亦
是
渠
才
氣
去
不
得
、
只
得
如
此
。
大
抵
有
體
無
用
、
便
不
渾
全
。

　

又
問
。
南
軒
説
敬
、
常
云
義
已
森
然
於
其
中
。
曰
。
渠
好
如
此
説
、
如
仁
智
動

靜
之
類
、
皆
然
。　

可
學

〔
校
勘
〕

○
「
橫
渠
曰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
渠
」
を
「
某
」
に
作
る
。

○
「
曰
雖
是
有
二
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
の
前
に
「
先
生
」
の
二
字
あ
り
。

○
「
可
學
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
學
」
を
「
斈
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
門
弟
た
ち
と
と
も
に
）『
涪
陵
記
善
録
』
を
読
ん
で
い
た
お
り
に
、
質

問
さ
れ
た
。「
尹
和
靖
は
、敬
を（
程
頤
の
）「
整
斉
厳
粛
」に
よ
っ
て（「
其
心
收
斂
、

不
容
一
物
」
と
）
説
い
て
お
り
、（
一
方
で
）
謝
上
蔡
は
（
敬
に
つ
い
て
）「
惺
惺

の
法
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
両
者
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。」

　

陳
易
が
い
う
。「
先
に
尹
和
靖
の
説
か
ら
入
り
、
そ
の
次
に
謝
上
蔡
の
境
地
に

至
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
に
や
り
方
が

あ
る
。
和
靖
の
も
の
は
（
心
を
）
保
持
し
守
る
も
の
で
あ
り
、
上
蔡
は
そ
ん
な
こ

と
を
し
よ
う
と
せ
ず
、
常
に
（
心
を
）
覚
醒
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
要
す
る

に
、
和
靖
の
い
っ
て
い
る
こ
と
は
上
蔡
の
い
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
だ
。」

　

横
某
が
い
う
。「『
易
』の「
敬
し
て
以
て
内
を
直
に
す
」に
つ
い
て
、程
伊
川
が「
主

一
」
と
い
う
の
は
、尹
和
靖
（
の
「
其
心
收
斂
、不
容
一
物
」）
と
同
じ
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
敬
に
は
二
つ
あ
り
、未
発
の
敬
と
已
発
の
敬
で
す
。
い
わ
ゆ
る（『
礼
記
』

の
）「
敬
せ
ざ
る
毋
か
れ
」（
未
発
）
と
（『
論
語
』
の
）「
事
は
敬
を
思
う
」（
已
発
）

が
そ
う
で
す
ね
。」

　
（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「（
敬
は
未
発
と
已
発
の
際
の
）
二
つ
で
は
あ
る
が
、

結
局
は
大
本
は
一
つ
で
あ
り
、
動
と
静
と
に
応
じ
て
（
敬
の
工
夫
の
）
あ
り
方
に

違
い
が
あ
る
だ
け
だ
。
学
ぶ
者
は
、
常
に
（
静
時
も
動
時
も
、
未
発
の
時
も
已
発

の
時
も
）
よ
ど
み
な
く
（
敬
で
あ
っ
て
）
間
断
な
く
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

　

さ
ら
に
い
う
。「
尹
焞
の
説
は
も
ち
ろ
ん
よ
い
の
で
す
が
、「
集
義
」（
諸
事
を

義
に
合
す
る
）
に
つ
い
て
分
か
っ
て
お
ら
ず
、（
実
践
の
）
工
夫
を
欠
い
て
い
ま

す
ね
。」

　
（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
や
は
り
尹
焞
は
才
気
が
充
分
で
な
い
の
で
、
そ
の

よ
う
に
い
う
だ
け
だ
。
そ
も
そ
も
体
が
あ
っ
て
も
用
の
な
い
も
の
は
、
完
全
と
は

い
え
な
い
。」

　

さ
ら
に
質
問
す
る
。「
張
南
軒
は
、
敬
を
い
う
際
に
、
常
に
「
義
、
已
に
其
の

中
に
於
い
て
森
然
た
り
」（
義
が
そ
の
中
に
充
満
し
て
い
る
）
と
い
い
ま
す
。」（
先

生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
彼
は
好
ん
で
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
仁
智
や
動
静

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
皆
そ
の
よ
う
（
に
敬
）
だ
。」　

鄭
可
学

録〔
注
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
七
一



（
１
）�「『
涪
陵
記
善
録
』」　
『
涪
陵
記
善
録
』は
、程
頤
の
弟
子
で
あ
る
尹
焞
の
語
を
、

弟
子
の
馮
忠
恕
が
編
纂
し
た
語
録
。『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
五
九
「『
涪

陵
紀
善
録
』
一
卷
（
浙
江
巡
撫
採
進
本
）。
宋
馮
忠
恕
撰
。
忠
恕
、
臨
汝
人
。

紹
興
初
、官
黔
州
節
度
判
官
。
其
父
理
、師
事
伊
川
程
子
、與
尹
焞
爲
同
門
友
、

忠
恕
又
師
事
焞
。
焞
自
金
人
圍
洛
、
脱
身
奔
蜀
、
紹
興
四
年
止
於
涪
。
時
忠

恕
官
峽
中
、
及
遷
黔
州
、
往
來
必
過
涪
。
紹
興
六
年
、
焞
被
召
赴
都
。
明
年
、

忠
恕
以
鞠
獄
來
涪
、
因
紬
繹
舊
聞
、
輯
而
録
之
、
以
成
此
編
。
忠
恕
之
侍
焞

多
在
涪
、
涪
爲
程
子
謫
居
之
地
、
而
是
書
之
成
、
又
適
在
涪
、
故
以
『
涪
陵

紀
善
録
』
爲
名
。
前
有
忠
恕
自
序
。『
宋
史
』
尹
焞
傳
稱
焞
言
行
見
於
『
涪

陵
記
善
録
』
爲
詳
、
則
修
史
時
即
採
此
書
也
。」『
河
南
程
氏
外
書
』
巻
一
二

「
右
八
事
涪
陵
記
善
録
」
原
注
「
馮
忠
恕
所
記
尹
公
語
。
尹
名
焞
、
字
彦
明
、

伊
川
先
生
門
人
。」

（
２
）�「
問
。
和
靖
説
敬
、
就
整
齊
嚴
肅
上
做
…
」　

本
条
の
記
録
者
で
あ
る
鄭
可

学
（
字
は
子
上
）
と
朱
子
が
交
わ
し
た
書
翰
中
で
も
、
同
じ
問
題
が
言
及
さ

れ
て
い
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
六
「
答
鄭
子
上
」
第
一
四
書
「（
問
）
和

靖
論
敬
、
以
整
齊
嚴
肅
、
然
專
主
於
内
。
上
蔡
專
於
事
上
作
工
夫
、
故
云
敬

是
常
惺
惺
法
之
類
。（
答
）
謝
尹
二
説
、
難
分
内
外
、
皆
是
自
己
心
地
功
夫
。

事
上
豈
可
不
整
齊
嚴
肅
、
静
處
豈
可
不
常
惺
惺
乎
。」

（
３
）�「
厚
之
」　

厚
之
は
陳
易
の
字
で
、「
後
之
」
と
も
書
か
れ
る
。
陳
易
は
、
朱

子
の
高
弟
で
、「
陳
後
之
持
守
見
識
、
皆
不
易
得
」（『
朱
文
公
文
集
』
巻

五
八
「
答
李
子
能
」）
と
い
わ
れ
た
。『
語
類
』
に
は
、「
厚
之
問
」
あ
る
い

は
「
陳
厚
之
問
」
で
始
ま
る
質
問
が
十
数
条
収
録
さ
れ
て
い
る
。
田
中
謙
二

「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
は
「
陳
易
」
の
項
を
掲
げ
、「
字
は
厚
之
、
清
源
県

（
福
建
省
仙
遊
県
）
の
人
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
古
写
本
『
語
類
』
巻

一
〇
四
、三
四
条
の
双
行
注
に
「
辛
亥
年
（
一
一
九
一
）
四
月
初
四
日
臨
漳

設
廳
、
後
夜
侍
坐
。
因
問
傳
授
之
由
、
親
見
説
。
是
時
祭
風
師
散
齋
。
清
源

陳
易
厚
之
、
南
康
周
弼
舜
弼
、
九
江
蔡
念
誠
元
思
、
共
聞
之
。
可
學
」
と
あ

る
の
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
田
中
氏
は
、「『
語
類
』
中
に
は
、「
陳
後

之
」
ま
た
は
単
に
「
後
之
」
と
し
て
現
れ
」
る
と
い
い
、『
語
類
』
に
お
い

て
「
厚
之
」
も
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
い
な
い
（
な
お
巻
三
、

五
六
条
の
「
陳
後
之
」
を
朝
鮮
古
写
本
が
「
陳
厚
之
」
に
作
る
こ
と
は
指
摘

し
て
い
る
。
以
上
は
、『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
、
八
八
～
八
九
頁
）。

ま
た
、『
宋
元
学
案
』
補
遺
・
巻
六
八
に
「
陳
易
、
字
復
之
、
永
春
人
。
從

朱
文
公
學
。
文
公
嘗
稱
先
生
及
北
溪
爲
學
頗
得
蹊
徑
次
第
」
と
い
う
が
、
こ

れ
は
田
中
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、「
後
」
を
「
復
」
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
に
は
「
陳
厚
之
」
を
立
項
す
る
が
（
二
一
七

～
一
八
頁
）、
こ
れ
が
陳
易
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

な
お
、『
語
類
』
が
収
録
す
る
「
厚
之
」
と
表
記
さ
れ
る
質
問
は
す
べ
て
鄭

可
学
（
一
一
五
二
～
一
二
一
二
）
の
記
録
に
か
か
り
、「
後
之
」
の
表
記
は

多
く
が
陳
淳
（
一
一
五
三
？
～
一
二
一
七
）
の
記
録
で
あ
る
。
前
掲
田
中
論

文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鄭
可
学
、
陳
易
、
陳
淳
、
周
謨
な
ど
は
、
朱
熹
の

漳
州
在
任
期
間
の
同
門
弟
子
で
、
そ
の
時
期
は
紹
煕
元
～
二
年
（
一
一
九
〇

～
九
一
）
頃
と
い
う
。
陳
易
は
、
伊
川
の
「
主
一
」
に
つ
い
て
も
質
問
し
て

い
る
。
巻
九
六
、二
五
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅵ2465

）「
厚
之
問
。
或
人
專
守

主
一
。
曰
。
主
一
亦
是
。
然
程
子
論
主
一
、
却
不
然
、
又
要
有
用
、
豈
是
守

塊
然
之
主
一
。
呂
與
叔
問
主
一
、
程
子
云
「
只
是
專
一
」。
今
欲
主
一
、
而

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
七
二



於
事
乃
處
置
不
下
、
則
與
程
子
所
言
自
不
同
。」

（
４
）�「
法
門
」　

も
と
仏
教
語
で
、
道
（
真
理
）
に
い
た
る
種
々
の
階
梯
や
方
法

の
こ
と
。

（
５
）�「
橫
渠
曰
」　

正
し
く
は
成
化
本
・
朝
鮮
古
写
本
の
作
る
「
橫
某
」
か
。
少

な
く
と
も
、「
曰
く
」
以
下
は
張
載
の
言
葉
で
は
な
い
。

（
６
）�「『
易
』
曰
「
敬
以
直
内
」」　
『
易
』
坤
卦
・
文
言
傳
「
君
子
敬
以
直
内
、

義
以
方
外
。
敬
義
立
而
德
不
孤
。」

（
７
）�「
伊
川
云
主
一
」　

程
頤
が
「
敬
以
直
内
」
と
の
関
連
で
「
主
一
」
を
説
く

も
の
に
以
下
が
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
主
一
無
適
、敬
以
直
内
、

便
有
浩
然
之
氣
。」同
上「
敬
只
是
主
一
也
。
主
一
、則
既
不
之
東
、又
不
之
西
。

…
學
者
須
是
將
敬
以
直
内
、
涵
養
此
意
。
直
内
是
本
。」

（
８
）�「
大
抵
敬
有
二
、
有
未
發
、
有
已
發
」　

以
下
の
資
料
と
あ
わ
せ
れ
ば
、「
未

発
・
無
事
の
敬
」
＝
「
毋
不
敬
」「
儼
若
思
」、「
已
発
・
有
事
の
敬
」
＝
「
事

思
敬
」「
執
事
敬
」
と
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
五
「
答

廖
子
晦
」
第
一
書
「
二
先
生
所
論
敬
字
、
須
該
貫
動
靜
看
方
得
。
夫
方
其
無

事
而
存
主
不
懈
者
、
固
敬
也
。
及
其
應
物
而
酬
酢
不
亂
者
、
亦
敬
也
。
故
曰
、

毋
不
敬
、儼
若
思
。
又
曰
、事
思
敬
、執
事
敬
。」『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
毋

不
敬
謂
未
發
、
事
思
敬
謂
已
發
。」

（
９
）�「
事
思
敬
」　
『
論
語
』「
季
氏
」「
孔
子
曰
。
君
子
有
九
思
。
視
思
明
、
聽
思

聰
、
色
思
温
、
貌
思
恭
、
言
思
忠
、
事
思
敬
、
疑
思
問
、
忿
思
難
、
見
得
思

義
。」
朱
注
「
視
無
所
蔽
、
則
明
無
不
見
。
聽
無
所
壅
、
則
聰
無
不
聞
。
色
、

見
於
面
者
。
貌
、
擧
身
而
言
。
思
問
、
則
疑
不
蓄
。
思
難
、
則
忿
必
懲
。
思

義
、
則
得
不
苟
。」

（
10
）�「
學
者
須
要
常
流
通
無
間
」　
「
無
間
」
は
「
無
間
断
」
に
同
じ
。
動
静
に
わ

た
っ
て
工
夫
に
間
断
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
朱
子
の
持
論
で

あ
っ
た
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
二
「
答
張
元
德
」
第
七
書
「
但
只
著
一
敬

字
、
通
貫
動
静
、
則
於
二
者
之
間
、
自
無
間
斷
處
。」
な
お
三
浦
國
雄
「
間

断
の
な
い
思
想
」（『
中
国
哲
学
史
の
展
望
と
模
索
』、創
文
社
、一
九
七
六
年
、

の
ち
、三
浦
國
雄
『
朱
子
と
気
と
身
体
』、平
凡
社
、一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
11
）�「
但
不
知
集
義
、
又
却
欠
工
夫
」　
「
集
義
」
は
『
孟
子
』
の
語
で
、
諸
事
を

義
に
合
す
る
こ
と
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「（
浩
然
之
氣
）
其
爲
氣
也
、

配
義
與
道
。
無
是
、
餒
也
。
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲
而
取
之
也
。
行
有
不

慊
於
心
、
則
餒
矣
。」
朱
注
「
集
義
、
猶
言
積
善
、
蓋
欲
事
事
皆
合
於
義
也
。

襲
、
掩
取
也
、
如
齊
侯
襲
莒
之
襲
。
言
氣
雖
可
以
配
乎
道
義
、
而
其
養
之
之

始
、乃
由
事
皆
合
義
、自
反
常
直
、是
以
無
所
愧
怍
、而
此
氣
自
然
發
生
於
中
。

非
由
只
行
一
事
偶
合
於
義
、
便
可
掩
襲
於
外
而
得
之
也
。
慊
、
快
也
、
足
也
。

言
所
行
一
有
不
合
於
義
、
而
自
反
不
直
、
則
不
足
於
心
、
而
其
體
有
所
不
充

矣
。」「
居
敬
」
と
「
集
義
」
の
工
夫
は
一
体
と
な
っ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

す
る
議
論
は
、早
く
は
程
頤
に
見
え
る
も
の
。『
河『
程
氏
遺
書
』巻
一
八「
問
。

必
有
事
焉
、
當
用
敬
否
。
曰
。
敬
只
是
涵
養
一
事
、
必
有
事
焉
、
須
當
集
義
。

只
知
用
敬
、
不
知
集
義
、
却
是
都
無
事
也
。
…
問
。
敬
義
何
別
。
曰
。
敬
、

只
是
持
己
之
道
。
義
、
便
知
有
是
有
非
、
順
理
而
行
、
是
無
義
也
。
若
只
守

一
箇
敬
、
不
知
集
義
、
却
是
都
無
事
也
。」『
南
軒
集
』
巻
三
二
「
答
游
誠
之
」

「
居
敬
集
義
工
夫
並
進
相
須
而
相
成
也
。
若
只
要
能
敬
、
不
知
集
義
、
則
所

謂
敬
者
亦
塊
然
無
所
爲
而
已
。
烏
得
心
體
周
流
哉
。
集
訓
積
、
事
事
物
物
莫

不
有
義
而
著
乎
人
心
。
正
要
一
事
一
件
上
集
。」『
語
類
』巻
一
二
、一
三
一
条
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
七
三



楊
道
夫
録
（
Ⅰ216

）「
涵
養
須
用
敬
、
處
事
須
是
集
義
。」

（
12
）�「
渾
全
」　

完
全
で
あ
る
。『
語
類
』巻
三
五
、七
〇
条
、陳
淳
録（
Ⅲ923

）「
聖

人
言
語
自
渾
全
温
厚
。」

（
13
）�「
才
氣
去
不
得
」　
「
才
氣
」
は
、
才
と
気
質
。『
程
氏
外
書
』
巻
七
「
性
無

不
善
、
其
所
以
不
善
者
、
才
也
。
受
於
天
之
謂
性
、
禀
於
氣
之
謂
才
。
才
之

善
不
善
、
由
氣
之
有
偏
正
也
。
乃
若
其
情
則
無
不
善
矣
。」『
語
類
』
巻
五
、

九
七
条
、
廖
德
明
録
（
Ⅰ98
）「
論
才
氣
。
曰
。
氣
是
敢
做
底
、
才
是
能
做

底
。」「
去
不
得
」（
肯
定
形
「
去
得
」）
は
、
か
な
り
特
殊
な
用
法
で
、「
よ

く
な
い
（
よ
い
）」、「
充
分
で
な
い
（
充
分
だ
）」
の
意
。
巻
四
一
、二
二
条
、

潘
植
録
（
Ⅲ1048

）「
又
問
。
三
子
皆
事
爲
之
末
、
何
故
子
路
達
得
便
是
這

氣
象
。
曰
。
子
路
才
氣
去
得
、
他
雖
粗
暴
些
、
纔
理
會
這
道
理
、
便
就
這
箇

「
比
及
三
年
、
可
使
有
勇
且
知
方
」。
上
面
、
却
是
這
箇
氣
象
。
求
・
赤
二
子
、

雖
似
謹
細
、
却
只
是
安
排
來
底
、
又
更
是
他
才
氣
小
了
。
子
路
是
甚
麼
樣
才

氣
。」
巻
五
二
、一
四
二
条
、
周
謨
録
（
Ⅳ1261

）「
告
子
「
不
得
於
言
、
勿

求
於
心
。
不
得
於
心
、勿
求
於
氣
」、只
是
一
味
勃
然
不
顧
義
理
。
如
此
養
氣
、

則
應
事
接
物
、
皆
去
不
得
。
孟
子
是
活
底
不
動
心
、
告
子
是
死
底
不
動
心
。」

本
条
で
は
、
朱
子
は
尹
焞
に
つ
い
て
「
才
気
が
充
分
で
な
い
」
と
い
っ
て
い

る
が
、
ほ
か
に
も
『
語
類
』
巻
一
〇
一
、一
〇
六
条
、
楊
方
録
（
Ⅶ2575
）

に
「
和
靖
諦
當
。
又
云
。
就
諸
先
生
立
言
觀
之
、
和
靖
持
守
得
不
失
。
然
才

短
、
推
闡
不
去
、
遇
面
生
者
説
得
頗
艱
」
と
い
う
な
ど
、
朱
子
の
尹
焞
に
対

す
る
評
価
は
か
な
り
低
い
。

（
14
）�「
又
問
、
南
軒
説
敬
、
常
云
義
已
森
然
於
其
中
」　

こ
の
語
は
、
現
行
の
張

栻
の
文
集
の
『
南
軒
集
』
に
は
見
え
な
い
。

（
15
）�「
渠
好
如
此
説
、如
仁
智
動
靜
之
類
、皆
然
」　

張
栻『
癸
巳
論
語
解
』巻
三「
子

曰
。
知
者
樂
水
、仁
者
樂
山
。
知
者
動
、仁
者
靜
。
知
者
樂
、仁
者
壽
。」注「
動

靜
者
、
仁
知
之
體
。
樂
水
樂
山
、
言
其
體
則
然
也
。
動
則
樂
、
靜
則
壽
、
行

所
無
事
、
不
其
樂
乎
、
常
永
貞
固
、
不
其
壽
乎
。
雖
然
知
之
體
動
而
理
各
有

止
、
靜
固
在
其
中
矣
。
仁
之
體
靜
而
周
流
不
息
、
動
亦
在
其
中
矣
。
動
静
交

見
、
體
用
一
源
。
仁
知
之
義
、
非
深
體
者
、
不
能
識
也
。」

15
条

　

問
謝
氏
惺
惺
之
説
。
曰
。
惺
惺
乃
心
不
昏
昧
之
謂
、只
此
便
是
敬
。
今
人
説
敬
、

却
只
以
整
齊
嚴
肅
言
之
。
此
固
是
敬
、
然
心
若
昏
昧
、
燭
理
不
明
、
雖
強
把
捉
、

豈
得
爲
敬
。

　

又
問
孟
子
・
告
子
不
動
心
。
曰
。
孟
子
是
明
理
合
義
、
告
子
只
是
硬
把
捉
。　

砥〔
校
勘
〕

○
「
昏
昧
」　

成
化
本
、「
昏
」
を
「
昬
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
硬
把
捉
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
硬
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

謝
上
蔡
の「
惺
惺
」の
説
に
つ
い
て
質
問
し
た
。（
先
生
が
）お
っ
し
ゃ
る
。「
惺

惺
と
は
、
心
が
昏
迷
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
つ
ま
り
敬
で
あ
る
。

今
の
人
は
と
い
え
ば
、
敬
を
い
う
と
き
に
、
た
だ
（
程
頤
の
）「
整
斉
厳
粛
」
に

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
七
四



よ
っ
て
敬
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
も
も
ち
ろ
ん
敬
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
も
し
心

が
昏
迷
し
て
い
て
、
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、（
そ
の
状
態

で
は
）
強
引
に
把
捉
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
敬
と
な
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。」

　

さ
ら
に
、
孟
子
と
告
子
の
不
動
心
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
お
っ
し
ゃ
る
。「
孟

子
の
も
の
は
理
を
明
ら
か
に
し
、
義
に
も
合
し
て
い
る
が
、
告
子
の
も
の
は
無
理

に
抑
え
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。」　

劉
砥
録

〔
注
〕

（
１
）�「
然
心
若
昏
昧
、
燭
理
不
明
」　
「
燭
理
」
は
、
理
を
明
ら
か
に
す
る
、
理
が

明
ら
か
で
あ
る
状
態
に
す
る
こ
と
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
下
「
嘗
問
好

談
鬼
神
者
、
皆
所
未
曾
聞
見
、
皆
是
見
説
。
燭
理
不
明
、
便
傳
以
為
信
也
。

假
使
實
所
聞
見
、
亦
未
足
信
。
或
是
心
病
、
或
是
目
病
。」
同
書
巻
三
「
有

恐
懼
心
、
亦
是
燭
理
不
明
、
亦
是
氣
不
足
。」
同
書
巻
一
八
「
或
問
。
獨
處

一
室
、
或
行
闇
中
、
多
有
驚
懼
。
何
也
。
曰
。
只
是
燭
理
不
明
。
若
能
燭
理
、

則
知
所
懼
者
妄
、
又
何
懼
焉
。
有
人
雖
如
此
、
然
不
免
懼
心
者
、
只
是
氣
不

充
。」『
語
類
』
巻
一
二
、五
六
条
、
童
伯
羽
録
（
Ⅰ205

）「
人
心
本
明
、
只

被
物
事
在
上
蓋
蔽
了
、
不
曾
得
露
頭
面
、
故
燭
理
難
。」

（
２
）�「
又
問
孟
子
・
告
子
不
動
心
。
曰
。
孟
子
是
明
理
合
義
、
告
子
只
是
硬
把
捉
」

　

本
巻
一
三
条
の
注
（
６
）
を
参
看
。
ま
た
、『
孟
子
集
注
』
に
は
、
続
け

て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
敢
問
夫
子
惡
乎
長
。
曰
。

我
知
言
、
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。」
朱
注
「
公
孫
丑
復
問
孟
子
之
不
動
心
所

以
異
於
告
子
如
此
者
、
有
何
所
長
而
能
然
、
而
孟
子
又
詳
告
之
以
其
故
也
。

…
蓋
惟
知
言
、
則
有
以
明
夫
道
義
、
而
於
天
下
之
事
無
所
疑
。
養
氣
、
則
有

以
配
夫
道
義
、
而
於
天
下
之
事
無
所
懼
、
此
其
所
以
當
大
任
而
不
動
心
也
。

告
子
之
學
、與
此
正
相
反
。其
不
動
心
、殆
亦
冥
然
無
覺
、悍
然
不
顧
而
已
爾
。」

『
語
類
』
巻
五
二
、九
条
、周
謨
録
（
Ⅳ1233

）「
問
。
告
子
之
不
動
心
、是
否
。

曰
。告
子
之
不
動
心
是
粗
法
。或
強
制
不
動
、不
可
知
。或
臨
大
事
而
能
不
動
、

亦
未
可
知
、
非
若
孟
子
酬
酢
萬
變
而
不
動
也
。」
同
、
十
条
、
李
閎
祖
録
（
同

前
）「
告
子
不
動
心
是
硬
把
定
。」

16
条

　

或
問
。
謝
氏
常
惺
惺
之
説
、
佛
氏
亦
有
此
語
。
曰
。
其
喚
醒
此
心
則
同
、
而
其

爲
道
則
異
。
吾
儒
喚
醒
此
心
、
欲
他
照
管
許
多
道
理
、
佛
氏
則
空
喚
醒
、
在
此
無

所
作
爲
。
其
異
處
在
此
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
質
問
し
た
。「
謝
上
蔡
の
「
常
に
惺
惺
た
り
」
の
説
は
、
仏
教
に
も

こ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。」（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
心
を
覚
醒
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
あ
り
方
は
異
な
る
も
の
だ
。
わ
が
儒
教
で
は
、
心

を
覚
醒
さ
せ
、（
そ
の
覚
醒
し
た
）
心
に
よ
っ
て
多
く
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
が
、
仏
教
で
は
や
み
く
も
に
覚
醒
さ
せ
よ
う
と
す
る
だ
け
で
、
何
も
な

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
七
五



す
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
或
問
。
謝
氏
常
惺
惺
之
説
、
佛
氏
亦
有
此
語
」　
「
惺
惺
」
の
語
は
、
禅
に

お
い
て
、
唐
末
の
瑞
巌
師
彦
禅
師
が
、
い
つ
も
自
ら
に
「
主
人
公
」（
ご
主

人
さ
ま
）
と
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
自
ら
「
喏
喏
」（
は
い
）
と
応
え
、
ま
た

「
惺
惺
著
」（
目
覚
め
て
お
れ
）
と
呼
び
か
け
た
話
と
し
て
有
名
。『
円
悟
仏

果
禅
師
語
録
』
巻
一
八
・
拈
古
・
下
「
擧
。
玄
沙
問
僧
。
近
離
甚
處
。
僧
云
。

瑞
巖
。
沙
云
。
瑞
巖
有
何
言
句
。
僧
云
。
長
喚
主
人
公
、
自
云
喏
喏
、
惺
惺

著
、
他
日
莫
受
人
謾
。
沙
云
。
一
等
是
弄
精
魂
、
也
甚
奇
怪
。
復
云
。
何
不

且
在
彼
中
住
。
僧
云
。
瑞
巖
遷
化
了
也
。
沙
云
。
如
今
還
喚
得
應
麼
。
僧
無

語
。」（
大
正
四
七
、七
九
七
上
）
ま
た
、『
語
類
』
巻
一
二
で
も
、
瑞
巌
和
尚

に
言
及
し
て
い
る
。
一
五
条
、陳
文
蔚
録
（
Ⅰ200

）「
古
人
瞽
史
誦
詩
之
類
、

是
規
戒
警
誨
之
意
、
無
時
不
然
。
便
被
他
恁
地
炒
、
自
是
使
人
住
不
着
。
大

抵
學
問
、
須
是
警
省
。
且
如
瑞
巖
和
尚
、
毎
日
間
、
常
自
問
「
主
人
翁
惺
惺

否
」、
又
自
答
曰
「
惺
惺
」。
今
時
學
者
却
不
如
此
。」

（
２
）�「
喚
醒
」　

覚
醒
さ
せ
る
こ
と
。『
語
類
』
巻
五
八
、二
七
条
、
沈
僩
録
（
Ⅳ

1363

）「「
先
知
覺
後
知
、先
覺
覺
後
覺
」、中
央
兩
箇
「
覺
」
字
、皆
訓
喚
醒
、

是
我
喚
醒
他
。」

（
３
）「
照
管
」　
「
照
管
」
は
、
管
理
す
る
、
掌
握
す
る
、
制
御
す
る
。

17
条

　

問
和
靖
説
、
其
心
收
斂
、
不
容
一
物
。
曰
。
這
心
都
不
著
一
物
、
便
收
斂
。
他

上
文
云
、
今
人
入
神
祠
、
當
那
時
、
直
是
更
不
著
得
些
子
事
、
只
有
箇
恭
敬
、
此

最
親
切
。
今
人
若
能
專
一
此
心
、
便
收
斂
緊
密
、
都
無
些
子
空
罅
。
若
這
事
思
量

未
了
、
又
走
做
那
邊
去
、
心
便
成
兩
路
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
他
上
文
云
」　
「
他
」
を
朝
鮮
整
版
本
は
「
佗
」
に
作
る
。

○
「
直
是
更
不
」　
「
更
」
を
朝
鮮
整
版
本
は
「
㪅
」
に
作
る
。

○
「
空
罅
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
罅
」
を
「
鏬
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

尹
焞
の「
そ
の
心
収
斂
し
、一
物
を
も
容
れ
ず
」に
つ
い
て
質
問
し
た
。（
先
生
が
）

お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
の
心
に
一
物
す
ら
付
着
さ
せ
な
い
の
が
、
収
斂
す
る
と
い
う

こ
と
だ
。
尹
焞
は
、
上
文
に
「
今
（
例
え
ば
）
人
が
神
祠
に
入
っ
た
と
す
る
と
、

そ
の
時
に
は
、
た
だ
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
事
柄
さ
え
（
心
に
は
）
ま
っ
た
く
執
着
せ

ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
恭
敬
の
気
持
ち
が
あ
る
だ
け
だ
」
と
い
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

最
も
身
近
で
分
か
り
や
す
い
。今
も
し
こ
の
心
を
専
一
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
心
が
収
斂
し
緊
密
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、（
心
に
は
）
ま
っ
た
く

何
の
す
き
間
も
な
い
。
も
し
、
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
、
さ
ら
に
（
心
が
）
あ
ち
ら
に
逸
れ
て
行
っ
て
し
ま
え
ば
、
心
は
二
筋
の

道
と
な
っ
て
し
ま
う
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

京
都
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七
六



（
１
）�「
和
靖
説
其
心
收
斂
、
不
容
一
物
…
他
上
文
云
今
人
入
神
祠
、
當
那
時
直
是

更
不
著
得
些
子
事
、只
有
箇
恭
敬
」　
『
伊
洛
淵
源
録
』
巻
一
一
「（
祁
）
寛
問
。

如
何
是
主
一
、
願
先
生
善
諭
。
和
靖
言
。
敬
有
甚
形
影
、
只
収
斂
身
心
、
便

是
主
一
。
且
如
人
到
神
祠
中
致
敬
時
、
其
心
収
斂
、
更
著
不
得
毫
髪
事
、
非

主
一
而
何
。」

（
２
）「
直
是
」　
「
直
是
」
は
、「
た
だ
」。『
宋
元
語
言
詞
典
』「
直
是
、
只
是
。」

（
３
）�「
都
無
些
子
空
罅
」　
「
空
罅
」
は
、
す
き
間
。「
罅
隙
」
に
同
じ
。
心
が
専

一
で
一
事
で
満
た
さ
れ
て
空
隙
が
な
け
れ
ば
、
他
事
の
混
入
夾
雑
す
る
余
地

は
な
い
、
と
の
意
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
「
呂
與
叔
嘗
言
、
患
思
慮
多
、

不
能
驅
除
。
曰
。
此
正
如
破
屋
中
禦
寇
。
東
面
一
人
來
未
逐
得
、
西
面
又
一

人
至
矣
。
左
右
前
後
驅
逐
不
暇
。
蓋
其
四
面
空
疎
、
盗
固
易
入
。
無
縁
作
得

主
定
。
又
如
虚
器
入
水
、
水
自
然
入
。
若
以
一
器
實
之
以
水
、
置
之
水
中
、

水
何
能
入
來
。
蓋
中
有
主
則
實
、
實
則
外
患
不
能
入
、
自
然
無
事
。」
同
・

巻
一
八「
昔
呂
與
叔
嘗
問
爲
思
慮
紛
擾
。
某
答
以
但
爲
心
無
主
。
若
主
於
敬
、

則
自
然
不
紛
擾
。
譬
如
以
一
壺
水
投
於
水
中
、
壺
中
既
實
、
雖
江
湖
之
水
、

不
能
入
矣
。」

（
４
）�「
若
這
事
思
量
未
了
、
又
走
做
那
邊
去
」　
「
走
做
」
は
「
走
作
」
に
同
じ
。

あ
ら
ぬ
方
に
逸
れ
る
、
逸
脱
・
脱
線
す
る
。
心
が
あ
ら
ぬ
方
に
逸
れ
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
主
一
、
即
ち
敬
で
あ
る
。『
河
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
敬

只
是
主
一
也
。
主
一
則
既
不
之
東
、
又
不
之
西
、
如
是
則
只
是
中
。
既
不
之

此
、
又
不
之
彼
、
如
是
則
只
是
内
。
存
此
則
自
然
天
理
明
。
學
者
須
是
將
敬

以
直
内
、
涵
養
此
意
、
直
内
是
本
。」

（
５
）�「
心
便
成
兩
路
」　

心
が
二
方
向
に
分
か
れ
る
。
心
が
同
時
に
二
つ
の
事
柄

で
占
め
ら
れ
る
。
一
つ
の
事
柄
に
対
し
て
上
の
空
に
な
る
と
、
他
の
事
柄
が

心
に
入
り
込
ん
で
く
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
五「
大
凡
人
心
不
可
二
用
。

用
於
一
事
、
則
他
事
更
不
能
入
者
、
事
為
之
主
也
。
事
為
之
主
、
尚
無
思
慮

紛
擾
之
患
。
若
主
於
敬
、
所
謂
一
者
、
無
適
之
謂
一
。
且
欲
涵
泳
主
一
之
義
、

一
則
無
二
三
矣
。」「
兩
路
」
は
「
兩
途
」
に
同
じ
。
二
つ
の
道
、二
つ
の
方
面
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
事
柄
。『
語
類
』巻
三
三
、二
六
条
、余
大
雅
録（
Ⅲ834

）「
博

學
、
亦
非
謂
欲
求
異
聞
雜
學
方
謂
之
博
。
博
之
與
約
、
初
學
且
只
須
作
兩
途

理
會
。
一
面
博
學
、
又
自
一
面
持
敬
守
約
、
莫
令
兩
下
相
靠
。
作
兩
路
進
前

用
工
、
塞
斷
中
間
、
莫
令
相
通
。
將
來
成
時
、
便
自
會
有
通
處
。
若
如
此
兩

下
用
工
、
成
甚
次
第
。」

18
条

　

問
尹
氏
其
心
收
斂
、
不
容
一
物
之
説
。
曰
。
心
主
這
一
事
、
不
爲
他
事
所
亂
、

便
是
不
容
一
物
也
。
問
。
此
只
是
説
靜
時
氣
象
否
。
曰
。
然
。
又
問
。
只
靜
時
主

敬
、
便
是
「
必
有
事
」
否
。
曰
。
然
。　

僩

〔
校
勘
〕

○�
「
不
爲
他
事
所
亂
」　
「
他
」
を
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
佗
」
に
作
る
。「
所
」
を
、

成
化
本
は
欠
字
、
朝
鮮
古
写
本
は
「

」
に
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
攙
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

尹
焞
の「
そ
の
心
収
斂
し
、一
物
を
も
容
れ
ず
」の
説
に
つ
い
て
質
問
し
た
。（
先

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
七
七



生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
心
が
こ
の
一
事
を
つ
か
さ
ど
り
、
他
の
事
に
乱
さ
れ
な

け
れ
ば
、
そ
れ
が
「
一
物
を
も
容
れ
ず
」
と
い
う
こ
と
だ
。」
質
問
す
る
。「
そ
れ

は
静
に
お
け
る
状
態
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「
そ
う
だ
。」
さ

ら
に
質
問
す
る
。「
静
に
お
け
る
主
敬
と
は
、（『
孟
子
』
の
）「
必
ず
事
と
す
る
有

り
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「
そ
う
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
氣
象
」　
「
万
物
の
構
成
元
素
で
あ
る
と
こ
ろ
の
本
来
不
可
視
の
気
が
、
あ

る
可
視
的
・
可
知
的
な
す
が
た
を
と
っ
た
状
態
を
指
し
て
い
わ
れ
る
言
葉
で

あ
っ
て
、
天
・
地
・
人
・
物
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
」。
三

浦
國
雄
『『
語
類
』
抄
』、
二
一
六
頁
。
ま
た
垣
内
景
子
氏
は
、
朱
熹
の
修
養

論
・
工
夫
論
に
お
け
る
こ
の
語
の
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。『「
心
」
と
「
理
」

を
め
ぐ
る
朱
熹
思
想
構
造
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
七

～
一
八
六
頁
。

（
２
）�「
又
問
。
只
靜
時
主
敬
、便
是
必
有
事
否
。
曰
。
然
」　
「
必
有
事
」は『
孟
子
』

の
言
葉
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」上「
必
有
事
焉
而
勿
正
、心
勿
忘
、勿
助
長
也
。」

朱
注
「
必
有
事
焉
而
勿
正
、
趙
氏
・
程
子
以
七
字
爲
句
。
近
世
或
并
下
文
心

字
讀
之
者
亦
通
。
必
有
事
焉
、
有
所
事
也
、
如
有
事
於
顓
臾
之
有
事
。
正
、

預
期
也
。『
春
秋
傳
』
曰
「
戰
不
正
勝
」、
是
也
。
如
作
正
心
義
亦
同
。
此
與

『
大
學
』
之
所
謂
正
心
者
、語
意
自
不
同
也
。
此
言
養
氣
者
、必
以
集
義
為
事
、

而
勿
預
期
其
效
。
其
或
未
充
、
則
但
當
勿
忘
其
所
有
事
、
而
不
可
作
為
以
助

其
長
、
乃
集
義
養
氣
之
節
度
也
。」
静
時
の
敬
と
「
必
有
事
」
の
関
係
に
つ

い
て
説
い
た
も
の
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
七
・
雑

著
・
程
子
養
観
説
「
程
子
曰
「
存
養
於
未
發
之
前
則
可
」、
又
曰
「
善
觀
者
、

却
於
已
發
之
際
觀
之
」、
何
也
。
曰
。
此
持
敬
之
功
、
貫
通
乎
動
靜
之
際
者

也
。
就
程
子
此
章
論
之
、
方
其
未
發
、
必
有
事
焉
。
是
乃
所
謂
静
中
之
知
覺
、

復
之
所
以
見
天
地
之
心
也
。
…
然
則
静
中
之
動
、
非
敬
其
孰
能
形
之
。
動
中

之
静
、
非
敬
其
孰
動
察
之
。
故
又
曰
「
學
者
莫
若
先
理
會
敬
則
自
知
此
矣
。」

然
則
學
者
豈
可
舎
是
而
他
求
哉
。」

　
　
　

此
篇
所
講
在
明
明
徳
一
段　

〔
校
勘
〕

○�

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
表
題
を
「
然
則
此
篇
所
講
在
明
明
徳
在
新
民
一
段
」
に
作

る
。

〔
注
〕

（
１
）�『
或
問
』「
曰
、
然
則
此
篇
所
謂
在
明
明
德
、
在
新
民
、
在
止
於
至
善
者
、

亦
可
得
而
聞
其
説
之
詳
乎
。
曰
、
天
道
流
行
發
育
萬
物
…
」

19
条

　

問
。
或
問
説
仁
義
禮
智
之
性
、
添
健
順
字
、
如
何
。
曰
。
此
健
順
只
是
那
陰
陽

之
性
。　

義
剛

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
七
八



〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
（
語
録
本
不
見
）

〔
付
記
〕

　

今
回
の
訳
注
か
ら
、『
朱
子
語
録
』
上
下
巻
（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
六
年
）

を
校
勘
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る「
池
録
」で
あ
る
。「
池

録
」
は
、
李
道
傳
が
収
集
し
、
潘
時
舉
や
葉
賀
孫
ら
と
校
訂
を
し
た
、
三
十
三
人

の
弟
子
に
よ
る
記
録
の
、
記
録
者
ご
と
の
語
録
で
あ
る
。
各
種
あ
る
語
録
の
な
か

で
最
初
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
池
州
で
刊
行
さ
れ
た
の
で
「
池
録
」
と
略
称
さ

れ
る
。

　

今
回
の
出
版
は
、
台
北
故
宮
博
物
院
現
蔵
の
二
本
を
一
書
に
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
二
本
は
、『
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
（
増
訂
二
版
）』
で
は
、「
晦

庵
先
生
朱
文
公
語
録　

存
十
巻
五
冊　

李
道
傳
編　

明
烏
絲
欄
鈔
本　

存
巻
二
、

巻
五
、
巻
六
、
巻
十
三
、
巻
二
十
九
至
巻
三
十
三
及
不
詳
巻
次
一
巻　

北
平
」「
晦

庵
先
生
朱
文
公
語
録　

存
四
巻
四
冊　

李
道
傳
編　

宋
嘉
定
乙
亥
（
八
年
）
池
州

刊
本  

存
巻
二
十
七
至
三
十
一
、
巻
三
十
七
、
巻
三
十
八　

北
平
」
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
各
巻
の
内
容
は
、
現
行
『
語
類
』
巻
首
所
収
の
「
朱
子
語
録
姓
氏
」

と
対
応
す
れ
ば
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、『
善
本
書
目
』
が
「
不
詳
巻
次
」
と
し

た
も
の
は
、
巻
十
二
の
潘
時
舉
録
の
部
分
で
あ
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「『
或
問
』
に
仁
義
禮
智
の
性
を
説
く
所
で
健
順
の
二
文
字
を
そ
え

て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
こ
こ
で
の
健
順
は
、
つ
ま

り
上
文
の
陰
陽
の
性
の
こ
と
だ
。」　

黄
義
剛
録     

〔
注
〕

（
１
）�「
或
問
説
仁
義
禮
智
之
性
」　
『
或
問
』
に
「
天
道
流
行
、
發
育
萬
物
、
其
所

以
爲
造
化
者
、
陰
陽
五
行
而
已
。
而
所
謂
陰
陽
五
行
者
、
又
必
有
是
理
而
後

有
是
氣
。
及
其
生
物
、
則
又
必
因
是
氣
之
聚
、
而
後
有
是
形
。
故
人
物
之
生
、

必
得
是
理
、
然
後
有
以
爲
健
順
仁
義
禮
智
之
性
。
必
得
是
氣
、
然
後
有
以
爲

魂
魄
五
臟
百
骸
之
身
。
周
子
所
謂
無
極
之
眞
、
二
五
之
精
、
妙
合
而
凝
者
、

正
謂
是
也
。」
と
あ
る
。
な
お
、「
仁
義
禮
智
之
性
」
と
い
う
表
現
は
、「
大

学
章
句
序
」
冒
頭
「
蓋
自
天
降
生
民
、則
既
莫
不
與
之
以
仁
義
禮
智
之
性
矣
。」

に
も
見
え
る
。
ま
た
、『
中
庸
章
句
』
第
一
章
朱
注
「
於
是
人
物
之
生
、
因

各
得
其
所
賦
之
理
、
以
為
健
順
五
常
之
徳
、
所
謂
性
也
。」
を
参
照
。
朱
子

が
こ
こ
で
健
順
を
加
え
て
い
る
の
は
、
右
の
『
或
問
』
に
周
敦
頤
の
『
太
極

図
説
』
の
「
二
五
之
精
」
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
、
二
気
五
行
即
ち
陰
陽
五

行
の
気
を
意
識
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仁
義
禮
智
を
五
行
に
配
当
し

て
考
え
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
陰
陽
に
も
配
当
す
る
た
め
に
、
こ
の
健
順
を
付

け
足
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
語
類
』
巻
六
、四
四
条
、
湯
泳
録
（
Ⅰ104

）

「
在
天
只
是
陰
陽
五
行
、
在
人
得
之
只
是
剛
柔
五
常
之
徳
。」
及
び
本
巻
二
〇

条
冒
頭
部
を
参
照
。

（
２
）�「
健
順
」　

健
は
『
周
易
』
の
「
乾
」
の
徳
、順
は
「
坤
」
の
徳
。『
周
易
』「
繋

辞
下
傳
」「
夫
乾
、
天
下
之
至
健
也
。
…
夫
坤
、
天
下
之
至
順
也
。」
同
説
卦

傳
「
乾
、
健
也
。
坤
、
順
也
。」

（
３
）�「
陰
陽
之
性
」　

陰
陽
の
気
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
る
性
の
こ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
七
九



と
。
本
巻
二
三
条
の
記
述
を
参
照
。
朱
子
の
著
述
の
中
に
「
陰
陽
之
性
」「
陰

陽
性
」
と
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。
な
お
張
載
『
易
説
』
に
、「
動
靜
有
常
、

剛
柔
斷
矣
」
に
注
し
て
「
動
靜
、
陰
陽
性
也
。」
と
あ
る
の
を
参
照
。

20
条

　

問
健
順
仁
義
禮
智
之
性
。曰
。此
承
上
文
陰
陽
五
行
而
言
。健
、陽
也
。順
、陰
也
。

四
者
、
五
行
也
。
分
而
言
之
、
仁
禮
屬
陽
、
義
智
屬
陰
。

　

問
。
立
天
之
道
曰
陰
與
陽
、
立
地
之
道
曰
柔
與
剛
、
立
人
之
道
曰
仁
與
義
。
仁

何
以
屬
陰
。
曰
。
仁
何
嘗
屬
陰
。
袁
機
仲
正
來
爭
辨
、
他
引
君
子
於
仁
也
柔
、
於

義
也
剛
爲
證
。
殊
不
知
論
仁
之
定
體
則
自
屬
陽
。
至
於
論
君
子
之
學
、
則
又
各
自

就
地
頭
説
、
如
何
拘
文
牽
引
得
。
今
只
觀
天
地
之
化
、
草
木
發
生
、
自
是
條
暢
洞

達
、
無
所
窒
礙
。
此
便
是
陽
剛
之
氣
。
如
云
采
薇
采
薇
、
薇
亦
陽
止
。
薇
亦
剛
止
。

蓋
薇
之
生
也
、
挺
直
而
上
。
此
處
皆
可
見
。

　

問
。
禮
屬
陽
。
至
樂
記
、
則
又
以
禮
屬
陰
、
樂
屬
陽
。
曰
。
固
是
。
若
對
樂
説
、

則
自
是
如
此
。
蓋
禮
是
箇
限
定
裁
節
、
粲
然
有
文
底
物
事
。
樂
是
和
動
底
物
事
。

自
當
如
此
分
。
如
云
禮
主
其
減
、
樂
主
其
盈
之
類
、
推
之
可
見
。　

僩

〔
校
勘
〕

○�

「
問
健
順
仁
義
禮
智
之
性
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
の
下
に
「
或
問
中
」
の
三

字
が
あ
る
。

○
「
袁
機
仲
正
來
爭
辨
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
七
字
を
欠
く
。

○�

「
他
引
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
他
便
引
」
に
作
る
。
な
お
萬
暦
本　

、和
刻
本
は

「
他
引
」
の
二
文
字
を
小
字
で
双
行
さ
せ
る
。

○
「
則
又
各
自
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
又
」
字
な
し
。

○
「
薇
亦
陽
止
」　

伝
経
堂
本
は
「
薇
亦
作
止
」
に
作
る
。

○
「
蓋
禮
是
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

（
語
録
本
不
見
）

〔
訳
〕

　

健
順
仁
義
禮
智
の
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
こ
こ
は
上
文
の
陰
陽
五
行

を
う
け
て
言
っ
て
い
る
の
だ
。
健
は
陽
で
あ
る
。
順
は
陰
で
あ
る
。
仁
義
禮
智
の

四
つ
は
、
五
行
で
あ
る
。
分
け
て
言
え
ば
、
仁
と
禮
は
陽
に
属
し
、
義
と
智
は
陰

に
属
す
る
。」

　

質
問
し
た
。「「
天
の
道
を
立
て
て
陰
と
陽
と
曰
い
、
地
の
道
を
立
て
て
柔
と
剛

と
曰
い
、
人
の
道
を
立
て
て
仁
と
義
と
曰
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
仁
は
ど
う
し
て

陰
に
属
す
る
の
で
し
ょ
う
。」
先
生
「
仁
が
ど
う
し
て
陰
に
属
す
る
こ
と
な
ど
あ

ろ
う
か
。
袁
機
仲
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
争
し
て
き
た
が
、彼
は「
君

子
は
仁
に
於
い
て
や
柔
、
義
に
於
い
て
や
剛
」
を
引
用
し
て
証
拠
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
仁
の
本
体
の
あ
り
か
た
を
考
え
れ
ば
当
然
陽
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
を

ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
君
子
の
学
問
を
論
じ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
応
じ
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
箇
所
の
文
章
の
意
味
に
と
ら

わ
れ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
天
地
の
生
成
変
化
に
よ
っ
て
草
木
が
発

生
す
る
と
、
自
然
と
す
く
す
く
の
び
て
、
お
さ
え
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
な
さ
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
陽
剛
の
氣
の
は
た
ら
き
に
よ

る
も
の
だ
。
ま
た
た
と
え
ば
「
薇
を
采
り
薇
を
采
る
、
薇
亦
た
陽
な
り
、
薇
亦
た

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
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剛
な
り
。」
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
薇
（
ノ
エ
ン
ド
ウ
）
は
生
じ
る
と
ま
っ
す

ぐ
上
に
の
び
て
い
く
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
み
な
こ
の
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

質
問
し
た
。「
禮
は
陽
に
属
し
ま
す
が
、
楽
記
に
つ
い
て
言
う
と
、
そ
こ
で
は

禮
は
陰
に
、
楽
は
陽
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。」
先
生
「
も
ち
ろ
ん

そ
の
と
お
り
だ
。
も
し
楽
と
の
関
係
で
言
う
な
ら
、当
然
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。

思
う
に
礼
は
、
限
定
を
加
え
た
り
節
度
を
持
た
せ
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
は

っ
き
り
と
し
た
文
飾
に
富
む
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
楽
は
調
和
を
保

ち
つ
つ
変
動
す
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、当
然
こ
の
よ
う
な
区
別
が
あ
る
の
だ
。「
禮

は
其
の
減
を
主
と
し
、
楽
は
其
の
盈
を
主
と
す
」
と
云
わ
れ
る
た
ぐ
い
も
、
こ
の

こ
と
か
ら
推
し
て
考
え
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
仁
禮
屬
陽
、
義
智
屬
陰
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
二
「
答
李
晦
叔
」
第
六

書
で
、
李
煇
（
字
晦
叔
）
の
「
大
學
或
問
中
陰
陽
五
行
之
説
、
先
生
答
黄
寺

丞
云
、
陰
陽
之
爲
五
行
、
有
分
而
言
之
、
有
合
而
言
之
、
煇
嘗
推
之
云
云
。」

と
い
う
問
い
に
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
の
を
参
照
。「
分
合
之
説
固
如

此
。
然
就
原
頭
定
體
上
説
、
則
未
分
五
行
時
、
只
謂
之
陰
陽
、
未
分
五
性
時
、

只
謂
之
健
順
。
及
分
而
言
之
、
則
陽
爲
木
火
、
陰
爲
金
水
、
健
爲
仁
禮
、
順

爲
智
義
。」
な
お
、
五
行
の
配
当
で
言
っ
て
も
、
仁
は
木
、
義
は
金
、
禮
は
火
、

智
は
水
で
、や
は
り
仁
と
禮
が
陽
、義
と
智
が
陰
に
な
る
。『
白
虎
通
』「
五
藏
、

肝
仁
、
肺
義
、
心
禮
、
腎
智
、
脾
信
也
。
肝
所
以
仁
者
何
。
肝
、
木
之
精
也
。

仁
者
好
生
、
東
方
者
陽
也
…
肺
所
以
義
者
何
、
肺
者
金
之
精
…
心
所
以
為
禮

何
、
心
火
之
精
也
…
腎
所
以
智
何
、
腎
者
水
之
精
…
脾
所
以
信
何
、
脾
者
土

之
精
也
。」『
語
類
』
巻
六
、四
五
条
、
曽
祖
道
録
（
Ⅰ104

）「
仁
木
義
金
禮

火
智
水
信
土
。」『
北
溪
字
義
』
仁
義
禮
智
信
「
仁
在
五
行
爲
木
之
神
、
在
人

性
爲
仁
。
義
在
五
行
爲
金
之
神
、
在
人
性
爲
義
。
禮
在
五
行
爲
火
之
神
、
在

人
性
爲
禮
。
智
在
五
行
爲
水
之
神
、
在
人
性
爲
智
。
人
性
中
只
有
仁
義
禮
智

四
位
、
却
無
信
位
。」
ま
た
、「
仁
礼
」
と
「
義
智
」
が
セ
ッ
ト
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
は
『
孟
子
或
問
』「
以
性
而
言
、
則
禮
者
仁
之
餘
、
智
者
義
之
歸
、

而
信
亦
無
不
在
也
。」『
語
類
』
巻
六
、一
四
四
条
、
呂
燾
録
（
Ⅰ122

）「
禮

者
仁
之
發
、
智
者
義
之
藏
。」
な
ど
も
参
照
。

（
２
）�「
立
天
之
道
云
々
」　
『
周
易
』「
説
卦
傳
」の
文
章
。こ
こ
で
質
問
者
は
、『
周
易
』

の
文
章
が
「
陰
陽
、
柔
剛
、
仁
義
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
並
び
な
ら
、

陰
―
柔
―
仁
、
陽
―
剛
―
義
な
の
で
、
仁
が
陰
、
義
が
陽
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
『
周
易
』
の
文
章
を
以
て
仁
を
柔
と
す

る
こ
と
へ
の
朱
子
の
反
論
は
、『
語
類
』巻
六
、五
四
条
、沈
僩
録（
Ⅰ106

）「
正

如
易
中
道
、
立
天
之
道
、
曰
陰
与
陽
、
立
地
之
道
、
曰
柔
与
剛
、
立
人
之
道
、

曰
仁
与
義
。
解
者
多
以
仁
為
柔
、
以
義
為
剛
、
非
也
。
却
是
以
仁
為
剛
、
義

為
柔
。
蓋
仁
是
箇
發
出
來
了
、
便
硬
而
強
、
義
便
是
收
斂
向
裏
底
、
外
面
見

之
便
是
柔
。」
ま
た
本
条
注
（
４
）
を
参
照
。

（
３
）�「
定
体
」　

そ
れ
自
体
が
も
と
も
と
も
っ
て
い
る
不
変
な
あ
り
よ
う
、
性
質
。

『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
九
「
答
柯
國
才
」
第
四
書
「
天
理
自
然
各
有
定
體
、

以
爲
深
遠
而
抑
之
使
近
者
非
也
、
以
爲
淺
近
而
鑿
之
使
深
者
亦
非
也
。」
ま

た
注
（
１
）
所
引
の
「
答
李
晦
叔
」
第
六
書
も
参
照
。

（
４
）�「
袁
機
仲
」　

袁
枢
、
字
機
仲
、
建
安
の
人
（
一
一
三
一
～
一
二
〇
五
）。『
通

鑑
紀
事
本
末
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
宋
史
』
巻
三
八
九
に
伝
が
あ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
八
一



る
。
ま
た
『
宋
元
學
案
補
遺
』
巻
四
四
に
は
、「
誠
齋
同
調
」
と
し
て
朱
子

と
並
ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
袁
氏
と
の
議
論
は
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
八

「
答
袁
機
仲
別
幅
」「
來
喻
以
東
南
之
温
厚
為
仁
、
西
北
之
嚴
凝
為
義
。
此
鄉

飲
酒
義
之
言
也
。
然
本
其
言
、
雖
分
仁
義
、
而
無
陰
陽
柔
剛
之
別
。
但
於
其

後
復
有
陽
氣
發
於
東
方
之
説
、
則
固
以
仁
為
屬
乎
陽
、
而
義
之
當
屬
乎
陰
、

從
可
推
矣
。
來
喻
乃
不
察
此
、
而
必
欲
以
仁
為
柔
、
以
義
為
剛
、
此
既
失
之
、

而
又
病
夫
柔
之
不
可
屬
乎
陽
、
剛
之
不
可
屬
乎
陰
也
…
蓋
嘗
論
之
、
陽
主
進

而
陰
主
退
、陽
主
息
而
陰
主
消
。
進
而
息
者
、其
氣
彊
。
退
而
消
者
、其
氣
弱
。

此
陰
陽
之
所
以
為
柔
剛
也
。
陽
剛
温
厚
、居
東
南
、主
春
夏
、而
以
作
長
為
事
。

陰
柔
嚴
凝
、
居
西
北
、
主
秋
冬
、
而
以
歛
藏
為
事
、
作
長
為
生
、
歛
藏
為
殺
。

此
剛
柔
之
所
以
為
仁
義
也
。以
此
觀
之
、則
陰
陽
剛
柔
仁
義
之
位
、豈
不
曉
然
。

而
彼
楊
子
雲
之
所
謂
、
於
仁
也
柔
、
於
義
也
剛
者
、
乃
自
其
用
處
之
末
流
言

之
。
蓋
亦
所
謂
陽
中
之
陰
、
陰
中
之
陽
、
固
不
妨
自
為
一
義
。
但
不
可
以
雜

乎
此
而
論
之
爾
。」
な
お
『
語
類
』
巻
六
、五
五
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ106

）「
仁

禮
屬
陽
、
義
智
屬
陰
。
袁
機
仲
却
説
、
義
是
剛
底
物
、
合
屬
陽
。
仁
是
柔
底

物
、
合
屬
陰
。
殊
不
知
舒
暢
發
達
便
是
那
剛
底
意
思
。
收
斂
藏
縮
便
是
那
陰

底
意
思
。
他
只
念
得
於
仁
也
柔
、
於
義
也
剛
兩
句
、
便
如
此
説
。
殊
不
知
正

不
如
此
。」
も
参
照
。

（
５
）�「
正
来
爭
辨
」　
「
来
」
は
動
作
行
為
が
自
分
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を

示
す
。
～
し
て
く
る
。『
語
類
』
巻
一
一
五
、五
条
、訓
人
傑
（
Ⅶ2770

）「
人

傑
因
曰
、
人
傑
之
所
見
、
却
不
徒
言
、
乃
真
得
所
謂
操
而
存
者
。
曰
、
畢

竟
有
欠
闕
。
人
傑
曰
、
工
夫
欠
闕
則
有
之
。
然
此
心
則
未
嘗
不
存
也
。
曰
、

正
淳
只
管
來
爭
、
便
是
源
頭
有
欠
闕
。
反
覆
教
誨
數
十
言
。」『
語
類
』
巻

一
三
〇
、三
六
条
、
沈
僩
録
（
Ⅷ3104

）「
涑
水
記
聞
、
呂
家
子
弟
力
辨
、

以
為
非
温
公
書
。
…
某
編
八
朝
言
行
録
、
呂
伯
恭
兄
弟
亦
來
辨
。」

（
６
）�「
於
仁
也
柔
、
於
義
也
剛
」　
『
法
言
』「
君
子
」「
君
子
於
仁
也
柔
、
於
義
也

剛
。」
な
お
、
朱
子
は
こ
の
揚
雄
の
発
言
の
「
仁
が
柔
で
、
義
が
剛
」
と
い

う
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
わ
け
で
な
く
、注（
４
）所
引
の「
答
袁
機
仲
別
幅
」

の
よ
う
に
「
陽
中
之
陰
、
陰
中
之
陽
」
と
考
え
た
り
、『
朱
文
公
文
集
』
巻

五
一
、
答
董
叔
重
（
其
九
）「
仁
體
剛
而
用
柔
、
義
體
柔
而
用
剛
。」
の
よ
う

に
体
用
で
考
え
た
り
し
て
い
る
。
な
お
、『
語
類
』
巻
六
、一
三
六
条
、
黄
㽦

録
（
Ⅰ121

）「
以
仁
属
陽
。
以
義
属
陰
。
仁
主
發
動
而
言
、義
主
收
斂
而
言
。

若
揚
子
云
於
仁
也
柔
、
於
義
也
剛
、
又
自
是
一
義
。
便
是
這
物
事
、
不
可
一

定
名
之
、
看
他
用
處
如
何
。」
を
参
照
。

（
７
）�「
君
子
之
学
」　
『
荀
子
』「
勧
学
」「
古
之
學
者
為
己
、
今
之
學
者
爲
人
。
君

子
之
學
也
以
美
其
身
、
小
人
之
學
也
以
為
禽
犢
。」
朱
子
は
、
揚
雄
の
発
言

が
「
君
子
は
仁
に
於
て
云
々
」
と
、
君
子
の
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
を

受
け
て
、「
君
子
の
学
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

（
８
）�「
就
地
頭
」　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
て
。「
随
地
頭
」
に
同
じ
。「
隨
地

頭
」
は
『
語
類
』
巻
六
四
、三
〇
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅳ1564

）「
聖
賢
所

説
工
夫
都
只
一
般
、
只
是
一
箇
擇
善
固
執
。
論
語
則
説
學
而
時
習
之
、
孟
子

則
説
明
善
誠
身
。
只
是
隨
他
地
頭
所
説
不
同
、
下
得
字
來
各
自
精
細
、
眞
實

工
夫
只
是
一
般
。」
ま
た
「
就
地
頭
」
が
こ
の
「
随
地
頭
」
の
意
で
使
わ
れ

る
の
は
『
語
類
』
巻
一
〇
五
、三
八
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2631

）「
問
、
古

人
似
各
有
所
主
。
如
曾
子
只
守
箇
忠
恕
、
子
思
只
守
箇
誠
、
孟
子
只
守
箇
仁

義
、
其
實
皆
一
理
也
。
曰
、
也
不
是
他
安
排
要
如
此
。
是
他
見
得
道
理
做
出

京
都
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都
是
這
箇
、
説
出
也
只
是
這
箇
、
只
各
就
地
頭
説
、
不
是
把
定
這
箇
將
來
做
。

如
堯
舜
是
多
少
道
理
。
到
得
後
來
衣
鉢
之
傳
、
只
説
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、

惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
。
緊
要
在
上
三
句
。
説
會
如
此
、
方
得
箇
中
、
方
得

箇
恰
好
。
這
也
到
這
地
頭
當
説
中
、
便
説
箇
中
。
聖
賢
言
語
、
初
不
是
著
意

安
排
、
只
遇
著
這
字
、
便
説
出
這
字
也
。」
な
お
、
本
条
と
同
じ
と
き
の
記

録
と
思
わ
れ
る
も
の
が
『
西
山
読
書
記
』
甲
集
巻
八
に
あ
り
、そ
こ
で
は
「
問

立
天
之
道
云
云
、
則
仁
當
屬
陰
。
先
生
曰
、
仁
何
嘗
屬
陰
。
袁
機
仲
力
爭
要

以
仁
屬
陰
、
引
楊
子
之
言
爲
證
。
殊
不
知
仁
之
定
體
自
是
屬
陽
。
至
論
君
子

所
學
、
則
又
就
其
地
位
上
説
、
如
何
拘
得
。」
と
し
て
、「
地
頭
」
を
「
地
位
」

に
作
る
の
を
参
照
。（
た
だ
し
、『
西
山
讀
書
記
』
の
右
の
引
用
は
宋
版
に
基

づ
く
が
、
地
位
の
前
の
「
其
」
を
宋
本
は
「
非
」
に
作
る
の
を
四
庫
全
書
本

に
よ
っ
て
改
め
た
。）「
地
位
」
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

九
二
頁
参
照
。

（
９
）�「
拘
文
牽
引
」　
「
拘
文
牽
引
」は「
拘
文
牽
義
」と
も
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

他
の
文
章
と
の
関
係
だ
け
か
ら
考
え
て
し
ま
い
、
そ
の
文
章
の
意
味
に
引
き

ず
ら
れ
て
、こ
こ
で
考
え
る
べ
き
「
定
体
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
こ
と
。

ま
た
『
語
類
』
巻
五
、一
六
条
、
陳
淳
録
（
Ⅰ83

）「
文
字
須
活
看
。
此
且

就
此
説
、
彼
則
就
彼
説
、
不
可
死
看
。
牽
此
合
彼
、
便
處
處
有
礙
。」
同
巻

二
九
、一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ728

）「
問
、
子
路
有
聞
、
未
之
能
行
、
惟
恐

有
聞
、因
舉
子
路
數
事
、以
明
子
路
好
學
如
此
、而
仕
衛
之
出
處
乃
如
彼
。
曰
、

今
只
當
就
子
路
有
聞
上
考
究
。
不
須
如
此
牽
二
三
説
。」
を
参
照
。

（
10
）�「
天
地
之
化
」　
『
周
易
』「
繋
辞
上
傳
」「
範
圍
天
地
之
化
而
不
過
、
曲
成
萬

物
而
不
遺
。」
朱
子
は
「
仁
者
天
地
生
物
之
心
」（『
語
類
』
巻
九
五
、三
三
条
、

程
端
蒙
録
（
Ⅵ2424

））
と
考
え
る
の
で
、
こ
こ
で
天
地
が
万
物
を
生
成
変

化
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
草
木
が
す
く
す
く
の
び
る
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の

が
陽
剛
の
気
の
働
き
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
仁
の
定
体
は
陽
で
あ
る

こ
と
を
言
お
う
と
す
る
。

（
11
）「
條
暢
洞
達
」　
『
文
選
』巻
一
七
、王
褒「
洞
簫
賦
」「
條
暢
洞
達
、中
節
操
兮
。」

（
12
）�「
采
薇
」　
『
詩
経
』「
采
薇
」「
采
薇
采
薇
、
薇
亦
作
止
…
采
薇
采
薇
、
薇
亦

柔
止
…
采
薇
采
薇
、
薇
亦
剛
止
。」『
詩
経
』
は
、
薇
が
柔
ら
か
い
段
階
か
ら

か
た
剛
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
詠
う
。『
語
類
』
巻
二
〇
、九
一
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅱ464

）「
仁
自
是
箇
和
柔
底
物
事
。
譬
如
物
之
初
生
自
較
和
柔
、
及

至
夏
間
長
茂
、
方
始
稍
堅
硬
。
秋
則
收
結
成
實
、
冬
則
斂
藏
。
然
四
時
生
氣

無
不
該
貫
。」
に
見
え
る
よ
う
に
、
仁
は
確
か
に
最
初
は
柔
で
あ
る
が
、
そ

の
生
成
全
体
を
四
時
の
生
気
は
貫
通
し
て
お
り
、
そ
の
働
き
の
本
体
と
し
て

の
仁
は
陽
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
な
お
本
条
が
「
陽
止
」
に
作
る
の
は
、
あ

る
い
は
『
詩
経
』
本
文
の
「
薇
亦
剛
止
」
の
あ
と
に
続
く
本
文
「
歳
亦
陽
止
」

と
錯
綜
し
た
か
。
な
お
、
伝
経
堂
本
が
「
陽
」
を
「
作
」
に
作
る
の
は
、『
詩

経
』
本
文
の
「
采
薇
采
薇
」
の
直
後
の
句
「
采
薇
作
止
」
の
誤
り
だ
と
考
え

て
、
意
を
以
て
改
め
た
も
の
。

（
13
）�「
至
楽
記
云
々
」　

楽
記
は
、
楽
を
徹
底
し
て
礼
と
の
関
係
に
於
い
て
説
く

の
で
、
結
果
的
に
仁
の
配
当
は
、
五
行
に
仁
義
禮
智
を
配
当
し
た
結
果
と
は

違
っ
た
配
当
に
な
る
。
楽
記
の
配
当
で
は
、
楽
は
天
に
よ
り
、
礼
は
地
に
よ

る
と
さ
れ
、陰
陽
で
言
え
ば
楽
は
陽
で
礼
が
陰
と
な
る
。『
礼
記
』
楽
記
「
樂

由
天
作
、
禮
以
地
制
。」
ま
た
『
礼
記
』
郊
特
牲
「
樂
由
陽
來
者
也
、
禮
由

陰
作
者
也
。
陰
陽
和
而
萬
物
得
。」
を
参
照
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
八
三



（
14
）�「
裁
節
」　

節
度
、
あ
る
い
は
節
度
を
持
た
せ
る
こ
と
。『
礼
記
』
楽
記
「
禮

節
民
心
、
樂
和
民
聲
、
政
以
行
之
、
刑
以
防
之
、
禮
樂
刑
政
四
逹
而
不
悖
、

則
王
道
備
矣
。」
孔
穎
達
疏
「
禮
有
尊
卑
上
下
、故
裁
節
民
心
、謂
無
不
敬
也
。」

（
15
）�「
物
事
」　
「
も
の
、
南
方
系
俗
語
、
北
方
系
の
「
東
西
」。」（
田
中
謙
二
『
朱

子
語
類
外
任
篇
訳
注
』
一
五
四
頁
）

（
16
）�「
粲
然
有
文
」　

礼
が「
有
文
」で
あ
る
の
は
、『
礼
記
』礼
器「
先
王
之
立
禮
也
、

有
本
有
文
。
忠
信
、
禮
之
本
也
。
義
理
、
禮
之
文
也
。
無
本
不
立
、
無
文
不

行
。」「
粲
然
有
文
」
は
、『
漢
書
』
巻
五
六
「
董
仲
舒
傳
」「
粲
然
有
文
、
以

相
接
、
驩
然
有
恩
、
以
相
愛
。」
文
は
『
論
語
』
に
言
う
文
章
。『
論
語
』
泰

伯
「
巍
巍
乎
其
有
成
功
也
、煥
乎
其
有
文
章
。」
こ
の
文
章
を
朱
子
は
「
文
章
、

禮
樂
法
度
也
。」
と
す
る
。

（
17
）�「
和
動
」　

音
楽
が
所
作
と
調
和
し
つ
つ
流
動
す
る
こ
と
。『
礼
記
』「
楽
記
」

の
以
下
の
部
分
に
基
づ
く
。「
夫
民
有
血
氣
心
知
之
性
而
無
哀
樂
喜
怒
之
常
。

應
感
起
物
而
動
、
然
後
心
術
形
焉
。
志
微
噍
殺
之
音
作
而
民
思
憂
…
寛
裕
肉

好
、
順
成
和
動
之
音
作
而
民
慈
愛
。」
孔
疏
「
寛
裕
肉
好
、
順
成
和
動
之
音

作
而
民
慈
愛
者
、
肉
謂
厚
重
者
也
。
君
上
如
寛
裕
厚
重
、
則
樂
音
順
序
而
和

諧
動
作
。
故
民
皆
應
之
而
慈
愛
。」

（
18
）�「
礼
主
其
減
云
々
」　
『
礼
記
』「
楽
記
」「
樂
也
者
動
於
内
者
也
、
禮
也
者
動

於
外
者
也
。
故
禮
主
其
減
、
樂
主
其
盈
。」
増
加
か
縮
小
か
で
言
え
ば
礼
が

陰
で
楽
が
陽
と
な
る
こ
と
を
言
う
。
次
の
二
一
条
で
収
束
を
陰
だ
と
考
え
て

い
る
の
を
参
照
。

21
条

　

問
。
健
順
在
四
端
何
屬
。
曰
。
仁
與
禮
是
陽
、
義
與
智
屬
陰
。

　

問
。
小
學
、
詩
書
禮
樂
以
造
士
。
注
云
、
禮
陰
也
。
曰
。
此
以
文
明
言
、
彼
以

節
制
言
。

　

問
。
禮
智
是
束
歛
底
意
思
、故
屬
陰
否
。
曰
。
然
。
或
問
。
智
未
見
束
歛
處
。
曰
。

義
猶
略
有
作
爲
、
智
一
知
便
了
、
愈
是
束
歛
。
孟
子
曰
、
是
非
之
心
、
智
也
。
纔

知
得
是
而
愛
、
非
而
惡
、
便
交
過
仁
義
去
了
。　

胡
泳

〔
校
勘
〕

○�

「
禮
智
是
」　

成
化
本
は
「
禮
智
」
を
「
義
知
」
に
、萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
禮

知
」
に
作
る
。

○
「
智
未
見
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
智
」
を
「
知
」
に
作
る
。

○
「
智
一
知
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
智
」
を
「
知
」
に
作
る
。

○
「
是
非
之
心
智
也
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
智
」
を
「
知
」
に
作
る
。

（
語
録
本
不
見
）

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
健
順
は
四
端
で
は
何
に
属
す
る
の
で
し
ょ
う
。」
先
生
「
仁
と
禮

と
は
陽
に
属
し
、
義
と
智
と
は
陰
に
属
す
る
。」

　

質
問
し
た
。「
小
學
の「
詩
書
禮
樂
以
て
士
を
い
た
造
す
」の
注
に「
禮
は
陰
な
り
」

と
あ
り
ま
す
が
。」先
生「
こ
こ
で
礼
が
陽
だ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、礼
の
文
明（
粲

然
と
し
て
文
あ
る
こ
と
）
に
つ
い
て
言
っ
て
お
り
、
あ
ち
ら
の
小
学
の
方
は
礼
の

節
制
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
だ
。」
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質
問
し
た
。「
禮
智
に
は
収
斂
の
意
味
が
あ
り
、
だ
か
ら
陰
に
属
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。」
先
生
「
そ
う
だ
。」
あ
る
ひ
と
が
質
問
し
た
。「
智
は
ど
こ
が
収
斂
な

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。」
先
生
「
義
は
な
ん
と
い
っ
て
も
ま
だ
は
た
ら
き
が
あ
る
。

智
は
一
た
び
知
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
お
わ
り
で
、
あ
と
は
収
斂
す
る
だ
け
だ
。

孟
子
も
「
是
非
の
心
は
智
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
是
で
あ
っ
て
愛
す
べ

き
も
の
、そ
れ
が
非
で
あ
っ
て
悪
む
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
え
ば
、

あ
と
は
仁
義
に
わ
た
す
こ
と
に
な
る
。　

胡
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
詩
書
禮
樂
以
造
士
」　
『
小
学
』
内
教
の
文
章
。
こ
こ
で
「
注
に
礼
は
陰
で

あ
る
」と
す
る
の
は
、『
小
学
』の
こ
の
部
分
が
基
づ
く
と
こ
ろ
の『
礼
記
』「
王

制
」「
詩
書
禮
樂
以
造
士
、
春
秋
教
以
禮
樂
、
冬
夏
教
以
詩
書
。」
の
鄭
玄
注

「
春
夏
陽
也
。
詩
樂
者
、聲
聲
亦
陽
也
。
秋
冬
陰
也
。
書
禮
者
、事
事
亦
陰
也
。

互
言
之
者
、
皆
以
其
術
相
成
。」
が
、
礼
を
陰
だ
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

な
お
、「
礼
陰
也
」
と
す
る
そ
の
ま
ま
の
表
現
は
、
周
敦
頤
『
通
書
』「
禮
理

也
、樂
和
也
。」
に
つ
い
て
の
朱
子
の
注
に
「
禮
陰
也
、樂
陽
也
」
と
見
え
る
。

（
２
）�「
此
以
文
明
言
」　
『
周
易
』「
乾
」「
見
龍
在
田
、
天
下
文
明
。」
程

伝
「
龍
徳
見
於
地
上
、
則
天
下
見
其
文
明
之
化
也
。」
本
義
「
雖
不
在
上

位
、
然
天
下
已
被
其
化
。」
礼
と
文
明
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻

五
九
、一
五
三
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅳ1411

）「
當
此
之
時
、
仁
義
禮
智
之
苗

脈
已
在
裏
許
、
只
是
未
發
動
。
及
有
箇
合
親
愛
底
事
來
、
便
發
出
惻
隐
之
心
。

�

有
箇
可
厭
惡
底
事
來
、
便
發
出
羞
惡
之
心
。
禮
本
是
文
明
之
理
、
其
發
便
知

有
辭
遜
。
智
本
是
明
辨
之
理
、
其
發
便
知
有
是
非
。」
を
参
照
。
な
お
本
条
が

礼
の
「
文
明
」
を
陽
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
の
二
〇
条
で
は
、
こ
こ
の

「
文
明
」
に
対
応
す
る
「
粲
然
有
文
」
の
こ
と
を
陰
と
し
て
い
る
が
、
本
条
で

は
む
し
ろ
「
明
」
に
力
点
を
お
い
て
「
陽
」
と
さ
れ
、収
斂
、節
制
の
面
に
「
陰
」

を
見
る
と
い
う
対
比
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）�「
問
禮
智
是
」　

こ
の
「
禮
」
は
、
以
下
で
朱
子
が
義
と
知
の
違
い
を
説
明

し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
成
化
本
が
「
義
」
に
作
る
の
が
勝
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

（
４
）�「
束
斂
」　

斂
束
と
も
。収
斂
に
同
じ
。義
が
収
斂
す
る
も
の
で
あ
る
の
は
、『
語

類
』
巻
六
、五
四
条
、沈
僩
録
（
Ⅰ106

）「
蓋
仁
是
箇
發
出
來
了
、便
硬
而
強
。

義
便
是
收
斂
向
裏
底
、
外
面
見
之
便
是
柔
。」

（
５
）�「
或
問
云
々
」　

本
条
は
あ
る
い
は
『
語
類
』
巻
六
、五
六
条
、
沈
僩
録
、（
Ⅰ

106

）「
仁
禮
屬
陽
屬
健
、
義
智
屬
陰
屬
順
。
問
、
義
則
截
然
有
定
分
。
有
收

斂
底
意
思
、
自
是
屬
陰
順
。
不
知
智
如
何
解
。
曰
、
智
更
是
截
然
、
更
是
收

斂
。
如
知
得
是
、
知
得
非
、
知
得
便
了
、
更
無
作
用
、
不
似
仁
義
禮
三
者
有

作
用
。
智
只
是
知
得
了
、
便
交
付
惻
隠
羞
惡
辭
遜
三
者
。
他
那
箇
更
收
斂
得

快
。」と
同
じ
時
の
記
録
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
、本
条
の「
あ

る
ひ
と
」
は
沈
僩
と
な
る
。
ま
た
、
智
が
収
斂
に
対
応
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
仁
義
禮
智
の
季
節
へ
の
配
当
か
ら
、
収
穫
さ
れ
た
も
の
を
収
蔵
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
も
説
明
さ
れ
る
。『
語
類
』
巻
六
、五
四
条
、
沈
僩
録
、（
Ⅰ

106
）「
春
仁
也
、
夏
禮
也
、
秋
義
也
、
冬
智
也
、
仁
禮
是
敷
施
出
來
底
、
義

是
肅
殺
果
斷
底
、
智
便
是
收
藏
底
。」

（
６
）��「
是
非
之
心
智
也
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
惻
隠
之
心
、仁
也
。
羞
惡
之
心
、

義
也
。
恭
敬
之
心
、
禮
也
。
是
非
之
心
、
智
也
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
八
五



（
７
）�「
是
而
愛
、
非
而
惡
」　

愛
と
仁
が
つ
な
が
る
の
は
『
論
語
』「
顏
淵
」「
樊

遲
問
仁
。
子
曰
、
愛
人
。」
非
を
知
っ
て
そ
れ
を
「
悪
む
」
こ
と
が
義
に
つ

な
が
る
の
は
、『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
惻
隠
之
心
、
仁
之
端
也
、
羞
惡
之

心
、
義
之
端
也
、
辭
讓
之
心
、
禮
之
端
也
、
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。」

（
８�

）「
便
交
過
仁
義
去
了
」　

智
が
知
っ
た
こ
と
を
仁
義
に
受
け
渡
す
こ
と
。
是

で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
仁
に
受
け
渡
し
て
（
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
）
そ
れ
を

愛
す
る
こ
と
に
な
り
、
非
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
そ
れ
を
義
に
受
け
渡
し
て

そ
れ
を
悪
む
。
注
（
５
）
に
引
用
し
た
沈
僩
録
で
「
智
只
是
知
得
了
、
便
交

付
惻
隠
羞
惡
辭
遜
三
者
。」と
す
る
の
を
参
照
。
ま
た『
語
類
』巻
六
、七
五
条
、

董
銖
録
（
Ⅰ109

）「
仁
為
四
端
之
首
、
而
智
則
能
成
始
而
成
終
、
猶
元
為
四

徳
之
長
。
然
元
不
生
於
元
而
生
於
貞
。
蓋
天
地
之
化
不
翕
聚
、則
不
能
發
散
也
。

仁
智
交
際
之
間
、
乃
萬
化
之
機
軸
。」
に
見
え
る
智
か
ら
仁
へ
の
受
け
渡
し
の

関
係
も
参
照
さ
れ
た
い
。「
交
過
」
は
「
わ
た
す
、
回
付
す
る
。」（
田
中
謙
二

『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
注
』
一
一
二
頁
。
同
書
該
当
箇
所
の
本
文
は
『
語
類
』

巻
一
〇
六
、二
七
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ2649

）「
如
諸
縣
發
簿
暦
到
州
、
在
法

本
州
點
對
自
有
限
日
。如
初
間
是
本
州
磨
筭
司
便
自
有
十
日
限
、却
交
過
通
判
。

審
計
司
亦
有
五
日
限
。」）

22
条

　

問
陰
陽
五
行
健
順
五
常
之
性
。
曰
。
健
是
禀
得
那
陽
之
氣
、
順
是
禀
得
那
陰
之

氣
、
五
常
是
禀
得
五
行
之
理
。
人
物
皆
禀
得
健
順
五
常
之
性
。
且
如
狗
子
會
咬
人

底
、
便
是
禀
得
那
健
底
性
。
不
咬
人
底
、
是
禀
得
那
順
底
性
。
又
如
草
木
直
底
硬

底
、
是
禀
得
剛
底
、
軟
底
弱
底
、
是
禀
得
那
順
底
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
稟
得
剛
底
」　

語
録
本
は
「
稟
得
剛
那
底
」
に
作
る
。

○
「
僩
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
虁
孫
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

陰
陽
五
行
、
健
順
五
常
の
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
健
は
陽
の
気
を
う

け
た
も
の
、
順
は
陰
の
気
を
う
け
た
も
の
、
五
常
は
五
行
の
理
を
う
け
た
も
の
だ
。

人
も
物
も
み
な
健
順
五
常
の
性
を
う
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
人
を
噛
む
の
を
常
と

す
る
犬
が
い
た
ら
、
こ
れ
は
健
の
性
を
う
け
た
も
の
、
人
を
噛
ま
な
い
犬
は
、
順

の
性
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
た
と
え
ば
草
木
が
ま
っ
す
ぐ
で
か
た
い
の
は
、

剛
の
性
を
う
け
た
も
の
で
、
や
わ
ら
か
く
な
よ
な
よ
し
て
い
る
の
は
、
順
の
性
を

う
け
た
も
の
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
狗
子
會
咬
人
」　
『
礼
記
』「
曲
礼
」
上
「
效
犬
者
、左
牽
之
。」
鄭
玄
注
「
犬

齛
齧
人
。
右
手
當
禁
備
之
。」
と
、
犬
は
基
本
的
に
人
を
嚙
む
も
の
と
さ
れ

る
が
、『
楚
辭
』
天
問
に
「
兄
有
噬
犬
、
弟
何
欲
。」
と
「
人
を
嚙
む
犬
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
を
嚙
ま
な
い
犬
が
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
い
る
。「
会
」
は
「
で
き
る
」、「
き
っ
と
～
す
る
に
ち
が
い
な
い
」。

23
条

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
八
六



　

問
。
或
問
氣
之
正
且
通
者
爲
人
、
氣
之
偏
且
塞
者
爲
物
、
如
何
。
曰
。
物
之
生
、

必
因
氣
之
聚
而
後
有
形
、
得
其
清
者
爲
人
、
得
其
濁
者
爲
物
。
假
如
大
爐
鎔
鐵
、

其
好
者
在
一
處
、
其
渣
滓
又
在
一
處
。

　

又
問
。
氣
則
有
清
濁
、
而
理
則
一
同
、
如
何
。
曰
。
固
是
如
此
。
理
者
如
一
寳

珠
、
在
聖
賢
則
如
置
在
清
水
中
、
其
輝
光
自
然
發
見
。
在
愚
不
肖
者
、
如
置
在
濁

水
中
、
須
是
澄
去
泥
沙
、
則
光
方
可
見
。
今
人
所
以
不
見
理
、
合
澄
去
泥
沙
、
此

所
以
須
要
克
治
也
。
至
如
萬
物
亦
有
此
理
。
天
何
嘗
不
將
此
理
與
他
。
只
爲
氣
昏

塞
、
如
置
寳
珠
於
濁
泥
中
、
不
復
可
見
。

　

然
物
類
中
亦
有
知
君
臣
母
子
、
知
祭
、
知
時
者
。
亦
是
其
中
有
一
線
明
處
。
然

而
不
能
如
人
者
、
只
爲
他
不
能
克
治
耳
。
且
蚤
虱
亦
有
知
、
如
飢
則
噬
人
之
類
是

也
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

○�

「
渣
滓
」　

語
録
本
、成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
渣
」

を
「
査
」
に
作
る
。

○
「
不
將
此
理
與
他
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「『
或
問
』
に
「
氣
の
正
に
し
て
且
つ
通
な
る
者
は
人
と
爲
り
、
氣

の
偏
に
し
て
且
つ
塞
な
る
者
は
物
と
爲
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。」
先
生
「
物
が
生
じ
る
の
は
、
必
ず
気
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
後
で
形
あ
る
も
の
と
な
る
。
澄
ん
だ
気
を
得
れ
ば
人
と
な
り
、
濁
っ
た
気
を
得

れ
ば
物
と
な
る
の
だ
。
た
と
え
ば
大
き
な
炉
で
鉄
を
溶
か
し
て
精
錬
し
た
と
き
、

ち
ゃ
ん
と
精
錬
さ
れ
た
鉄
と
、
か
す
が
別
々
の
場
所
に
で
き
る
よ
う
な
も
の
だ
。」

　

ま
た
質
問
し
た
。「
気
に
は
清
濁
が
あ
る
が
、
理
に
つ
い
て
は
同
一
だ
、
と
い

う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。」
先
生
「
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
理
と
い
う
も

の
は
、
宝
玉
に
た
と
え
て
み
る
と
、
聖
賢
に
つ
い
て
い
え
ば
澄
ん
だ
水
の
中
に
置

か
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
輝
き
は
自
然
と
現
れ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
愚

不
肖
の
人
間
で
は
こ
れ
が
濁
っ
た
水
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
泥

を
澄
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
光
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、

だ
か
ら
人
は
理
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
泥
を
澄
ま
せ
て
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
の
だ
。
こ
れ
が
克
己
治
身
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
な
の
だ
。
万
物
に

つ
い
て
も
や
は
り
こ
の
理
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天
は
ど
う
し
て
こ

の
理
を
そ
れ
に
与
え
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
気
に
よ
っ
て
く

ら
ま
さ
れ
ふ
さ
が
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
宝
玉
を
濁
っ
た
泥
の
中
に
置
い
た
よ
う
な

も
の
で
、
理
の
か
が
や
き
が
も
は
や
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
動
物
な
ど
の
な
か
に
は
、
君
臣
母
子
を
知
る
も
の
、
祭
る
こ
と
を
知

る
も
の
、
時
を
知
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
そ
の
中
に
ひ
と
す
じ
の
明
る

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
が

克
己
治
身
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
の
み
や
し
ら

み
に
も
知
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
飢
え
た
ら
人
を
か
む
と
い
う
よ
う
な
の
も
そ
れ

だ
。」　

曽
祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）�「
気
之
正
且
通
者
」　
『
或
問
』「
然
以
其
理
而
言
之
、
則
萬
物
一
原
、
固
無

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
八
七



人
物
貴
賤
之
殊
。
以
其
氣
而
言
之
、
則
得
其
正
且
通
者
為
人
、
得
其
偏
且
塞

者
為
物
。
是
以
或
貴
或
賤
而
不
能
齊
也
。」「
正
且
通
」
は
、『
爾
雅
』「
釋
天
」

「
四
時
和
爲
通
正
。」
郭
璞
注
「
通
、平
暢
也
。」
邢
昺
疏
「
言
上
四
時
之
功
和
、

是
爲
通
暢
平
正
也
。」
要
す
る
に
、
人
は
天
地
の
和
気
を
受
け
て
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。『
列
子
』「
天
瑞
」「
清
輕
者
上
為
天
、
濁
重
者
下
為
地
、

沖
和
氣
者
為
人
。
故
天
地
含
精
、
萬
物
化
生
。」
な
お
、
こ
の
条
全
体
に
関

わ
る
も
の
と
し
て
、『
語
類
』
巻
四
、四
二
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ65

）「
自
一
氣

而
言
之
、
則
人
物
皆
受
是
氣
而
生
。
自
精
粗
而
言
、
則
人
得
其
氣
之
正
且
通

者
、
物
得
其
氣
之
偏
且
塞
者
。
惟
人
得
其
正
、
故
是
理
通
而
無
所
塞
。
物
得

其
偏
、
故
是
理
塞
而
無
所
知
。
且
如
人
頭
圓
象
天
、
足
方
象
地
、
平
正
端
直
、

以
其
受
天
地
之
正
氣
。
所
以
識
道
理
有
知
識
。
物
受
天
地
之
偏
氣
、
所
以
禽

獸
横
生
、
草
木
頭
生
向
下
、
尾
反
在
上
。
物
之
間
有
知
者
、
不
過
只
通
得
一

路
。
如
烏
之
知
孝
、獺
之
知
祭
、犬
但
能
守
禦
、牛
但
能
耕
而
已
。」
を
参
照
。

（
２
）�「
気
之
聚
而
後
有
形
」　
『
正
蒙
』「
太
和
」「
氣
聚
、
則
離
明
得
施
而
有
形
、

氣
不
聚
、
則
離
明
不
得
施
而
無
形
。」『
太
極
図
説
解
』「
妙
合
而
凝
」
朱
子

解
「
凝
者
聚
也
。
氣
聚
而
成
形
也
。
蓋
性
為
之
主
、
而
陰
陽
五
行
為
之
經
緯

錯
綜
、
又
各
以
類
凝
聚
而
成
形
焉
。」

（
３�

）�「
清
者
為
人
云
々
」　
『
孟
子
或
問
』「
人
物
並
生
於
天
地
之
間
、
本
同
一
理
、

而
禀
氣
有
異
焉
。
禀
其
清
明
純
粹
則
為
人
、
禀
其
昏
濁
偏
駁
則
為
物
。」

（
４
）�「
大
爐
鎔
鐵
」　

天
地
の
生
成
を
鉱
炉
に
例
え
る
の
は
、『
荘
子
』「
大
宗
師
」

「
今
一
以
天
地
為
大
鑪
、
以
造
化
為
大
冶
、
惡
乎
往
而
不
可
哉
。」
ま
た
『
語

類
』
巻
七
四
、一
〇
一
条
、林
学
履
録
（
Ⅴ1894

）「
天
地
之
化
、滔
滔
無
窮
、

如
一
爐
金
汁
、
鎔
化
不
息
。」

（
５
）�「
渣
滓
」　

か
す
。『
語
類
』に
は
し
ば
し
ば
現
れ
る
。『
語
類
』巻
一
、二
三
条
、

陳
淳
録（
Ⅰ6

）「
天
地
初
間
、只
是
陰
陽
之
氣
。
這
一
箇
氣
運
行
、磨
來
磨
去
、

磨
得
急
了
、
便
拶
許
多
渣
滓
、
裏
面
無
處
出
、
便
結
成
箇
地
在
中
央
。
氣
之

清
者
便
為
天
為
日
月
為
星
辰
、只
在
外
、常
周
環
運
轉
。地
便
只
在
中
央
不
動
、

不
是
在
下
。」
こ
こ
で
は
鉄
の
精
錬
の
話
な
の
で
、ス
ラ
グ
（
の
ろ
）
を
指
す
。

（
６
）�「
在
一
處
～
在
一
處
」　

別
々
の
所
に
あ
る
。『
性
理
大
全
』
巻
一
「
勉
齋
黄

氏
曰
、
太
極
動
而
生
陽
、
不
成
太
極
在
一
處
、
陰
陽
在
一
處
。」

（
７
）�「
気
則
有
清
濁
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
詩
曰
、
天
生
蒸
民
、
有
物
有
則
。」

集
注
「
程
子
曰
、
性
即
理
也
。
理
則
堯
舜
至
於
塗
人
一
也
。
才
禀
於
氣
。
氣

有
清
濁
。
禀
其
清
者
為
賢
、
禀
其
濁
者
為
愚
。」

（
８
）�「
如
一
寶
珠
」　

宝
珠
に
た
と
え
る
例
と
し
て
、『
語
類
』
巻
四
、六
八
条
、

李
儒
用
録
（
Ⅰ73

）「
有
是
理
而
後
有
是
氣
、
有
是
氣
則
必
有
是
理
。
但
禀

氣
之
清
者
、
為
聖
為
賢
、
如
寳
珠
在
清
冷
水
中
。
其
氣
之
濁
者
、
為
愚
為
不

肖
、
如
珠
在
濁
水
中
。
所
謂
明
明
徳
者
、
是
就
濁
水
中
揩
拭
此
珠
也
。」

（
９
）�「
克
治
」　
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
如
琢
如
磨
者
自
脩
也
」
朱
注
「
自
脩
者
、

省
察
克
治
之
功
。」
な
お
葉
采
は
、『
近
思
録
集
解
』
巻
五
に
「
克
治
」
の
表

題
を
つ
け
て
い
る
の
を
参
照
。

（
10
）�「
知
君
臣
母
子
」　

君
臣
は
た
と
え
ば
『
関
尹
子
』「
聖
人
師
蜂
立
君
臣
、
師

蜘
蛛
立
網
罟
。」
父
子
は
『
荘
子
』「
天
運
」「
荘
子
曰
、
虎
狼
仁
也
。
曰
、

何
謂
也
。
荘
子
曰
、父
子
相
親
、何
為
不
仁
。」
母
子
と
す
る
の
は
『
楽
全
集
』

巻
一
二
、「
不
孝
之
刑
」
に
「
虎
狼
尚
知
母
子
之
愛
」。
な
お
『
中
庸
或
問
』「
至

於
虎
狼
之
父
子
、
蜂
蟻
之
君
臣
、
豺
獺
之
報
本
、
雎
䧱
之
有
別
、
則
其
形
氣

之
所
偏
、
又
反
有
以
存
其
義
理
之
所
得
、
尤
可
以
見
天
命
之
本
然
初
無
間
隔
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
八
八



而
所
謂
道
者
亦
未
嘗
不
在
是
也
。」
を
参
照
。

（
11
）�「
知
祭
」　
『
礼
記
』「
王
制
」「
獺
祭
魚
、
然
後
虞
人
入
澤
梁
。
豺
祭
獸
、
然

後
田
獵
。」

（
12
）�「
知
時
」　
『
漢
書
』
巻
二
七
中
之
上
「
五
行
志
」
中
之
上
「
京
房
易
傳
曰
、

雞
知
時
。」

（
13
）�「
一
線
」　
「
線
」
は
細
い
も
の
を
数
え
る
量
詞
。
こ
こ
で
は
細
い
灯
り
が
見

え
る
イ
メ
ー
ジ
。『
語
類
』
巻
四
、九
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ57

）「
氣
相
近
、
如

知
寒
煖
識
饑
飽
、
好
生
惡
死
、
趨
利
避
害
、
人
與
物
都
一
般
。
理
不
同
、
如

蜂
蟻
之
君
臣
、
只
是
他
義
上
有
一
點
子
明
。
虎
狼
之
父
子
、
只
是
他
仁
上
有

一
點
子
明
。」
で
は
「
一
点
子
明
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
を
参
照
。

（
14
）�「
蚤
虱
噬
人
」　
『
論
衡
』「
解
除
」「
人
民
居
土
上
、
猶
蚤
虱
著
人
身
也
。
蚤

虱
食
人
、
賊
人
肌
膚
、
猶
人
鑿
地
、
賊
地
之
體
也
。
蚤
虱
内
知
、
有
欲
解
人

之
心
、
相
與
聚
會
、
解
謝
於
所
食
之
肉
旁
、
人
能
知
之
乎
。
夫
人
不
能
知
蚤

虱
之
音
、
猶
地
不
能
曉
人
民
之
言
也
。」（『
論
衡
校
釋
』
云
「
音
、
疑
是
意

之
壊
字
。」）

24
条

　

問
。
或
問
云
、於
其
正
且
通
者
之
中
、又
或
不
能
無
清
濁
之
異
、故
其
所
賦
之
質
、

又
有
智
愚
賢
不
肖
之
殊
。
世
間
有
人
聰
明
通
曉
、
是
禀
其
氣
之
清
者
矣
。
然
却
所

爲
過
差
、
或
流
而
爲
小
人
之
歸
者
。
又
有
爲
人
賢
而
不
甚
聰
明
通
曉
。
是
如
何
。

　

曰
。或
問
中
固
已
言
之
。所
謂
又
有
智
愚
賢
不
肖
之
殊
、是
也
。蓋
其
所
賦
之
質
、

便
有
此
四
様
。
聰
明
曉
事
者
、
智
也
而
或
不
賢
、
便
是
禀
賦
中
欠
了
清
和
温
恭
之

德
。
又
有
人
極
温
和
而
不
甚
曉
事
、
便
是
賢
而
不
智
。
爲
學
便
是
要
克
化
、
教
此

等
氣
質
令
恰
好
耳
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
或
問
」　

語
録
本
は
「
大
学
或
問
」
に
作
る
。

○
「
如
何
」　

語
録
本
は
「
又
何
也
」
に
作
る
。

○�

「
聰
眀
曉
事
者
」　

語
録
本
、
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
事
」

を
「
了
」
に
作
る
。

○
「
賢
而
不
智
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
智
」
を
「
知
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「『
或
問
』
に
「
う
け
た
気
が
正
に
し
て
且
つ
通
な
る
者
の
中
に
も

清
濁
の
違
い
が
無
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
だ
か
ら
賦
さ
れ
た
質
に
も
、
智
愚
や
賢

不
肖
の
違
い
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
に
は
聡
明
で
物
事
に
精

通
し
た
人
が
い
て
、
こ
れ
は
気
の
中
で
も
澄
ん
だ
も
の
を
う
け
た
人
で
す
。
し
か

し
そ
れ
で
も
行
動
に
節
度
を
失
う
こ
と
が
あ
り
、
誤
っ
た
方
向
に
流
れ
て
小
人
に

な
り
は
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
と
な
り
が
賢
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
聡
明
で
も
な
く
物
事
に
精
通
も
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
「『
或
問
』
の
な
か
に
も
と
も
と
す
で
に
こ
の
こ
と
は
書
い
て
あ
る
。「
そ

こ
に
も
智
愚
や
賢
不
肖
の
違
い
が
あ
る
」と
し
て
い
る
の
が
ま
さ
に
そ
の
こ
と
だ
。

思
う
に
、
賦
与
さ
れ
た
気
質
に
は
、
こ
の
智
愚
賢
不
肖
の
四
通
り
が
あ
る
。
聡
明

で
こ
と
を
見
通
せ
る
者
は
、
智
で
あ
る
け
れ
ど
も
不
賢
な
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
八
九



受
け
取
っ
た
中
に
清
和
温
恭
の
徳
が
欠
け
て
い
る
の
だ
。
ま
た
極
め
て
温
和
な
の

だ
が
事
を
見
通
せ
ぬ
人
が
い
る
が
、こ
れ
は
賢
だ
け
れ
ど
も
不
智
だ
。
学
問
と
は
、

克
己
し
て
変
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
気
質
を
ち
ょ
う
ど
よ
い
も
の
に

さ
せ
る
こ
と
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
又
或
不
能
云
々
」　
『
或
問
』「
然
其
通
也
、或
不
能
無
清
濁
之
異
。
其
正
也
、

或
不
能
無
美
惡
之
殊
。
故
其
所
賦
之
質
、
清
者
智
而
濁
者
愚
、
美
者
賢
而
惡

者
不
肖
、又
有
不
能
同
者
。」
な
お
、質
問
者
も
朱
子
も
ま
っ
た
く
同
様
に
「
又

有
智
愚
賢
不
肖
之
殊
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

あ
る
い
は
こ
の
と
き
の
『
或
問
』
は
、
質
問
者
の
言
の
如
く
「
於
其
正
且
通

者
之
中
、
又
或
不
能
無
清
濁
之
異
、
故
其
所
賦
之
質
、
又
有
智
愚
賢
不
肖
之

殊
。」
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
二
「
答

李
晦
叔
」
第
六
書
に
「
或
問
曰
、
然
於
其
正
且
通
之
中
、
又
或
不
無
清
濁
美

惡
之
異
、
故
其
所
賦
之
質
、
又
有
智
愚
賢
不
肖
之
殊
。」
と
見
え
る
（『
朱
文

公
續
集
』
卷
五
「
答
李
孝
述
繼
善
問
目
」
に
も
『
或
問
』
と
し
て
同
文
が
見

え
る
）
の
を
参
照
。

（
２
）�「
智
愚
賢
不
肖
」　
「
智
愚
」
は
『
論
語
』「
陽
貨
」「
子
曰
、
惟
上
知
與
下
愚

不
移
。」「
賢
不
肖
」
は
『
中
庸
』
第
四
章
「
子
曰
、道
之
不
行
也
、我
知
之
矣
。

知
者
過
之
、
愚
者
不
及
也
。
道
之
不
明
也
、
我
知
之
矣
。
賢
者
過
之
、
不
肖

者
不
及
也
。」
賢
不
肖
は
、
正
し
い
行
動
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
指
す
。
つ

ま
り
朱
子
は
智
愚
を
「
知
」
に
、
賢
不
肖
を
「
行
」
に
振
り
分
け
て
考
え
る

の
で
、
従
っ
て
以
下
に
お
い
て
智
愚
に
は
「
聡
明
暁
事
」、
賢
不
肖
に
は
「
清

和
温
恭
」
が
語
ら
れ
る
。

（
３
）「
聡
明
」　
『
周
易
』「
鼎
」
彖
傳
「
巽
而
耳
目
聰
明
。」

（
４
）�「
過
差
」　

節
度
を
失
う
。『
尚
書
』「
胤
征
」「
羲
和
湎
淫
、
廢
時
亂
日
。」

孔
傳
「
沈
湎
於
酒
、
過
差
非
度
。」
こ
こ
で
、「
聡
明
だ
が
過
差
あ
り
」
と
す

る
の
は
、
あ
る
い
は
羲
和
が
天
文
を
よ
く
知
り
聡
明
で
あ
っ
た
が
、
度
を
失

し
た
行
動
で
征
伐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
識
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）�「
小
人
之
歸
」　
『
韓
昌
黎
文
集
』巻
一
二「
五
箴
」之
一「
游
箴
」「
君
子
之
棄
、

而
小
人
之
歸
乎
。」「
小
人
」
は
『
論
語
』
の
な
か
で
「
君
子
」
と
対
比
さ
れ

て
何
度
も
現
れ
る
こ
と
ば
。『
論
語
』
里
仁
「
君
子
喩
於
義
、小
人
喩
於
利
。」

つ
ま
ら
ぬ
人
間
、
愚
者
。

（
６
）�「
有
爲
人
賢
云
々
」　

こ
の「
人
と
な
り
は
賢
だ
が
聡
明
で
な
い
」は『
論
語
』

「
先
進
」「
柴
也
愚
」
集
注
「
愚
者
、
知
不
足
而
厚
有
餘
。
家
語
記
其
足
不
履

影
、
啓
蟄
不
殺
、
方
長
不
折
、
執
親
之
喪
、
泣
血
三
年
、
未
嘗
見
齒
、
避
難

而
行
、
不
徑
不
竇
。
可
以
見
其
為
人
矣
。」
が
そ
の
例
で
あ
る
。

（
７
）「
不
賢
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
見
賢
思
斉
焉
、
見
不
賢
而
内
自
省
也
。」

（
８
）�「
清
和
温
恭
」　
「
清
和
」
は
広
く
「
落
ち
着
い
て
穏
や
か
」
な
気
の
表
れ
を

指
す
が
、
こ
こ
で
は
特
に
人
の
行
動
が
「
落
ち
着
い
て
穏
や
か
」
で
あ
る
こ

と
を
意
識
す
る
。『
南
史
』
巻
六
梁
紀
、
武
帝
紀
上
「
皇
考
外
甚
清
和
、
而

內
懷
英
氣
。」「
温
恭
」
は
『
論
語
』「
子
罕
」「
子
温
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭

而
安
。」
ま
た
こ
こ
で
の
「
温
」
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
六
、七
九
条
、

鄭
南
升
録
（
Ⅰ112

）「
若
曉
得
此
理
、
便
見
得
克
己
復
禮
。
私
欲
盡
去
、

便
純
是
温
和
沖
粹
之
氣
、
乃
天
地
生
物
之
心
。
其
餘
人
所
以
未
仁
者
、
只
是

心
中
未
有
此
氣
象
。」
を
参
照
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
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号
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九
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（
９
）�「
曉
事
」　

も
の
ご
と
が
わ
か
る
。『
文
選
』
巻
四
〇
、楊
修
「
答
臨
淄
侯
箋
」

「
修
家
子
雲
、
老
不
曉
事
。」

（
10
）�「
爲
學
」　
『
老
子
』
四
八
章
「
爲
學
日
益
、
爲
道
日
損
。」
学
問
が
「
克
己
」

で
あ
る
の
は
『
語
類
』
巻
三
七
、一
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅲ983

）「
今
人
學

問
百
種
、只
是
要
克
己
復
禮
。」
学
問
と
気
質
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
學
至
氣
質
變
、
方
是
有
功
。」『
張
子
語
録
』
巻
中

「
為
學
大
益
、
在
自
求
變
化
氣
質
。」『
中
庸
章
句
』
二
十
章
「
吕
氏
曰
、
君

子
所
以
學
者
、
為
能
變
化
氣
質
。」
ま
た
学
が
克
己
と
気
質
変
化
の
二
面
を

持
つ
こ
と
は
、『
語
類
』
巻
七
八
、二
三
七
条
、黄
義
剛
録
（
Ⅴ2019

）「
或
問
、

聖
賢
教
人
如
克
己
復
禮
等
語
多
、
只
是
教
人
克
去
私
欲
、
不
見
有
教
人
變
化

氣
質
處
、
如
何
。
曰
、
寛
而
栗
、
柔
而
立
、
剛
而
無
虐
。
這
便
是
教
人
變
化

氣
質
處
。」
を
参
照
。

（
11
）�「
克
化
」　

本
条
が
言
う
、
欠
け
て
い
た
「
清
和
温
恭
の
徳
」
を
「
克
」
に

よ
っ
て
獲
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
七
「
克
斎
記
」

の
「
於
是
乎
有
以
拔
其
本
塞
其
源
。
克
之
克
之
而
又
克
之
、
以
至
於
一
旦
豁

然
、
欲
盡
而
理
純
、
則
其
胸
中
之
所
存
者
、
豈
不
粹
然
天
地
生
物
之
心
、
而

藹
然
其
若
春
陽
之
温
哉
。」、
ま
た
注
（
８
）
所
引
の
『
語
類
』
を
参
照
。

（
12
）�「
恰
好
」　

ぴ
っ
た
り
と
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

一
三
五
頁
参
照
。

25
条

　

舜
功
問
。
序
引
參
天
地
事
如
何
。
曰
。
初
言
人
之
所
以
異
於
禽
獸
者
、
至
下
須

是
見
己
之
所
以
參
化
育
者
。

　

又
問
。
此
是
到
處
如
何
。
曰
。
到
大
有
地
步
在
。
但
學
者
須
先
知
其
如
此
、
方

可
以
下
手
。
今
學
者
多
言
待
發
見
處
下
手
。
此
已
遲
却
。
纔
思
要
得
善
時
、
便
得

善
。　

可
學

　〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
（
語
録
本
不
見
）

〔
訳
〕

　

舜
功
が
質
問
し
た
。
つ
づ
い
て
「
天
地
と
参
と
な
る
」
こ
と
が
引
用
さ
れ
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」
先
生
「
は
じ
め
に
人
が
な
ぜ
禽
獣
と
異
な

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
っ
た
の
で
、
以
下
に
は
自
身
が
ど
う
や
っ
て
天
地

の
化
育
に
参
与
す
る
か
に
つ
い
て
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。」

　

ま
た
質
問
し
た
。「
こ
の
場
合
到
達
点
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。」

先
生
「
確
固
た
る
堯
舜
の
よ
う
な
偉
大
な
境
地
に
到
達
す
る
。
た
だ
し
学
ぶ
者
は

ま
ず
そ
の
到
達
点
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
知
っ
て
は
じ
め
て
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
い
ま
の
学
ぶ
者
の
多
く
は
、
着
手
す
る
対
象
が
見
え
て
く

る
の
を
待
っ
て
か
ら
着
手
す
れ
ば
よ
い
と
言
う
。こ
れ
で
は
も
う
遅
す
ぎ
る
の
だ
。

善
を
得
よ
う
と
思
い
さ
え
す
れ
ば
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
善
を
得
た
こ
と
に
な
る
の

だ
。」　

鄭
可
学
録

〔
注
〕

（
１
）�「
舜
功
」　
『
語
類
』
に
は
「
符
舜
功
」
と
「
周
舜
功
」
の
二
人
が
現
れ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
九
一



符
舜
功
な
ら
ば
符
敍
。『
朱
子
門
人
』
一
三
五
頁
。

（
２
）�「
序
引
参
天
地
事
」　
『
或
問
』「
唯
人
之
生
、
乃
得
其
氣
之
正
且
通
者
、
而

其
性
為
最
貴
。
故
其
方
寸
之
間
、
虚
靈
洞
徹
、
萬
理
咸
備
。
蓋
其
所
以
異
於

禽
獸
者
、
正
在
於
此
。
而
其
所
以
可
為
堯
舜
而
能
參
天
地
以
贊
化
育
者
、
亦

不
外
焉
。
是
則
所
謂
明
德
者
也
。」「
參
天
地
以
贊
化
育
」
は
『
中
庸
』
二
二

章
「
唯
天
下
至
誠
、
為
能
盡
其
性
。
能
盡
其
性
、
則
能
盡
人
之
性
。
能
盡
人

之
性
、
則
能
盡
物
之
性
、
則
可
以
贊
天
地
之
化
育
、
可
以
贊
天
地
之
化
育
、

則
可
以
與
天
地
參
矣
。」
朱
注
「
天
下
至
誠
、
謂
聖
人
之
德
之
實
、
天
下
莫

能
加
也
。」

（
３
）�「
異
於
禽
獣
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」下「
孟
子
曰
、人
之
所
以
異
於
禽
獸
者
幾
希
。

庶
民
去
之
、
君
子
存
之
。」
こ
こ
で
朱
子
が
、
禽
獣
に
異
な
る
理
由
だ
け
で

な
く
、
化
育
に
参
ず
る
所
以
も
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、『
河
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
孟
子
曰
、
人
之
所
以
異
於

禽
獸
者
幾
希
。
庶
民
去
之
、
君
子
存
之
。
且
人
與
禽
獸
甚
懸
絶
矣
。
孟
子
言

此
言
、
莫
是
只
在
去
之
存
之
上
有
不
同
處
。
曰
。
固
是
。
人
只
有
箇
天
理
、

却
不
能
存
得
、
更
做
甚
人
也
。」
を
参
照
。『
大
学
』
が
こ
の
「
存
得
」
に
関

わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
で
あ
る
。

（
４
）�「
須
是
云
々
」　

求
め
る
も
の
の
全
貌
を
見
通
し
て
か
ら
で
な
い
と
着
手
で

き
な
い
と
い
う
の
は
、以
下
の
発
言
を
参
照
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
五
「
答

陳
超
宗
」
第
一
書
「
為
學
雖
有
階
漸
、
然
合
下
立
志
、
亦
須
略
見
義
理
大
概

規
模
。
於
自
己
方
寸
間
若
有
箇
惕
然
愧
懼
、
奮
然
勇
决
之
志
、
然
後
可
以
加

之
討
論
玩
索
之
功
、
存
養
省
察
之
力
、
而
期
於
有
得
。
夫
子
所
謂
志
學
、
所

謂
發
憤
、
政
為
此
也
。
若
但
悠
悠
泛
泛
、
無
箇
發
端
下
手
處
、
而
便
謂
可
以

如
此
平
做
将
去
、
則
恐
所
謂
荘
敬
持
養
必
有
事
焉
者
、
亦
且
若
存
若
亡
、
徒

勞
把
捉
而
無
精
明
的
確
親
切
至
到
之
効
也
。」「
須
是
」
は
、
必
ず
～
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

（
５�

）「
到
處
」　

最
終
的
な
到
達
点
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
〇
八
条
、魏
椿
録
（
Ⅰ

303

）「
先
生
笑
曰
、
且
放
下
此
一
段
、
緩
緩
尋
思
、
自
有
超
然
見
到
處
。」

（
６
）�「
大
有
地
歩
在
」　
「
地
歩
」
は
場
所
。
こ
こ
で
は
境
地
。「
在
」
は
句
末
に

あ
っ
て
そ
れ
が
確
固
と
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
注
（
５
）
の
「
到

處
」
と
「
大
有
～
在
」
が
あ
わ
せ
て
現
れ
る
次
の
例
を
参
照
。『
語
類
』
巻

六
三
、三
四
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅳ1529

）「
徐
（
孟
寶
）
又
曰
、
只
以
至
公

之
心
為
大
本
、
却
將
平
日
學
問
積
累
、
便
是
格
物
、
如
此
不
輟
、
終
須
自
有

到
處
。
曰
、
這
箇
如
何
當
得
大
本
。
若
使
如
此
容
易
、
天
下
聖
賢
煞
多
。
只

公
心
不
為
不
善
、
此
只
做
得
箇
稍
稍
賢
於
人
之
人
而
已
。
聖
賢
事
業
大
有
事

在
。」

（
７
）「
下
手
」　

着
手
す
る
。

（
８
）�「
待
発
見
處
」　
「
處
」
は
時
間
を
指
す
。
あ
ら
わ
れ
る
、
み
え
て
く
る
時
を

待
っ
て
。
こ
の
「
発
見
」
に
つ
い
て
は
、『
孟
子
或
問
』「
此
心
之
發
、
固
當

密
察
存
養
而
擴
充
之
矣
。
然
其
明
暗
通
塞
之
幾
、
乃
存
乎
平
日
所
以
涵
養
之

厚
薄
。
若
曰
必
待
其
發
見
之
已
然
、
而
後
始
用
力
焉
、
則
喜
怒
哀
樂
未
發
之

時
、
學
者
為
無
所
用
其
力
可
乎
。」『
語
類
』
巻
四
一
、一
五
条
、
沈
僴
録
（
Ⅲ

1044

）「
若
待
發
見
而
後
克
、
不
亦
晩
乎
。
發
時
固
是
用
克
、
未
發
時
也
須

致
其
精
明
、
如
烈
火
之
不
可
犯
、
始
得
。」

（
９
）�「
遲
却
」　
「
～
却
」
は
動
詞
の
後
ろ
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
が
持
っ
て
い
る

マ
イ
ナ
ス
方
向
の
完
成
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
め
る
。「
～
掉
」
に
同
じ
。「
す

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

二
九
二



っ
か
り
～
」。「
忘
却
」「
閑
却
」
の
「
却
」。『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
「
曲
江
」

其
二
「
一
片
花
飛
減
却
春
、
風
飄
萬
㸃
正
愁
人
。」『
語
類
』
巻
八
十
、三
一

条
、楊
道
夫
録
（
Ⅵ2072

）「
如
小
序
、亦
間
有
説
得
好
處
。
只
是
杜
撰
處
多
。

不
知
先
儒
何
故
不
虚
心
仔
細
、
看
這
道
理
、
便
只
恁
説
却
。
後
人
又
只
依
他

那
箇
説
出
、
亦
不
看
詩
是
有
此
意
無
。」

（
10
）�「
纔
思
要
得
善
時
」　
『
論
語
』「
述
而
」「
我
欲
仁
、斯
仁
至
矣
。」ま
た
里
仁「
子

曰
苟
志
於
仁
矣
、
無
惡
也
。」
何
か
を
思
念
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
心
の
中
に

既
に
そ
の
全
体
が
備
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
三
五
、八
四
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅲ926

）「
恭
甫
問
、
弘
是
心
之
體
、
毅
是
心
之
力
。
曰
、
心

體
是
多
少
大
。
大
而
天
地
之
理
。
纔
要
思
量
、便
都
在
這
裏
。」を
参
照
。「
纔
」

は
「
才
」
に
同
じ
。「
～
し
さ
え
す
れ
ば
」。
通
常
「
纔
～
便
～
」
と
い
う
構

文
を
取
る
が
、『
語
類
』
で
は
し
ば
し
ば
「
纔
～
時
、
便
～
」
と
し
て
「
時
」

字
を
は
さ
ん
で
使
わ
れ
る
。『
語
類
』巻
一
二
、一
二
条
、輔
広
録（
Ⅰ200

）「
人

昏
時
、
便
是
不
明
。
才
知
那
昏
時
、
便
是
明
也
。」

26
条

問
。
或
問
自
其
有
生
之
初
以
下
是
一
節
。
顧
人
心
稟
受
之
初
、
又
必
皆
有
以
得
乎

陰
陽
五
行
之
氣
以
下
是
一
節
。
苟
於
是
焉
而
不
値
其
清
明
純
粹
之
會
、
這
又
轉
一

節
。
下
又
轉
入
一
節
物
欲
去
、
是
否
。

　

曰
。
初
間
説
人
人
同
得
之
理
、
次
又
説
人
人
同
受
之
氣
。
然
其
間
却
有
撞
著
不

好
底
氣
以
生
者
。
這
便
被
他
拘
滯
了
、
要
變
化
却
難
。

　

問
。
如
何
是
不
好
底
氣
。

　

曰
。
天
地
之
氣
、
有
清
有
濁
。
若
値
得
晦
暗
昏
濁
底
氣
、
這
便
稟
受
得
不
好
了
。

既
是
如
此
、
又
加
以
應
接
事
物
、
逐
逐
於
利
欲
、
故
本
來
明
德
只
管
昏
塞
了
。
故

大
學
必
教
人
如
此
用
工
、
到
後
來
却
會
復
得
初
頭
渾
全
底
道
理
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
或
問
自
其
有
生
之
初
以
下
是
一
節
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
自
其
」
の
上
に
「
然

皆
」
の
二
字
有
り
。
萬
暦
本　

は
「
以
下
」
の
二
文
字
を
双
行
小
字
に
作
る
。

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
節
」
を
「

」
に
作
る
（
以
下
に
三
出
す
る
「
節
」

は
い
ず
れ
も
底
本
に
同
じ
。）

○��

「
然
其
間
却
有
撞
著
不
好
底
氣
以
生
者
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、

和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

○�

「
這
便
被
他
拘
滯
了
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

○
「
要
變
化
却
難
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
變
」
を
「
変
」
に
作
る
。

○「
若
値
得
晦
暗
昏
濁
底
氣
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は「
昏
」を「
昬
」に
作
る
。

以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「『
或
問
』
は
、「
そ
の
生
ま
れ
た
初
め
」
以
下
が
一
節
。「
た
だ
人
の
心

は
、
そ
の
稟
受
の
当
初
に
は
、
必
ず
誰
も
が
同
様
に
陰
陽
五
行
の
気
を
得
て
お
り
」

以
下
が
一
節
。「
も
し
も
こ
の
時
、
そ
の
う
ち
の
清
明
純
粋
（
の
気
を
得
る
）
と

い
う
め
ぐ
り
あ
わ
せ
に
行
き
当
た
ら
な
け
れ
ば
」、
こ
の
一
節
以
下
で
内
容
が
ま

ず
一
転
す
る
。
そ
の
下
で
は
更
に
「
物
欲
」
云
々
の
話
題
に
入
っ
て
い
き
、
内
容

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
九
三



が
再
度
一
転
す
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
最
初
は
人
々
が
同
じ
く
得
て
い
る
理
に
つ
い
て
説
き
、
そ
の
次
に
今
度

は
、
人
々
が
同
じ
く
稟
受
し
て
い
る
気
に
つ
い
て
説
く
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
人

間
の
中
に
も
、
よ
か
ら
ぬ
気
に
い
き
あ
た
っ
て
生
ま
れ
る
者
が
い
る
。
そ
う
い
う

者
は
そ
の
よ
か
ら
ぬ
気
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
塞
が
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、（
そ
の

気
質
を
）
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
難
し
い
。」

　

質
問
「
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、
よ
か
ら
ぬ
気
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
こ
の
天
地
の
間
に
充
満
す
る
気
に
は
、
す
清
ん
だ
も
の
も
濁
っ
た
も
の

も
有
る
。
も
し
も
そ
の
う
ち
の
晦
暗
昏
濁
な
る
気
に
行
き
当
た
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
つ
ま
り
、
よ
か
ら
ぬ
気
を
稟
受
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
既
に
そ
う
で
あ
る

上
に
、
更
に
加
え
て
、
事
柄
に
対
処
し
た
り
人
と
応
対
し
た
り
す
る
に
際
し
て
、

利
欲
に
汲
汲
と
す
る
、
そ
ん
な
こ
と
だ
か
ら
、
本
来
具
わ
っ
て
い
た
明
徳
も
ひ
た

す
ら
昏
ま
さ
れ
塞
が
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
『
大
学
』
は
必
ず
人
に
、

こ
の
よ
う
に
（
明
明
徳
の
）
実
践
に
取
り
組
む
よ
う
教
え
る
の
で
あ
っ
て
、（
明

明
徳
実
現
の
）
後
に
漸
く
、
当
初
の
渾
全
た
る
道
理
（
＝
明
徳
）
を
回
復
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
或
問
自
其
有
生
之
初
以
下
」
云
　々

こ
こ
で
質
問
者
は
、
人
と
物
に
お
け

る
貴
賤
の
異
同
、
人
に
お
け
る
智
愚
賢
不
肖
の
異
同
が
生
ず
る
原
因
を
理
気

二
元
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
『
大
学
或
問
』
の
一
節
を
取
り
上
げ
た
上
で
、

そ
れ
を
①
「
自
其
有
生
之
初
」
以
下
の
一
節
、
②
「
顧
人
心
稟
受
之
初
、
又

必
皆
有
以
得
乎
陰
陽
五
行
之
氣
」
以
下
の
一
節
、
③
「
苟
於
是
焉
而
不
値
其

清
明
純
粹
之
會
」
以
下
の
一
節
、
④
下
文
の
物
欲
云
々
の
一
節
、
の
四
段
落

に
分
け
て
把
握
す
る
理
解
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
当
否
を
朱
熹
に
尋
ね
て
い

る
。
但
し
所
引
の
表
現
は
、
い
ず
れ
も
現
行
『
大
学
或
問
』
中
に
は
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
な
い
。本
条
が
筆
録
さ
れ
た
当
時
に
お
け
る『
大
学
或
問
』が
、

現
行
本
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。〔
補
説
１
〕
参

照
。
さ
て
、朱
熹
の
答
語
も
勘
案
し
な
が
ら
質
問
者
の
意
図
を
推
測
す
れ
ば
、

各
段
落
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
。
①
万
物
は
元
来
、
一
原
の

理
を
具
有
し
て
い
る
。
②
万
物
の
中
で
も
、
人
は
優
れ
た
気
を
稟
受
し
て
い

る
。
③
但
し
人
の
中
に
は
、
昏
濁
雑
駁
の
気
を
稟
受
す
る
者
も
あ
る
。
④
気

の
昏
濁
雑
駁
に
加
え
て
、
更
に
物
欲
の
追
求
に
走
る
者
が
い
る
。
こ
れ
を
現

行
の
『
大
学
或
問
』
に
当
て
は
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
①
「
然
以
其
理
而
言
之
、則
萬
物
一
原
、固
無
人
物
貴
賤
之
殊
。」

②
「
以
其
氣
而
言
之
、
則
得
其
正
且
通
者
為
人
、
得
其
偏
且
塞
者
為
物
。
是

以
或
貴
或
賤
而
不
能
齊
也
。」
以
下
。
③
「
然
其
通
也
、或
不
能
無
清
濁
之
異
。

其
正
也
、
或
不
能
無
美
惡
之
殊
。
故
其
所
賦
之
質
清
者
智
而
濁
者
愚
、
美
者

賢
而
惡
者
不
肖
。」
以
下
。
④
「
况
乎
又
以
氣
質
有
蔽
之
心
、
接
乎
事
物
無

窮
之
變
、
則
其
目
之
欲
色
、
耳
之
欲
聲
、
口
之
欲
味
、
鼻
之
欲
臭
、
四
肢
之

欲
安
佚
、
所
以
害
乎
其
德
者
、
又
豈
可
勝
言
也
哉
。」
以
下
。

（
２
）�「
又
必
皆
有
以
得
乎
陰
陽
五
行
之
氣
」　
『
大
学
或
問
』「
天
道
流
行
、
發
育

萬
物
。
其
所
以
為
造
化
者
、
陰
陽
五
行
而
已
。
而
所
謂
隂
陽
五
行
者
、
又
必

有
是
理
而
後
有
是
氣
。」

（
３
）�「
不
値
其
清
明
純
粹
之
會
」　
「
會
」
は
、
め
ぐ
り
あ
わ
せ
。
生
ま
れ
つ
き
ど

の
よ
う
な
気
を
稟
受
す
る
か
は
当
人
の
意
志
と
は
無
関
係
で
偶
然
に
左
右
さ
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れ
る
の
で
「
會
」
と
い
う
。『
語
類
』
巻
四
、七
六
条
、沈
僩
録
（
Ⅰ75

）「
又

問
。
以
堯
為
父
而
有
丹
朱
、
以
鯀
為
父
而
有
禹
、
如
何
。
曰
。
這
箇
又
是
二

氣
五
行
交
際
運
行
之
際
、
有
清
濁
、
人
適
逢
其
會
、
所
以
如
此
。」

（
４
）�「
這
又
轉
一
節
」　
「
こ
の
一
節
で
ま
ず
内
容
が
一
転
す
る
。」
前
注
に
お
け

る
段
落
番
号
で
言
え
ば
、
①
と
②
は
、
人
が
誰
し
も
本
来
、
明
徳
を
具
え
る

理
由
を
述
べ
、
③
と
④
は
、
人
が
そ
の
本
来
の
あ
り
方
に
反
し
て
明
徳
を
阻

害
さ
れ
る
原
因
要
因
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
の
「
又
」
は
後
文
の
「
下
又
轉
入

一
節
物
欲
去
」
に
お
け
る
「
又
」
と
呼
応
し
て
「
ま
ず
…
更
に
…
」
と
い
う

語
気
を
持
ち
、
人
が
生
得
の
明
徳
を
阻
害
さ
れ
る
二
つ
の
要
因
（
気
稟
と
物

欲
）
を
順
次
列
挙
し
て
い
く
。

（
５
）�「
下
又
轉
入
一
節
物
欲
去
」　
「
下
文
は
更
に
、
物
欲
云
々
の
一
節
へ
と
転
じ

て
い
く
。」「
去
」
は
「
轉
入
」
と
い
う
動
詞
の
方
向
補
語
で
、「
一
節
物
欲
」

は
「
轉
入
」
の
目
的
語
。「
一
節
物
欲
」
は
「
物
欲
一
節
」
の
意
に
解
釈
し

て
お
く
。
こ
こ
で
の
「
又
」
は
物
欲
が
、
人
が
生
得
の
明
徳
を
阻
害
さ
れ
る

二
つ
目
の
要
因
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
二
要
因
は
『
大
学
章
句
』
経
の

朱
注
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
…
但
為
氣
稟
所
拘
、
人

欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。」
に
お
け
る
「
氣
稟
」
と
「
人
欲
」
に
対
応
す
る
。

現
行
本
『
大
学
或
問
』
で
も
「
二
者
相
因
、
反
覆
深
固
、
是
以
此
德
之
明
、

日
益
昏
昧
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）�「
曰
」　

朱
熹
の
答
え
は
質
問
者
の
理
解
を
肯
定
し
つ
つ
、「
①
」「
②
」「
③

④
」
の
三
段
落
に
ま
と
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
要
点
を
説
明
し
た
も
の
。

（
７
）�「
初
間
説
人
人
同
得
之
理
」 「
初
間
」
は
始
め
に
、
最
初
に
。「
人
人
同
得
之

理
」
は
、全
て
の
人
が
等
し
く
得
て
い
る
理
。
こ
こ
で
は
明
徳
を
指
す
。『
大

学
或
問
』「
所
謂
明
徳
德
者
、
又
人
人
之
所
同
得
、
而
非
有
我
之
得
私
也
。」

（
８
）�「
人
人
同
受
之
氣
」　

全
て
の
人
間
が
共
通
し
て
稟
受
し
て
い
る
気
。『
大
学

或
問
』「
以
其
氣
而
言
之
、
則
得
其
正
且
通
者
為
人
、
得
其
偏
且
塞
者
為
物
。」

に
お
け
る
「
正
且
通
者
」
に
当
た
る
。

（
９
）�「
然
其
間
却
有
撞
著
不
好
底
氣
以
生
者
」　
「
撞
著
」
の
「
撞
」
は
、
い
き
あ

た
る
、
で
く
わ
す
、
め
ぐ
り
あ
う
。
後
出
の
「
若
値
得
晦
暗
昏
濁
底
氣
」
に

お
け
る
「
値
」
と
同
義
。「
著
」
は
、
動
作
の
持
続
を
表
す
。

（
10
）�「
這
便
被
他
拘
滯
了
」　
「
被
」
は
、
…
に
…
さ
れ
る
。
受
動
を
表
す
。「
他
」

は
前
文
の
「
不
好
底
氣
」。「
拘
滯
」
は
拘
束
停
滞
さ
せ
る
、
拘
束
し
て
行
き

詰
ま
ら
せ
る
。

（
11
）�「
要
變
化
却
難
」　

朱
子
学
で
は
、
稟
受
し
た
気
質
を
後
天
的
努
力
に
よ
っ

て
変
化
改
善
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
（
所
謂
「
気
質
変
化
説
」）。
気

質
変
化
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
四
、五
九
条
、
滕

璘
録
（
Ⅰ69

）「
人
之
為
學
、
却
是
要
變
化
氣
稟
。
然
極
難
變
化
。
…
若
勇

猛
直
前
、
氣
稟
之
偏
自
消
、
功
夫
自
成
。」『
語
類
』
巻
一
一
三
、一
条
、
訓

廖
德
明
（
Ⅶ2738

）「
問
。、
如
何
涵
飬
到
剛
勇
。
曰
。
只
是
一
箇
勉
强
。

然
變
化
氣
質
、
最
難
。」

（
12
）�「
天
地
之
氣
」　

天
地
の
間
に
充
満
す
る
気
。『
語
類
』巻
三
、七
条
、林
恪
録（
Ⅰ

34
）「
天
地
間
、無
非
氣
。」『
語
類
』
巻
五
二
、一
〇
〇
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅳ

1254
）「
問
塞
乎
天
地
之
間
。
曰
。
天
地
之
氣
、無
處
不
到
、無
處
不
透
。」（「
塞

乎
天
地
之
間
」
は
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
其
為
氣
也
至
大
至
剛
、
以
直

養
而
無
害
、
則
塞
于
天
地
之
間
。」）

（
13
）�「
若
値
得
晦
暗
昏
濁
底
氣
」　

こ
こ
で
の
「
得
」
は
「
着
」
と
同
じ
で
動
作

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

二
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の
持
続
を
表
す
。　

（
14
）�「
這
便
稟
受
得
不
好
了
」　
「
得
」
は
動
詞
（「
稟
受
」）
の
後
ろ
に
つ
い
て
結

果
補
語
（「
不
好
了
」）
を
導
く
。

（
15
）「
應
接
事
物
」　
「
應
事
接
物
」
と
同
じ
。
事
柄
に
対
処
し
他
者
と
関
わ
る
。

（
16
）�「
逐
逐
於
利
欲
」　
「
逐
逐
」
は
奔
走
す
る
こ
と
、
汲
汲
と
す
る
こ
と
。『
柳

河
東
集
』
巻
二
五
「
送
僧
浩
初
序
」「
吾
病
世
之
逐
逐
然
唯
印
組
為
務
、
以

相
軋
也
、
則
舍
是
其
焉
從
。」

（
17
）�「
本
來
明
德
只
管
昏
塞
了
」　
「
只
管
」
は
ひ
た
す
ら
。「
昏
塞
」
は
く
ら
ま

さ
れ
塞
が
れ
る
。

（
18
）�「
復
得
初
頭
渾
全
底
道
理
」　

明
明
徳
の
実
践
に
よ
っ
て
、
ひ
と
た
び
阻
害

さ
れ
た
明
徳
を
回
復
す
る
こ
と
。『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
の
「
復
其
初
」、

『
大
学
或
問
』
の
「
復
得
其
本
體
之
全
」
に
対
応
す
る
。「
初
頭
」
は
当
初
の
、

元
来
の
。「
渾
全
底
道
理
」
は
、
十
全
な
る
道
理
、
こ
こ
で
は
明
徳
を
指
す
。

前
文
の
「
本
來
明
德
」
に
相
当
。

〔
補
説
１
〕『
大
学
或
問
』
の
現
行
本
と
の
異
同

　

注
（
１
）
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
本
条
所
引
の
『
大
学
或
問
』
は
い
ず
れ
も
現

行
本
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
改
訂
前
の
旧
本
の
一
端
を
示
す
も

の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

王
懋
竑
『
朱
子
年
譜
考
異
』
は
「
論
孟
集
註
或
問
成
」
を
「
淳
煕
四
年
丁
酉

四
十
八
歳
夏
六
月
」
に
繫
年
す
る
が
、『
大
学
或
問
』
の
成
立
に
関
し
て
は
触
れ

る
所
が
な
い
。『
朱
文
公
文
集
別
集
』
巻
五
「
皇
甫
文
仲
」
第
四
書
（
淳
熙
六
年

一
一
七
九
、五
〇
歳
）
に
「
大
學
或
問
、
今
付
來
介
。
看
畢
、
幸
示
及
。」
と
の

言
及
が
あ
る
の
で
、
遅
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
ひ
と
ま
ず
脱
稿
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
四
書
或
問
』
二
〇
〇
一
年
、
黄
坤
「
校
点
説

明
」
参
照
）。
但
し
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
一
「
答
曾
光
祖
」
第
二
書
（
紹
熙
二

年
一
一
九
一
、六
二
歳
）
に
「
大
學
或
問
之
誤
、
所
疑
甚
當
。
中
間
已
修
定
矣
。

今
内
去
兩
本
、
幸
收
之
。」
と
あ
り
、
ま
た
同
巻
五
九
「
答
趙
恭
父
」
第
四
書
（
慶

元
三
年
一
一
九
七
、六
八
歳
）
に
も
「
大
學
或
問
所
改
、
首
尾
兼
該
、
本
末
具
備
。

…
鄙
意
却
嫌
全
提
直
指
四
字
近
禪
學
語
、
未
暇
改
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
脱
稿

後
に
も
改
稿
作
業
は
持
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
（
以
上
、
括
弧
内
の

繫
年
は
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』
増
訂
版
に
拠
る
）。
因
み
に
本
条
の
記
録

者
で
あ
る
葉
賀
孫
の
師
事
期
は
、
一
一
九
一
年
～
一
二
〇
〇
年
に
か
け
て
四
次
な

い
し
五
次
に
わ
た
る
（
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
二
一
九
頁
）。『
大
学

或
問
』
は
朱
熹
の
生
前
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
改
稿
を
経
た
テ
キ
ス
ト

が
現
行
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
『
語
類
』
所
引
と
現
行
本
『
大
学
或
問
』
と
の
異
同
は
本
巻
二
四
条
に
も

見
ら
れ
た
。
同
条
注
（
１
）
参
照
。

27
条

　

林
安
卿
問
。
介
然
之
頃
、
一
有
覺
焉
、
則
其
本
體
已
洞
然
矣
。
須
是
就
這
些
覺

處
、
便
致
知
充
擴
將
去
。

　

曰
。
然
。
昨
日
固
已
言
之
。
如
擊
石
之
火
、
只
是
些
子
、
纔
引
著
、
便
可
以
燎

原
。
若
必
欲
等
大
覺
了
、
方
去
格
物
致
知
、
如
何
等
得
這
般
時
節
。（
原
注
「
林

先
引
或
問
中
至
於
久
而
後
有
覺
之
語
為
比
、
先
生
因
及
此
。」）
那
箇
覺
、
是
物
格
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知
至
了
、
大
徹
悟
。
到
恁
地
時
、
事
都
了
。
若
是
介
然
之
覺
、
一
日
之
間
、
其
發

也
無
時
無
數
、
只
要
人
識
認
得
操
持
充
養
將
去
。

　

又
問
。
真
知
之
知
與
久
而
後
有
覺
之
覺
字
、
同
否
。

　

曰
。
大
略
也
相
似
、
只
是
各
自
所
指
不
同
。
真
知
是
知
得
真
箇
如
此
、
不
只
是

聽
得
人
説
、
便
喚
做
知
。
覺
、
則
是
忽
然
心
中
自
有
所
覺
悟
、
曉
得
道
理
是
如
此
。

　

人
只
有
兩
般
心
。
一
箇
是
是
底
心
、
一
箇
是
不
是
底
心
。
只
是
才
知
得
這
是
箇

不
是
底
心
、
只
這
知
得
不
是
底
心
底
心
、
便
是
是
底
心
。
便
將
這
知
得
不
是
底
心

去
治
那
不
是
底
心
。
知
得
不
是
底
心
便
是
主
、
那
不
是
底
心
便
是
客
。
便
將
這
箇

做
主
去
治
那
箇
客
、
便
常
守
定
這
箇
知
得
不
是
底
心
做
主
。
莫
要
放
失
、
更
那
別

討
箇
心
來
喚
做
是
底
心
。

　

如
非
禮
勿
視
聽
言
動
、
只
才
知
得
這
箇
是
非
禮
底
心
、
此
便
是
禮
底
心
、
便
莫

要
視
。

　

如
人
瞌
睡
、
方
其
睡
時
、
固
無
所
覺
。
莫
教
纔
醒
、
便
抖
擻
起
精
神
、
莫
要
更

教
他
睡
、
此
便
是
醒
。
不
是
已
醒
了
、
更
別
去
討
箇
醒
、
説
如
何
得
他
不
睡
。

　

程
子
所
謂
以
心
使
心
、
便
是
如
此
。
人
多
疑
是
兩
箇
心
、
不
知
只
是
將
這
知
得

不
是
底
心
去
治
那
不
是
底
心
而
已
。

　

元
思
云
。
上
蔡
所
謂
人
須
是
識
其
真
心
、
方
乍
見
孺
子
入
井
之
時
、
其
怵
惕
惻

隱
之
心
、
乃
真
心
也
。

　

曰
。
孟
子
亦
是
只
討
譬
喩
、
就
這
親
切
處
説
仁
之
心
是
如
此
、
欲
人
易
曉
。
若

論
此
心
發
見
、
無
時
而
不
發
見
、
不
特
見
孺
子
之
時
為
然
也
。
若
必
待
見
孺
子
入

井
之
時
、
怵
惕
惻
隱
之
發
而
後
用
功
、
則
終
身
無
縁
有
此
等
時
節
也
。

　

元
思
云
。
舊
見
五
峰
答
彪
居
仁
書
、
説
齊
王
易
牛
之
心
云
云
、
先
生
辨
之
、
正

是
此
意
。

　

曰
。
然
。
齊
王
之
良
心
、
想
得
也
常
有
發
見
時
。
只
是
常
時
發
見
時
、
不
曾
識

得
、
都
放
過
了
。
偶
然
愛
牛
之
心
、
有
言
語
説
出
、
所
以
孟
子
因
而
以
此
推
廣
之

也
。

　

又
問
。
自
非
物
欲
昏
蔽
之
極
、
未
有
不
醒
覺
者
。

　

曰
。
便
是
物
欲
昏
蔽
之
極
、
也
無
時
不
醒
覺
。
只
是
醒
覺
了
、
自
放
過
去
、
不

曾
存
得
耳
。　

僩

〔
校
勘
〕

○�

「
林
安
卿
問
介
然
之
頃
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
介
然
之
頃
」
の
前
に
「
或
問
中
」

の
三
字
有
り
。

○�

「
須
是
就
這
些
覺
處
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

○�

「
便
致
知
充
擴
將
去
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
擴
」
を
「
廣
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考

異
」
に
「
擴
、
一
作
廣
」

○�

「
纔
引
著
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○�
「
至
於
久
而
後
有
覺
之
語
」　

朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
後
」
を
「
后
」

に
作
る
。
萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
覺
」
を
「

」
に
作
る
。
他
の
箇
所
の
「
覺
」

字
は
両
本
と
も
底
本
に
同
じ
。

○
「
那
箇
覺
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
其
發
也
無
時
無
數
」　

萬
暦
本　

、
和
刻
本
は
「
數
」
を
「
数
」
に
作
る
。

○�

「
大
略
也
相
似
」　

成
化
本
、
萬
暦
本　

、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
略
」
を
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「
畧
」
に
作
る
。

○�
「
真
知
是
知
得
真
箇
如
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
真
知
是
」
を
「
真
知
只
是
」
に

作
る
。

○�

「
只
是
才
知
得
這
是
箇
不
是
底
心
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は

「
是
箇
」
を
「
箇
是
」
に
作
り
（
朝
鮮
古
写
本
「
箇
」
作
「
个
」）、
萬
暦
本　

、

和
刻
本
は
「
是
箇
」
を
双
行
小
字
に
作
る
。
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
底
本
に

同
じ
。

○�

「
更
那
別
討
箇
心
來
喚
做
是
底
心
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
莫
要
更
教
他
睡
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
孟
子
亦
是
只
討
譬
喩
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
亦
是
只
」

を
「
亦
只
是
」
に
作
る
。

○�

「
舊
見
五
峰
答
彪
居
仁
書
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
五
峰
」
を
「
五
峰
文
集
」
に
作

る
。

○�

「
説
齊
王
易
牛
之
心
云
云
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
易
牛
」

を
「
愛
牛
」
に
作
る
。

○�

「
只
是
常
時
發
見
時
」　

萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
見
時
」
の
二
字
を
双
行
小
字

に
作
る
。

○�

「
都
放
過
了
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
過
了
」
を
「
過
去

了
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
過
去　

一
無
去
」

○
「
自
非
物
欲
昏
蔽
之
極
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」
に
作
る
。

○
「
便
是
物
欲
昏
蔽
之
極
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」
に
作
る
。

○
『
朱
子
語
録
』（
池
録
）
巻
三
十
八
所
収
の
沈
僩
録
に
は
本
条
は
未
見
。

〔
訳
〕

　

林
安
卿
が
お
尋
ね
し
た
。「「
一
瞬
の
間
に
も
、
一
た
び
目
覚
め
さ
え
す
れ
ば
、

そ
の
本
体
（
と
し
て
の
明
徳
）
は
、
既
に
洞
然
と
し
て
明
ら
か
と
な
る
。」（『
大

学
或
問
』）
是
非
と
も
、
こ
の
よ
う
に
目
覚
め
た
と
こ
ろ
を
拠
り
所
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
致
知
等
に
取
り
組
み
な
が
ら
拡
充
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
す
ね
。」

　

先
生
「
そ
う
だ
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
日
も
話
し
た
通
り
だ
。（
そ
の
一
瞬

の
目
覚
め
と
は
）
石
を
撃
っ
た
時
に
飛
び
散
る
火
花
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の
さ
さ
い

な
も
の
で
し
か
な
い
が
、
引
火
し
さ
え
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
原
野
を
焼
き

尽
く
す
こ
と
さ
え
で
き
る
の
だ
。
必
ず
大
い
な
る
目
覚
め
を
待
っ
て
、
そ
れ
で
初

め
て
格
物
致
知
に
取
り
組
も
う
と
す
る
な
ん
て
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
時
節
が
到
来

す
る
の
を
待
っ
た
り
で
き
よ
う
か
。（
原
注
「
林
が
ま
ず
『
或
問
』
中
の
「
久
し

い
後
に
は
目
覚
め
る
時
が
あ
る
」
と
い
う
語
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
で
、
そ
こ

で
先
生
も
こ
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
た
の
だ
。」）
そ
の
よ
う
な
目
覚
め
（
＝
大
い
な

る
目
覚
め
）
と
は
、
物
に
い
た
格
り
知
が
至
っ
た
後
の
、
大
い
な
る
徹
悟
に
他
な

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
節
が
到
来
す
る
頃
に
は
、
事
は
す
っ
か
り
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
一
瞬
の
目
覚
め
と
い
う
の
は
、
一
日
の
間
に
い
つ
で
も
何
度
で
も
訪
れ

る
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
人
が
そ
れ
を
認
識
し
、
操
存
把
捉
し
拡
充
存
養
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
だ
。」

　

又
お
尋
ね
し
た
。「「
真
知
」の
知
字
と
、「
久
し
い
後
に
は
目
覚
め
る
時
が
あ
る
」

の
覚
字
と
は
、
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
大
体
は
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
が
、た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
指
す
内
容
は
違
う
。

真
知
と
い
う
の
は
、
本
当
に
そ
う
だ
、
と
知
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
単
に
人
が
そ
う
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言
っ
た
の
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
「（
自
分
は
）
知
っ
て
い
る
」
と
称
す

る
よ
う
な
も
の
と
は
違
う
。
覚
と
は
、
心
中
に
自
然
に
ぱ
っ
と
目
覚
め
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
道
理
が
こ
れ
こ
れ
だ
と
わ
か
る
こ
と
だ
。

　

人
に
は
た
だ
二
種
類
の
心
が
有
る
だ
け
だ
。
一
つ
は
よ
い
心
、
一
つ
は
よ
か
ら

ぬ
心
だ
。
た
だ
、
こ
れ
は
よ
か
ら
ぬ
心
だ
と
知
り
さ
え
す
れ
ば
、
よ
か
ら
ぬ
心
だ

と
知
っ
た
そ
の
心
こ
そ
が
、
よ
い
心
な
の
だ
。
そ
こ
で
、
よ
か
ら
ぬ
心
だ
と
知
っ

た
そ
の
心
で
、
か
の
よ
か
ら
ぬ
心
を
治
め
る
の
だ
。
よ
か
ら
ぬ
心
だ
と
知
っ
た
方

が
主
で
、
か
の
よ
か
ら
ぬ
心
の
方
が
客
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の
主
と
な
っ
た
も
の
に

よ
っ
て
か
の
客
を
治
め
、
こ
の
、
よ
か
ら
ぬ
心
だ
と
知
っ
た
方
が
常
に
主
と
な
る

よ
う
に
保
持
し
て
や
る
。
そ
れ
（
＝
主
と
な
る
べ
き
心
）
を
失
わ
ぬ
よ
う
に
す
べ

き
な
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
別
に
ど
こ
か
か
ら
心
を
探
し
出
し
て
き
て
、
そ
れ

を
よ
い
心
だ
と
称
す
る
、
等
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
有
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
「
礼
に
非
ざ
れ
ば
、
視
聴
言
動
す
る
勿
か
れ
」
と
い
う
場
合
、
た
だ
、

こ
れ
は
非
礼
の
心
だ
と
知
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
知
っ
た
心
が
つ
ま
り
は
礼
の
心

に
他
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、（
そ
の
人
は
も
は
や
非
礼
を
）
視
よ
う
と
は
し
な
い

の
だ
。

　

例
え
ば
人
が
居
眠
り
を
す
る
場
合
、
眠
っ
て
い
る
最
中
は
も
ち
ろ
ん
、
目
は
覚

め
て
い
な
い
わ
け
だ
。
た
だ
ふ
と
目
醒
め
た
な
ら
ら
ば
、
す
ぐ
さ
ま
自
分
の
心
を

呼
び
覚
ま
し
て
や
り
、
こ
れ
以
上
眠
り
こ
け
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
目
醒
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。
既
に
目
醒
め
て
か
ら
、
改
め
て
別
に
目

醒
め
を
探
し
求
め
、「
ど
う
や
っ
て
こ
い
つ
を
眠
ら
な
い
よ
う
に
さ
せ
よ
う
か
」

と
つ
ぶ
や
く
、
な
ん
て
こ
と
は
有
り
は
し
な
い
。

　

程
子
の
所
謂
「
心
を
以
て
心
を
も
ち
使
い
る
」
と
い
う
の
も
、
そ
う
い
う
こ
と

な
の
だ
。
多
く
の
人
は
、（
こ
の
程
子
の
語
に
つ
い
て
）
二
つ
の
心
が
有
る
の
か

と
疑
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
は
た
だ
、
よ
か
ら
ぬ
心
だ
と
知
っ
た
そ
の
心
で
、

か
の
よ
か
ら
ぬ
心
を
治
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。」

　

元
思
が
言
う
。「
上
蔡
の
所
謂
「
人
は
是
非
と
も
そ
の
真し
ん
し
ん心
を
識
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
孺
子
が
今
に
も
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
見
た
そ
の
瞬
間
に
抱
く
怵お
ど

惕ろ
き

惻い
た
む隱

の
心
こ
そ
が
、
ま
さ
に
そ
の
真
心
に
他
な
ら
な
い
。」
に
つ
い
て
で
す
が
。」

　

先
生
「
孟
子
も
た
だ
、
い
い
喩
え
を
探
し
た
末
に
、
こ
の
よ
う
に
人
に
と
っ
て

身
近
で
切
実
な
場
面
に
即
し
て
仁
の
心
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
人
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
望
ん
だ
ま
で
の
こ
と
だ
。
こ
の
心
の
発
現
を

言
う
な
ら
、
い
つ
だ
っ
て
発
現
し
な
い
時
は
な
い
わ
け
で
、
孺
子
（
が
井
戸
に
落

ち
る
の
）
を
見
た
場
合
だ
け
が
そ
う
な
の
で
は
な
い
。
も
し
も
必
ず
孺
子
が
井
戸

に
落
ち
る
の
を
見
る
時
ま
で
待
ち
、
怵
惕
惻
隱
の
心
が
発
現
し
た
後
に
実
践
に
取

り
組
む
な
ど
と
い
う
な
ら
、
そ
ん
な
時
節
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
な
ど
、
死
ぬ
ま
で

有
り
は
し
な
い
の
だ
。」

　

元
思
が
言
う
。「
以
前
、
五
峰
が
彪
居
仁マ
マ

に
答
え
た
書
翰
に
、（
犠
牲
の
）
牛
を

（
羊
に
）
取
り
替
え
よ
う
と
し
た
斉
王
の
心
云
々
と
有
り
、
先
生
が
こ
れ
を
弁
難

し
て
お
ら
れ
る
の
を
読
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
さ
に
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
な
の
で

す
ね
。」

　

先
生
「
そ
う
だ
。
斉
王
の
良
心
は
、
思
う
に
（
牛
を
取
り
替
え
た
い
と
い
う
心

に
限
ら
ず
）、
い
つ
だ
っ
て
発
現
す
る
時
は
有
る
。
た
だ
、
通
常
そ
れ
が
発
現
し

て
い
る
時
に
は
、
全
く
こ
れ
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
全
て
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
し
ま
う
。
た
ま
た
ま
牛
を
愛
す
る
心
は
、
そ
れ
が
言
葉
に
よ
っ
て
口
に
出
さ
れ

た
の
で
、
そ
こ
で
孟
子
は
そ
こ
を
手
が
か
り
に
し
て
こ
れ
を
推
し
広
め
さ
せ
よ
う
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と
し
た
の
だ
。」

　

ま
た
お
尋
ね
し
た
。「
物
欲
に
昏
ま
さ
れ
蔽
わ
れ
る
こ
と
が
極
点
に
ま
で
達
し

た
場
合
を
除
け
ば
、
人
は
覚
醒
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。」

　

先
生
「
た
と
え
物
欲
に
昏
ま
さ
れ
蔽
わ
れ
る
こ
と
が
極
点
に
ま
で
達
し
た
場
合

で
も
、や
は
り
人
は
覚
醒
し
な
い
時
は
な
い
の
だ
。
た
だ
せ
っ
か
く
覚
醒
し
て
も
、

自
ら
こ
れ
を
放
置
し
て
し
ま
い
、
全
く
そ
れ

を
操
存
し
な
い
だ
け
の
こ
と
だ
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
安
卿
」
林
学
履
、字
安
卿
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。
己
未
（
慶
元
五
年
、

一
一
九
九
）
所
録
。
因
み
に
本
条
の
記
録
者
沈
僩
は
戊
午
（
慶
元
四
年
一
一

九
八
）
以
後
所
聞
。

（
２
）�「
介
然
之
頃
、
一
有
覺
焉
」
云
　々
『
大
学
或
問
』「
然
而
本
明
之
體
、
得
之

於
天
、
終
有
不
可
得
而
昧
者
。
是
以
雖
其
昏
蔽
之
極
、
而
介
然
之
頃
、
一
有

覺
焉
、
則
即
此
空
隙
之
中
而
其
本
體
已
洞
然
矣
。」「
介
然
之
頃
」
は
、
短
い

時
間
、一
瞬
の
間
。『
四
書
大
全
』
所
収
『
大
学
或
問
』
の
小
注
に
「
介
音
甲
、

倐
然
之
頃
也
。」
と
あ
る
。

（
３
）�「
須
是
就
這
些
覺
處
、
便
致
知
充
擴
將
去
」　
「
將
去
」
は
、
…
し
て
い
く
。

気
稟
や
物
欲
に
よ
っ
て
生
得
の
明
徳
を
阻
害
さ
れ
た
者
も
、
一
瞬
の
覚
醒
に

よ
っ
て
本
来
の
明
徳
が
発
現
す
る
時
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
を
端
緒
と
し
て
明

明
徳
の
実
践
に
取
り
組
む
べ
き
だ
、
と
い
う
趣
旨
。『
大
学
或
問
』
も
前
注

所
引
に
続
け
て
、格
致
誠
正
修
に
よ
る
明
明
徳
の
実
践
を
説
い
て
い
る
。『
大

学
或
問
』「
是
以
聖
人
施
敎
、
既
已
養
之
於
小
學
之
中
、
而
復
開
之
以
大
學

之
道
、
其
必
先
之
以
格
物
致
知
之
說
者
、
所
以
使
之
即
其
所
養
之
中
而
因
其

所
發
以
啓
其
明
之
之
端
也
。
繼
之
以
誠
意
正
心
修
身
之
目
者
、
則
又
所
以
使

之
因
其
已
明
之
端
而
反
之
於
身
以
致
其
明
之
之
實
也
。
夫
既
有
以
啓
其
明
之

之
端
而
又
有
以
致
其
明
之
之
實
、
則
吾
之
所
得
於
天
而
未
嘗
不
明
者
、
豈
不

超
然
無
有
氣
質
物
欲
之
累
、而
復
得
其
本
體
之
全
哉
。
是
則
所
謂
明
明
德
者
、

而
非
有
所
作
為
於
性
分
之
外
也
。」

（
４
）�「
如
擊
石
之
火
、
只
是
些
子
」　
「
擊
石
之
火
」
は
、
石
を
打
っ
た
瞬
間
に
生

ず
る
火
花
。
前
文
「
介
然
之
頃
、
一
有
覺
焉
」
の
「
覚
」、
後
文
の
「
介
然

之
覺
」
を
喩
え
る
。
時
間
的
な
短
か
さ
（「
介
然
之
頃
」）
と
と
も
に
、
後
文

の
「
大
覺
」「
大
徹
悟
」
と
対
照
し
て
些
細
な
覚
醒
（「
些
子
」）
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。

（
５
）�「
纔
引
著
、
便
可
以
燎
原
」　
「
纔
…
便
…
」
は
、
少
し
で
も
…
す
れ
ば
、
た

ち
ま
ち
に
…
。「
引
」
は
「
引
火
」。「
燎
原
」
は
、原
野
を
焼
き
尽
く
す
。『
孟

子
』「
公
孫
丑
」
上
「
凡
有
四
端
於
我
者
、知
皆
擴
而
充
之
矣
。
若
火
之
始
然
、

泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
。
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
。」

孫
奭
疏
「
孟
子
又
言
、
凡
人
所
以
有
四
端
在
於
我
焉
者
、
能
皆
廓
而
充
大
之
、

是
若
火
之
初
燃
、
泉
之
始
達
、
而
終
極
乎
燎
原
之
熾
、
襄
陵
之
蕩
也
。」

（
６
）「
若
必
欲
等
大
覺
了
」　
「
等
」
は
、
待
つ
。

（
７
）�「
如
何
等
得
這
般
時
節
」　
「
這
般
」
は
、「
這
樣
」
に
同
じ
。
こ
の
よ
う
な
。

「
時
節
」
は
、
時
、
時
間
。　

（
８
）�「
林
先
引
或
問
中
至
於
久
而
後
有
覺
之
語
為
比
」『
大
学
或
問
』「
曰
。
或
問

於
程
子
曰
。
學
何
為
而
可
以
有
覺
也
。
程
子
曰
。
學
莫
先
於
致
知
。
能
致
其

知
、
則
思
日
益
明
、
至
於
久
而
後
有
覺
爾
。」
所
引
の
程
子
語
は
『
河
南
程

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

三
〇
〇



氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
學
何
以
有
至
覺
悟
處
。
曰
。
莫
先
致
知
。
能
致
知
、

則
思
一
日
愈
明
一
日
、
久
而
後
有
覺
也
。
學
而
無
覺
、
則
何
益
矣
。」

（
９
）�「
物
格
知
至
了
、
大
徹
悟
」　

格
物
致
知
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
「
大
徹
悟
」

に
つ
い
て
は
、『
大
学
章
句
』
伝
五
章
に
お
け
る
「
豁
然
貫
通
」
を
想
起
し

て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。「
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、
則
衆

物
之
表
裏
精
粗
、
無
不
到
、
而
吾
心
之
全
體
大
用
、
無
不
明
矣
。
此
謂
物
格
、

此
謂
知
之
至
也
。」

（
10
）�「
只
要
人
識
認
得
操
持
充
養
將
去
」　
「
操
持
充
養
」
は
、
操
存
把
捉
し
、
拡

充
存
養
す
る
こ
と
。「
將
去
」
は
、
…
し
て
い
く
。「
操
持
充
養
」
と
類
似
の

表
現
に
「
操
存
涵
養
」
が
有
る
。『
語
類
』
巻
一
二
、五
四
条
、余
大
雅
録
（
Ⅰ

205
）「
要
在
精
思
明
辨
、使
理
明
義
精
而
操
存
涵
養
、無
須
臾
離
、無
毫
髮
間
、

則
天
理
常
存
、
人
欲
消
去
、
其
庶
幾
矣
哉
。」『
語
類
』
巻
一
〇
一
、
一
七
一

条
、周
謨
録
（
Ⅶ2589

）「
况
操
存
涵
養
、皆
是
平
日
工
夫
。
豈
有
等
待
發
見
、

然
後
操
存
之
理
。」

（
11
）�「
真
知
之
知
」　
「
真
知
」
と
は
、
単
に
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
と
い
う
レ

ベ
ル
を
超
え
て
、
自
ら
の
実
体
験
に
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、

得
心
体
得
し
た
知
識
を
指
す
。『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
二
上「
真
知
與
常
知
異
。

常
見
一
田
夫
、
曽
被
虎
傷
、
有
人
説
虎
傷
人
、
衆
莫
不
驚
、
獨
田
夫
色
動
異

於
衆
。
若
虎
能
傷
人
、
雖
三
尺
童
子
莫
不
知
之
、
然
未
嘗
真
知
。
真
知
須
如

田
夫
乃
是
。
故
人
知
不
善
而
猶
爲
不
善
、
是
亦
未
嘗
真
知
。
若
真
知
、
決
不

爲
矣
。」、
同
、
巻
一
八
「
知
有
多
少
般
數
、
煞
有
深
淺
。
向
親
見
一
人
、
曾

爲
虎
所
傷
、
因
言
及
虎
、
神
色
便
變
。
傍
有
數
人
、
見
佗
説
虎
、
非
不
知
虎

之
猛
可
畏
、
然
不
如
佗
説
了
有
畏
懼
之
色
、
蓋
真
知
虎
者
也
。
學
者
深
知
亦

如
此
。」『
大
学
或
問
』「
昔
嘗
見
有
談
虎
傷
人
者
。
衆
莫
不
聞
、
而
其
間
一

人
神
色
獨
變
。
問
其
所
以
、
乃
嘗
傷
於
虎
者
也
。
夫
虎
能
傷
人
、
人
孰
不
知
。

然
聞
之
有
懼
有
不
懼
者
、
知
之
有
眞
有
不
眞
也
。
學
者
之
知
道
、
必
如
此
人

之
知
虎
、
然
後
為
至
耳
。」

（
12
）�「
真
知
是
知
得
真
箇
如
此
」　
「
真
箇
」
は
、
真
に
、
本
当
に
。「
真
箇
是
」

に
同
じ
。

（
13
）�「
不
只
是
聽
得
人
説
、
便
喚
做
知
」　
「
聽
得
人
説
」
は
、
人
が
話
す
の
を
聴

く
。『
語
類
』
巻
三
四
、
六
条
、
甘
節
録
（
Ⅲ
856
）「
問
黙
而
識
之
。
曰
。
是

得
之
於
心
、
自
不
能
忘
了
。
非
是
聽
得
人
說
後
記
得
。」「
喚
」
は
、
称
す
る
、

言
う
。

（
14
）�「
人
只
有
兩
般
心
」　
「
般
」
は
、
種
類
。

（
15
）�「
便
將
這
知
得
不
是
底
心
去
治
那
不
是
底
心
」　
「
去
治
那
不
是
底
心
」の「
去
」

は
、心
理
的
な
方
向
を
表
す
助
字
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
四
頁
。

「
治
心
」
は
、
心
を
治
め
整
え
る
。
し
ば
し
ば
「
治
心
修
身
」
と
熟
し
て
用

い
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
九
、
三
五
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅰ
153
）「
而
今
人
只

管
說
治
心
修
身
。
若
不
見
這
箇
理
、
心
是
如
何
地
治
、
身
是
如
何
地
修
。」

巻
四
九
、
五
〇
条
、
黄
升
卿
録
（
Ⅳ1210

）「
治
心
修
身
是
本
、
洒
掃
應
對

是
末
。」
巻
一
二
〇
、
九
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2908

）「
余
國
秀
問
治
心

修
身
之
要
。」

（
16
）�「
便
常
守
定
這
箇
知
得
不
是
底
心
做
主
」　
「
守
定
」
は
、
し
っ
か
り
守
る
、

保
持
す
る
。『
語
類
』
巻
二
、
一
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ
14
）「
問
天
道
左
旋
、

日
月
星
辰
右
轉
。
曰
。
自
疏
家
有
此
說
、人
皆
守
定
。」
巻
一
一
七
、五
一
条
、

黄
義
剛
録
（
Ⅶ2829
）「
若
把
這
些
子
道
理
只
管
守
定
在
這
裏
、
則
相
似
山

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

三
〇
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林
苦
行
一
般
、
便
都
無
事
可
做
了
。」

（
17
）�「
更
那
別
討
箇
心
來
喚
做
是
底
心
」　
「
更
那
」
は
、
そ
の
上
い
っ
た
い
ど
う

し
て
。
こ
こ
で
の
「
那
」
は
現
代
中
国
語
の
「
哪
」
と
同
じ
。
ど
う
し
て
、

な
ぜ
。『
語
類
』
巻
一
八
、
八
九
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ
413
）「
聖
人
便
只
說
下

學
上
達
、
即
這
箇
便
是
道
理
、
別
更
那
有
道
理
。」「
討
」
は
、
探
す
、
求
め

る
。

（
18
）�「
非
禮
勿
視
聽
言
動
」　
『
論
語
』「
顔
淵
」「
子
曰
。
克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日

克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顏
淵
曰
。
請
問
其

目
。
子
曰
。
非
禮
勿
視
。
非
禮
勿
聽
。
非
禮
勿
言
。
非
禮
勿
動
。
顏
淵
曰
。

回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。」

（
19
）�「
如
人
瞌
睡
」　
「
瞌
睡
」
は
、
う
と
う
と
し
て
眠
る
、
居
眠
り
を
す
る
。『
白

氏
文
集
』巻
八「
自
望
秦
望
赴
五
松
驛
馬
上
偶
睡
睡
覺
成
吟
」「
長
途
發
巳
久
、

前
館
行
未
至
。
體
倦
目
已
昏
、
瞌
然
遂
成
睡
。」『
語
類
』
巻
九
六
、
四
七
条
、

陳
文
蔚
録
（
Ⅵ2470

）「
曰
。
伊
川
却
云
、
纔
說
知
覺
、
便
是
動
。
曰
。
此

恐
伊
川
說
得
太
過
。
…
但
有
知
覺
在
、
何
妨
其
為
靜
。
不
成
靜
坐
便
只
是
瞌

睡
。」『
語
類
』
巻
一
一
五
、
五
八
条
、
訓
甘
節
（
Ⅶ2786

）「
又
曰
。
若
倦
、

且
瞌
睡
些
時
、
無
害
。」

（
20
）�「
莫
教
纔
醒
、
便
抖
擻
起
精
神
、
莫
要
更
教
他
睡
」　
「
ふ
と
目
覚
め
た
ら
、

す
ぐ
に
自
分
の
心
を
呼
び
覚
ま
し
、
こ
れ
以
上
眠
り
こ
け
な
い
よ
う
に
さ
せ

る
ば
か
り
だ
。」「
莫
教
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
猶
莫
非
。」
と
あ
る
。『
朱

子
語
類
考
文
解
義
』
に
は
「
莫
教　

猶
言
只
是
、
又
除
是
之
意
。」
と
し
て

以
下
の
用
例
を
引
く
。『
語
類
』
巻
一
三
〇
、
八
三
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅷ

3113

）「
東
坡
解
經
、
莫
教
説
著
處
直
是
好
。
盖
是
他
筆
力
過
人
、
發
明
得

分
外
精
神
。」「
纔
…
便
…
」
は
、「
わ
ず
か
で
も
…
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
」「
…

す
る
や
否
や
、す
ぐ
に
」「
抖
擻
」
は
、奮
い
立
た
せ
る
、呼
び
覚
ま
す
。『
語

類
』
巻
一
一
九
、
一
九
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅶ2874

）「
直
須
抖
擻
精
神
、
莫

要
昏
鈍
、
如
救
火
治
病
、
豈
可
悠
悠
歲
月
。」

（
21
）�「
程
子
所
謂
以
心
使
心
」　

程
頤
の
語
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
人
心

雖
要
定
、
使
佗
思
時
方
思
乃
是
。
今
人
都
由
心
。
曰
。
心
誰
使
之
。
曰
。
以

心
使
心
、
則
可
。
人
心
自
由
、
便
放
去
也
。」　

（
22
）�「
人
多
疑
是
兩
箇
心
」　
「
兩
箇
心
」
と
は
、
制
御
す
る
（「
使
」）
心
と
制
御

さ
れ
る
心
の
二
つ
の
心
。
そ
の
よ
う
に
二
つ
の
心
を
想
定
す
る
考
え
方
を
、

朱
熹
は
否
定
す
る
。『
語
類
』
巻
一
六
、
一
三
六
条
、
葉
賀
孫
録
「
正
心
、

却
不
是
將
此
心
去
正
那
心
。
但
存
得
此
心
在
這
裏
、
所
謂
忿
懥
・
恐
懼
・
好

樂
・
憂
患
自
來
不
得
。」
な
お
〔
補
説
２
〕
参
照
。

（
23
）�「
元
思
云
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、
一
四
四
条
、
沈
僩
録
に
「
蔡
元
思
問
」
と

し
て
見
え
る
蔡
念
誠
（
念
成
）、
字
元
思
か
。『
宋
元
学
案
』
巻
六
九
、
滄
洲

諸
儒
學
案
、
上
「
隱
君
蔡
先
生
念
成
」「
蔡
念
成
、
字
元
思
、
德
安
人
。
文

公
守
南
康
時
、
講
學
于
白
鹿
洞
、
先
生
從
之
遊
。」『
朱
子
門
人
』
三
三
四
頁
。

（
24
）�「
上
蔡
所
謂
」　

上
蔡
は
謝
良
佐
。『
宋
元
学
案
』
巻
二
四
、
上
蔡
學
案
「
監

場
謝
上
蔡
先
生
良
佐
」「
謝
良
佐
、字
顯
道
、壽
春
上
蔡
人
。
明
道
知
扶
溝
事
、

先
生
往
從
之
。
…
元
豐
八
年
登
進
士
第
、
歷
仕
州
縣
。」

（
25
）�「
人
須
是
識
其
真
心
」
云
　々
『
上
蔡
語
録
』
巻
二
「
人
須
識
其
真
心
。
見

孺
子
將
入
井
時
、是
真
心
也
。
非
思
而
得
也
、非
勉
而
中
也
。」
こ
の
語
は
『
孟

子
集
注
』
の
朱
注
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
次
注
参
照
。

（
26
）�「
方
乍
見
孺
子
入
井
之
時
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
孟
子
曰
。
人
皆
有

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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不
忍
人
之
心
。
…
所
以
謂
人
皆
有
不
忍
人
之
心
者
、
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於

井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。
非
所
以
内
交
於
孺
子
之
父
母
也
。
非
所
以
要
譽

於
鄕
黨
朋
友
也
。
非
惡
其
聲
而
然
也
。」朱
注「
謝
氏
曰
。
人
須
是
識
其
真
心
。

方
乍
見
孺
子
入
井
之
時
、
其
心
怵
惕
、
乃
真
心
也
。
非
思
而
得
、
非
勉
而
中
、

天
理
之
自
然
也
。
内
交
要
譽
惡
其
聲
而
然
、
即
人
欲
之
私
矣
。」

（
27
）�「
若
論
此
心
發
見
、無
時
而
不
發
見
」　
『
大
学
或
問
』「
曰
。
顧
諟
天
之
明
命
、

何
也
。
曰
。
人
受
天
地
之
中
以
生
。
故
人
之
明
德
、
非
他
也
。
即
天
之
所
以

命
我
而
至
善
之
所
存
也
。
是
其
全
體
大
用
、蓋
無
時
而
不
發
見
於
日
用
之
間
。

人
惟
不
察
於
此
、
是
以
汨
於
人
欲
而
不
知
。」     

（
28
）�「
若
必
待
見
孺
子
入
井
之
時
」
云
々
。　

謝
良
佐
の
語
が
『
孟
子
集
注
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
孺
子
入
井
を
目
の
当
た
り

に
し
て
抱
く
怵
惕
惻
隠
の
心
を
真
心
の
発
現
と
見
な
す
謝
良
佐
の
見
解
そ
れ

自
体
が
こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
真
心
の
発

現
を
認
識
す
る
の
を
待
っ
て
然
る
後
に
工
夫
に
着
手
す
る
、
と
い
う
実
践
方

法
論
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
朱
熹
が
湖
南
学
を
批
判
す
る
際
に
常
用

さ
れ
る
論
点
で
あ
る
。
蔡
念
成
（
元
思
）
も
そ
の
こ
と
を
察
知
し
た
が
故
に
、

次
に
朱
熹
の
胡
宏
批
判
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

（
29
）�「
舊
見
五
峰
答
彪
居
仁
書
」　

五
峰
は
胡
宏
。
胡
安
国
の
子
。
彪
居
仁
は
彪

居
正
の
誤
り
、
胡
宏
の
門
人
。「
胡
安
国
―
―
胡
宏
―
―
張
栻
」
の
学
統
は

湖
南
学
と
称
さ
れ
、「
性
＝
体
＝
未
発
、
心
＝
用
＝
已
発
」
と
す
る
心
性
論

や
「
察
識
端
倪
」「
先
察
識
後
涵
養
」
等
の
工
夫
論
で
知
ら
れ
る
。『
宋
元
学

案
』
巻
四
二
、
五
峰
學
案
「
承
務
胡
五
峰
先
生
宏
」「
胡
宏
、
字
仁
仲
、
崇

安
人
、
文
定
之
季
子
…
卒
傳
其
父
之
學
。
…
張
南
軒
師
事
之
。
學
者
稱
五
峰

先
生
。」
同
、
巻
四
二
、
五
峰
學
案
「
彪
先
生
居
正
」「
彪
居
正
、
字
德
美
、

湘
潭
人
也
。
其
父
虎
臣
從
胡
文
定
公
遊
、
先
生
因
事
五
峰
。」
な
お
朱
熹
に

は
未
発
已
発
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
①
李
侗
（
号
延
平
）
の
影
響
下
に
あ
っ

た
三
十
代
前
半
の
未
発
主
義
の
時
代
、
②
湖
南
学
の
影
響
下
に
あ
っ
た
三
十

代
後
半
の
已
発
主
義
の
時
代
＝
い
わ
ゆ
る
「
中
和
旧
説
」、
③
四
十
歳
に
お

け
る
定
論
確
立
、
と
い
う
思
想
変
遷
が
有
り
、
中
和
旧
説
時
代
の
朱
熹
は
胡

宏
や
張
栻
の
心
性
論
や
工
夫
論
を
受
容
採
用
し
て
い
た
。
以
下
に
見
ら
れ
る

胡
宏
批
判
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
定
論
確
立
以
後
の
立
場
に
立
っ
て
為
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
友
枝
龍
太
郎
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
改
訂
版
、
春
秋
社
、

一
九
七
九
年
、
中
純
夫
「
朱
子
の
工
夫
論
に
つ
い
て
―
―
未
発
已
発
の
問
題

を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
京
都
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
史
研
究
室
『
中
国
思
想
史

研
究
』
第
七
号
、
一
九
八
五
年
参
照
。

（
30
）�「
説
齊
王
易
牛
之
心
云
云
」　

胡
宏
『
知
言
』
巻
四
「
彪
居
正
問
。
…
他
日

問
曰
。
人
之
所
以
不
仁
者
、
以
放
其
良
心
也
。
以
放
心
求
心
、
可
乎
。
曰
。

齊
王
見
牛
而
不
忍
殺
、
此
良
心
之
苖
裔
、
因
利
欲
之
間
而
見
者
也
。
一
有
見

焉
、
操
而
存
之
、
存
而
養
之
、
養
而
充
之
、
以
至
于
大
、
大
而
不
已
、
與
天

同
矣
。
此
心
在
人
、
其
發
見
之
端
不
同
、
要
在
識
之
而
已
。」『
朱
文
公
文
集
』

巻
七
三
「
胡
子
知
言
疑
義
」
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
胡

宏
は
、
良
心
苖
裔
の
発
現
を
識
っ
て
然
る
後
に
こ
れ
を
存
養
せ
よ
と
説
く
。

所
謂
察
識
端
倪
説
、
先
察
識
後
涵
養
論
で
あ
る
。

（
31
）�「
先
生
辨
之
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
三
「
胡
子
知
言
疑
義
」「
知
言
曰
。

…
熹
按
、
欲
為
仁
、
必
先
識
仁
之
體
、
此
語
大
可
疑
。
…
又
以
放
心
求
心
之

問
、
甚
切
。
而
所
答
者
反
若
支
離
。
夫
心
操
存
舍
亡
、
間
不
容
息
。
知
其
放

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

三
〇
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而
求
之
、
則
心
在
是
矣
。
今
於
已
放
之
心
不
可
操
而
復
存
者
、
置
不
復
問
、

乃
俟
異
時
見
其
發
於
他
處
而
後
從
而
操
之
、
則
夫
未
見
之
間
、
此
心
遂
成
間

斷
、
無
復
有
用
功
處
。
及
其
見
而
操
之
、
則
所
操
者
亦
發
用
之
一
端
耳
。
於

其
本
源
全
體
、
未
嘗
有
一
日
涵
養
之
功
、
便
欲
擴
而
充
之
、
與
天
同
大
、
愚

竊
恐
其
無
是
理
也
。
…
祖
謙
曰
。
…
蓋
所
謂
心
操
存
舍
亡
、
間
不
容
息
、
知

其
放
而
求
之
、
則
心
在
是
矣
者
、
平
時
持
養
之
功
也
。
所
謂
良
心
之
苗
裔
、

因
利
欲
而
見
、
一
有
見
焉
、
操
而
存
之
者
、
隨
事
體
察
之
功
也
。
二
者
要
不

可
偏
廢
。
…
熹
謂
二
者
誠
不
可
偏
廢
。
然
聖
門
之
教
、
詳
於
持
養
而
略
於
體

察
。
與
此
章
之
意
正
相
反
。
學
者
審
之
、
則
其
得
失
可
見
矣
。
孟
子
指
齊
王

愛
牛
之
心
、
乃
是
因
其
所
明
而
導
之
、
非
以
為
必
如
此
、
然
後
可
以
求
仁
也
。

夫
必
欲
因
苗
裔
而
識
本
根
、
孰
若
培
其
本
根
而
聽
其
枝
葉
之
自
茂
耶
。」
こ

こ
で
の
朱
熹
に
よ
る
批
判
の
論
点
と
し
て
、
①
良
心
の
発
現
を
察
識
し
て
然

る
後
に
こ
れ
を
涵
養
す
る
、
と
い
う
胡
宏
の
方
法
論
で
は
、
良
心
が
発
現
す

る
ま
で
は
工
夫
に
着
手
す
る
す
べ
が
な
く
、
工
夫
に
間
断
が
生
じ
て
し
ま
う

こ
と
、
②
良
心
の
発
現
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
自
己
の
放
心
を
自
覚
す
れ
ば

直
ち
に
こ
れ
を
求
め
て
操
存
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
③
察
識
と
存
養
と
で
は

と
存
養
の
方
が
よ
り
根
本
的
な
工
夫
で
あ
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。
な
お
胡
宏

と
朱
熹
の
思
想
的
立
場
を
比
較
検
討
し
た
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
福
谷
彬

「
胡
宏
と
朱
子
―
―
両
者
の
相
違
の
根
源
と
し
て
の
経
書
理
解
―
―
」（『
中

国
思
想
史
研
究
』
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
32
）�「
齊
王
之
良
心
」　
『
孟
子
』「
梁
恵
王
」上「
臣
聞
之
胡
齕
曰
。
王
坐
於
堂
上
、

有
牽
牛
而
過
堂
下
者
。
王
見
之
曰
。
牛
何
之
。
對
曰
。
將
以
釁
鐘
。
王
曰
。

舍
之
。
吾
不
忍
其
觳
觫
、若
無
罪
而
就
死
地
。
對
曰
。
然
則
廢
釁
鐘
與
。
曰
。

何
可
廢
也
。
以
羊
易
之
。
不
識
有
諸
。
曰
。
有
之
。
曰
。
是
心
足
以
王
矣
。

百
姓
皆
以
王
為
愛
也
、
臣
固
知
王
之
不
忍
也
。」

（
33
）�「
愛
牛
之
心
」　

牛
を
愛
す
る
心
。
斉
王
が
犠
牲
の
牛
を
羊
に
取
り
替
え
よ

う
と
し
た
心
。
前
注
所
引
に
あ
る
通
り
『
孟
子
』
原
文
中
の
「
愛
」
字
は
惜

し
む
（
吝
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
孟
子
は
斉
王
の
心
を
「
不
忍
」

の
心
と
評
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
愛
」
は
愛
惜
で
は
な
く
仁
愛
の
意

で
訳
し
た
（
次
注
参
照
）。　

（
34
）�「
所
以
孟
子
因
而
以
此
推
廣
之
也
」　
『
孟
子
』「
梁
恵
王
」上（
前
々
注
所
引
）

に
対
す
る
朱
注
に
い
う
。「
王
見
牛
之
觳
觫
而
不
忍
殺
、
即
所
謂
惻
隠
之
心
、

仁
之
端
也
。
擴
而
充
之
、
則
可
以
保
四
海
矣
。
故
孟
子
指
而
言
之
、
欲
王
察

識
於
此
而
擴
充
之
也
。
愛
、猶
吝
也
。」「
推
廣
」
は
擴
充
と
ほ
ぼ
同
義
。『
孟

子
』「
公
孫
丑
」
上
「
凡
有
四
端
於
我
者
、知
皆
擴
而
充
之
矣
、若
火
之
始
然
、

泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
、
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
。」

に
対
す
る
朱
注
に
「
擴
、
推
廣
之
意
。
充
、
滿
也
。
四
端
在
我
、
隨
處
發
見
。

知
皆
即
此
推
廣
而
充
滿
其
本
然
之
量
、
則
其
日
新
又
新
、
將
有
不
能
自
已
者

矣
。」

（
35
）�「
自
非
物
欲
昏
蔽
之
極
」 「
自
非
」
は
、…
の
場
合
を
除
け
ば
。「
昏
蔽
之
極
」

は
『
大
学
或
問
』
に
見
え
る
語
。「
然
而
本
明
之
體
、
得
之
於
天
、
終
有
不

可
得
而
昧
者
。
是
以
雖
其
昏
蔽
之
極
、
而
介
然
之
頃
、
一
有
覺
焉
、
則
即
此

空
隙
之
中
而
其
本
體
已
洞
然
矣
。」

（
36
）�「
便
是
物
欲
昏
蔽
之
極
」　
「
便
是
」は
、た
と
え
…
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。「
雖

其
昏
蔽
之
極
」（『
大
学
或
問
』）
に
お
け
る
「
雖
」
に
相
当
す
る
。
朱
熹
は

質
問
者
の
「
自
非
」
を
「
便
是
」
と
言
い
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
物
欲
昏

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
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蔽
之
極
」
に
あ
っ
て
も
本
体
と
し
て
の
明
徳
が
瞬
時
に
回
復
し
て
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

〔
補
説
２
〕「
以
心
使
心
」
と
「
一
箇
心
」「
兩
箇
心
」

　

程
頤
の
「
以
心
使
心
」
と
は
、
心
の
は
た
ら
き
を
心
の
赴
く
ま
ま
に
委
ね
る
こ

と
で
心
が
そ
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
戒
め
（「
人
心
自
由
、

便
放
去
也
」）、
心
に
よ
る
自
制
、
即
ち
自
ら
の
心
に
よ
っ
て
自
ら
の
心
を
制
御
す

べ
き
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
但
し
そ
の
場
合
、
制
御
さ
れ
る
心
と
は
別
に
、

制
御
す
る
も
う
一
つ
の
心
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
心
は
あ
く
ま
で
一
つ
で

あ
っ
て
、
二
つ
で
は
な
い
。
朱
熹
は
こ
の
程
頤
の
語
が
、
同
時
に
二
つ
の
心
が
存

在
す
る
か
の
如
き
誤
解
を
招
き
や
す
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
は
程
頤
の
真

意
で
は
な
い
点
を
強
調
す
る
。『
語
類
』
巻
三
四
、
一
九
七
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅲ

901
）「
又
問
。
程
子
以
心
使
心
、
如
何
。
曰
。
只
是
一
箇
心
。
被
他
說
得
来
、
却

似
有
兩
箇
。
子
細
看
来
、
只
是
這
一
箇
心
。」

　

朱
熹
に
よ
れ
ば
、
心
が
一
身
の
主
体
と
し
て
そ
の
主
宰
性
を
し
っ
か
り
と
発
揮

す
べ
き
こ
と
を
説
く
の
が
、
程
頤
の
真
意
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
九
六
、
五
一

条
、	

呂
燾
録
（
Ⅵ2471

）「
問
。
以
心
使
心
、
此
句
有
病
否
。
曰
。
無
病
。

其
意
、
只
要
此
心
有
所
主
宰
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
「
四
二
「
答
石
子
重
」
第
四

書
「
心
說
甚
善
。
但
恐
更
須
收
歛
造
約
為
佳
耳
。
以
心
使
心
、
所
疑
亦
善
。
葢
程

子
之
意
、
亦
謂
自
作
主
宰
、
不
使
其
散
漫
走
作
耳
。
如
孟
子
云
操
則
存
、
云
求
放

心
、
皆
是
此
類
。
豈
以
此
使
彼
之
謂
邪
。」

　

以
下
の
書
翰
で
は
、「
以
心
使
心
」
を
道
心
に
よ
る
人
心
の
制
御
と
見
な
す
陳

淳
の
解
釈
を
一
応
肯
定
し
た
上
で
、
心
を
一
身
の
主
宰
と
せ
よ
と
い
う
の
が
あ
く

ま
で
も
程
頤
の
真
意
で
あ
る
こ
と
に
、
敢
え
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
陳
淳
の
解

釈
に
は
な
お
「
兩
箇
心
」
の
弊
害
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
朱

文
公
文
集
』
巻
五
七
「
答
陳
安
卿
」
第
二
書
（
問
）「
程
子
以
心
使
心
之
説
、
竊

謂
此
二
心
字
、
只
以
人
心
道
心
判
之
、
自
明
白
。
葢
上
心
字
即
是
道
心
、
專
以
理

義
言
之
也
。
下
心
字
、
即
是
人
心
而
以
形
氣
言
之
也
。
以
心
使
心
、
則
是
道
心
為

一
身
之
主
而
人
心
其
聽
命
也
。
不
審
是
否
。」（
答
）「
亦
是
如
此
。
然
觀
程
先
生

之
意
、
只
是
説
自
作
主
宰
耳
。」

　

こ
の
よ
う
に
朱
熹
の
立
場
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
本
条
に
お
け
る
朱
熹
自
身
の

発
言
、
例
え
ば
「
將
這
知
得
不
是
底
心
去
治
那
不
是
底
心
」
や
「
將
這
箇
做
主
去

治
那
箇
客
」
に
も
、
実
は
「
兩
箇
心
」
の
嫌
い
が
あ
る
こ
と
に
、
我
々
は
気
づ
く

は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
有
名
な
「
観
心
説
」
に
お
い
て
朱
熹
は
、
心
を
「
一
而
不

二
者
」「
為
主
而
不
為
客
者
」
と
明
確
に
規
定
し
て
お
り
、
上
記
の
発
言
は
朱
熹

自
身
の
規
定
と
齟
齬
し
か
ね
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
恐
ら
く
朱
熹
自
身
そ
の
こ
と

を
自
覚
し
、
自
身
の
発
言
も
程
頤
の
「
以
心
使
心
」
も
、「
兩
箇
心
」
を
含
意
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
喚
起
す
る
こ
と
で
、
い
さ
さ
か
の
軌
道
修
正
を
図

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
最
後
は
再
び
「
只
是
將
這
知
得
不
是
底
心
去
治
那
不
是

底
心
而
已
。」
と
い
う
語
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
軌
道
修
正
は
少

な
か
ら
ず
不
徹
底
な
も
の
に
終
わ
っ
た
感
が
あ
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
七
「
觀

心
説
」「
或
問
。
佛
者
有
觀
心
説
、然
乎
。
曰
。
夫
心
者
、人
之
所
以
主
乎
身
者
也
。

一
而
不
二
者
也
。
為
主
而
不
為
客
者
也
。
命
物
而
不
命
於
物
者
也
。
故
以
心
觀
物
、

則
物
之
理
得
。
今
復
有
物
以
反
觀
乎
心
、
則
是
此
心
之
外
、
復
有
一
心
而
能
管
乎

此
心
也
。
然
則
所
謂
心
者
、
為
一
耶
為
二
耶
。
為
主
耶
為
客
耶
。
為
命
物
者
耶
為

命
於
物
者
耶
。
此
亦
不
待
較
而
審
其
言
之
謬
矣
。
…
夫
謂
人
心
之
危
者
、
人
欲
之
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萌
也
。
道
心
之
微
者
、
天
理
之
奥
也
。
心
則
一
也
。
以
正
不
正
而
異
其
名
耳
。
…

非
以
道
為
一
心
、
人
為
一
心
、
而
又
有
一
心
以
精
一
之
也
。
夫
謂
操
而
存
者
、
非

以
彼
操
此
而
存
之
也
。
舍
而
亡
者
、
非
以
彼
舍
此
而
亡
之
也
。
心
而
自
操
則
亡
者

存
、
舍
而
不
操
則
存
者
亡
耳
。
…
釋
氏
之
學
、
以
心
求
心
、
以
心
使
心
、
如
口
齕

口
、
如
目
視
目
、
其
機
危
而
迫
、
其
途
險
而
塞
、
其
理
虚
而
其
勢
逆
。
葢
其
言
雖

有
若
相
似
者
而
其
實
之
不
同
葢
如
此
也
。」

　

な
お
、
心
に
「
是
底
心
」
と
「
不
是
底
心
」、
或
い
は
「
道
心
」
と
「
人
心
」

の
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
、
も
と
よ
り
朱
熹
も
認
め
て
い
る
。
ま
た
現

実
の
為
善
去
悪
に
際
し
て
、
善
を
志
向
す
る
自
己
と
悪
を
志
向
す
る
自
己
と
の
間

に
葛
藤
が
生
じ
る
よ
う
な
事
態
も
、
朱
熹
は
認
め
て
い
る
。『
語
類
』
巻
一
六
、

一
〇
八
条
、
沈
僩
録
「
如
自
家
欲
為
善
、
後
面
又
有
箇
人
在
這
裏
拗
你
莫
去
為
善
。

欲
惡
惡
、
又
似
有
箇
人
在
這
裏
拗
你
莫
要
惡
惡
、
此
便
是
自
欺
。（
原
注
「
因
引

近
思
録
如
有
兩
人
焉
、
欲
為
善
云
云
一
段
、
正
是
此
意
。」）
所
引
は
『
近
思
録
』

巻
四
。

　

朱
熹
が
「
両
箇
心
」
を
否
定
す
る
意
図
は
、「
不
是
底
心
」
と
は
別
の
ど
こ
か

に
「
是
底
心
」
が
存
在
し
、
そ
の
「
是
底
心
」
を
持
っ
て
き
て
「
不
是
底
心
」
を

治
め
る
の
で
は
な
く
、「
不
是
底
心
」
の
存
在
に
気
づ
く
心
が
即
ち
「
是
底
心
」

に
他
な
ら
な
い
、「
是
底
心
」
は
「
不
是
底
心
」
に
即
し
て
存
在
す
る
、
と
い
う

両
者
の
相
即
関
係
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
両
者
が
相
即
関
係
に

あ
る
か
ら
こ
そ
、
心
が
そ
の
主
宰
性
を
発
揮
す
る
か
喪
失
す
る
か
に
よ
っ
て
、「
是

底
心
」
と
「
不
是
底
心
」
は
互
い
に
一
方
か
ら
他
方
に
瞬
転
す
る
。
そ
れ
が
『
孟

子
』
に
い
う
「
操
則
存
、
舍
則
亡
。」
で
あ
る
（「
告
子
」
上
）。

28
条

　

友
仁
説
明
明
德
。
此
明
德
、乃
是
人
本
有
之
物
。
只
為
氣
稟
與
物
欲
所
蔽
而
昏
。

今
學
問
進
修
、
便
如
磨
鏡
相
似
。
鏡
本
明
、
被
塵
垢
昏
之
。
用
磨
擦
之
工
、
其
明

始
現
。
及
其
現
也
、
乃
本
然
之
明
耳
。

　

曰
。
公
説
甚
善
。
但
此
理
不
比
磨
鏡
之
法
。

　

先
生
略
擡
身
、
露
開
兩
手
、
如
閃
出
之
状
、
曰
。
忽
然
閃
出
這
光
明
來
、
不
待

磨
而
後
現
。
但
人
不
自
察
耳
。
如
孺
子
將
入
於
井
、
不
拘
君
子
小
人
、
皆
有
怵
惕

惻
隱
之
心
、
便
可
見
。

　

友
仁
云
。
或
問
中
説
、
是
以
雖
其
昏
蔽
之
極
、
而
介
然
之
頃
、
一
有
覺
焉
、
則

即
此
空
隙
之
中
而
其
本
體
已
洞
然
、
便
是
這
箇
道
理
。

　

先
生
頷
之
、
曰
。
於
大
原
處
不
差
、
正
好
進
修
。　

友
仁

          

〔
校
勘
〕

○�

「
只
為
氣
稟
與
物
欲
所
蔽
而
昏
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
便
如
磨
鏡
相
似
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
先
生
略
擡
身
」　

成
化
本
、萬
暦
本　

、和
刻
本
は
「
略
」
を
「
畧
」
に
作
る
。

○
「
便
是
這
箇
道
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

友わ
た
く
し仁
が
明
明
徳
に
つ
い
て
説
い
た
。「
こ
の
明
徳
は
、
人
が
本
来
具
え
て
い
る

も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
気
稟
と
物
欲
と
に
よ
っ
て
、
蔽
わ
れ
昏
ま
さ
れ
て

京
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し
ま
う
の
で
す
。
今
、
学
問
に
よ
っ
て
徳
を
高
め
行
い
を
修
め
る
の
は
、
ち
ょ
う

ど
鏡
を
磨
く
よ
う
な
も
の
で
す
。
鏡
は
本
来
澄
明
で
す
が
、
塵ち

垢り

に
よ
っ
て
昏
ま

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
磨
き
擦
る
と
い
う
手
間
暇
を
か
け
て
や
る
こ
と
で
、
鏡
の

澄
明
さ
は
は
じ
め
て
た
ち
現
わ
れ
ま
す
。し
か
し
そ
の
立
ち
現
れ
た
澄
明
さ
と
は
、

実
は
本
来
の
澄
明
さ
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。」

　

先
生
「
君
の
説
明
ぶ
り
は
と
て
も
い
い
。
た
だ
し
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
道
理
は
、

鏡
を
磨
く
と
い
う
方
法
に
な
ぞ
ら
え
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。」

　

先
生
は
少
し
背
筋
を
伸
ば
す
と
、両
方
の
手
の
ひ
ら
を
ぱ
っ
と
開
い
て
、（
光
が
）

さ
っ
と
ほ
と
ば
し
り
出
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し
て
み
せ
る
と
、
言
わ
れ
た
。「
光

は
こ
ん
な
ふ
う
に
、
だ
し
ぬ
け
に
ぱ
っ
と
ほ
と
ば
し
り
出
て
く
る
も
の
で
、
磨
い

て
か
ら
た
ち
現
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
人
が
自
分
で
そ
れ
と
気
づ
か

な
い
だ
け
の
こ
と
だ
。
孺
子
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
に
な
れ
ば
、
君
子
小
人
の
別
な

く
、
誰
し
も
怵お
ど

惕ろ
き

惻い
た
む隱

の
心
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
（
＝
磨

鏡
を
待
つ
ま
で
も
な
く
明
徳
が
発
現
す
る
こ
と
）
は
わ
か
る
だ
ろ
う
。」

　

友
仁
が
言
う
。「『
或
問
』
に
「
そ
れ
故
に
、
昏
ま
さ
れ
蔽
わ
れ
る
こ
と
が
そ
の

極
点
に
ま
で
達
し
た
と
し
て
も
、
一
瞬
の
間
に
一
た
び
目
覚
め
さ
え
す
れ
ば
、
す

き
ま
開
いす

た
そき

の
空ま

隙
か
ら
、
本
体
（
と
し
て
の
明
徳
）
は
、
既
に
洞
然
と
し
て

そ
の
明
る
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
道
理
で

す
ね
。」

　

先
生
は
頷
い
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
お
お
も
と
の
と
こ
ろ
に
狂
い
が
な
い
か
ら

こ
そ
、
ち
ゃ
ん
と
徳
を
高
め
行
い
を
修
め
て
い
け
る
の
だ
。」　

郭
友
仁
録

〔
注
〕

（
１
）「
友
仁
説
明
明
德
」　

郭
友
仁
、
字
徳
元
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）�「
此
明
德
、
乃
是
人
本
有
之
物
」　
「
本
有
」
は
、
本
来
具
わ
っ
て
い
る
、
生

得
的
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
四
、
九
二
条
、
廖
德
明
録
「
明
徳
、
謂
本
有

此
明
徳
也
。」

（
３
）�「
只
為
氣
稟
與
物
欲
所
蔽
而
昏
」　

明
徳
を
損
な
う
要
因
と
し
て
氣
稟
と
物

欲
を
挙
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
章
句
』
経
、朱
注
「
明

德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
為

氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。」

（
４
）�「
今
學
問
進
修
」　
「
進
修
」
は
「
進
德
脩
業
」『
周
易
』
乾
卦
文
言
伝
「
子
曰
。

君
子
進
德
脩
業
。
忠
信
、
所
以
進
德
也
。
脩
辭
立
其
誠
、
所
以
居
業
也
。」

伊
川
易
伝
「
内
積
忠
信
、
所
以
進
徳
也
。
擇
言
篤
志
、
所
以
居
業
也
。」「
進

德
脩
業
」
と
三
綱
領
八
条
目
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。『
大
学

或
問
』「
蓋
吾
聞
之
。
敬
之
一
字
、
聖
學
之
所
以
成
始
而
成
終
者
也
。
為
小

學
者
、
不
由
乎
此
、
固
無
以
涵
養
本
原
而
謹
夫
洒
掃
應
對
進
退
之
節
與
夫
六

藝
之
敎
。
為
大
學
者
、
不
由
乎
此
、
亦
無
以
開
發
聰
明
進
德
修
業
而
致
夫
明

徳
新
民
之
功
也
。」『
四
書
大
全
』
所
収
『
大
学
或
問
』
は
「
開
發
聰
明
進
德

修
業
」
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
小
注
を
付
し
て
い
る
。「
開
發
聰
明
（
格

致
之
事
）
進
德
（
誠
正
修
）
修
業
（
齊
治
平
）」（
括
弧
内
は
双
行
小
注
）

（
５
）�「
便
如
磨
鏡
相
似
」　
「
如
…
相
似
」
は
、
…
の
よ
う
で
あ
る
。
磨
鏡
の
比
喩

は
『
語
類
』
中
に
散
見
す
る
。
以
下
の
う
ち
①
は
本
条
同
様
、
明
明
徳
を
磨

鏡
に
喩
え
た
門
人
の
発
言
に
対
し
て
、
朱
熹
の
見
解
は
否
定
的
で
あ
る
。
た

だ
し
そ
の
一
方
、②
や
③
で
は
朱
熹
自
身
が
こ
の
比
喩
を
持
ち
出
し
て
い
る
。

明
明
徳
の
必
要
性
そ
の
も
の
を
強
調
す
る
文
脈
で
は
磨
鏡
の
比
喩
が
用
い
ら

『
朱
子
語
類
』
巻
一
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～
一
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れ
る
が
、明
徳
の
「
本
体
洞
然
」「
未
嘗
不
明
」
を
強
調
す
る
文
脈
で
は
「
磨

く
ま
で
も
な
い
」
点
に
力
点
が
置
か
れ
、
一
瞬
の
覚
醒
に
よ
る
本
体
の
回
復

が
説
か
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
以
下
、
い
ず
れ
も
『
語
類
』
巻
一
四
。

①
七
四
条
、
沈
僩
録
「
或
以
明
明
徳
譬
之
磨
鏡
。
曰
。
鏡
猶
磨
而
後
明
。
若

人
之
明
徳
、
則
未
嘗
不
明
。
雖
其
昏
蔽
之
極
、
而
其
善
端
之
發
、
終
不
可
絶
。

但
當
於
其
所
發
之
端
、
而
接
續
光
明
之
、
令
其
不
昧
、
則
其
全
體
大
用
可
以

盡
明
。
且
如
人
知
己
徳
之
不
明
而
欲
明
之
。
只
這
知
其
不
明
而
欲
明
之
者
、

便
是
明
徳
。
就
這
裏
便
明
將
去
。」
②
八
二
条
、
黄
卓
録
「
明
徳
是
自
家
心

中
具
許
多
道
理
在
這
裏
。
本
是
个
明
底
物
事
、
初
無
暗
昧
、
…
縁
為
物
欲
所

蔽
、
故
其
明
易
昏
。
如
鏡
本
明
、
被
外
物
點
汙
、
則
不
明
了
。
少
間
磨
起
、

則
其
明
又
能
照
物
。」
③
九
二
条
、
廖
德
明
録
「
明
德
、
謂
本
有
此
明
德
也
。

…
只
爲
私
欲
所
蔽
、
故
暗
而
不
明
。
所
謂
明
明
德
者
、
求
所
以
明
之
也
。
譬

如
鏡
焉
、
本
是
箇
明
底
物
、
縁
爲
塵
昏
、
故
不
能
照
。
須
是
磨
去
塵
垢
、
然

後
鏡
復
明
也
。」

（
６
）「
被
塵
垢
昏
之
」　
「
被
」
は
、
…
に
…
さ
れ
る
。
受
動
を
表
す
。

（
７
）�「
乃
本
然
之
明
耳
」　
「
本
然
之
明
」
は
、（
明
徳
が
）
本
来
具
え
て
い
る
明

る
さ
。「
本
體
之
明
」
と
同
義
。『
大
学
章
句
』
経
、朱
注
「
但
為
氣
稟
所
拘
、

人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。
然
其
本
體
之
明
、
則
有
未
嘗
息
者
。」『
朱
文
公

文
集
』
巻
一
五
「
經
筵
講
義
」「
吾
之
所
得
於
天
而
未
嘗
不
明
者
、
豈
不
超

然
無
有
氣
質
物
欲
之
累
而
復
得
其
本
然
之
明
哉
。」

（
８
）�「
公
説
甚
善
」　
「
公
」
は
二
人
称
、
君
。『
語
類
』
で
朱
熹
が
門
人
に
語
り

か
け
る
際
の
呼
称
と
し
て
「
你
」
と
と
も
に
多
用
さ
れ
る
。
巻
一
五
、
一
二

条
、葉
賀
孫
録
「
公
且
道
、如
今
不
去
學
問
時
、此
心
頓
放
那
處
。」
巻
一
六
、

九
七
条
、
林
夔
孫
録
「
或
説
慎
獨
。
曰
。
公
自
是
看
錯
了
。」
巻
一
四
、
八

四
条
、
沈
僩
録
「
只
要
你
實
去
體
察
、
行
之
於
身
。」

（
９
）�「
先
生
略
擡
身
」　
「
略
」
は
、
少
し
。「
擡
身
」
は
体
を
起
こ
す
、
背
筋
を

伸
ば
す
。
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
十
五
「
生
春
二
十
首
」
第
一
五
首
「
何

處
生
春
早
、
春
生
半
睡
中
。
見
燈
如
見
霧
、
聞
雨
似
聞
風
。
開
眼
猶
殘
夢
、

擡
身
便
恐
融
。
却
成
雙
翅
蝶
、
還
遶
庳
花
叢
。」『
夢
梁
録
』
卷
一
「
車
駕
詣

景
靈
宫
孟
饗
」「
駕
近
太
廟
、
則
盖
撤
開
前
行
數
歩
、
上
畧
擡
身
而
過
、
此

見
尊
祖
敬
宗
之
意
。」（
天
子
が
太
廟
に
近
づ
か
れ
る
と
、
蓋
を
す
ぼ
め
、
数

歩
先
に
進
む
。
天
子
は
や
や
身
を
の
り
出
し
て
お
通
り
に
な
る
が
、
こ
れ
は

ご
先
祖
を
尊
敬
す
る
心
を
表
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。）」（
梅
原
郁
訳
注
『
夢

梁
録
』
1
、
五
三
頁
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
）

（
10
）�「
露
開
兩
手
」　
「
露
開
」
は
、
開
く
、
広
げ
る
。
握
っ
て
い
た
両
手
の
拳
を

ぱ
っ
と
開
い
て
み
せ
る
こ
と
で
光
が
さ
っ
と
さ
す
様
子
を
示
し
た
も
の
。

（
11
）�「
如
閃
出
之
状
」　
「
閃
出
」
は
、
ひ
ら
め
き
現
れ
る
。
ひ
ら
め
き
ほ
と
ば
し

る
。

（
12
）�「
如
孺
子
將
人
於
井
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」上「
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、

皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。」

（
13
）�「
或
問
中
説
」　
『
大
学
或
問
』「
然
而
本
明
之
體
、
得
之
於
天
、
終
有
不
可

得
而
昧
者
。
是
以
雖
其
昏
蔽
之
極
、
而
介
然
之
頃
、
一
有
覺
焉
、
則
即
此
空

隙
之
中
而
其
本
體
已
洞
然
矣
。」　
「
介
然
之
頃
」
は
、短
い
時
間
、一
瞬
の
間
。

二
七
条
に
既
出
。「
空
隙
」
は
、
す
き
ま
。
明
徳
を
光
源
に
喩
え
れ
ば
、
光

源
自
体
は
光
を
放
ち
続
け
て
い
て
、
遮
蔽
す
る
も
の
に
よ
っ
て
す
っ
ぽ
り
と

蔽
わ
れ
て
い
る
状
態
で
は
、
光
の
存
在
は
認
識
さ
れ
な
い
。
し
か
し
わ
ず
か
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で
も
す
き
ま
空
隙
が
開
く
と
、
光
源
か
ら
洞
然
と
し
て
光
が
射
す
。
一
瞬
の

覚
醒
を
、
空
隙
が
開
い
て
さ
っ
と
光
が
射
す
様
子
に
喩
え
た
も
の
。
朝
鮮
、

金
龜
柱(
一
七
四
〇
～
一
七
八
六
『
可
庵
遺
稿
續
集
』
卷
一
、大
學
經
義
「
答

昇
如
」
第
二
書
壬
寅
六
月
「
或
問
所
謂
空
隙
之
中
。
本
軆
洞
然
。
亦
指
其
空

隙
之
洞
然
。
非
指
其
全
軆
之
洞
然
也
。」（
影
印
標
点
韓
国
文
集
叢
刊
、
続
集

九
八
冊
、
六
五
六
ａ
。

（
14
）�「
便
是
這
箇
道
理
」　
「
ま
さ
に
こ
の
（
同
じ
）
道
理
で
す
ね
。」
孺
子
入
井

を
目
の
当
た
り
に
し
て
怵
惕
惻
隠
の
心
が
発
現
す
る
の
も
、
一
瞬
の
覚
醒
に

よ
っ
て
本
体
と
し
て
の
明
徳
が
発
現
す
る
の
も
同
じ
道
理
（
と
も
に
磨
鏡
を

ま
つ
ま
で
も
な
い
）、
の
意
。

（
15
）�「
於
大
原
處
不
差
」　
「
大
原
」
は
、
物
事
の
根
本
、
お
お
も
と
。
し
ば
し
ば

「
大
本
大
原
」「
大
原
大
本
」
と
熟
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
三
六
、

一
二
六
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅲ
977
）「
又
曰
。
如
今
識
得
箇
大
原
了
、
便
見
得

事
事
物
物
都
從
本
根
上
發
出
來
。
如
一
箇
大
樹
、
有
箇
根
株
、
便
有
許
多
芽

蘗
枝
葉
、
牽
一
箇
則
千
百
箇
皆
動
。」
巻
一
一
、
四
三
条
、
呉
雉
録
（
Ⅰ
182
）

「
讀
書
之
法
、
有
大
本
大
原
處
、
有
大
綱
大
目
處
、
又
有
逐
事
上
理
會
處
、

又
其
次
則
解
釋
文
義
。」
巻
八
四
、
八
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅵ2179

）「
到

孟
子
、
已
是
不
說
到
細
碎
上
、
只
說
「
諸
侯
之
禮
、
吾
未
之
學
也
。
吾
嘗
聞

之
矣
、
三
年
之
喪
、
齊
疏
之
服
、
饘
粥
之
食
、
自
天
子
達
於
庶
人
。」
這
三

項
便
是
大
原
大
本
。」（
所
引
は
『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
）

（
16
）�「
正
好
進
修
」　
「
正
好
」
は
「
…
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
」「
う
ま
く
…

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ま
さ
に
…
す
べ
き
で
あ
る
」『
語
類
』
巻
一
四
、
三

五
条
、
葉
賀
孫
録
「
且
未
要
讀
論
語
。
大
學
稍
通
、
正
好
著
心
精
讀
。」
巻

一
五
、
八
七
条
、
楊
道
夫
録
「
知
至
意
誠
、
是
凡
聖
界
分
關
隘
。
…
過
得
此

關
、
正
好
著
力
進
歩
也
。」

　

          　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
（
210
～
255
条
）、
訳
注
担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

210
～
217
条  　
　
　
　
　
　
　

古
勝　
　

亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

218
～
224
条  　
　
　
　
　
　
　

福
谷　
　

彬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

225
～
235
条  　
　
　
　
　
　
　

松
葉
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

236
～
250
条  　
　
　
　
　
　
　

廖　

明　

飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

251
～
255
条  　
　
　
　
　
　
　

小
笠　

智
章

　

          　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
七
（
１
～
28
条
）、
訳
注
担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
～
10
条  　
　
　
　
　
　
　

田　
　
　

訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
～
18
条  　
　
　
　
　
　
　

古　

勝　

亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
～
25
条  　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
～
28
条  　
　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

�

（
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
九
日
受
理
）

　
　
　
（
こ
が
ち　

り
ょ
う　

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
（
ま
つ
ば 

く
み
こ 　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）

三
〇
九



　
　
　
（
り
ょ
う 

め
い
ひ 　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
（
お
が
さ　

と
も
あ
き　

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
（
で
ん　

ほ
う　

湖
南
大
学
岳
麓
書
院
歴
史
系
助
理
教
授
）

　
　
　
（
う
さ
み　

ぶ
ん
り　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）
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